
備 考

【基礎となる学部】
食物栄養科学部食物
栄養学科、食創造科
学科

14条特例の実施

2 6 14条特例の実施

4 14条特例の実施

14条特例の実施

新設学部等の目的

平和で民主的な社会の形成者として、高度な教養と幅広い知識を有し、豊かな人間
性を備えるとともに、時代と社会の要請に応えつつ高度化していく食物栄養科学の
分野で活躍できる人材を育成する。食物栄養科学に精通した知識を有し高度な実践
力と応用力を身につける。社会の動向や予防・医療現場に対応した予防栄養・医療
栄養への実践力と応用力を身につける。さらに、社会情勢の中で食産業界のあらゆ
る分野で発揮できる企画・運営能力を身につける。また、あらゆる分野において研
究成果からエビデンスを明らかにする能力を身につける。

8 修士
（食物栄養学）
【Master of
Food Sciences
and Nutrition】

修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

　食創造科学専攻（M）
[Innovative Food
Sciences Major(Master's
Program)]

― 博士
（食物栄養学）
【Doctor of
Food Sciences
and Nutrition】

修士
（食創造科学）
【Master of

Innovative Food
Sciences】

令和4年4月
第1年次

令和4年4月
第1年次

3 2 6 博士
（食創造科学）
【Doctor of

Innovative Food
Sciences】

　食物栄養学専攻（D）
[Food Sciences and
Nutrition
Major(Doctoral
Program)]

8

令和4年4月
第1年次

別記様式第２号（その１の１）

ガッコウホウジン　     ム　  コ　 ガワ　ガク　イン

大 学 の 名 称

研究科の設置

武 庫 川 女 子 大 学 大 学 院
（Mukogawa Women'ｓ University Graduate School）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学 校 法 人　　武　庫　川　学　院

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

大 学 の 目 的
武庫川学院立学の精神に基づき、学術の理論及び応用を教授研究するとともに、高
度の専門性を要する職業等に必要な能力を養い、社会・文化の進展に寄与すること
を目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾑ  ｺ  ｶﾞﾜｼﾞｮ ｼ ﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸ ｲﾝ

記 入 欄

兵庫県西宮市池開町6番46号

16 ―

16

36

年 人

新
設
学
部
等
の
概
要

所　在　地
収容
定員

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

―

同上

3

2 ―

―　食創造科学専攻（D）
[Innovative Food
Sciences Major(Doctoral
Program)]

計

入学
定員

生活環境学研究科
　食物栄養学専攻（Ｍ）（廃止）   （△12)
　食物栄養学専攻（Ｄ）（廃止）   （△2)
※令和4年4月学生募集停止

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

新 設 学 部 等 の 名 称

食物栄養科学研究科
[Graduate School of
Food Sciences and
Nutrition ]

令和4年4月
第1年次

兵庫県西宮市池開町6
番46号

　食物栄養学専攻（M）
[Food Sciences and
Nutrition
Major(Master's
Program)]

2

同上

人

同上

年次
人

基本計画書―1



(0） (18） (0） (0）

　　　　　　　　　　食創造科学専攻
　　　　　　　　　　　　(修士課程)

8 4 1 0 13 0 3

(8） （4） (1） (0） （13） (0） (3）

　　　　　　　　　食創造科学専攻
　　　　　　　　　　　(博士後期課程)

7 0 0 0 7 0 0

(7）

0

(12）

　　　　　　　　薬科学専攻(修士課程)
23

看護学研究科 看護学専攻(修士課程)
12 5 4 2 23 0 18

(12） (5） (4） (2） (23） (0） (18）

             看護学専攻(博士後期課程)
12 5 1 0 18 0

(5） (1）

計
108 37 10 5 160 0 -

(108） (37） (10） (5) (160） (0） (-)

合　　　　計
122 49 13 5 189 0 -

(122） (49） (13） (5） (189） (0） (-)

既

設

分

4 3 0 30 0 16

(23） (4） (3） (0） (30） (0） (16）

　　　　　　　薬科学専攻(博士後期課程)
23 2 0 0 25 0 1

(23） (2） (0） (0） (25） (0） (1）

 　　　　　景観建築学専攻(博士後期課程)
7 1 0 0 8 0 1

(7） (1） (0） (0） (8） (0） (1）

薬学研究科　　　薬学専攻（博士課程)
23 0 0 0 23 0 1

(23） (0） (0） (0） (23） (0） (1）

　　　　　　 建築学専攻(博士後期課程)
6 7 1 0 14 0 0

(6） (7) (1） (0） (14) (0） (0）

 　　　　　　景観建築学専攻(修士課程)
7 1 0 1 9 0 28

(7） (1） (0） (1） (9） (0） (28）

　　　　　　　　　生活環境学専攻
　　　　　　　　　　　(博士後期課程)

13 0 0 0 13 0 0

(13） (0） (0） (0） (13） (0） (0）

建築学研究科 建築学専攻(修士課程)
6 7 1 1 15 0 16

(6） (7） (1） (1） (15） (0） (16）

生活環境学研究科　生活環境学専攻
　　　　　　　　　　　　(修士課程)

14 6 0 0 20 0 0

(14） (6） (0） (0） (20） (0） (0）

健康・スポーツ科学研究科
　　　健康・スポーツ科学専攻(修士課程)

12 2 0 0 14 0 2

(12） (2） (0） (0） (14） (0） (2）

臨床教育学研究科　臨床教育学専攻
　　　　　　　　　　　　　　(修士課程)

6 1 0 0 7 0 3

(6） (1） (0） (0） (7） (0） (3）

　　　　　　　　　臨床教育学専攻
　　　　　　　　　　　(博士後期課程)

14 0 0 0 14 0 0

(14） (0） (0） (0） (14） (0） (0）

　　　　　教育学専攻 (修士課程)
8 3 1 0 12 0 2

(8） (3） (1） (0） (12） (0） (2）

　　　　　臨床心理学専攻　(修士課程)
8 4 1 1 14 0 8

(8） (4） (1） (1） (14） (0） (6）

3 3 0 0 6 0 3

(3） (3） (0） (0） (6） (0） (3）

　　　　　英語英米文学専攻
　　　　　　　　　　(博士後期課程)

3 3 0 0 6 0 3

(3） (3） (0） (0） (6） (0） (3）

　　　　　英語英米文学専攻　(修士課程)

文学研究科日本語日本文学専攻(修士課程)
9 0 0 0 9 0 1

(9） (0） (0） (0） (9） (0） (1）

　　　　　日本語日本文学専攻
　　　　　　　　　　　　(博士後期課程)

9 0 0 0 9 0 0

(9） (0） (0） (0） (9） (0） (0）

教

員

組

織

の

概

要

7      単位

30     単位

30      単位

0 科目

2  科目 26  科目

7 科目

開設する授業科目の総数

0 科目

新設学部等の名称
講義

卒業要件単位数

12 3 0 29 0 ―

（14） （12） （3） (0） （29） (0） （―）

(0） (7）(0） (0） (0） (0）

(0） (13）

　　　　　　　　　食物栄養学専攻
　　　　　　　　　　　(博士後期課程)

5 3 0 0 8 0 0

（5） (3） (0） (0） (8） (0） (0）

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新
　
　
設
　
　
分

人 人 人 人 人 人 人

食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻
　　　　　　　　　　　　(修士課程)

6 8 2 0 16 0 13

(6） (8） (2） (0）

計
14

（16）

24 科目 0 科目

食物栄養科学研究科食物栄養学専攻（D）

 7  科目

食物栄養科学研究科食物栄養学専攻（M） 25 科目 3 科目  7  科目 35　科目

実験・実習演習

食物栄養科学研究科食創造科学専攻（D）

教育
課程

食物栄養科学研究科食創造科学専攻（M）

 0  科目 7      単位

計

7 科目 0  科目  7  科目

基本計画書―2



文学研究科英語英
米文学専攻(M)

　703千円 　703千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

文学研究科英語英
米文学専攻(D)

　703千円 　703千円 　703千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

文学研究科
教育学専攻・臨床
心理学専攻(M)

　734千円 　734千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

学生１人当り納付金 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

文学研究科日本語
日本文学専攻(M)

675千円 675千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

文学研究科日本語
日本文学専攻(D)

675千円 675千円 675千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

90,000千円 90,000千円 90,000千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

図 書 購 入 費 99,000千円 99,000千円 99,000千円 99,000千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

設 備 購 入 費 392,000千円 392,000千円 392,000千円 392,000千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

12,450.21　　㎡ 1,716 868,000

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

17,497.24　　　㎡ 　総合スタジアム陸上トラック、ソフトボールグラウンド、テニスコート

経
費
の
見
積
り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次
大学全体。大学院
研究科単位での算
出不能のため、大
学学部との合計。
図書費には、電子
ジャーナル、デー
タベースの整備費
（運用コスト含
む）を含む。

教員１人当り研究費等 358千円 358千円 358千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

共 同 研 究 費 等

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具 標本

図書・学術雑誌・
電子ジャーナル・
視聴覚資料につい
ては、研究科単位
での特定不能なた
め、大学全体の
数。機械・器具お
よび標本は食物栄
養科学部との計。

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

食物栄養科学研究科
694,591

〔163,579〕
(694,591〔163,579〕)

9,527〔1,949〕
(9,527

〔1,949〕)

8,735〔7,185〕
(8,735〔7,185〕)

11,155
（11,155)

計
694,591

〔163,579〕
(694,591

9,527〔1,949〕
(9,527

〔1,949〕)

8,735〔7,185〕
(8,735〔7,185〕)

11,155
（11,155)

3,435 23

(3,187) (23)

23

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

 147   室 196    室 411   室
12     室 4    室

（補助職員　1人） （補助職員　2人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

食物栄養科学研究科 28        室

そ の 他 0　㎡ 9,627.66　㎡ 0　㎡ 9,627.66　㎡

合 計 68,039.60　㎡ 179,877.96　㎡ 0　㎡ 247,917.56　㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計 武庫川女子大学短
期大学部（必要面
積10,450㎡）と共
用

72,056.13 　㎡ 118,718.08   ㎡ 0　　　㎡ 190,774.21　 ㎡

（69,363.31㎡） （115,968.32㎡） （　　　0　㎡） （185,331.63㎡）

（1） （2）

計
160 145 305

（160） （145） （305）

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計 武庫川女子大学短
期大学部（必要面
積14,000㎡）と共
用

校 舎 敷 地 68,039.60　㎡ 77,747.55　㎡ 0　㎡ 145,787.15　㎡

運 動 場 用 地 0　㎡ 92,502.75　㎡ 0　㎡ 92,502.75　㎡

小 計 68,039.60　㎡ 170,250.30　㎡ 0　㎡ 238,289.90　㎡ 借用面積：
1,129.19㎡
借用期間：～令和
30年11月

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

大学全体　

事 務 職 員
153 142 295

（153） （142） （295）

技 術 職 員
4 2 6

（4） （2） （6）

図 書 館 専 門 職 員
2 0 2

（2） （0） （2）

そ の 他 の 職 員
1 1 2

（1）

経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
の
概
要

3,435

(3,187) (23)
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※下段は社会人特
別選抜入学者

※下段は看護学研
究保健師コース

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学専攻
（修士課程）

2 20 ― 40
修士

（健康科学）又は
（ｽﾎﾟｰﾂ科学）

0.22 平成23年度 同上

臨床教育学専攻
（博士後期課程）

3 6 ― 18
博士

（臨床教育学）又は
（教育学）又は（臨床

心理学）

0.38 平成9年度 同上

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学研究科

臨床教育学研究科

臨床教育学専攻
（修士課程）

2 16 ― 32 修士
（臨床教育学）

0.77 平成6年度 同上

教育学専攻
（修士課程）

2 6 ― 12
修士

（教育学）
0.24 平成17年度 同上

臨床心理学専攻
（修士課程）

2 20 ― 40 修士
（臨床心理学）

0.57 平成11年度 同上

英語英米文学専攻
（修士課程）

2 12 ― 24
修士

（文学）
0.08 昭和46年度 同上

英語英米文学専攻
（博士後期課程）

3 3 ― 9
博士

（文学）
0.44 平成12年度 同上

文学研究科

日本語日本文学専攻
（修士課程）

2 12 ― 24
修士

（文学）
0.37 昭和46年度

兵庫県西宮市池開
町6番46号

日本語日本文学専攻
（博士後期課程）

3 3 ― 9
博士

（文学）
0.22 平成3年度 同上

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入　等

大 学 の 名 称 　武庫川女子大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

薬学研究科
薬科学専攻(D)

834千円 834千円 834千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

看護学研究科
看護学専攻(M)

650千円
916千円

650千円
916千円

― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

看護学研究科
看護学専攻(D)

734千円 734千円 734千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

建築学研究科
建築学専攻・景観
建築学専攻(D)

1,078千円 1,078千円 1,078千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

薬学研究科
薬学専攻(4年制D)

822千円 822千円 822千円 822千円 ― 千円 ― 千円

薬学研究科
薬科学専攻(M)

　834千円
648千円

　834千円
648千円

― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

生活環境学研究科
生活環境学専攻(D)

734千円 734千円 734千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

建築学研究科
建築学専攻・景観
建築学専攻(M)

1,078千円 1,078千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

食物栄養科学研究科
食物栄養学専攻・食創

造科学専攻(D)
776千円 776千円 776千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

食物栄養科学研究科
食物栄養学専攻・食創

造科学専攻(M)
776千円 776千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

― 千円 ― 千円 ― 千円

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻(D)

734千円 734千円 734千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

生活環境学研究科
生活環境学専攻(M)

734千円 734千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

健康・スポーツ科学研究科
健康・スポーツ科学専攻

(M)
　713千円 　713千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円 ― 千円

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻(M)

650千円 650千円 ― 千円

経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
の
概
要

既
設
大
学
等
の
状
況
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※令和２年度より
学生募集停止

※令和２年度より
学生募集停止

※令和２年度設置

※令和２年度設置

※令和２年度設置

※令和２年度設置

※令和３年度入学
定員増（3人）

※令和３年度入学
定員増（2人）

※令和元年度より
学生募集停止

※令和元年度設置

※令和元年度入学
定員増（30人、3
年次編入学定員5
人）

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学部 0.99

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学科 4 180 3年次20 730 学士
（健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学）

0.99 平成23年度 同上

心理・社会福祉学科 4 160 3年次17 674 学士（心理学）又は

（社会福祉学）
0.98 平成12年度 同上

教育学部 0.94

教育学科 4 240 3年次25 745
学士

（教育学）
0.94 令和元年度 同上

英語文化学科 4 200 3年次25 850 学士
（英語文化学）

0.96 昭和33年度 同上

教育学科 4 ― ― ―
学士

（教育学）
― 昭和38年度 同上

年 人 年次
人

人 倍

文学部 0.97

日本語日本文学科 4 150 3年次25 650 学士
（日本語日本文学）

0.97 昭和33年度
兵庫県西宮市池開
町6番46号

看護学専攻
（博士後期課程）

3 5 ― 11
博士

（看護学）
2.04 平成29年度 同上

大 学 の 名 称 　武庫川女子大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

薬科学専攻
（博士後期課程）

3 2 ― 6
博士

（薬科学）
1.16 平成24年度 同上

看護学研究科

看護学専攻
（修士課程）

2 15 ― 27
修士

（看護学）
0.84 平成27年度

兵庫県西宮市池開
町6番46号

薬学専攻
（博士課程）

4 2 ― 8
博士

（薬学）
0.12 平成24年度

兵庫県西宮市甲子
園九番町11番68号

薬科学専攻
（修士課程）

2 30 ― 60
修士

（薬科学）
0.24 平成22年度 同上

景観建築学専攻
（博士後期課程）

3 1 ― 2
博士

（景観建築学）
0.00 令和２年度 同上

薬学研究科

建築学専攻
（博士後期課程）

3 2 ― 4
博士

（建築学）
0.25 令和２年度 同上

景観建築学専攻
（修士課程）

2 6 ― 12
修士

（景観建築学）
2.33 令和２年度 同上

建築学研究科

建築学専攻
（修士課程）

2 22 ― 44
修士

（建築学）
0.99 令和２年度 同上

建築学専攻
（修士課程）

2 ― ― ―
修士

（建築学）
― 平成18年度

兵庫県西宮市戸崎
町1番13号

建築学専攻
（博士後期課程）

3 ― ― ―
博士

（建築学）
― 平成18年度 同上

生活環境学専攻
（修士課程）

2 6 ― 12 修士（生活環境学）

又は（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）
0.08 平成12年度 同上

生活環境学専攻
（博士後期課程）

3 2 ― 6 博士（生活環境学）

又は（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）
0.16 平成12年度 同上

食物栄養学専攻
（修士課程）

2 12 ― 24 修士
（食物栄養学）

0.45 昭和41年度 同上

食物栄養学専攻
（博士後期課程）

3 2 ― 6 博士
（食物栄養学）

1.00 平成2年度 同上

生活環境学研究科

既
設
大
学
等
の
状
況

既
設
大
学
等
の
状
況
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※令和元年度入学
定員増（35人）

※令和２年度より
学生募集停止

※令和２年度より
学生募集停止

※令和２年度設置

※令和２年度設置

※令和２年度設置

※令和２年度設置

※令和２年度設置

設置年月：　昭和37年4月（現施設は、昭和62年11月）

規模等　：　温室・寒地性植物栽培室　162.68㎡　　薬草園　　400.00㎡

― 200 短期大学士
（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学）

0.67 昭和25年度 同上

幼児教育学科 2 150 ― 300 短期大学士
（幼児教育学）

0.56 昭和26年度 同上

心理・人間関係学科 2 100 ― 200 短期大学士
（心理・人間関係学）

0.75 昭和62年度 同上

名　称　：　武庫川女子大学薬用植物園

所在地　：　兵庫県西宮市甲子園九番町11番68号

看護学部 0.99

健康・スポーツ学科 2 80 ― 160 短期大学士
（健康・ｽﾎﾟｰﾂ学）

0.59 昭和30年度 同上

食生活学科 2 80 ― 160
短期大学士
（食生活学）

0.62 昭和26年度 同上

生活造形学科 2 90 ― 180 短期大学士
（生活造形学）

0.85 昭和25年度 同上

附属施設の概要

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　武庫川女子大学短期大学部

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

日本語文化学科 2 100 ― 200 短期大学士
（日本語文化学）

0.84 昭和26年度
兵庫県西宮市池開
町6番46号

英語キャリア・コミュニケーション学科 2 100

看護学科 4 80 ― 320
学士

（看護学）
0.99 平成27年度

兵庫県西宮市池開
町6番46号

経営学部 1.07

経営学科 4 200 ― 400
学士

（経営学）
1.07 令和２年度 同上

薬学部（6年制） 0.89

薬学科 6 210 ― 1,260
学士

（薬学）
0.89 平成18年度

兵庫県西宮市甲子
園九番町11番68号

薬学部（4年制） 0.83

健康生命薬科学科 4 40 ― 160
学士

（薬科学）
0.83 平成18年度 同上

音楽学部 0.82

演奏学科 4 30 ― 120 学士（声楽）又は

（器楽）
0.63 平成21年度

兵庫県西宮市池開
町6番46号

応用音楽学科 4 20 ― 80
学士

（応用音楽）
1.10 平成21年度 同上

建築学部 1.05

建築学科 4 45 ― 90
学士

（建築学）
1.17 令和２年度

兵庫県西宮市戸崎
町1番13号

景観建築学科 4 40 ― 80
学士

（景観建築学）
0.92 令和２年度 同上

食物栄養科学部 0.85

食物栄養学科 4 200 3年次10 400
学士

（食物栄養学）
0.89 令和２年度

兵庫県西宮市池開
町6番46号

食創造科学科 4 80 3年次5 160
学士

（食創造科学）
0.77 令和２年度 同上

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 150 ― 600 学士
（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）

0.99 平成6年度 同上

建築学科 4 ― ― ―
学士

（建築学）
― 平成18年度

兵庫県西宮市戸崎
町1番13号

生活環境学科 4 165 ― 665 学士
（生活環境学）

1.00 平成6年度 同上

食物栄養学科 4 ― ― ― 学士
（食物栄養学）

― 平成6年度 同上

生活環境学部 0.98 同上

既
設
大
学
等
の
状
況
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　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組
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— 8

  食創造科学専攻（Ｄ） 2 — 6

食物栄養科学研究科

  食物栄養学専攻（M） 8 — 16

1,010

150

—

—

—

—

—

—

—

24

600

3年次　20

3年次　20

820

—

— 320

3年次 5

幼児教育学科

英語ｷｬﾘｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本語文化学科

200

200

12

30

—

6

60

8

—

  薬学専攻（4年制Ｄ）

  薬科学専攻（Ｄ）

1 —

2

—

446

0

20

  景観建築学専攻（Ｄ）

計

  看護学専攻（Ｍ）

看護学研究科

  薬科学専攻（Ｍ）

15

2

3

—

207

—

研究科の設置

令和4年4月学生募集停止

令和4年4月学生募集停止

（届出）

6

2

—

15

建築学研究科

  食物栄養学専攻（Ｄ） 2

  食創造科学専攻（Ｍ） 4

文学研究科

  臨床心理学専攻（M）　

3

12

3

12

0

生活環境学研究科

  健康・スポーツ科学専攻（Ｍ）

  景観建築学専攻（Ｍ） 6

  日本語日本文学専攻（D）　

  英語英米文学専攻（Ｄ）　

6

   臨床教育学専攻（M）　

700

—

—

100

150

—

90

700

80

80

100

150

1,400

180

計

生活造形学科 90

160

80

80

—

—

—

食生活学科

440

武庫川女子大学短期大学部

  生活環境学専攻（Ｍ）

健康・スポーツ学科

—

—

160

—

—

300

心理・人間関係学科

—

100

100

—

200

200 —

12

8

6

  看護学専攻（D） 5

  健康・スポーツ科学専攻（Ｍ）

40

12

9

  教育学専攻（M）　

計

生活造形学科

食生活学科

健康・スポーツ学科

心理・人間関係学科

幼児教育学科

計

看護学研究科

  薬科学専攻（Ｄ）

武庫川女子大学短期大学部

英語ｷｬﾘｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本語文化学科

100

100

—

200

   臨床教育学専攻（M）　

臨床教育学研究科

205 —

—

—

—

16

武庫川女子大学大学院

  経営学科

2

20 —

生活環境学研究科

  食物栄養学専攻（Ｄ）　

12

  景観建築学専攻（Ｄ） 1

  薬科学専攻（Ｍ）

  薬学専攻（4年制Ｄ）

  生活環境学専攻（Ｄ）

  教育学専攻（M）　

—

  日本語日本文学専攻（D）　

20

6

  情報メディア学科

  生活環境学科

経営学部

  健康生命薬科学科

  薬学科(６年制）

薬学部

  応用音楽学科

  演奏学科

  景観建築学科

  食創造科学科

食物栄養科学部

  食物栄養学科

  看護学科

看護学部

—150

210

20

30

40

80 3年次 5

200 3年次 10

45 —

1,010

臨床教育学研究科

—  生活環境学専攻（Ｄ）

3年次　25

—

—

—

3年次　17

600

700

760

160

1,260

80

120

820

24

武庫川女子大学大学院

6

  日本語日本文学専攻（M）　

  英語英米文学専攻（M）　

40

1,400

—

—

—

—

—

—

180

160

160

200

300

15

—

—

—

—

44

32

—

6

165

180

160

30

  看護学科 80

40

  心理・社会福祉学科

  英語文化学科

  食創造科学科

45

80

200

40

210

  生活環境学科

生活環境学部

健康・スポーツ科学部

  健康・スポーツ科学科

薬学部

  応用音楽学科

  演奏学科

音楽学部

  情報メディア学科

武庫川女子大学

編入学定員入学定員 収容定員

  日本語日本文学科

  健康・スポーツ科学科

  心理・社会福祉学科

健康・スポーツ科学部

674

200 850

6503年次　25

文学部

  英語文化学科

文学部

教育学部

  教育学科 3年次　25

令和３年度

674

850

  日本語日本文学科 150

教育学部

3年次　25

学校法人武庫川学院　設置認可等に関わる組織の移行表

3年次　20

3年次　20

3年次　17

3年次　25

3年次　25

200

150

165

180

160

650

収容定員編入学定員入学定員

生活環境学部

240

700

760

変更の事由

武庫川女子大学

令和４年度

  教育学科 240

  看護学専攻（Ｍ） 15 — 30

2

—

—

—

2

6

—

— 3

60

建築学研究科

  生活環境学専攻（Ｍ）

  食物栄養学専攻（M）　

  日本語日本文学専攻（M）　 12

  看護学専攻（D） 5 —

2

30

  建築学専攻（M）　 22 — 44   建築学専攻（M）　 22

薬学研究科 薬学研究科

  建築学専攻（Ｄ）　 2 — 6   建築学専攻（Ｄ）　 2

  景観建築学専攻（Ｍ） 6 —

30

12

  英語英米文学専攻（M）　

文学研究科

建築学部 建築学部

  建築学科

音楽学部

—

40

—

147

—

—

—

80 — 320

20

看護学部

3年次 10

  経営学科

経営学部

  健康生命薬科学科

  薬学科(６年制）

200

—

6

12

0

6

24

—

9

6

32

—

—

16

20

6

—

40

12

健康・スポーツ科学研究科

6   臨床教育学専攻（Ｄ）　

2,190

200 —

計 2,190 147

—

—

—

—

800

12

18

9,474

健康・スポーツ科学研究科

   臨床教育学専攻（Ｄ）　

3

24

3

  臨床心理学専攻（M）　

  英語英米文学専攻（Ｄ）　

800

80

120

180   建築学科

160   景観建築学科 — 160

330

160

1,260

180

330

食物栄養科学部

  食物栄養学科

9

24

9

0

40

18

—

9,474計

基本計画書―8



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

(論文指導) 1～2 - 〇 6 6

1通 6 ○ 5 4

2通 6 ○ 5 4

1通 3 ○ 1 2

2通 3 ○ 1 2

－ 0 18 0 6 6 0 0 0

1通 2 ○ 1

1前 1 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 1 1 オムニバス

1・2前 2 ○ 2

1・2後 2 ○ 2

1・2前 2 ○ 1 1 兼1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1 隔年

1・2前 2 ○ 1
隔年
集中

1前 1 ○ 1 メディア（一部）

1・2後 1 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1 1 兼2

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1 メディア（一部）

1・2後 1 ○ 1 隔年

1・2前 1 ○ 1 隔年

1通 1 ○ 1

1・2前 2 ○ 1
隔年
集中

1後 2 ○ 1

1後 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

1前 2 ○ 1 3 兼3

1後 2 ○ 1 3 兼3

1前 2 ○ 1 1 兼1

－ 3 45 0 5 6 2 0 0 兼9小　計　（27科目） ― ―

健康管理学研究特論

栄養教諭論特論

食教育実践論

ＰＯＳ演習
オムニバス・
共同（一部）

臨床医学スキルアップ実習

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ
オムニバス・
共同

身体活動と栄養

福祉行政論特論

高齢医学特論

医療倫理特論

健康政策学特論

応用栄養学特論

研
究
指
導
科
目

食物栄養科学特別実験Ⅰ

食物栄養科学特別実験Ⅱ

実践管理栄養特別実習Ⅰ

小　計　（4科目） ―

専
門
科
目

臨床実習Ⅰ

臨床実習Ⅱ

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ
オムニバス・
共同

栄養免疫学特論

病態栄養生理学特論

病態栄養生理学研究特論

食環境科学特論

―

オムニバス
隔年

栄養疫学特論

生物統計学

健康情報解析実践論

栄養学特論

オムニバス
隔年

オムニバス
隔年

栄養教育論特論

臨床栄養学特論

給食経営管理特論

隔年
メディア（一部）

集中
メディア（一部）

メディア（一部）

オムニバス
隔年

教 育 課 程 等 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻　(M) ）

科目区分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

実践管理栄養特別実習Ⅱ

公衆栄養学特論
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1・2前 2 ○ 兼1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1 隔年

2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼3

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼5

－ 3 71 0 6 8 2 0 0 兼13

栄養ケア食品特論

小　計　（4科目）

オムニバス
隔年

９０　　　　　分

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

2年以上在学して、３０単位以上を修得するとともに、かつ必要な研究指導を受けた上、修士
論文の審査及び最終試験に合格すること。　（履修科目の登録の上限：設定なし）

１学年の学期区分 ２　　　学　期

なお、健康栄養科学コースは、研究指導科目の選択科目のうち食物栄養科学特別実験Ⅰ及
び食物栄養科学特別実験Ⅱの計１２単位を必修とする。また専門科目の選択科目のうち栄養
学特論、応用栄養学特論、栄養教育論特論、臨床栄養学特論、公衆栄養学特論、給食経営
管理特論から６単位以上を選択必修とする。

１学期の授業期間 １５　　　　　週
実践管理栄養コースは、研究指導科目の選択科目のうち実践管理栄養特別実習Ⅰ、実践管
理栄養特別実習Ⅱの計６単位と専門科目のうち臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ、エビデンス臨床
栄養学演習Ⅰ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅱの計１２単位を必修とする。また、選択科目のう
ち、ＰＯＳ演習、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究特論、福祉行政論特論、高齢
医学特論、医療倫理特論、応用栄養学特論、臨床栄養学特論から４単位以上を選択必修と
する。

１時限の授業時間

学位又は学科の分野 家政関係

― ―

合　計　（35科目） ― ―

学位又は称号 修士（食物栄養学）

関
連
科
目

食品衛生学特論

食品安全科学特論

健康食品学特論
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 5 3

－ 1 5 3 0 0 0 ―

1前 1 ○ 5 3

1後 1 ○ 5 3

2前 1 ○ 5 3

2後 1 ○ 5 3

3前 1 ○ 5 3

3後 1 ○ 5 3

－ 6 5 3 0 0 0

－ 7 5 3 0 0 0

―

食物栄養学特殊演習

論文指導Ⅰ

教 育 課 程 等 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻　(D) ）

科目区分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

研
究
指
導
科
目

専門科目

小　計　（1科目）

学位又は学科の分野

論文指導Ⅱ

論文指導Ⅲ

論文指導Ⅳ

論文指導Ⅴ

論文指導Ⅵ

―

家政関係

小　計　（6科目）

― ―

学位又は称号 博士（食物栄養学）

―

合　計　（７科目）

（履修科目の登録の上限：設定なし） １時限の授業時間 ９０　　　　　分

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　３年以上在学して、７単位を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出し
て、その審査及び最終試験を受ける。

１学年の学期区分 ２　　　学　期

１学期の授業期間 １５　　　　　週
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１～２ ― ○ 8 1

１通 6 ○ 8 1

２通 6 ○ 8 1

― 12 8 1 0 0 0

1前 2 ○ 2

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

分子栄養学特論 1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 兼１ 隔年

1・2前 1 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1

1・2前 1 ○ 1 隔年

1・2後 1 ○ 1 隔年

1・2前 1 ○ 1 隔年

1・2後 1 ○ 1 隔年

1・2前 1 ○ 1 隔年

1・2後 1 ○ 兼１

1・2前 1 ○ 1 隔年

2後 2 ○ 1

― 2 32 8 2 0 0 0 兼１

1前 1 ○ 兼１ 集中

1前 1 ○ 兼１

1・2前 2 ○ 1 1 1

－ 1 3 1 1 1 0 0 兼2

－ 15 35 8 3 1 0 0 兼3

教 育 課 程 等 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食創造科学専攻　(M) ）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

食品開発学特論

食品安全科学特論

―

―

健康食品学特論

食品機器分析学特論

食品化学特論

グローバルフード学特論

バイオビジネス特論

醸造学特論

フードビジネス学特論

メニュー開発特論

比較食文化特論

生物統計学

小　計　（３科目）

オムニバス
隔年

１時限の授業時間

家政関係

―

―

学位又は学科の分野学位又は称号

９０　　　　　分

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２　　　学　期

１学期の授業期間 １５　　　　　週

2年以上在学して、３０単位以上を修得するとともに、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の
審査及び最終試験に合格すること。　（履修科目の登録の上限：設定なし）

なお、専門科目の選択科目のうち、食品機能学特論、食品衛生学特論、分子栄養学特論、調理科
学特論、食品製造学特論、食品開発学特論、食品安全科学特論、食品機器分析学特論から６単位
を選択必修とする。

修士（食創造科学）

合　計　（２６科目）

関
連
科
目

栄養ケア食品特論

病態栄養生理学特論

フードモレキュラーバイオロジー

研
究
指
導
科
目

小計（２科目） ―

専
門
科
目

小計（２１科目）

食創造科学特別実験Ⅰ

(論文指導）

食創造科学特別実験Ⅱ

食品機能学特論

食品衛生学特論

研究倫理学特論

調理科学特論

リスク評価学特論

食品加工学特論

食品産業論特論

食品製造学特論

隔年
メディア（一部）

隔年
メディア（一部）

隔年
メディア（一部）

隔年
メディア（一部）

オムニバス

基本計画書―12



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 7

― 1 7 0 0 0 0

1前 1 ○ 7

1後 1 ○ 7

2前 1 ○ 7

2後 1 ○ 7

3前 1 ○ 7

3後 1 ○ 7

－ 6 7 0 0 0 0

－ 7 7 0 0 0 0

教 育 課 程 等 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食創造科学専攻　(D) ）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

―

合　計　（７科目） ―

小　計　（６科目）

食創造科学特殊演習

論文指導Ⅰ

論文指導Ⅱ

論文指導Ⅲ

論文指導Ⅳ

論文指導Ⅴ

論文指導Ⅵ

研
究
指
導
科
目

小計（１科目） ―

専門科目

―

―

（履修科目の登録の上限：設定なし） １時限の授業時間 ９０　　　　　分

学位又は称号 博士（食創造科学） 学位又は学科の分野 家政関係

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　３年以上在学して、７単位を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出して、その
審査及び最終試験を受ける。

１学年の学期区分 ２　　　学　期

１学期の授業期間 １５　　　　　週
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1～2 - 〇 14

1通 6 ○ 12

2通 6 ○ 12

1通 6 ○ 13

2通 6 ○ 13

1通 3 ○ 2

2通 3 ○ 2

－ 0 30 0 14 0 0 0 0

1通 2 ○ 1

1前 1 ○ 兼1 集中

2前 2 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 1 隔年

2後 2 ○ 1 隔年

2前 2 ○ 1 隔年

1後 2 ○ 1 隔年

2後 2 ○ 1 兼2

1後 2 ○ 2 隔年

1後 1 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 1 兼1
隔年
集中

1後 2 ○ 1 1 兼2 隔年

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1 隔年

1前 1 ○ 兼1 集中

1前 1 ○ 1 集中

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 3 隔年

1後 1 ○ 1 隔年

2後 2 ○ 兼1 隔年

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 4 ○ 1

2前 4 ○ 1

1後 1 ○ 1 1 兼4

2前 1 ○ 1 1 兼4

1前 2 ○ 2 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1 兼1 集中

1通 1 ○ 1

－ 3 52 0 14 4 1 0 0 兼13

－ 3 52 0 14 4 1 0 0 兼13

隔年
オムニバス

小　計　（6科目） - ―

食環境科学特論

食品衛生学特論

食品加工学特論

栄養疫学特論

生物統計学

栄養免疫学特論

調理科学特論

時間栄養学特論

身体活動と栄養

分子生物学特論

分子栄養学特論

食品化学特論

専
門
科
目

健康情報解析演習

病態栄養生理学特論

健康政策学特論

健康管理学研究特論

病態栄養生理学研究特論

小児臨床栄養学特論

食物栄養科学特別実験Ⅰ

食物栄養科学特別実験Ⅱ

健康栄養科学特別実験Ⅰ

健康栄養科学特別実験Ⅱ

実践管理栄養学特別実習Ⅱ

実践管理栄養学特別実習Ⅰ

学位又は称号 修士（食物栄養学） 学位又は学科の分野 家政関係

ＰＯＳ演習

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ

専
門
科
目

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活環境学研究科　食物栄養学専攻　(M) ）※既設

科目区分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

食品機能学特論

(論文指導)

研
究
指
導
科
目

―

―合　計　（40科目） -

実践臨床栄養学Ⅰ

臨床医学スキルアップ実習

福祉行政論特論

高齢医学特論

医療倫理特論

実践臨床栄養学Ⅱ

食文化史特論

栄養教育特論

食教育実践論

-小　計　（３４科目）

多職種協同症例検討論

臨床実習Ⅰ

臨床実習Ⅱ

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ
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健康栄養科学コースは、研究指導科目のうち健康栄養科学特別実験Ⅰ、健康栄養科学
特別実験Ⅱの計１２単位を必修とする。また、専門科目のうち、食環境科学特論、健康情
報解析演習、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究特論、小児臨床栄養学特論、
福祉行政論特論、高齢医学特論、医療倫理特論、健康政策学特論、健康管理学研究特
論、身体活動と栄養、食品衛生学特論、時間栄養学特論から６単位以上を選択必修とす
る。

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

実践管理栄養コースは、研究指導科目のうち実践管理栄養学特別実習Ⅰ、実践管理栄
養学特別実習Ⅱの計６単位と、専門科目のうち臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ、エビデンス臨
床栄養学演習Ⅰ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅱの計１６単位を必修とする。また、ＰＯＳ
演習、実践臨床栄養学Ⅰ、同Ⅱ、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究特論、小
児臨床栄養学特論、高齢医学特論、医療倫理特論、多職種協同症例検討論、健康政策
学特論、身体活動と栄養から４単位以上を選択必修とする。

１学期の授業期間 １５　　　　　週

１時限の授業時間 ９０　　　　　分

１学年の学期区分 ２　　　学　期

なお、食物栄養科学コースは、研究指導科目のうち食物栄養科学特別実験Ⅰ、食物栄
養科学特別実験Ⅱの計１２単位を必修とする。また専門科目のうち食品化学特論、食品
機能学特論、食品衛生学特論、食品加工学特論、調理科学特論、分子生物学特論、分
子栄養学特論、時間栄養学特論、栄養免疫学特論、身体活動と栄養、食環境科学特論
から６単位以上を選択必修とする。

2年以上在学して、３０単位以上を修得するとともに、かつ必要な研究指導を受けた上、修
士論文の審査及び最終試験に合格すること。　（履修科目の登録の上限：設定なし）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

食物栄養学特殊演習 1前 1 〇 14

－ 1 0 0 14 0 0 0 0

1前 1 〇 14

1後 1 〇 14

2前 1 〇 14

2後 1 〇 14

3前 1 〇 14

3後 1 ○ 14

－ 6 0 0 14 0 0 0 0

－ 7 0 0 14 0 0 0 0

（履修科目の登録の上限：設定なし） １時限の授業時間 ９０　　　　　分

修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　３年以上在学して、７単位を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出して、その
審査及び最終試験を受ける。

１学年の学期区分 ２　　　学　期

１学期の授業期間 １５　　　　　週

合　計　（7科目） －

学位又は称号 博士（食物栄養学） 学位又は学科の分野 家政関係

―

教 育 課 程 等 の 概 要

（生活環境学研究科　食物栄養学専攻　(D) ）※既設

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

専門科目

小　計　（1科目） － ―

研
究
指
導
科
目

－ ―小　計　（6科目）

研究指導Ⅴ

研究指導Ⅵ

研究指導Ⅱ

研究指導Ⅲ

研究指導Ⅰ

研究指導Ⅳ

基本計画書―16



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

１前 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

（食物栄養科学部　食物栄養学科）※基礎となる学部・学科

配当年次

教 育 課 程 等 の 概 要

単位数 専任教員等の配置

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

雨月物語に込められた情念

芭蕉と旅

「心中天網島」の女房「おさん」

ミュージカル歌唱法

音楽の科学

人
文
科
学
科
目

神話・伝説の世界から

平安朝文学の世界

芭蕉をめぐる人々

日常生活からの哲学入門

現代フランスの音楽事情

先端芸術表現

自己発見アート

未来造形

日本舞踊に学ぶ着付けと作法

ミュージカルの実践

歌舞伎鑑賞入門

日本の文化Ⅰ

日本の文化Ⅱ

遊びの人類学

ＳＮＳから日本語を見る

社
会
科
学
科
目

差別と暴力のない世界をめざして

カウンセリングの実際

カウンセリングスキル

実践カウンセリング

生涯福祉論

社会福祉とボランティア

福祉レクリエーションの実際

子育てと家族関係

「ふつう」を考える社会学

子育てと母性の気づき

現代社会と憲法

外国から見た日本社会のしくみ

都市形成のあゆみと都市生活

環境問題の歴史

消費者生活論

日本経済のしくみ

情報と社会

災害と子ども・家族

生きがい探しのボランティア論

聴覚障害者の理解と手話

英語で学ぶお金の知識

我々のくらしと日本の産業

教養としての法律

メディア技術と文字デザイン

生命科学入門

科学技術の歩み

生命科学の基礎

生活の中の物理学

最先端物理学が描く宇宙

エコロジーと私たちのくらし

微生物がつくる発酵食品の不思議

江戸時代と現代の道徳の比較

日本近代文学の魅力Ⅰ

鎌倉時代の文学への誘い

日本近代文学の魅力Ⅱ

「昔話」と「昔語り」

平安時代の文学への誘い

日本語と英語の比較

合唱表現Ⅰ

合唱表現Ⅱ

生活の中の美的感動表現

感性の書

書の世界

口承文芸入門

生と死の心理学

環境心理学入門

暮らしと法律

女性と子どものヘルスケア

経営学入門

世界の大学事情

現代世界の教育

情報化と教育

メディアに映る女性

共
通
教
育
科
目

自
然
科
学
科
目

基
礎
教
養
科
目
群
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

グローバル化と企業の海外展開

英語コミュニケーションⅠ

英語リーディングⅠ

英語コミュニケーションⅣ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ

Speaking ＆ Listening Ⅰ

生命の恒常性と情報伝達

企業での女性活動と働き方改革

生活習慣と脳と心と身体の科学

健康を支える仕組み

数的能力の発達過程

数や図形の科学

生態学的視覚論

視覚認知

身近な動植物の起源と歴史

色彩情報

文化を創造する数学

科学への入門

国
際
理
解
科
目

韓国文化の理解

中国文化論

World English Ⅰ

World English Ⅱ

世界の中の日本人

漢字がつなぐ東アジア

現
代
ト
ピ

ッ
ク

科
目

大学生活入門　

Japanese Culture Influence　Ⅰ

テレビ映像と現代社会

命を守る生体の機構と科学

女性のためのマーケティング

ジ

ェ
ン
ダ
ー

科
目
群

アジアのなかのジェンダー

ジェンダーとアイデンティティー

女性と教育

メディアに見るジェンダー

女性の身体とセクシュアリティ

セクシュアリティ入門

女性と家族のゆくえ

キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
群

文章表現の基礎

プレゼンテーションの基礎

日本語表現の基礎

自己アピールトレーニング

キャリアビジョンと人物評価

女性のためのライフプランニング

企業で役に立つ情報収集と企画力

キャリアデザインとライフプラン

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

ヒューマンスキル入門

パーソナルコミュニケーション

チームで学ぶ課題解決

英語リーディングⅡ

英語ライティングⅠ

英語ライティングⅡ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ

ＴＯＥＦＬ演習

Speaking ＆ Listening Ⅱ

Speaking ＆ Listening Ⅲ

TOEIC（初級）

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅱ

Grammar for Communication

Reading ＆ Writing

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅰ

自
然
科
学
科
目

基
礎
教
養
科
目
群

共
通
教
育
科
目

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

言
語
・
情
報
科
目
群
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3 

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2 

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前・後 4 ○ 兼1

1前・後 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 2 兼40

― 0 341 0 4 0 0 0 0 兼141

ハングルⅠ

手話 共同

Presentation

English for Careers

Reading ＆ Discussion

イタリア語ⅠB

スペイン語Ⅰ

特別ハングル演習Ⅰ

Webデザイン基礎

ハングルⅡ

特別英語演習Ⅰ

Current Events Ⅰ

Current Events Ⅱ

Reading ＆ Critical Thinking　

Global CommunicationⅠ

Global Communication Ⅱ

Carrer Workshop 

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

知っておきたい救急処置

スポーツ実技（水泳）

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

フランス語ⅠB

フランス語ⅠA

集中

集中

集中

特別中国語演習Ⅱ 集中

Writing Ⅰ

特別ハングル演習Ⅱ

集中

集中

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科

目

グラフィックデザイン基礎

フォトレタッチ基礎

Webデザイン応用

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技（テニス）

情報社会を生きる技術

Accessデータベース基礎

データサイエンス入門

スポーツ実技（バドミントン）

データサイエンス演習

スポーツ実技（スリムエアロ）

ダンス・ムーブメントセラピー

障害者とスポーツ

健康・ス
ポーツ
科学科
目

スポーツと栄養

女性の健康と運動

スポーツ実技（遊びと障害）

スポーツ実技（エアロビクス）

― ―

スポーツ実技（ヨガ）

スポーツ実技（ビーチバレー）

からだと気づきと姿勢法

イタリア語ⅠA

初年次ゼミ 学び発見ゼミ

スポーツ実技（ジャズダンス）

Writing Ⅱ

特別中国語演習Ⅰ

特別英語演習Ⅱ

スポーツ実技（軽スポーツ）

スポーツ実技(エアリアルワーク)

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
 

科
目
群

    小 計 (196科目)

スポーツ実技（ダンスエアロ）

スポーツ実技（ゴルフ）

スポーツ実技（バレーボール）

スポーツ実技（サッカー）

言
語
・
情
報
科
目
群

共
通
教
育
科
目

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

1前 1 ○ 1 3 1

1後 1 ○ 1 3 1

1前 1 ○ 3 兼2

1前 1 ○ 3 1 1 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 1 ◯ 1 兼1

1前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼2

1前 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 2

1後 1 ○ 1 1 兼1

1後 1 ○ 1 2

3前 2 ○ 1 兼2

－ 25 4 0 6 6 1 0 0 兼13

1後 2 ○ 2

1後 1 ◯ 1 兼1

2前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 兼2

2前 2 ○ 1 兼2

1後 1 ◯ 1 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 1

2前 1 ◯ 1 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

3前 2 ○ 2

3後 1 ◯ 2 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ◯ 兼2

1後 1 ◯ 1 兼1

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ◯ 兼2

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ◯ 兼2

1前 2 ○ 1 1 兼1

1前 1 ◯ 1 1 兼1

1後 1 ◯ 1 1 兼1

1後 2 ○ 1 1

2前 1 ◯ 1 1

2前 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 2 兼1

3前 1 ◯ 2 兼1

2前 2 ○ 1 1 兼1

2後 2 ○ 1 1 兼1

3前 2 ○ 1 1 兼2

2後 1 ◯ 1 1

3前 1 ◯ 1 1 兼2

2前 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 兼1

3後 2 ○ 2

3前 1 ◯ 1 2 兼1

3後 1 ◯ 1 兼5

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 1 ◯ 1 1

2後 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

3前 1 ◯ 1 兼1

4前 1 ◯ 4 3

4後 1 ◯ 2 3

3前・後 1 ◯ 3 2

4前・後 2 ◯ 3 2

4前・後 1 ◯ 3 2

2前 2 ○ 2

3後 2 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

専
門
教
育
科
目

臨床栄養学Ⅲ 

管理栄養総合演習Ⅱ 

基
礎
教
育
科
目

共同

基礎栄養学実験

分子栄養学

臨地実習Ⅱ 

応用栄養学実習

オムニバス

オムニバス

栄養教育論Ⅲ 

応用栄養学Ⅱ 

臨床栄養学Ⅱ 

食品加工学実験

応用栄養学Ⅰ 

調理学実習Ⅱ

基礎栄養学

栄養教育論実習Ⅱ 

在宅栄養ケア支援論

臨床栄養学Ⅳ 

栄養教育論実習Ⅰ 

共同

共同

食品機能学

臨地実習Ⅰ 

オムニバス

オムニバス

公衆栄養学実習

オムニバス

オムニバス

給食経営管理論Ⅱ 

応用栄養学Ⅲ 

臨床栄養学実習Ⅰ 

リハビリテーション栄養学

管理栄養総合演習Ⅰ 

栄養教育論Ⅰ 

臨床栄養学実習Ⅱ 

公衆栄養学Ⅱ 

給食経営管理学実習

臨地実習Ⅲ 

栄養教育論Ⅱ 

公衆栄養学Ⅰ 

給食経営管理論Ⅰ 

臨床病原微生物学

臨床栄養学Ⅰ 

食品学実験

健康スポーツ栄養学

オムニバス

公衆衛生学

臨床医学Ⅰ

生化学Ⅰ

健康科学Ⅰ

食事摂取基準論

オムニバス

オムニバス

環境科学

社会福祉概論

オムニバス

解剖生理学Ⅰ

食品衛生学

－

初期演習Ⅰ

初期演習Ⅱ（食物栄養学入門）

解剖生理学実習

生化学実験

栄養学の基礎

栄養統計学

食事調査法演習

基礎化学

管理栄養士論

栄養学英語Ⅰ

ＴＯＥＩＣ　ＰｒｅｐａｒａｔｉｏｎⅡ

ＴＯＥＩＣ　ＰｒｅｐａｒａｔｉｏｎⅠ

食文化論

食品素材学

基礎化学実験

公衆衛生学実習

調理学

調理学実習Ⅰ

生化学Ⅱ

臨床医学Ⅱ 

解剖生理学Ⅱ

臨床学実習

食品機能学実験

疫学

食品学

予防医学概論

栄養学英語Ⅱ

オムニバス

微生物学

    小 計 (20科目)

食物栄養科学概論

食品衛生学実験
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

2前 4 ◯ 1 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼5

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 11 10 1 兼5

4通 6 ○ 11 10 1 兼5

4通 6 ○ 11 10 1 兼5

3前 1 ○ 2 兼2

3後 1 ○ 1 2

－ 53 63 0 11 10 1 1 兼33

－ 78 408 0 11 10 1 1 兼177

専
門
教
育
科
目

共同

オムニバス・共同（一部）

－

学校栄養教育・指導論Ⅱ 

食糧経済学

卒業英語演習Ⅰ

９０　　　　　分

－

学位又は学科の分野

１時限の授業時間

１学年の学期区分

学士（食物栄養学）

合 計 (282科目)

（履修科目の登録の上限：50単位未満（年間））

２　　　学　期　4年以上在学し、共通教育科目6単位以上、基礎教育科目の中から25単位、専門教育科目の中か
ら90単位以上、合計124単位以上を修得すること。なお、共通教育科目、基礎教育科目、専門教育
科目に開講される外国語科目を合計8単位以上を修得しなければならない。

家政関係学位又は称号

国際栄養学演習

卒業研究方法論

学校栄養教育・指導論Ⅰ 

健康科学Ⅱ 

１５　　　　　週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

１学期の授業期間

授業期間等

卒業英語演習Ⅱ

卒業論文

卒業演習

    小 計 (66科目)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

１前 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
養
科
目
群

社
会
科
学
科
目

差別と暴力のない世界をめざして

福祉レクリエーションの実際

環境心理学入門

都市形成のあゆみと都市生活

消費者生活論

日本経済のしくみ

現代社会と憲法

外国から見た日本社会のしくみ

我々のくらしと日本の産業

社会福祉とボランティア

子育てと家族関係

子育てと母性の気づき

ＳＮＳから日本語を見る

江戸時代と現代の道徳の比較

災害と子ども・家族

生涯福祉論

「ふつう」を考える社会学

歌舞伎鑑賞入門

日本の文化Ⅰ

日本の文化Ⅱ

未来造形

日本舞踊に学ぶ着付けと作法

情報化と教育

メディアに映る女性

ミュージカル歌唱法

音楽の科学

先端芸術表現

芭蕉と旅

「心中天網島」の女房「おさん」

日常生活からの哲学入門

現代フランスの音楽事情

ミュージカルの実践

遊びの人類学

生きがい探しのボランティア論

英語で学ぶお金の知識

芭蕉をめぐる人々

自己発見アート

教養としての法律

（食物栄養科学部　食創造科学科）※基礎となる学部・学科

配当年次

教 育 課 程 等 の 概 要

単位数

人
文
科
学
科
目

神話・伝説の世界から

専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

平安朝文学の世界

雨月物語に込められた情念

鎌倉時代の文学への誘い

日本近代文学の魅力Ⅰ

日本近代文学の魅力Ⅱ

「昔話」と「昔語り」

平安時代の文学への誘い

日本語と英語の比較

合唱表現Ⅰ

合唱表現Ⅱ

生活の中の美的感動表現

感性の書

書の世界

口承文芸入門

生と死の心理学

暮らしと法律

世界の大学事情

カウンセリングスキル

実践カウンセリング

現代世界の教育

カウンセリングの実際

聴覚障害者の理解と手話

女性と子どものヘルスケア

経営学入門

情報と社会

メディア技術と文字デザイン
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

基
礎
教
養
科
目
群

共
通
教
育
科
目

共
通
教
育
科
目

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

言
語
・
情
報
科
目
群

Current Events Ⅱ

Reading ＆ Critical Thinking　

Global CommunicationⅠ

English for Careers

Reading ＆ Discussion

Current Events Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅱ

Grammar for Communication

Reading ＆ Writing

Speaking ＆ Listening Ⅱ

Speaking ＆ Listening Ⅲ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅰ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ

ＴＯＥＦＬ演習

Speaking ＆ Listening Ⅰ

英語ライティングⅡ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語ライティングⅠ

英語コミュニケーションⅣ

ヒューマンスキル入門

英語コミュニケーションⅡ

チームで学ぶ課題解決

企業での女性活動と働き方改革

企業で役に立つ情報収集と企画力

女性と家族のゆくえ

女性のためのライフプランニング

英語コミュニケーションⅠ

グローバル化と企業の海外展開

キャリアデザインとライフプラン

女性と教育

メディアに見るジェンダー

女性の身体とセクシュアリティ

女性のためのマーケティング

アジアのなかのジェンダー

ジェンダーとアイデンティティー

世界の中の日本人

現

代

ト

ピ

ッ
ク

科

目

大学生活入門　

Japanese Culture Influence　Ⅰ

テレビ映像と現代社会

命を守る生体の機構と科学

文化を創造する数学

World English Ⅰ

World English Ⅱ

最先端物理学が描く宇宙

微生物がつくる発酵食品の不思議自
然
科
学
科
目

生命科学入門

生活の中の物理学

色彩情報

環境問題の歴史

科学技術の歩み

エコロジーと私たちのくらし

生命の恒常性と情報伝達

数的能力の発達過程

科学への入門

生命科学の基礎

視覚認知

身近な動植物の起源と歴史

数や図形の科学

生態学的視覚論

セクシュアリティ入門

ジ

ェ
ン
ダ
ー

科
目
群

健康を支える仕組み

生活習慣と脳と心と身体の科学

韓国文化の理解

中国文化論

パーソナルコミュニケーション

漢字がつなぐ東アジア

国
際
理
解
科
目

キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
群

文章表現の基礎

プレゼンテーションの基礎

日本語表現の基礎

自己アピールトレーニング

キャリアビジョンと人物評価

TOEIC（初級）

Presentation
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

4後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3 

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2 

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前・後 4 ○ 兼1

1前・後 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 2 兼40

― 0 341 0 2 0 0 0 0 兼143

1前 1 ○ 2

1後 1 ○ 2

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 兼3

3前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

－ 12 0 0 4 1 兼5

― ―

スポーツ実技（スリムエアロ）

学び発見ゼミ

スポーツ実技（遊びと障害）

スポーツ実技（ゴルフ）

スポーツ実技（バレーボール）

共
通
教
育
科
目

初年次ゼミ

言
語
・
情
報
科
目
群

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

スポーツ実技（ヨガ）

スポーツ実技（サッカー）

スポーツ実技（エアロビクス）

スポーツ実技（ジャズダンス）

スポーツ実技（ビーチバレー）

スポーツ実技（ダンスエアロ）

スポーツ実技（軽スポーツ）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
 

科
目
群

スポーツと栄養

ダンス・ムーブメントセラピー

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技（テニス）

スポーツ実技（バドミントン）

特別ハングル演習Ⅱ 集中

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科

目

グラフィックデザイン基礎

フォトレタッチ基礎

Webデザイン応用

情報社会を生きる技術

特別中国語演習Ⅰ 集中

特別中国語演習Ⅱ 集中

特別ハングル演習Ⅰ 集中

手話 共同

特別英語演習Ⅰ 集中

特別英語演習Ⅱ 集中

イタリア語ⅡB

スペイン語Ⅰ

ハングルⅠ

ハングルⅡ

イタリア語ⅠA

中国語Ⅱ

フランス語ⅠA

フランス語ⅠB

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

Global Communication Ⅱ

Carrer Workshop 

健康・ス
ポーツ科
学科目

スポーツ実技（水泳）

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

知っておきたい救急処置

女性の健康と運動

初期演習Ⅱ（食創造の可能性）

食品化学

食物栄養科学概論

初期演習Ⅰ

基礎化学

実践TOEIC演習Ⅰ

統計学

食品化学実験

実践TOEIC演習Ⅱ

オムニバス

－

Webデザイン基礎

Writing Ⅰ

Writing Ⅱ

障害者とスポーツ

Accessデータベース基礎

データサイエンス入門

データサイエンス演習

スポーツ実技(エアリアルワーク)

からだと気づきと姿勢法

    小 計 (196科目)

    小 計 (9科目)

基
礎
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼5

1前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼3

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

4前 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4通 6 ○ 7 5 1

4通 6 ○ 7 5 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

異文化コミュニケーション論

共同

HACCP管理実践論

マーケットリサーチ法

フードビジネス論Ⅰ

補完代替医学

卒業演習

卒業論文

卒業英語演習Ⅱ

食マーケティング演習Ⅱ

フードビジネス論Ⅱ

調理科学実験

応用栄養学Ⅱ

食品安全学実験

応用栄養学Ⅰ

臨床栄養学実習

応用栄養学実習

食品機能学

比較食文化論

卒業英語演習Ⅰ

基礎栄養学実験

メニュー企画・開発実習

官能評価・鑑別論

グローバル　レギュラトリー　サイエンス

バイオテクノロジー概論

食経営学

オムニバス

食品衛生学実験

食品学

食品学実験

食品加工学

生化学Ⅱ

公衆衛生学

フードサイエンス英語Ⅱ

栄養資源開発論

基礎栄養学

調理科学

フードデザイン演習

調理学実習Ⅱ

調理学

臨床栄養学概論

食品衛生学

食品産業論実習Ⅰ

食品加工学実習

生化学Ⅰ

解剖生理学実習

生化学実験

栄養教育論Ⅱ

オムニバス

校外実習

食品開発論

調理学実習Ⅰ

給食管理学実習

食品産業論実習Ⅱ

給食管理論

公衆栄養学

社会福祉概論

栄養教育論Ⅰ

解剖生理学

栄養教育論実習Ⅱ

栄養教育論実習Ⅰ

食品産業論

食品製造学Ⅱ

メニュー企画・開発論

フードサイエンス英語Ⅰ

食マーケティング演習Ⅰ

食品安全学 Ⅱ

食品安全学 Ⅰ

臨床医学

専
門
教
育
科
目

食品製造学Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配当年次

単位数 専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 1

4前 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4通 6 ○ ○ 1 1

－ 80 73 0 7 5 1 兼22

－ 92 414 0 7 5 1 兼165

オムニバス

実践英会話Ⅲ

インターンシップ（フードイノベーション）

実践英会話Ⅰ

国際食科学演習

グローバルフード研修事前演習

食品機器分析学実験Ⅰ

実験計画法演習

食品機器分析学実験Ⅱ

食品機器分析学

インターンシップ（フードマネジメント）

    小 計 (85科目)

グローバルフード学

オムニバス

オムニバス

オムニバス

－

卒業演習（国際インターンシップ含む）

実践英会話Ⅴ

実践英会話Ⅳ

（履修科目の登録の上限：50単位未満（年間））

家政関係学位又は称号

２　　　学　期

１５　　　　　週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

１学期の授業期間

授業期間等

９０　　　　　分

－

学位又は学科の分野

国際食科学

１時限の授業時間

１学年の学期区分

学士（食創造科学）

合計(290科目)

実践英会話Ⅱ

　4年以上在学し、共通教育科目6単位以上、基礎教育科目の中から12単位、専門教育科目の中か
ら90単位以上、合計124単位以上を修得すること。なお、共通教育科目、基礎教育科目、専門教育科
目に開講される外国語科目を合計8単位以上を修得しなければならない。

国際食流通論

食の国際理解専
門
教
育
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（概要）関連する先行研究の収集・読解・評価を行い、修士論文に向
けての研究手法、データの取り扱い、研究倫理について学び、研究に
対する真摯な態度と責任感のある研究能力を修得する。

（1 高橋　享子）
関連する先行研究文献の収集・読解・評価、修士論文に向けての栄養
学的な研究手法の修得などを行う。また、研究テーマに沿って目標設
定を行い、その課題に向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を
学ぶ。データの取り扱い、研究倫理について学び、研究の正義感と責
任感を修学する。

（3 内藤　義彦）
社会・環境と健康との関連を明らかにするためには、どのような研究
が必要か、そのための研究デザインはどのようなものがあるか、その
研究を実践するためにはどのような留意事項があるか、疫学の理論と
現実の集団への対応方法を学ぶ。現代人のライフスタイルに起因する
生活習慣病対策を取り上げ、現場にフィードバック可能な課題の研究
指導を行う。

（2 林　宏一）
集団（地域等）の食と関連する公衆衛生上の問題を取り上げ、生活部
面における社会・自然環境と栄養状態との関連分析をとおして、地域
の健康・栄養課題改善のための研究指導を行う。

（4 前田　佳予子）
地域高齢者のオーラルフレイルに対する問題を取り上げ、栄養管理と
咀嚼力についての課題の研究指導を行う。

（5 松井　徳光）
微生物学および発酵生産の手法を用いて、新規発酵機能性食品開発の
課題の研究指導を行う。

（6 倭　英司）
公衆栄養の研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、
研究計画の立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その
結果得られた研究データを解析し、考察して、研究成果をまとめて修
士論文を作成する。これらの課程を通じて、研究者として必要な基礎
的能力を養う。

（7 大滝 直人）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案と研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開する。疫学・統計学
的など関連する分野の様々な解析手法を用いて、地域高齢者の健康と
栄養・食生活について栄養疫学に関連する課題の研究指導を行う。

（8 大平　耕司）
疾患モデル動物、培養細胞などを実験対象とした組織学、分子生物
学、行動学、バイオインフォマティクスの手法を組み合わせて、脳機
能・脳疾患と栄養との因果関係を解明するための研究指導を行う。

（11 仲谷　照代）
栄養と健康を考慮した食品作製に対する食品素材の調理特性を取り上
げ、高齢者の低栄養の予防（サルコペニア発症増加防止に繋がる）、
また高齢者や糖尿病患者も食することができるGI値を考慮した食品開
発課題の研究指導を行う。

（14 山本　周美）
ライフステージの変化に対する栄養管理を取り上げ、栄養管理の現場
に還元できるエビデンス創出のための課題の研究指導を行う。

（9 岸本　三香子）
研究対象者に対して質問紙調査と測定及び介入調査の手法を用いて、
ライフステージ特有の課題のデータ収集を行う。

（13 松永　哲郎）
生活習慣病の糖尿病や肥満症に対する分子・細胞及び生理学的病態を
取り上げ、栄養素や食品成分による病態改善を目指した機能解析の課
題の研究指導を行う。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻（M））

科目
区分

(論文指導)
研究指導
科目
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（概要）研究テーマの学術的な位置付けを把握するために、研究方
法、研究計画の手順で立案する。データの取り扱いについて研究倫理
に沿って実施する。

（1 高橋　享子）
栄養免疫、抗アレルギー性を中心とした文献調査、研究課題・研究方
法、研究計画の手順で立案を遂行する。研究論理及びデータの取り扱
い、統計分析、研究成果・考察に到る過程で、研究者として必要な基
礎的能力を習得する。

（3 内藤　義彦）
身体活動不足や食生活の乱れ等の現代人のライフスタイルに起因する
生活習慣病対策を取り上げ、先行研究を十分に調べる。その上で、新
奇性と社会的ニーズを考慮して、調査内容を決定し、入念な準備をし
た上で、フィールドサーベイ（データ収集）を行う。

（2 林　宏一）
疫学・栄養疫学の手法を用いて、人間生活を取り巻く環境と地域等の
健康・栄養課題のデータ収集を行う。

（4 前田　佳予子）
地域高齢者のオーラルフレイルに対する問題を取り上げ、栄養状態と
咀嚼力の課題のデータ収集を行う。

（5 松井　徳光）
微生物学および発酵生産の手法を用いて、機能性食品の課題のデータ
収集を行う。

（7 大滝 直人）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案と研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開する。その結果得ら
れた研究データを解析、考察し、研究成果としての修士論文を作成す
る。これらの過程を通じて、研究者として、また、指導的な立場の管
理栄養士として必要な基礎的能力を養う。

（8 大平　耕司）
栄養素などを投与した動物の脳組織への影響について、組織学的手法
を用いてデータ収集および定性・定量解析を行う。

（11 仲谷　照代）
栄養と健康を考慮した食品作製に対する食品素材の調理特性を取り上
げ、高齢者の低栄養の予防（サルコペニア発症増加防止に繋がる）、
また高齢者や糖尿病患者も食することができるGI値を考慮した食品開
発課題の課題のデータ収集を行う。

（13 松永　哲郎）
分子生物学的、細胞生理学的な実験及び分析の手法を用いて、栄養素
や食品成分による生活習慣病の病態改善を目指した分子的機序の機能
解析の課題のデータ収集および解析を行う。

（概要）食物栄養科学特別実験Iに続き、その問題解決に向けた実施
計画を継続して遂行する。その実施に必要な高度な実験手技について
学び、実験の実施と結果・考察の評価を行う。

（1 高橋　享子）
栄養免疫、抗アレルギー性、栄養機能の観点で、その問題解決に向け
た実施計画を立案する。その実施に必要な実験手技について学び、実
験の実施と結果の評価を行う。これらの内容について毎月の報告会で
プレゼンテーションを行い、相互討論を行い、実験内容についての
フィードバックを行う。また、関連する英語論文についての抄読会を
行い、研究の進め方についての理解を深める。

（3 内藤　義彦）
身体活動不足や食生活の乱れ等の現代人のライフスタイルに起因する
生活習慣病対策を取り上げ、新奇性と社会的ニーズを考慮して調査内
容を決定し、フィールドサーベイ（データ収集）を行う。その際、統
計分析による量的検討に止まらず、現場の関係者のインタビュー等に
よる質的検討も加え、現場にフードバック可能なまとめ方を学んでも
らう。

（2 林　宏一）
疫学・栄養疫学の手法を用いて、人間生活を取り巻く環境と地域等の
健康・栄養課題のデータ収集および解析を行う。
（4 前田　佳予子）
地域高齢者のオーラルフレイルに対する問題を取り上げ、栄養状態と
咀嚼力の課題のデータ収集および解析を行う。
（5 松井　徳光）
微生物学および発酵生産の手法を用いて、機能性食品の課題のデータ
収集および解析を行う。

食物栄養科学特別実験Ⅰ

食物栄養科学特別実験Ⅱ

研究指導
科目
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（7 大滝　直人）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案と研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開する。その結果得ら
れた研究データを解析、考察し、研究成果としての修士論文を作成す
る。これらの過程を通じて、研究者として、また、指導的な立場の管
理栄養士として必要な基礎的能力を養う。
（8 大平　耕司）
栄養素などを投与した動物の心理・行動への影響について、心理学的
行動学的手法を用いてデータ収集および定性・定量解析を行う。

（11 仲谷　照代）
栄養と健康を考慮した食品作製に対する食品素材の調理特性を取り上
げ、高齢者の低栄養の予防（サルコペニア発症増加防止に繋がる）、
また高齢者や糖尿病患者も食することができるGI値を考慮した食品開
発課題の課題のデータ収集および解析を行う。

（13 松永　哲郎）
ヒトを対象とした生理計測の手法を用いて、食事による生活習慣病の
病態改善を目指したヒト試験の知見の蓄積の課題のデータ収集および
解析を行う。

（概要）実践管理栄養特別実習Iは、医療栄養を基盤とし、最新の臨
床栄養の動向に即した研究テーマについて、研究方法、研究計画の手
順で立案する。データの取り扱いについて研究倫理に沿って実施す
る。

（6 倭　英司）
実地臨床の研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、
研究計画の立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その
結果得られた研究データを解析し、考察して、研究成果をまとめて修
士論文を作成する。これらの課程を通じて、研究者として必要な基礎
的能力を養う。

（14 山本　周美）
ライフステージの変化に対する栄養管理を取り上げ、栄養管理の現場
に還元できるエビデンス創出のための課題のデータ収集を行う。
（9 岸本　三香子）
研究対象者に対して質問紙調査と測定及び介入調査の手法を用いて、
ライフステージ特有の課題のデータ収集を行う。

（概要）実践管理栄養特別実習IIでは、特別実験Iの継続で医療栄養
を基盤とし、最新で高度な臨床栄養の動向に即した研究テーマでの
データの構築を実施し、統計、解析から考察の評価を行う。
（6 倭　英司）
実地臨床の研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、
研究計画の立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その
結果得られた研究データを解析し、考察して、研究成果をまとめて修
士論文を作成する。これらの課程を通じて、研究者として必要な基礎
的能力を養う。

（14 山本　周美）
ライフステージの変化に対する栄養管理を取り上げ、栄養管理の現場
に還元できるエビデンス創出のための課題のデータ収集および解析を
行う。

（9 岸本　三香子）
研究対象者に対して質問紙調査と測定及び介入調査の手法を用いて、
ライフステージ特有の課題のデータ収集および解析を行う。

栄養疫学特論

生活習慣病対策における食習慣の改善は最も重要な課題の一つであ
る。この課題を実現するためには、栄養と疾病との因果関係の解明か
ら政策立案まで疫学を活用していく必要がある。そこで、疫学の基本
概念から栄養疫学の研究デザインの企画までを理解することを目標と
する。また、今後の管理栄養士による研究・指導のニーズを踏まえ、
身体活動疫学価についても理解を深める。

生物統計学

生物統計学の概念および食物栄養学分野における基礎、臨床、疫学そ
れぞれの専門分野で必要となるデータ収集、解析処理の理論と方法論
を学ぶ。

食物栄養科学特別実験Ⅱ

研究指導
科目

専門科目

実践管理栄養特別実習Ⅰ

実践管理栄養特別実習Ⅱ
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健康情報解析実践論

（概要）まず、疫学および統計学の基本的な知識を学習する。その上
で、WHOや厚生労働省、農林水産省などから公表されている統計デー
タを利用して解析する演習を行う。さらに、一定のテーマに関する具
体的な調査を実施することを前提に、研究計画を企画し、調査を実現
するために必要な条件と対処方法を学ぶ。

（オムニバス方式／全15回）
（3 内藤　義彦／8回）
健康情報に関して、疫学研究のデザインとその評価指標を用いながら
統計学的解析を行う。提示する課題の演習をとおして、応用統計手法
の解説を行うとともに、調査の企画手法について学習する。

（7 大滝　直人／7回）
健康情報に関して、疫学研究のデザインとその評価指標を用いながら
統計学的解析を行う。提示する課題の演習をとおして、基礎統計手法
の解説を行うとともに、調査データの収集手法について学習する。

オムニバス方式

栄養学特論

（概要）栄養学特論では、栄養に関する様々な生命現象・生命活動に
ついて、最新のトピックを複数取り上げ、分子生物学的または細胞生
理学的な視点で解説・ディスカッションを実施する。栄養素や食品成
分の生体や細胞での役割や機序を明らかにするための研究上の方法論
も取り扱う。また、関連する学術論文の読解とプレゼンテーションを
実施する。

（オムニバス方式／全15回）
（13 松永　哲郎／8回）
脂肪細胞および膵β細胞の栄養学と研究手法、生活習慣病と遺伝を主
に扱う。

（12 土生　敏行／7回）
三大栄養素の中から最新のトピックでの代謝の分子生物学的な視点で
の解説、及び代謝病の分子栄養学を主に扱う。

オムニバス方式
隔年

応用栄養学特論

（概要）ライフステージ及びライフスタイルにおける心身の特徴と栄
養生理を解説し、生活習慣病の発症となる栄養関連要因を疫学調査報
告から解説する。具体的には、母子を対象としたライフステージか
ら、ライフスタイルにおいては時間栄養学の観点から、対象者の問題
点を的確にとらえ、解決に向けて必要な考え方やスキルを修得する。

（オムニバス方式／全15回）
（9 岸本　三香子／8回）
論文紹介等をとおして、概日リズム、ヒトと生体リズム、時間栄養学
と食事、健康との関係を学ぶ。

（14 山本　周美／7回）
主として周産期を取り上げ、妊娠の異常と栄養、新生児の異常と栄
養、低出生体重児と栄養、NCDの問題、DOHaD学説と日本の現状を取り
上げ、母子栄養における今後の課題を探求する。

オムニバス方式
隔年

栄養教育論特論

（概要）栄養教育の実践と研究に活用される行動科学理論・モデルの
基本を概説して、それらの栄養教育への活用について述べる。また、
栄養教育の介入研究を計画するプロセスにそって、目的・目標設定、
評価デザインの決定、介入プログラムの立案、関係職種との連携・協
働および評価計画について学ぶ。

（オムニバス方式／全15回）
（4 前田　佳予子／5回）
行動科学理論・モデルの栄養教育への応用について、個人、集団、個
人間、集団と社会との関わりの面から探求する。

（15 小林　知未／5回）
栄養教育介入の研究計画について、目的・目標設定と評価デザインの
決定および調査方法、評価デザイン設計、プロセス評価と影響・結果
評価、教育的評価としての形成的評価と総括的評価の面から探求す
る。

（28 横路　三有紀／5回）
栄養教育に関する介入研究の事例（海外の先行研究例、国内の実践的
介入研究例）紹介をとおして、具体的な活用に向けてディスカッショ
ンを行う。

オムニバス方式
隔年

専門科目
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臨床栄養学特論

個々の患者に適切な栄養療法を、病態別のみならず、緩和医療、ター
ミナルケアにいたる臨床上遭遇するすべての栄養ケアの内容を検討す
る。講義形式ではなく、文献を用い議論を展開する。

隔年

公衆栄養学特論

人々の健康状態や食生活に影響を与える環境要因としての自然・社会
環境の種類とそれらの重要性を理解することから始める。その後、特
定の集団を対象とした環境と栄養問題の関連性を文献抄読等で検討
し、受講生とのディスカッションをとおして公衆栄養活動における科
学的根拠の重要性について学習を深める。

隔年

給食経営管理特論

給食施設における食事提供のためのシステムやマネジメントサイクル
の意義や特徴について理解することから始める。その後、給食の運
営･管理に関する課題を文献講読等で検討し、課題解決の進め方につ
いて整理し、ディスカッションする。さらに、給食の運営･管理につ
いての課題解決策を考案する。

隔年

栄養免疫学特論

生体防御機構における免疫系の特徴と免疫反応に関わる組織や細胞を
学習する。さらに、免疫細胞と栄養素との関連性は深く、免疫細胞の
活性化に関わる栄養素の特性などを学習する。また、公刊されている
最新の論文を習熟し、免疫に関する基礎知識の習得並びに基礎研究の
紹介を行う。さらに、免疫における栄養並びに食品成分の関わりにつ
いて紹介する。

隔年

病態栄養生理学特論

特定の研究課題で研究を実践させることにより、研究活動を自主的に
展開できる能力を養わせるとともに、実践的研究能力を向上させる。
専門分野において優れた実務能力を有する管理栄養士を養成すること
を目標とする。そこで、本科目では癌をふくめた生活習慣病につい
て、最新の情報を理解し、国家的戦略も含めた対策について学習す
る。また生活習慣病について、実地臨床で必須である医学的知識につ
いても学習する。

病態栄養生理学研究特論

特定の研究課題で研究を実践させることにより、研究活動を自主的に
展開できる能力を養わせるとともに、実践的研究能力を向上させる。
専門分野において優れた実務能力を有する管理栄養士を養成すること
を目標とする。そこで、本科目では生活習慣病について、本特論では
国内のみならず国際的な動向についても深く学習し、現在、方法論が
確定していない対策もあるため、それについてはそれぞれ、グループ
にグループディスカッションを用いたアクティブラーニングを行う。

隔年

食環境科学特論

食環境における人の健康被害について深く掘り下げ、その悪影響をど
のように防止することが出来るのかとの問題解決への取り組み方を学
習する。化学物質の食品汚染、環境汚染、医薬品曝露を含めた過去の
様々な健康被害事例について提示し、ディスカッションする。その際
に、食品安全委員会・環境省・厚生労働省などから提供された映像資
料を使用し、理解を図る。

身体活動と栄養

（概要）適正な身体活動量の確保は人々の健康の保持・増進にとって
不可欠である。同時に、身体活動を支える栄養摂取との相互関係が重
要となる。この科目は健常者、疾病を有する者、特別な環境におかれ
ている者についての身体活動と栄養との関係を学習する。

（オムニバス方式／全15回）
（3 内藤　義彦／4回）
身体活動と栄養の問題について、疫学からみた生活習慣病予防と運
動・栄養、社会的取り組みの観点から探求する。

（13 松永　哲郎／5回）
身体活動と栄養について、エネルギー代謝、各栄養素（糖質、脂質、
タンパク質、ビタミン・無機質）代謝、運動時の栄養摂取の面から探
求する。

（24 菅本　一臣／3回）
身体活動と栄養について、骨の構成要素とそれに影響を及ぼす要因、
骨粗鬆症と栄養の関係、サルコペニア、ロコモティブシンドロームの
面から解説する。

（25 野村　卓生／3回）
身体活動と栄養について、慢性閉塞性肺疾患、糖尿病患者における問
題、糖尿病患者に対する療養指導の実際面から解説する。

オムニバス方式
隔年

専門科目
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福祉行政論特論

日本国憲法第25条の規定に基づく福祉関係法規の成立の背景を学習し
ながら、行政の役割の範囲や奥行きとその制度内容について学ぶ。
また、保健制度、医療制度、介護制度等の社会福祉と関連が深い周辺
領域の動向との関連の分析も試みる。これらの学習から得られた社会
的課題をテーマとしたディスカッションを行い、政策形成過程の重要
性を理解する。

高齢医学特論

高齢者診療で重要な老年症候群や高齢者に多い疾患（認知症、骨粗鬆
症、慢性閉塞性肺疾患、がんなど）を有する具体的な症例をもとに、
少人数のグループ学習を行う。高齢者では、一人暮らしや経済的問題
などの社会的な要因の関与が大きいため、専門性を活かす複眼的な視
野や提案力の育成を行う。また、論文抄読を通じて、最新の高齢者に
関する栄養学的知見を習得する。

医療倫理特論

医療従事者として、各人が倫理観を培い、今後の新たな医療問題につ
いて自身で考えうる能力を身につけることを目的とする。具体的に
は、「医療倫理」について臨床現場で問題となっているテーマを取り
上げ、医療従事者がどのような問題意識を持ち倫理的に解決すべきか
を共に考える。また、研究倫理について取り上げ、研究者として必要
な倫理観や論文作成において必要な倫理的な知識を学ぶ。

健康政策学特論

人々の健康を決定づける要因は、個人が持つ生物学的機能のみではな
い。この科目では、人々を取り巻く社会環境としての健康に関する政
策および政策を実現するための法律や制度について、受講生とともに
考えることを目的とする。また、人の健康に影響を与える健康政策に
ついて保健・医療、社会保障、在宅介護・医療の面から、わが国の社
会制度を含めて検討する。

隔年

健康管理学研究特論

集団を構成する人々の健康状態は、個人要因と環境要因とが絡み合っ
て決定される。本科目では、環境要因に注目し、地域や職域に存在す
る環境要因と人々の栄養問題との関係を探索する手法および課題解決
の考え方、手法の理解を深める。環境と栄養問題との関連性を文献抄
読等で検討し、課題解決の進め方を学習し、健康対策のモデルに基づ
いて、課題解決のための対策を研究、考案する。

隔年

臨床医学スキルアップ実習

大阪大学臨床医工学融合研究教育センターの教育プログラムと本学大
学院プログラムとの連携により、医学部、歯学部、工学部、薬学部と
いった既存の枠を越えた臨床実践教育や実習を実施し、医療ニーズ・
患者ニーズを理解した高度先端医療に従事できる人材を育成する。医
療機器開発は医療機関に従事した経験を有する者のみならず、エンジ
ニアや薬事担当、知財担当などさまざまな専門家からなるチームで行
われる。ここでは、医療機器開発に携わるメンバーとなるために必要
な最新の医学知識を習得する。

栄養教諭論特論

栄養教諭の役割と職務内容を把握し、児童生徒の発育・発達および学
習能力の発達に応じた食に関する指導を学習する。学習指導要領の作
成方法について、食育と教科の項目、ねらいを検討する。さらに、子
どもに定着する食育とは何かを双方向形式で修得する。

隔年

食教育実践論

食育推進基本計画や学習指導要領の改訂などの国の動向を受け、学校
に求められている食に関する指導の探究を行う。栄養教育マネジメン
トをとりいれた食育の全体計画立案、食育の視点を取り入れた各教科
の学習指導案の作成、個別指導の方法について演習を行い、教育実践
課題の解決策について考察する。

臨床実習Ⅰ

病院研修において月曜日から金曜日の週5回は、実施研修病院の就労
規則に従い勤務する。
実地研修は、指導担当者の（医師・管理栄養士）に従い、病院管理栄
養士業務を実践する。課題を見出し、課題を推進するための計画をた
て実践する。患者の人格を尊重し、個人情報秘密を遵守し監督下での
業務を実施する。
１）診療報酬請求のための基本的事項を理解し、監督下で実施する。
２）監督者の指導のもと、患者個々の状態に応じた食事や栄養剤など
の調整を行う。
３）研修病院の手順に従い、栄養管理計画の基本を理解し、比較的軽
症な症例のアセスメント、計画案を作成し監督者に報告する。
４）病棟回診への参加(NST、ICT、褥瘡など）
５）院内外のカンファレンスやセミナー、勉強会、抄読会、諸学会や
研究会などに参加する。

臨床実習Ⅱ

臨床実習Ⅰに加え実地研修病院で見出した研究課題を倫理委員会に提
出した計画に沿い、指導者（医師、管理栄養士）、医療スタッフの指
示のもとに立案した計画を遂行する。
関連英和論文抄読と必要情報の収集、配布資料の作成、症例検討やプ
レゼンテーションを行う。

専門科目
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（概要）病院の臨床栄養士には、他職種との連携（チーム医療）によ
る包括的な栄養アセスメント能力が求められる。本論では、学外研修
中の問題症例について、学内で症例検討会を行うことにより、臨床栄
養士として幅広い専門知識や包括的な判断力を習得することを目的と
している。具体的には研究分野の最新情報を得るためのJournal Club
と現在の研究内容について専門の教員から指導を受けるResearch
Workからなる。また、全員参加により、senior studentsがjunior
studentsを指導することも含め指導方法をも研修する。

（オムニバス方式／全15回）
（6 倭　英司・22 上田　由美子／2回）（共同）
主として、臨床医学領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・23 堀内　理恵／2回）（共同）
臨床栄養学と給食管理の複合領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・14 山本　周美／2回）（共同）
主として、応用栄養学領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・27 鉾立　容子／1回）（共同）
臨床医学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・22 上田　由美子／1回）（共同）
臨床医学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・23 堀内　理恵／1回）（共同）
応用栄養学と給食管理の複合領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・14 山本　周美／1回）（共同）
臨床医学と応用栄養学の複合領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・27 鉾立　容子／1回）（共同）
主として、臨床栄養学領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・22 上田　由美子／1回）（共同）
応用栄養学と臨床医学の複合領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・23 堀内　理恵／1回）（共同）
臨床医学と給食管理の複合領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・14 山本　周美／1回）（共同）
臨床栄養学と応用栄養学の複合領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・27 鉾立　容子／1回）（共同）
応用栄養学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

オムニバス方式
・共同

専門科目 エビデンス臨床栄養学Ⅰ
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専門科目

（概要）病院の臨床栄養士には、他職種との連携（チーム医療）によ
る包括的な栄養アセスメント能力が求められる。本論では、学外研修
中の問題症例について、学内で症例検討会を行うことにより、臨床栄
養士として幅広い専門知識や包括的な判断力を習得することを目的と
している。具体的には研究分野の最新情報を得るためのJournal Club
と現在の研究内容について専門の教員から指導を受けるResearch
Workからなる。また、全員参加により、senior studentsがjunior
studentsを指導することも含め指導方法をも研修する。

（オムニバス方式／全15回）

（6 倭　英司・22 上田　由美子／2回）（共同）
主として、臨床医学領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・23 堀内　理恵／2回）（共同）
臨床栄養学と給食管理の複合領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・14 山本　周美／2回）（共同）
主として、応用栄養学領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・27 鉾立　容子／1回）（共同）
臨床医学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・22 上田　由美子／1回）（共同）
臨床医学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・23 堀内　理恵／1回）（共同）
応用栄養学と給食管理の複合領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・14 山本　周美／1回）（共同）
臨床医学と応用栄養学の複合領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・27 鉾立　容子／1回）（共同）
主として、臨床栄養学領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・22 上田　由美子／1回）（共同）
応用栄養学と臨床医学の複合領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・23 堀内　理恵／1回）（共同）
臨床医学と給食管理の複合領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・14 山本　周美／1回）（共同）
臨床栄養学と応用栄養学の複合領域の課題を指導する。

（9 岸本　三香子・27 鉾立　容子／1回）（共同）
応用栄養学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

オムニバス方式
・共同

エビデンス臨床栄養学Ⅱ

基本計画書―34



POS演習

（概要）学外研修で必要な医療面接に関する基本的知識を学び、傷病
者や高齢者の症例を通じた実践的演習から基本的なスキルの習得を図
り、さまざまな症例をもとに、病態ごとの医療面接の違いや基本的知
識を習得するとともに、小グループによるロールプレイや実際の患者
に対する栄養サポートステーションでの診療を通じて、医療面接の基
本や患者の接し方を学ぶ。

（オムニバス方式／全30回）

（6 倭　英司／6回）
主として、臨床医学領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴／6回）
主として、臨床栄養学領域の課題を指導する。

（22 上田　由美子／6回）
主として、臨床医学領域の課題を指導する。

（6 倭　英司10 鞍田　三貴／4回）（共同）
臨床医学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

（6 倭　英司・22 上田　由美子／4回）（共同）
主として、臨床医学領域の課題を指導する。

（10 鞍田　三貴・22 上田　由美子／4回）（共同）
臨床医学と臨床栄養学の複合領域の課題を指導する。

オムニバス方式
・共同（一部）

食品衛生学特論

人々が安全で、健康的な生活を送るためには、健全な食生活が重要で
あり、食品の安全性確保は必須の条件となる。近年、食品生産・加
工・流通の技術革新により、食品の安全性は確実に向上している一方
で、食品の危害要因は多様化している。本講義では、食の安全を確保
するために実施されている最新の安全性評価方法について学ぶ。

隔年

食品安全科学特論

食品関連化学物質の安全性を正しく評価・管理・広報し、それらが安
全に健康増進機能を発揮する条件や、当該機能の内容と背景メカニズ
ムを明らかにすることを学ぶ。食品安全科学に関する最新情報や研究
動向と、当該分野についての先端知識を把握し、自らの知識として利
用できることが目標である。

隔年

健康食品学特論

健康食品は、一般に「特定保健用食品」、「栄養機能食品」、「機能
性表示食品」、「いわゆる健康食品」に分類されるが、いずれにして
もこれらの食品が安全で、確実に効くことが科学的に証明されてるこ
とが重要である。本講義では、これら健康食品の安全性や有効性の科
学的根拠となる論文についてセカンドオピニオンを実施し、医学・薬
学・栄養学の立場から健康食品の有用性について考察する。

栄養ケア食品特論

（概要）乳児、授乳婦や病者などを対象とした特別用途食品について
理解を深め、それぞれの対象者が適切に選択、利用、適正な栄養管理
がなされるような支援策を検討する。

（オムニバス方式／全15回）
（19 戸田　登志也／5回）
特別用途食品を活用した調理法に関する支援策を検討する。
（20 北村　真理／5回）
特別用途食品を活用した栄養指導法について検討する。
（21 今村　友美／5回）
対象者の特性に応じた特別用途食品の選択方法に関する支援策を検討
する。

オムニバス方式
隔年

関連科目

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（概要）論文指導Ⅰ～Ⅴに従って、関連する先行研究の収集・読解・
評価、博士論文に向けて学術的な観点で研究計画を立案し遂行を開始
する。社会情勢や問題なども想定に含めて、国内外の高い学術レベル
でデータの構築、統計解析などを行う。さらに多方面の考察から新規
性や再確認性のある結果を導きながら博士学位論文を完成させる。

（1 高橋　享子）
関連する先行研究文献の収集・読解・評価、博士論文に向けての研究
手法の修得などを行う。また、研究テーマに沿って目標設定を行い、
その課題に向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られ
た結果の評価を行い論文化に向けた手法を習得する。

（2 内藤　義彦）
社会・環境と健康との関連を明らかにするためには、どのような研究
が必要か、そのための研究デザインはどのようなものがあるか、その
研究を実践するためにはどのような留意事項があるか、疫学の理論と
現実の集団への対応方法を学んでもらう。現代人のライフスタイルに
起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場にフィードバック可能な課
題の研究指導を行う。

（3 前田　佳予子）
専門分野のこれまでの研究内容や研究方法を掌握するとともに、学会
発表、研究論文の執筆、博士論文の完成に向け、研究手法や表現能力
を身につけることを目的とする。また、博士論文で扱う分野に関する
専門知識を深めるとともに、関連する先行研究文献の収集・読解・批
判・評価について修得する。
（4 松井　徳光）
食物栄養科学特殊演習では、研究に用いる食品素材の特性を活かしな
がら、生理活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発
に関するデーター収集を行う。なお、これらの過程をとおして、研究
倫理教育を行う。
（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。目標として、研究課題に対しての情報獲得方法の
習熟、臨床的研究の方法論の習熟、プレゼンテーション能力の向上を
目指し、最終的博士論文の作成につなげる。

（6 大平　耕司）
博士論文で扱う分野に関する専門知識を深めるとともに、関連する先
行研究文献の収集・読解・批判・評価、博士論文に向けての研究手法
の修得などを行う。

（7 仲谷　照代）
研究テーマに従った目標設定を行ない、その問題解決に向けた調査、
実施計画の立案、研究の遂行、得られた結果の考察、研究成果をまと
める。これらの内容について報告会でプレゼンテーションを通じて相
互討論を行い、研究内容をさらに深め、プレゼンの練習を行う。これ
らの課程を通じて、研究者として必要な基本的能力を養う。

（8 山本　周美）
博士論文で扱う分野に関する専門知識を深めるとともに、関連する先
行研究文献の収集・読解・批判・評価、博士論文に向けての研究手法
の修得などを行う。

（概要）関連する先行研究文献の収集・読解・評価、博士論文に向け
ての研究計画を立案する。

（1 高橋　享子）
関連する先行研究文献の収集・読解・評価、博士論文に向けての研究
手法の修得などを行う。また、研究テーマに沿って目標設定を行い、
その課題に向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られ
た結果を明らかにし、社会に還元する。

食物栄養学特殊演習
専門教育
科目

研究指導
科目

論文指導Ⅰ

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻（D））

科目
区分
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（2 内藤　義彦）
社会・環境と健康との関連を明らかにするためには、どのような研究
が必要か、そのための研究デザインはどのようなものがあるか、その
研究を実践するためにはどのような留意事項があるか、疫学の理論と
現実の集団への対応方法を学んでもらう。現代人のライフスタイルに
起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場にフィードバック可能な課
題の研究指導を行う。

（3 前田　佳予子）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、、その結果得ら
れた研究データを解析し、考察して研究成果をまとめて論文を作成す
る。

（4 松井　徳光）
論文指導Ⅰでは、研究に用いる食品素材の特性を活かしながら、生理
活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発に関する基
礎研究のためのデーター収集と解析を行う。 なお、これらの過程を
とおして、研究倫理教育を行う。

（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。博士論文は、これまでの先行研究を十分に理解
し、現在の研究の新規である点について、論理的に整合性があるよう
にする。論文の作成については、得られたデータを十分に吟味し、統
計的処理の正当性を確認する。これらを確認したうえで、論理的に緻
密な論文を作成する。
（6 大平　耕司）
文献を精読し、特定の研究テーマを設定する。その研究テーマに沿っ
てどのような手法でどこまで明らかにするのか研究計画を立案する。
計画に基づいて、実験を行い、得られたデータについて適切な統計処
理解析を加えて、効果的な図表を作成し、論文本文を執筆し完成させ
る。これらの過程をとおして、研究倫理教育を行う。

（7 仲谷　照代）
研究テーマに従った論文を選択し、その内容について発表を行うこと
により論文、主に要旨部分中心とする書き方についての型を学ぶ。

（8 山本　周美）
栄養管理の現場における解決すべき問題点を抽出する。その問題に関
連する先行研究の研究、最新の文献の検討を行った上で課題設定を行
う。
（概要）論文指導Iを経て論文指導IIでは、国内外の高い学術レベル
で立案した研究テーマに沿って、研究計画を遂行する。研究テーマは
複数立案し、堅実な計画と実効性の高い研究方法で確実に遂行するよ
うに指導する。
（1 高橋　享子）
論文指導Ⅰを経て論文指導Ⅱでは、関連する先行研究文献の収集・読
解・評価、博士論文に向けての研究手法の修得などを行う。また、論
文指導Ⅰを継続して研究テーマに沿って目標設定を行い、その課題に
向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られた結果を明
らかにし、社会に還元する。
（2 内藤　義彦）
論文指導Ⅰに継続して、社会・環境と健康との関連を明らかにするた
めには、どのような研究が必要か、そのための研究デザインはどのよ
うなものがあるか、その研究を実践するためにはどのような留意事項
があるか、疫学の理論と現実の集団への対応方法を学んでもらう。現
代人のライフスタイルに起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場に
フィードバック可能な課題の研究指導を行う。

（3 前田　佳予子）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その結果得られ
た研究データを解析し、考察して研究成果をまとめて論文を作成す
る。
（4 松井　徳光）
論文指導Ⅱでは、研究に用いる食品素材の特性を活かしながら、生理
活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発に関する基
礎研究を実施する。 なお、これらの過程をとおして、研究倫理教育
を行う。

（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。博士論文は、これまでの先行研究を十分に理解
し、現在の研究の新規である点について、論理的に整合性があるよう
にする。論文の作成については、得られたデータを十分に吟味し、統
計的処理の正当性を確認する。これらを確認したうえで、論理的に緻
密な論文を作成する。

論文指導Ⅰ

研究指導
科目

論文指導Ⅱ
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（6 大平　耕司）
文献を精読し、特定の研究テーマを設定する。その研究テーマに沿っ
てどのような手法でどこまで明らかにするのか研究計画を立案する。
計画に基づいて、実験を行い、得られたデータについて適切な統計処
理解析を加えて、効果的な図表を作成し、論文本文を執筆し完成させ
る。これらの過程をとおして、研究倫理教育を行う。
（7 仲谷　照代）
研究テーマに従った論文を選択し、その内容について発表を行うこと
により論文、主に結果部分中心とする書き方についての型を学ぶ。

（8 山本　周美）
臨床研究を行うにあたり、人を対象とする医学系研究に関する倫理指
針の解説を行い、研究倫理教育を実施する。
（概要）論文指導Ⅱを継続して研究結果を論文化して、必要な実験手
技を学び得られた結果を明らかにし、国内外の学会での審査評価を受
け社会に還元する。

（1 高橋　享子）
論文指導Ⅱを経て論文指導Ⅲでは、関連する先行研究文献の収集・読
解・評価、博士論文に向けての研究手法の修得などを行う。また、論
文指導Ⅱを継続して研究テーマに沿って目標設定を行い、その課題に
向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られた結果を明
らかにし、社会に還元する。
（2 内藤　義彦）
論文指導Ⅱに継続して、社会・環境と健康との関連を明らかにするた
めには、どのような研究が必要か、そのための研究デザインはどのよ
うなものがあるか、その研究を実践するためにはどのような留意事項
があるか、疫学の理論と現実の集団への対応方法を学んでもらう。現
代人のライフスタイルに起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場に
フィードバック可能な課題の研究指導を行う。

（3 前田　佳予子）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その結果得られ
た研究データを解析し、考察して研究成果をまとめて論文を作成す
る。

（4 松井　徳光）
論文指導Ⅲでは、研究に用いる食品素材の特性を活かしながら、生理
活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発に関する応
用研究を試みる。 なお、これらの過程をとおして、研究倫理教育を
行う。

（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。研究は大学あるいは関連研修施設で行う。さらに
担当教員の指導のもと、研修病院や関連施設と共同研究を行うことに
より、最新の学術的知識や臨床研究に関する専門知識を習得すると共
に博士論文を作成する。

（6 大平　耕司）
特定の研究テーマに沿って研究計画を立案する。この時、ある事象を
解析するために、いくつかの異なる手法を組み合わせた計画を立てら
れるように教育を行う。例えば、ある脳疾患モデル動物について、行
動学、脳の組織学、生化学的手法を組み合わせることで、病態をより
詳細に解析することができる。これらのデータについて図表の作成、
および論文本文の執筆を行う。また、これらの過程をとおして、研究
倫理教育を行う。
（7 仲谷　照代）
研究テーマに従った論文を選択し、その内容について発表を行うこと
により論文、主に考察部分中心とする書き方についての型を学ぶ。
（8 山本　周美）
臨床研究において使用する生物統計学・疫学の方法論および考え方を
提供し、自分自身で研究結果の解釈・批判的吟味ができるよう指導を
行う。

（概要）論文指導Ⅲを継続して研究結果を論文化して、高度な研究手
法、研究結果から新規性の事象を明らかにし、国内外の学術雑誌や国
際学会での審査評価を受け、受理された内容を社会に還元する。

（1 高橋　享子）
論文指導Ⅲを経て論文指導Ⅳでは、関連する先行研究文献の収集・読
解・評価、博士論文に向けての研究手法の修得などを行う。また、論
文指導Ⅲを継続して研究テーマに沿って目標設定を行い、その課題に
向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られた結果を明
らかにし、社会に還元する。

論文指導Ⅱ

研究指導
科目

論文指導Ⅲ

論文指導Ⅳ
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（2 内藤　義彦）
論文指導Ⅲに継続して、社会・環境と健康との関連を明らかにするた
めには、どのような研究が必要か、そのための研究デザインはどのよ
うなものがあるか、その研究を実践するためにはどのような留意事項
があるか、疫学の理論と現実の集団への対応方法を学んでもらう。現
代人のライフスタイルに起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場に
フィードバック可能な課題の研究指導を行う。

（3 前田　佳予子）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その結果得られ
た研究データを解析し、考察して研究成果をまとめて論文を作成す
る。

（4 松井　徳光）
論文指導Ⅳでは、研究に用いる食品素材の特性を活かしながら、生理
活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発の実用化に
ついて試みる。 なお、これらの過程をとおして、研究倫理教育を行
う。

（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。博士論文は、これまでの先行研究を十分に理解
し、現在の研究の新規である点について、論理的に整合性があるよう
にする。論文の作成については、得られたデータを十分に吟味し、統
計的処理の正当性を確認する。これらを確認したうえで、論理的に緻
密な論文を作成する。

（6 大平　耕司）
特定の研究テーマに沿って研究計画を立案する。この時、ある事象を
解析するために、いくつかの異なる手法を組み合わせた計画を立てら
れるように教育を行う。例えば、ある脳疾患モデル動物について、行
動学、脳の組織学、生化学的手法を組み合わせることで、病態をより
詳細に解析することができる。これらのデータについて図表の作成、
および論文本文の執筆を行う。また、これらの過程をとおして、研究
倫理教育を行う。
（7 仲谷　照代）
研究テーマに従った論文を選択し、その内容について発表を行うこと
により論文、主に考察部分中心とする書き方についての型を学ぶ。

（8 山本　周美）
収集したデータの集計、分析、考察を深め、データを客観的かつ多角
的視点から捉えられるよう指導を行う。

（概要）論文指導Ⅳを継続して研究結果を論文化して、高度な研究手
法、研究結果から新規性の事象を明らかにし、国内外の学術雑誌や国
際学会での審査評価を受け、受理された論文を社会に還元する。

（1 高橋　享子）
論文指導Ⅳを経て論文指導Ⅴでは、関連する先行研究文献の収集・読
解・評価、博士論文に向けての研究手法の修得などを行う。また、論
文指導Ⅳを継続して研究テーマに沿って目標設定を行い、その課題に
向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られた結果を明
らかにし、社会に還元する。
（2 内藤　義彦）
論文指導Ⅳに継続して、社会・環境と健康との関連を明らかにするた
めには、どのような研究が必要か、そのための研究デザインはどのよ
うなものがあるか、その研究を実践するためにはどのような留意事項
があるか、疫学の理論と現実の集団への対応方法を学んでもらう。現
代人のライフスタイルに起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場に
フィードバック可能な課題の研究指導を行う。

（3 前田　佳予子）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、その結果得られ
た研究データを解析し、考察して研究成果をまとめて論文を作成す
る。
（4 松井　徳光）
論文指導Ⅴでは、研究に用いる食品素材の特性を活かしながら、生理
活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発し、エビデ
ンスを明らかにする。 なお、これらの過程をとおして、研究倫理教
育を行う。

（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。博士論文は、これまでの先行研究を十分に理解
し、現在の研究の新規である点について、論理的に整合性があるよう
にする。論文の作成については、得られたデータを十分に吟味し、統
計的処理の正当性を確認する。これらを確認したうえで、論理的に緻
密な論文を作成する。

論文指導Ⅳ

研究指導
科目

論文指導Ⅴ
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（6 大平　耕司）
特定の研究テーマに沿って、適切な方法を組み合わせて、実験を行う
ことでデータを得る。これらのデータについて、論文の主張に沿った
効果的かつ有機的な図表の作成と論文執筆が行えるよう教育する。さ
らに学会発表（ポスター、口頭）が円滑に行えるよう、プレゼンテー
ション法について重点的に指導する。また、これらの過程をとおし
て、研究倫理教育を行う。
（7 仲谷　照代）
研究テーマに従った論文を選択し、その内容について発表を行うこと
により論文、主に考察部分中心とする書き方についての型を学ぶ。

（8 山本　周美）
作成準備中の博士論文に対して、随時検討、コメント、解説などを加
え、論理性および科学性を高められるよう指導を行う。

（概要）論文指導Ⅰ～Ⅴで実施した研究成果を、博士論文としてまと
める。その際には基礎学力及び専攻学術並びに博士課程として相応し
い達成度を確認し、かつ、専攻学術研究者として自立できる水準に達
しているかを審査する。

（1 高橋　享子）
論文指導Ⅴを経て論文指導Ⅵでは、関連する先行研究文献の収集・読
解・評価、博士論文に向けての研究手法の修得などを行う。また、論
文指導Ⅴを継続して研究テーマに沿って目標設定を行い、その課題に
向けた実施計画やその実施に必要な実験手技を学び得られた結果を明
らかにし、社会に還元する。
（2 内藤　義彦）
論文指導Ⅴに継続して、社会・環境と健康との関連を明らかにするた
めには、どのような研究が必要か、そのための研究デザインはどのよ
うなものがあるか、その研究を実践するためにはどのような留意事項
があるか、疫学の理論と現実の集団への対応方法を学んでもらう。現
代人のライフスタイルに起因する生活習慣病対策を取り上げ、現場に
フィードバック可能な課題の研究指導を行う。
（3 前田　佳予子）
研究課題を中心とした研究発表・研究論文に関する調査、研究計画の
立案、研究の遂行を通じて、研究を論理的に展開し、、その結果得ら
れた研究データを解析し、考察して研究成果をまとめて論文を作成す
る。

（4 松井　徳光）
論文指導Ⅵでは、研究に用いる食品素材の特性を活かしながら、生理
活性物質を有する微生物を用いた新規な機能性食品の開発およびエビ
デンスの解明に基づいた商品化を試みる。 なお、これらの過程をと
おして、研究倫理教育を行う。
（5 倭　英司）
本科目では、特に臨床的な研究題目について、医学的実践的な立場か
ら研究を施行する。博士論文は、これまでの先行研究を十分に理解
し、現在の研究の新規である点について、論理的に整合性があるよう
にする。論文の作成については、得られたデータを十分に吟味し、統
計的処理の正当性を確認する。これらを確認したうえで、論理的に緻
密な論文を作成する。

（6 大平　耕司）
特定の研究テーマに沿って、適切な方法を組み合わせて、実験を行う
ことでデータを得る。これらのデータを基にして、論文を完成させ
る。さらに論文を国内外の研究雑誌に投稿し、編集部や査読者との意
見交換を行い、論文が受理、公表されるまでの一連の過程を自ら行え
るように教育する。また、これらの過程をとおして、研究倫理教育を
行う。

（7 仲谷　照代）
研究課題に沿って実際に論文を書き、その内容について発表、ディス
カッションを通じて具体的な論文の書き方を学ぶ。
（8 山本　周美）
作成準備中の論文に対して、随時検討、コメント、解説などを加え、
博士論文の完成まで指導を行う。

論文指導Ⅵ

論文指導Ⅴ

研究指導
科目

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（概要）関連する先行研究の収集・読解・評価を行い、修士論文に
向けての研究手法、データの取り扱い、研究倫理について学び、研
究に対する真摯な態度と責任感のある研究能力を修得する。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。
（2 有井　康博）
食品科学、タンパク質化学、分析化学、食品工学、酵素化学、分子
生物学等の手法を用いて、世界における食品に関する問題を解決す
るために必要な科学的知見、技術、物質の提供を目指し、新しい食
品の創造に活かすことをテーマとした課題の研究指導を行う。とく
に、栄養問題の解決、植物性食品の利用促進、保健機能食品、特別
用途食品、一般食品の開発、食品の成り立ちにおける問題解決を目
指した研究課題となる。

（3 鈴木　靖志）
①高齢者、美容、アスリートをターゲットにした食開発を課題とし
て、動物実験、培養細胞実験、遺伝子解析、および生化学的な手法
を用いた研究指導を行う。②血糖管理やストレスへの対応における
食を通じた解決策を提示するための課題について研究指導を行う。

（4 戸田　登志也）
食品機能化学、栄養学、食品工学、食品製造学、食品分析化学等の
手法を用いて、食品および食品成分の機能性を明らかにし、新規食
品の開発に資することを目的とした課題の研究指導を行う。特に日
本の伝統的な食材である大豆、海藻類とその利用に関する課題を取
り上げる。

（6 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すための実験データ収集を行う。さらに、
そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、修士論文として
まとめ、学術団体あるいは雑誌に公表する。

（8 蓬田　健太郎）
細胞生物学、実験動物学、分子生物学、生化学等の生命科学の手法
と食品科学系の分析手法を組み合わせ、生命科学の視点から、ヒト
の構造と機能を維持する上で必要となる「食とヒトの新たな可能
性」を明らかにする。人口爆発、人口年齢構成、気候変動等による
「食」の確保とヒトの健康維持に関連する状況の分析から自らそれ
らの解決に結びつく課題を設定させ、その課題の解明を目指した研
究を行い、修士論文としてまとめる。

（7 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、基礎的研究能力の育成のための研究指導を行う。具
体的には、生物学的、理化学的手法を用いた実験系研究と、統計学
的な手法を用いた調査系研究を必要に応じて実施し、食糧資源保全
に関わる研究に従事し、その成果を修士論文にまとめる。

（5 升井　洋至）
調理科学、食品製造学、食品機器分析学等の手法を中心に用いて、
調理加工による食品の嗜好性、機能性成分の変化、改変より、新規
食品の開発に役立つ課題の実験、調査データの収集を行う。その結
果、広く世界の食文化と日本の伝統的調理（和食）との比較から食
に関する問題を解決できる研究指導を行う。

（9 北村　真理）
①栄養教育、食教育の手法を用いて、保育現場などにおける食育に
関する課題について研究指導を行う。②栄養教育、食教育の手法を
用いて、サプリメントなどによるミネラル過剰摂取の危険性を知ら
せるモニタリング方法の開発に関する課題について研究指導を行
う。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食創造科学専攻　(M) ）

科目
区分

(論文指導）
研究指導

科目
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（概要）研究テーマの学術的な位置付けを把握するために、研究方
法、研究計画の手順で立案する。データの取り扱いについて研究倫
理に沿って実施する。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性に関しては、研究成果
の信頼性が重要であり、実験データの適正な取り扱いができる研究
者を育成することを目指す。

（2 有井　康博）
食品科学、タンパク質化学、分析化学、食品工学、酵素化学、分子
生物学等の手法を用いて、世界における食品に関する問題を解決す
るために必要な科学的知見、技術、物質の提供を目指し、新しい食
品の創造に活かすことをテーマとした課題のデータ収集を行う。と
くに、栄養問題の解決、植物性食品の利用促進、保健機能食品、特
別用途食品、一般食品の開発、食品の成り立ちにおける問題解決を
目指した研究課題となる。

（3 鈴木　靖志）
高齢者、美容、アスリートなど、実社会におけるターゲットを掲げ
た食開発、あるいは、血糖管理やストレスへの対応などにおける食
を通じた解決策の提示を課題として、ヒト試験、動物実験、培養細
胞実験、遺伝子解析、および生化学的な手法を用いたデータ収集及
び解析を行う。

（4 戸田　登志也）
食品機能化学、栄養学、食品工学、食品製造学、食品分析化学等の
手法を用いて、食品および食品成分の機能性を明らかにし、新規食
品の開発に資することを目的とした課題のデータ収集を行う。特に
日本の伝統的な食材である大豆、海藻類とその利用に関する研究課
題を取り上げる。

（6 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すための基礎実験(in vitro)データ収集を
行う。

（8 蓬田　健太郎）
研究テーマに従った目的の設定を行い、その問題解決に向けた実施
計画を立案する。その実施に必要な実験手技について学び、実験の
実施と結果の評価を行う。これらの内容について毎月の報告会でプ
レゼンテーションを行い、相互討論を行い、実験内容についての
フィードバックを行い、関連する英語論文についての抄読を行い、
研究の進め方についての理解を深める。

（7 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題として、食糧資源保全の諸問題に対して、アルテミアをモデル
とした実験系研究、あるいは、様々な属性を持った集団を対象とし
た調査系研究を行う。これらを通じて、実験データの収集解析、成
果発表を行って、研究に必要な基礎的能力を身につける。

（5 升井　洋至）
調理科学、食品科学、食品製造学、食品機器分析学等の手法を用い
て、食品素材の調理加工による嗜好性、機能性成分の変化、改変を
検討することより、新規食品の開発に役立つ課題の実験、調査デー
タの収集を行う。これにより、日本食のみならず広く世界の食文化
を含めて比較して、食の在り方を多方面から考え、存在する問題を
解決できる研究者の育成を目指す。

（9 北村　真理）
栄養教育、食教育の手法を用いて、課題に関するデータ収集を行
う。人を対象とした実戦活動、調査研究のため、留意すべき一般的
な倫理指針についても考え、理解した上での調査、データの取り扱
いができる能力を養う。

（概要）食創造科学特別実験Iに続き、その問題解決に向けた実施
計画を継続して遂行する。その実施に必要な高度な実験手技につい
て学び、実験の実施と結果・考察の評価を行う。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性に関しては、研究成果
の信頼性が重要であり、実験データの適正な取り扱いができる研究
者を育成することを目指す。

食創造科学特別実験Ⅰ

研究指導
科目

食創造科学特別実験Ⅱ
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（2 有井　康博）
食品科学、タンパク質化学、分析化学、食品工学、酵素化学、分子
生物学等の手法を用いて、世界における食品に関する問題を解決す
るために必要な科学的知見、技術、物質の提供を目指し、新しい食
品の創造に活かすことをテーマとした課題のデータ収集および解析
を行う。とくに、栄養問題の解決、植物性食品の利用促進、保健機
能食品、特別用途食品、一般食品の開発、食品の成り立ちにおける
問題解決を目指した研究課題となる。

（3 鈴木　靖志）
高齢者、美容、アスリートなど、実社会におけるターゲットを掲げ
た食開発、あるいは、血糖管理やストレスへの対応などにおける食
を通じた解決策の提示を課題として、ヒト試験、動物実験、培養細
胞実験、遺伝子解析、および生化学的な手法を用いたデータ収集及
び解析を行う。

（4 戸田　登志也）
食品機能化学、栄養学、食品工学、食品製造学、食品分析化学等の
手法を用いて、食品および食品成分の機能性を明らかにし、新規食
品の開発に資することを目的とした課題のデータ収集および解析を
行う。特に日本の伝統的な食材である大豆、海藻類とその利用に関
する研究課題を取り上げる。

（6 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すための動物実験(in vivo)データ収集お
よび解析を行う。

（8 蓬田　健太郎）
特別実験Ⅰで得られた研究成果について、実験計画の進行状況や結
果の見直しを行い、競合する研究との比較を進め、最新の実験方法
や成果を参考に、研究の取りまとめに向けた軌道修正等を含めた検
討を行う。これらの内容について毎月の報告会でプレゼンテーショ
ンを行い、研究を取りまとめていく。

（7 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題として、食糧資源保全の諸問題に対して、アルテミアをモデル
とした実験系研究、あるいは、様々な属性を持った集団を対象とし
た調査系研究を行う。これらを通じて、実験データの収集解析、成
果発表を行って、研究に必要な基礎的能力を身につける。特別実験
IIでは、より発展的な内容を扱う。

（5 升井　洋至）
調理科学、食品科学、食品製造学、食品機器分析学等の手法を用い
て、食品素材の調理加工による嗜好性、機能性成分の変化、改変を
検討することより、新規食品の開発に役立つ課題の実験、調査デー
タの収集を行う。これにより、日本食のみならず広く世界の食文化
を含めて比較して、食の在り方を多方面から考え、存在する問題を
解決できる研究者の育成を目指す。

（9 北村　真理）
栄養教育、食教育の手法を用いて、課題に関するデータ収集、解析
を行う。人を対象とした実戦活動、調査研究のため、留意すべき一
般的な倫理指針についても考え、理解した上での調査、データの取
り扱いができる能力を養う。

研究倫理学特論

（概要）近年、データ改竄や研究費の不正利用、また他者の論文の
盗用や剽窃といった、研究活動における不正行為が多発している。
また研究をめぐる倫理問題に対する意識も高まりを見せている。本
授業では、研究において不正や倫理問題の発生を防ぐために、様々
な規則や規制などの正しい知識を獲得し、研究活動においても社会
的責任が発生することを自覚させることを目的とする。

（オムニバス方式／全15回）
（10 佐藤　滋之／8回）
論文執筆における正しい引用方法やデータの取り扱いに関して学ぶ
とともに、社会調査等の調査研究の場面で発生した、研究不正や研
究倫理にかかわる問題の事例を通じて、その予防策を学ぶ。

（11 高野　義彦／7回）
動物実験における倫理や法規制などについて学ぶことや、過去の具
体的な不正行為の事例を通して、研究倫理に対する認識を深める。

オムニバス方式専門科目

食創造科学特別実験Ⅱ
研究指導

科目
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食品機能学特論

食品の三次機能に関する研究の進展によって、食品による健康維持
への関心はますます強くなってきている。特定保健用食品や機能性
表示食品などの食品の機能性表示制度が施行されたが、利用者の選
択能力が要求されるとともに企業責任が重要視されてきている。食
品成分の機能とその応用製品について理解し、実践力にとんだ食品
研究者・開発者としての基礎力向上を図る。

隔年

食品衛生学特論

人々が安全で、健康的な生活を送るためには、健全な食生活が重要
であり、食品の安全性確保は必須の条件となる。近年、食品生産・
加工・流通の技術革新により、食品の安全性は確実に向上している
一方で、食品の危害要因は多様化している。本講義では、食の安全
を確保するために実施されている最新の安全性評価方法について学
ぶ。

隔年

分子栄養学特論

分子生物学的な解析の進展により、ヒトの生体内での分子レベルで
の制御機構の理解が進み、複雑系として解析が困難とされてきた栄
養学の分子基盤が次々と明らかにされている。そこで、その分子栄
養学の基礎となる分子生物学の方法論と最新の解析手法に至るまで
の流れを概説し、栄養学領域への応用の現状を俯瞰する。その上
で、食品成分に含まれる生理活性物質の生体における動態や作用に
ついての分子レベルでの栄養学的な最新の知見についての論文等の
抄読を通じて、この分野の動向を理解する。

隔年

調理科学特論

調理の過程における食品素材の変化（テクスチャー、色、匂い、味
等）が、嗜好的に好まれる食べ物をもたらす過程が調理操作であ
る。この調理過程は、煮る・蒸す・焼く・炒めるなどの伝統的な方
法と食品機能性成分の発現を考えた真空・低温調理などの新調理法
が複合し、実践されている。この過程の成分変化を理解、考察する
には、食品素材の調理特性と調理法を科学的に理解する必要があ
る。本科目は調理の科学的意義、食品の栄養価の向上、嗜好的に合
致した調理理論についての知識と食材に対する洞察力の修得を目標
とする。

隔年

食品製造学特論

おいしく安全で、かつ、適正な価格の食品を製造するためには、原
材料の生産から加工、貯蔵までを含む全工程を理解する必要があ
る。また、製造工程を適切に制御するためには、その食材や食品の
製造に関わる科学的知識が不可欠である。この講義では、大豆や海
藻などを題材として、原材料および一連の製造工程を科学的に解析
し、実際の製造現場で活かされている技術についての理解を深め
る。

隔年

食品開発学特論

食品開発学特論では食品開発現場の実状に関する理解を深め、食品
開発を通じて新しい価値を社会実装していく際に発生する様々な課
題へ対応するための思考力を養う。食品の開発に必要な要素として
マーケティング、ブランディング、企画、研究開発、工業化へのス
ケールアップ研究、製品の性能評価研究、品質保証、営業体制、購
買、流通管理、プロモーション施策までを実例をベースに議論し、
食品開発の全体像を掘り下げて把握する。また、開発に関連する各
部門の持つ具体的な課題を題材として課題解決の方法論を議論す
る。

隔年

食品安全科学特論

食品関連化学物質の安全性を正しく評価・管理・広報し、それらが
安全に健康増進機能を発揮する条件や、当該機能の内容と背景メカ
ニズムを明らかにすることを学ぶ。食品安全科学に関する最新情報
や研究動向と、当該分野についての先端知識を把握し、自らの知識
として利用できることが目標である。

隔年

食品機器分析学特論

各種の食品成分の定量・定性法の理解は、食品の異物混入など品質
管理、調理加工操作の素材への影響を評価する上で食品産業では不
可欠である。食品試料の処理法は成分、食品ごとに異なり、分析機
器の技術的理論も機器ごとに異なる。特に微量な成分では、高精
度、効率的に分析するには、これら理論の修得は必須である。ま
た、未確立の食品機能性成分の分析法の検討、実施も重要な課題で
ある。本科目は各種機器分析の理論と利用法を理解することを目的
とする。さらに分析対象の適切な分析法の選択、応用ができる知識
を修得する。

隔年

食品化学特論

最新の食品化学に関する研究を通じて、食品分野おける世界が抱え
る様々な問題や食品開発の流行を学ぶことで、食品に関わる研究者
あるいは開発者として必要な食品化学的知見、思考方法を身につけ
る。また、問題の解決あるいは食品開発の潮流を隆起するために必
要な食品化学的手法の原理や意義を理解し、食品に関わる研究ある
いは開発に役立てることができる能力を身につける。

隔年

食品加工学特論

加工食品は食品の安全性、保存性、栄養性、嗜好性、利便性、経済
性などを高める目的で、人類が生み出したものである。さらに、わ
が国では時代のニーズに適したインスタントラーメンやレトルト食
品なども世界に先駆けて創り上げてきたのである。本講義では、主
な加工食品誕生を支えた歴史や技術、研究について調査・発表を行
い、先人達の英知を学び、これからのニーズに適した加工食品製造
について考える。

隔年

専門科目
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食品産業論特論

食品産業は、食品素材の生産、食品製造、販売、流通といった一次
産業から二次、三次産業と多くの産業が連携関係し、成り立ってい
る。本科目では、日本国内外の食品産業について、最近の様々な関
心の高いテーマやトピックを具体的に拾い上げ調査解析し、食産業
界の構造や現状、問題点、今後の動向等について議論しまとめるこ
とにより、食産業を担う人材育成を図ることを目的とする。

隔年

リスク評価学特論

食品安全におけるリスク評価とは、食品に含まれる化学物質（ハザ
ード）の摂取によるヒトの健康に対するリスクを、ハザードの特性
等を考慮しつつ、付随する不確実性を踏まえて、科学的に評価する
ことである。世界各国での評価の実例を学び、リスク評価の実態を
理解する。

隔年

フードビジネス学特論

フードビジネス学特論では新しいフードビジネスを生み出すための
発想法と思考力を身に着ける。食に関連するビジネスに関して、い
くつかの具体的な事例を取り上げ、課題を理解し、解決していくた
めの研究開発的、あるいは企画開発的な観点からの方法論を議論す
る。また、日本を含む世界各国の食文化をビジネス視点で捉えなお
し、ビジネスモデルを作成することを演習形式で実施し、食の創造
とビジネスを繋いでいく戦略構築の実際を学ぶ。

隔年

メニュー開発特論

レストランや給食などの外食産業、中食産業の特性に応じたメ
ニュー開発を行うには、栄養バランスを考えた献立内容や嗜好の
他、人事管理、原価管理、情報管理、品質管理などの経営的視点か
ら利益を生み出すことが必要となる。本科目では、外食産業の現状
や顧客のニーズ、さらに経営的な視点から対象となる施設に適した
メニュー開発について、実際に調査・研究を通して理解を深める。

隔年

比較食文化特論

日本固有の食文化を理解するには、欧米などの先進国のみならず、
発展途上国を含むグローバルな世界の食文化を比較検討し、その相
違や共通性を捉えることが重要である。本特論では、世界標準語で
ある英語を理解した上で、幾つかの特徴的な地域を選び、食文化の
背景となる各国の自然風土、社会制度、宗教分布、あるいは食糧生
産から食糧保存に至る食糧事情を明らかにし、比較食文化を深く考
察できる柔軟な考え方を学ぶ。

隔年

グローバルフード学特論

世界各地で報告される異常気象や自然環境の変化によって、安定し
た食糧生産が脅かされる一方、新興国の経済成長や依然として増え
続ける人口の増加は、世界の食糧需給バランスをを逼迫させてい
る。各国が自国中心主義の傾向を強める中、自由貿易に依存しなが
ら食糧安全保障を確保することに不確実性が増している。本講義で
は目まぐるしく変化する国際環境の中で、「飢餓に終止符を打ち、
食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な
農業を推進する」という、国連ＳＤＧsに掲げられた目標の達成を
めざす国際協力の在り方について考えていく。

隔年

バイオビジネス特論

バイオビジネスの中でも、人間の生存に関わる食料としての生物
（作物、家畜、水産物等の動植物）由来の食品資源をビジネスに結
びつける活動を模擬的に行う。食品分野における最新の知見をもと
に、食品分野における世界が抱える問題を解決する方法を提案し、
食品業界に流行を隆起させる新たなアイデアをビジネスに結びつけ
るように、議論、プレゼンテーション、意見の集約を実践的に行
う。

隔年

醸造学特論

発酵食品は自然と人類が生み出した“宝物”である。清酒、ビー
ル、ワインなどのアルコール飲料をはじめ、味噌、醤油、食酢など
の調味料、ヨーグルト、チーズなどの乳製品などは微生物の発酵作
用で作られたものである。本講義では、主な発酵食品誕生の歴史や
発酵メカニズムなどについて調査・発表を行い、先人達の英知を学
び、これからのニーズに適した新規発酵食品開発について考える。

隔年

フードモレキュラーバイオロジー

有史以前からの農業・畜産歴史は、経験に基づく遺伝学的な品種改
良に頼ってきたものであったが、分子生物学の発展により、直接遺
伝情報の編集が可能になり、特に生産の現場での分子生物学的技術
の応用が進んでいる。さらに、製造、流通、販売の過程のおける食
品ロスの低減化に向けたあらたな技術が開発されつつあるが、これ
らの検証に分子生物学的手法は不可欠のものとなっている。これら
の食品の生産・製造・流通における分子生物学の活用事例を俯瞰
し、今後の展望についてともに考えていく。

隔年

健康食品学特論

健康食品は、一般に「特定保健用食品」、「栄養機能食品」、「機
能性表示食品」、「いわゆる健康食品」に分類されるが、いずれに
してもこれらの食品が安全で、確実に効くことが科学的に証明され
てることが重要である。本講義では、これら健康食品の安全性や有
効性の科学的根拠となる論文についてセカンドオピニオンを実施
し、医学・薬学・栄養学の立場から健康食品の有用性について考察
する。

専門科目
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生物統計学

生物統計学の概念および食物栄養学分野における基礎、臨床、疫学
それぞれの専門分野で必要となるデータ収集、解析処理の理論と方
法論を学ぶ。

病態栄養生理学特論

特定の研究課題で研究を実践させることにより、研究活動を自主的
に展開できる能力を養わせるとともに、実践的研究能力を向上させ
る。専門分野において優れた実務能力を有する管理栄養士を養成す
ることを目標とする。そこで、本科目では癌をふくめた生活習慣病
について、最新の情報を理解し、国家的戦略も含めた対策について
学習する。また生活習慣病について、実地臨床で必須である医学的
知識についても学習する。

栄養ケア食品特論

（概要）乳児、授乳婦や病者などを対象とした特別用途食品につい
て理解を深め、それぞれの対象者が適切に選択、利用、適正な栄養
管理がなされるような支援策を検討する。

（オムニバス方式／全15回）
（4 戸田　登志也／5回）
特別用途食品を活用した調理法に関する支援策を検討する。
（9 北村　真理／5回）
特別用途食品を活用した栄養指導法について検討する。
（12 今村　友美／5回）
対象者の特性に応じた特別用途食品の選択方法に関する支援策を検
討する。

オムニバス方式
隔年

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

関連科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

（概要）論文指導I〜VIに従って、関連する先行研究の収集・読解・
評価、博士論文に向けて学術的な観点で研究計画を立案し遂行を開
始する。社会情勢や問題なども想定に含めて、国内外の高い学術レ
ベルでデータの構築、統計解析などを行う。さらに多方面の考察か
ら新規性や再確認性のある結果を導きながら博士学位論文を完成さ
せる。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した健康食品
の開発が望まれている。特に、食品の安全性や機能性の研究に際し
ては、研究成果の信頼性が重要であることから、実験データの適正
な取り扱い方法について学ぶ。

（2 有井　康博）
研究テーマに従った目標設定を行い、その問題解決に向けた実施計
画を立案する。また、その実施に必要な実験手技を収集し、計画案
を実施可能なものへと具体化する。計画を実施することで得られた
結果をもとに、研究テーマのゴールを見失わない様に、実施計画案
の軌道修正を行う。また、受講者の研究テーマを互いに理解し、互
いに自身の研究テーマの面白さを伝えるプレゼンテーションを身に
つける。
（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究課題の目標設定を自らが行い、論文調査、研
究計画の立案を行う。また、実験を行うために新規に必要となる知
識や技術についての調査を行い、計画的に修得し、実践する。これ
らの過程を通して、研究者として必要な基礎的能力を養う。

（5 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すためにデータ収集および解析を行う。さ
らに、海外の情報収集を実施し、総説を作成する。

（3 鈴木　靖志）
実社会におけるターゲットを掲げた食開発を課題とする研究テーマ
と目標を決定するために研究テーマの背景調査を行い、仮説の設定
と検証方法の調査、提案からなる研究計画を作成する。国内外の文
献を読み、その内容を元にした指導教員や他の大学院生と討論を通
じて、研究分野の理解を深め、科学的思考力を身に付け、同時に研
究倫理に関しても知識と理解を広げる。

（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を材料として、研究に必要な学術情報の収集、実行可能な実験
計画の策定、データ回収に必要な方法論を主に学ぶ。特に、モデル
生物を利用する意味、熱分析などの物性測定、調査研究で必要なコ
ホート分析などについて理解する。

（7 蓬田　健太郎）
食創造科学分野が直面する様々な課題の中から、これまでに学んで
きた生命科学的解析法を基本に、その背景や現状を分析し、新たな
解決に向けた仮説を設定し、その科学的検証方法を組み立て、その
検証方法の有効性や問題点について討論するとともに、実際に得ら
れた検証結果についても、その妥当性等について多角的に検討を進
め、その限界点や正当性についても考えることが出来る研究者の育
成を目指す。

専門科目 食創造科学特殊演習

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（食物栄養科学研究科　食創造科学専攻　(D) ）

科目
区分
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（概要）関連する先行研究文献の収集・読解・評価、博士論文に向
けての研究計画を立案する。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。
（2 有井　康博）
研究テーマに沿った各人の研究分野における国際的学術雑誌への投
稿に向けた具体的な準備方法について学修する。論文作成にあたっ
て、必要な準備を理解することで、より効率的に自身の研究結果を
世界に発信できるように論文作成の具体的イメージを持つ。さら
に、自身の研究テーマを論文投稿するために、現状を理解して、不
足について考える。これらの作業を通じて、研究論文の作成に必要
なアプローチを理解する。

（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究テーマを設定し、国内外の学術雑誌への投稿
を目指した具体的な準備と方法について学修する。本科目では、網
羅的な文献検索や調査を行い、設定候補のテーマの位置付けと独自
性、新規性と進歩性について検討し、課題を明確化する。

（5 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すための実験データ収集を行う。さらに、
そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、ヒト臨床展開を
はかる施策を提言する。博士論文としてまとめ、国内の食品関連の
学術団体に公表する。

（3 鈴木　靖志）
実社会におけるターゲットを掲げた食開発を課題とする研究テーマ
を決定し、研究計画を立てる。研究の目的と方法を明確にし、博士
後期課程における研究計画書を作成する。研究倫理の基本的事項を
学び、研究計画内容に応じて、研究開始前に必要な機器器具を準備
し、環境と体制を整備し、倫理審査申請等の書類を作成する能力を
修得する。

（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、自立した研究を進めていける研究能力の育成のため
の研究指導を行う。具体的には、新規食品保存法である常温ガラス
化保存技術の開発に向けた実験系研究、あるいは、食糧資源問題の
現状とその解決策に関する調査系研究を実施する。論文指導Iでは、
研究に必要な学術情報の調査を行い、自らの研究課題の策定に至る
プロセスを重視して指導する。

（7 蓬田　健太郎）
食創造科学分野における様々な課題に対し、修士課程までで修得し
た解析手法や科学的思考法に基づき、自ら研究テーマを設定し、そ
の背景・現状についての先行研究等についての文献的考察を行い、
その研究テーマにおける課題を自ら設定し、その解決に向けた仮説
の設定を行い、その検証方法を立案し、その内容のプレゼンテー
ションと討論を通じて、研究テーマの妥当性を深めていく。

（概要）論文指導Iを経て論文指導IIでは、国内外の高い学術レベル
で立案した研究テーマに沿って、研究計画を遂行する。研究テーマ
は複数立案し、堅実な計画と実効性の高い研究方法で確実に遂行す
るように指導する。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。

論文指導Ⅰ

論文指導Ⅱ

研究指導
科目
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（2 有井　康博）
研究テーマに沿った各人の研究分野における国際的学術雑誌への投
稿に向けた具体的な方法について学修する。とくに、本科目では
Materials and Methodsの作成方法について身につける。これらの作
業を通じて、研究論文の作成に必要な作業について理解し、自分自
身で論文を作成する技術を身につける。

（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究テーマについて、国内外の学術雑誌への投稿
を目指した具体的な準備と方法について学修する。特に本科目で
は、論文の全体的な構造を構築し、論理展開についての検証を行う
とともに「緒論」の作成方法を学ぶ。これらの過程を通して、自分
で論文を作成する知識と技術を身につける。

（5 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すために実験データ収集を行う。さらに、
そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、ヒト臨床展開を
はかる施策を提言する。博士論文の一部としてまとめ、国内の食品
関連の学術団体に公表する。

（3 鈴木　靖志）
食開発を課題として作成した研究計画に沿って研究を実施する。得
られた初期データを解析、考察し、先行研究論文などから課題や問
題点を探る方法を習得する。文献の収集、整理、および最新の知見
や研究資料を自身の研究テーマと関連付けて検討・分析する能力を
習得する。得られた成果に応じて、関連学会での発表、および原著
論文の投稿を目指し、発表準備や原稿作成を通して学会発表や論文
作成に必要な技術と能力を身に着ける。

（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、自立した研究を進めていける研究能力の育成のため
の研究指導を行う。具体的には、新規食品保存法である常温ガラス
化保存技術の開発に向けた実験系研究、あるいは、食糧資源問題の
現状とその解決策に関する調査系研究を実施する。論文指導Ⅱで
は、研究を進めていくために効果的な分析手法を取り上げ、最も有
効な方法論に至るプロセスを重視して指導する。

（7 蓬田　健太郎）
論文指導Ⅰで設定した研究課題についての具体的な研究計画と予想
される結果並びに想定されるトラブルとその対処法を取りまとめつ
つ、研究を進めていく。研究結果については定期的にその妥当性を
検証し、論文としてまとめるに当たっての全体像を構築していく。

（概要）論文指導Ⅱを継続して研究結果を論文化して、必要な実験
手技を学び得られた結果を明らかにし、国内外の学会での審査評価
を受け社会に還元する。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。

（2 有井　康博）
研究テーマに沿った各人の研究分野における国際的学術雑誌への投
稿に向けた具体的な方法について学修する。とくに、本科目では、
Resultsについてまとめる方法を具体的に学ぶ。図表の作成方法、
Figure captionの作成方法について身につける。これらの作業を通
じて、研究論文の作成に必要な作業について理解し、自分自身で論
文を作成する技術を身につける。

（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究テーマについて、国内外の学術雑誌への投稿
を目指した具体的な方法について学修する。特に本科目では、「材
料および方法」の作成方法を学ぶ。これらの過程を通して、自分で
論文を作成する知識と技術を身につける。

論文指導Ⅱ

研究指導
科目

論文指導Ⅲ
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（5 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すために実験データ収集を行う。さらに、
そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、ヒト臨床展開を
はかる施策を提言する。博士論文の一部としてまとめ、国内の食品
関連の学術団体に公表する。

（3 鈴木　靖志）
研究の初期データの解析、考察結果も踏まえて、博士論文作成の基
本構想を練ることで大局的に俯瞰しながら研究を進める力を養う。
基本構想に基づいて研究テーマや研究方法 の変更、追加実験の必要
性などを検討し、検討内容によって速やかに研究計画を立て直し、
研究テーマ変更書類や倫理審査の再提出など、必要な手続きを行う
ことを通じて大局観を見失わずに軌道修正しながら研究を深める能
力を高める。

（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、自立した研究を進めていける研究能力の育成のため
の研究指導を行う。具体的には、新規食品保存法である常温ガラス
化保存技術の開発に向けた実験系研究、あるいは、食糧資源問題の
現状とその解決策に関する調査系研究を実施する。論文指導IIIで
は、研究倫理の観点からデータの公正な取扱いのプロセスを重視し
て指導する。

（7 蓬田　健太郎）
論文指導Ⅰ～Ⅱで得られた研究成果を取りまとめ、関連する学会等
での発表を通じ、研究内容についての批判的意見を取り入れ、論文
投稿へ向けた形式へと完成させていく。さらに論文投稿のプロセス
を通じて、実際の論文の構成やデータの効果的な提示の仕方、考察
の取りまとめを身に着けていく。

（概要）論文指導Ⅲを継続して研究結果を論文化して、高度な研究
手法、研究結果から新規性の事象を明らかにし、国内外の学術雑誌
や国際学会での審査評価を受け、受理された内容を社会に還元す
る。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。
（2 有井　康博）
研究テーマに沿った各人の研究分野における国際的学術雑誌への投
稿に向けた具体的な方法について学修する。とくに、本科目では、
Discussionについてまとめる方法を具体的に学ぶ。Discussionに不
足している科学的知見を具体的にあげ、必要な知見を収集する。こ
れらの作業を通じて、研究論文の作成に必要な作業について理解
し、自分自身で論文を作成する技術を身につける。

（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究テーマについて、国内外の学術雑誌への投稿
を目指した具体的な方法について学修する。特に本科目では、「結
果」の作成方法を学ぶ。図表の作成方法、キャプションの作成方法
を修得する。これらの過程を通して、自分で論文を作成する知識と
技術を身につける。

（5 義澤　克彦）
「環境科学・食品安全学・薬効評価学・比較病理学・毒性学」を基
本に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメ
カニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食
と病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新
しい予防法・治療法を見出すために実験データ収集を行う。さら
に、そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、ヒト臨床展
開をはかる施策を提言する。博士論文の一部としてまとめ、海外の
食品関連の学術団体に公表する。

論文指導Ⅳ

研究指導
科目

論文指導Ⅲ
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（3 鈴木　靖志）
計画に沿って研究を遂行する。実施した研究データをまとめ、関連
学会等での発表および、学術雑誌への投稿を行う。 実施してきた研
究で得られた複数の成果を総括的に包含する背景部分を作成するこ
とを通して、関連分野への理解を深め、総説的な形式の論文作成力
を養う。また、本研究の成果を食開発の現場を通じて社会実装する
ための課題を整理し、一つの研究課題を多面的に議論する能力を高
める。

論文指導Ⅳ

（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、自立した研究を進めていける研究能力の育成のため
の研究指導を行う。具体的には、新規食品保存法である常温ガラス
化保存技術の開発に向けた実験系研究、あるいは、食糧資源問題の
現状とその解決策に関する調査系研究を実施する。論文指導IVで
は、得られたデータを客観的に判断し、適切な表現方法に至るプロ
セスを重視して指導する。

（7 蓬田　健太郎）
論文指導Ⅲまでの成果から、新たな研究テーマを設定し発展させて
いく。この過程で、関連する分野の論文等の比較から、より広い視
点からの問題提起の可能性を探り、仮設の検証方法として必要とな
る新規の解析技術等の修得を目指し、常に時流に合わせた研究態度
を身に着け、広く国内外の研究者とのネットワーク構築を目指して
いく。

（概要）論文指導Ⅳを継続して研究結果を論文化して、高度な研究
手法、研究結果から新規性の事象を明らかにし、国内外の学術雑誌
や国際学会での審査評価を受け、受理された論文を社会に還元す
る。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。
（2 有井　康博）
研究テーマに沿った各人の研究分野における国際的学術雑誌への投
稿に向けた具体的な方法について学修する。とくに、本科目では、
Introductionについてまとめる方法を具体的に学ぶ。研究テーマを
より魅力的に見せるIntroductionの作成に必要な知見を収集する。
これらの作業を通じて、研究論文の作成に必要な作業について理解
し、自分自身で論文を作成する技術を身につける。

（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究テーマについて、国内外の学術雑誌への投稿
を目指した具体的な方法について学修する。特に本科目では、「考
察」の作成方法を学ぶ。不足する知見と限界を明らかにする。これ
らの過程を通して、自分で論文を作成する知識と技術を身につけ
る。

（5 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すために実験データ収集を行う。さらに、
そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、ヒト臨床展開を
はかる施策を提言する。博士論文の一部としてまとめ、海外の食品
関連の学術団体に公表する。

（3 鈴木　靖志）
計画に沿って研究を遂行し、必要な追加実験を実施する。学会発表
や専門分野の研究者との情報交換及び原著論文投稿を通して、自立
した研究者として 研究を計画・実施する能力、論文作成に必要とさ
れるデータ解析と研究的思考能力を修得する。３ 年間の研究結果を
整理統合し、学位論文の草案を作成する。本研究の成果を食開発の
現場を通じて社会実装するための課題について関連企業などと意見
交換し、統合的考察の一助とする。

論文指導Ⅴ

研究指導
科目
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（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、自立した研究を進めていける研究能力の育成のため
の研究指導を行う。具体的には、新規食品保存法である常温ガラス
化保存技術の開発に向けた実験系研究、あるいは、食糧資源問題の
現状とその解決策に関する調査系研究を実施する。論文指導Vでは、
クリティカル・シンキングの立場から、得られたデータに対する合
理的な考察のプロセスを重視して指導する。

（7 蓬田　健太郎）
研究テーマに従って、一連の成果を論文と投稿していくことを通じ
て、自らの研究者としての立ち位置を明確なものとしていき、それ
らを取りまとめて博士論文としての全体像の構築を行っていく。こ
のプロセスを通じて、博士論文の申請に必要となる投稿論文間の関
連性を再整理し、博士論文を作成を進めていく。

（概要）論文指導Ⅰ～Ⅴで実施した研究成果を、博士論文としてま
とめる。その際には基礎学力及び専攻学術並びに博士課程として相
応しい達成度を確認し、かつ、専攻学術研究者として自立できる水
準に達しているかを審査する。

（1 松浦　寿喜）
食品衛生学、食品安全学、衛生化学、薬理学等の手法を用いて、安
全で、確実に効果を発揮する機能性食品の開発を目指した課題の研
究指導を行う。特に、食品の安全性や機能性の研究に際しては、研
究成果の信頼性が重要であることから、高度なテクニックを有し、
実験データの適正な取り扱いができる研究者を育成することを目指
す。

（2 有井　康博）
研究テーマに沿った複数の研究成果をまとめる方法を学修する。す
なわち、博士論文の完成に必要な作業を実践する。本科目では、す
でに出版済みあるいは進行中の複数の研究テーマを一つの大きな研
究テーマとして結びつける方法について身につける。また、その作
業を通じて、成果のまとめに不足していることを挙げ、それを補う
方法を具体化する。

（4 戸田　登志也）
食品機能に関する研究テーマについて、国内外の学術雑誌への投稿
ならびに博士論文作成の具体的な方法について学修する。論文の
「要約」の作成方法について学ぶとともに複数の論文構成から成る
博士論文の作成方法について学修する。さらに研究成果のアピー
ル、プレゼンテーションの技術を身につける。

（5 義澤　克彦）
環境科学、食品安全学、薬効評価学、比較病理学、毒性学を基本
に、食品に含まれる様々な化学物質の生体への影響並びにそのメカ
ニズムを明らかにする。さらに、古来から重要視されている「食と
病気の治療」にフォーカスを当てて、食品成分を用いて病気の新し
い予防法・治療法を見出すために実験データ収集を行う。さらに、
そのデータを如何にヒトに外挿できるかを考察し、ヒト臨床展開を
はかる施策を提言する。博士論文としてまとめ、海外の食品関連の
学術団体に公表する。

（3 鈴木　靖志）
学位論文の草案原稿についての内容精査と推敲を繰り返しながら論
文を完成させ、学位審査の発表準備を行う。 学位論文作成、および
学位審査の発表準備を通して、当該研究から新たに生まれた今後の
課題、および幅広く食創造の分野における課題とその解決策につい
ても、専門家として考察を加える力を養い、関連企業のステークホ
ルダーとの実務的な議論などにおいて、社会実装を見据えた議論を
深める素地を養う。

（6 吉田　徹）
食品衛生学の主要な研究分野の１つである食品保存に関連した研究
課題を通じて、自立した研究を進めていける研究能力の育成のため
の研究指導を行う。具体的には、新規食品保存法である常温ガラス
化保存技術の開発に向けた実験系研究、あるいは、食糧資源問題の
現状とその解決策に関する調査系研究を実施する。論文指導VIで
は、研究成果を学術論文に投稿し、博士論文として発表するプロセ
スを重視して指導する。

論文指導Ⅴ

論文指導Ⅵ

研究指導
科目
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論文指導Ⅵ

（7 蓬田　健太郎）
博士課程を通じて、取り組んできた課題の研究テーマの原点に立ち
返り、全体像を俯瞰して、1つの博士論文としてまとめ直し、自分の
研究者としての立場を明確なものとし、研究課題の設定方法、研究
の進め方、研究内容の自己検証、考察の妥当性など修得してきたス
キルやフィロソフィーを伝えられるものとして完成させる。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

（注）

研究指導
科目
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1

武 庫 川 女 子 大 学 キ ャ ン パ ス 関 係 図
（註：本図は、校地面積不算入施設用地を除く。）
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武庫川女子大学大学院
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－　－1

第１章　総則

（目的）

第１条　武庫川女子大学大学院（以下「本大学院」という。）は、武庫川学院立学の精神に基づき、

学術の理論及び応用を教授研究するとともに、高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養い、

社会・文化の進展に寄与することを目的とする。

（自己点検及び評価）

第２条　本大学院は、その教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、

本大学院における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、教育研究の改善に努

める。

２　前項の点検及び評価の実施に関して必要な事項は、別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第２条の２　本大学院は、授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るため、本大学院における

研修及び研究を組織的に実施するものとする。

２　前項の教育内容等の改善のための組織的な研修等の実施に関して必要な事項は、別に定める。

（課程）

第３条　本大学院に修士課程及び博士課程を置く。

２　修士課程は、一般的並びに専門的教養の上に広い視野に立ってその専攻分野を研究し、精深な

学識と研究能力、又は高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養うものとする。

３　博士課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専

門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うものとする。

（研究科及びその目的）

第４条　本大学院に文学研究科、臨床教育学研究科、健康・スポーツ科学研究科、生活環境学研究

科、食物栄養科学研究科、建築学研究科、薬学研究科及び看護学研究科を置く。

２　文学研究科は、基礎となる文学部各学科の教育理念を基本に、専攻分野に関連するより深化し

た教育・研究を行い、高度な応用能力と専門性を有する職業人、又は自立した研究者を養成する

ことを目的とする。

３　臨床教育学研究科は、修士課程は夜間開講、博士後期課程は昼夜開講の研究科として、修士課

程は「教育学」「心理学」「福祉学」、博士後期課程は「臨床教育学」「教育学」「臨床心理学」の

専門分野に関連するより深化した教育・研究を行い、高度な応用能力と専門性を有する職業人、

又は自立した研究者を養成することを目的とする。

４　健康・スポーツ科学研究科は、基礎となる健康・スポーツ科学部の教育理念を基本に、「健康・

スポーツ教育学分野」、「健康・体力科学分野」、「スポーツトレーニング科学分野」、「スポーツビ

ジネス分野」及び「リハビリテーション科学分野」に関連するより深化した教育・研究を行い、

高度な応用能力と専門性を有する職業人、又は自立した研究者を養成することを目的とする。

５　生活環境学研究科は、基礎となる生活環境学部各学科の教育理念を基本に、専攻分野に関連す

るより深化した教育・研究を行い、高度な応用能力と専門性を有する職業人、又は自立した研究

D12449-73003416-本文.indd   1 2021/04/20   10:19:52
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－　－2

者を養成することを目的とする。

６　食物栄養科学研究科は、大学が掲げる立学の精神と教育推進宣言に則り、平和で民主的な社会

の形成者として、高度な教養と幅広い知識を有し、豊かな人間性を備えるとともに、時代と社会

の要請に応えつつ高度化していく食物栄養科学の分野で活躍できる人材を育成する。

７　建築学研究科は、「真」を求める「理性」を磨き、「善」を行う「人格」を練磨し、「美」を享

受する「感性」を養うとともに、これらを総合できる全人格的能力を身に付け、社会に貢献でき

る、より高度な建築・景観設計技術者及び自立した研究者を養成する。「真」「善」「美」の修得

と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに総合する能力を身につけ、安全で、使い

易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する実践的能力及び研究能力を修得することを目的と

する。

８　薬学研究科は、本学大学院が掲げる目的を理解し、明確な目的意識を持って、幅広い知識と創

造性及び独創的な発想とともに、薬学及び薬科学の分野に関する最新かつ高度な研究・教育活動

を通して、分野の発展と新規開拓を目指す意欲と国際性、倫理観を兼ね備えた人材を育成するこ

とにより、人類の医療と健康・福祉に奉仕することを目的とする。

９　看護学研究科は、基礎となる看護学教育の教育理念を基本に、専攻分野に関連するより深化し

た教育・研究を行い、高度な応用能力と専門性を有する職業人、又は自立した研究者を養成する

ことを目的とする。

（修業年限及び在学年限）

第５条　修士課程の標準修業年限は、２年とする。

２　前項の規定にかかわらず、主として実務の経験を有する者に対して教育を行う場合であって、

教育研究上の必要があり、かつ昼間と併せて夜間その他特定の時間又は時期において、授業又は

研究指導を行う等の適切な方法により、教育上支障を生じないときは、研究科、専攻又は学生の

履修上の区分に応じ、標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。

３　博士課程の標準修業年限は５年とする。博士課程は、これを前期２年と後期３年の課程に分け、

前期２年の課程を修士課程として取扱うものとする。ただし、薬学研究科薬学専攻博士課程の標

準修業年限は４年とし、前期と後期の課程に区別しない。

４　前項に定める前期の課程を「修士課程」といい、後期の課程を「博士後期課程」という。

５　第１項及び第３項の規定にかかわらず、当該課程の標準修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する学生（以下「長期履修学生」という。）

が、その旨を申し出たときは、別に定めるところにより、その計画的な履修を認めることができ

る。

６　研究科の在学年限は、修士課程にあっては４年、博士後期課程にあっては６年を超えることは

できない。ただし、薬学研究科薬学専攻博士課程にあっては、８年を超えることができない。

（専攻の種類・定員及びその目的）
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第６条　各研究科に置く専攻の種類・定員及びその目的は次のとおりとする。

研　究　科 専　　　攻
修 士 課 程 博士後期課程 博士課程

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員

文 学 研 究 科

日本語日本文学専攻 12 24 ３ ９

英語英米文学専攻 12 24 ３ ９

教 育 学 専 攻 ６ 12

臨床心理学専攻 20 40

臨床教育学研究科 臨床教育学専攻 16 32 ６ 18

健康 ･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻 ₂₀ ₄₀

生活環境学研究科 生活環境学専攻 ６ 12 ２ ６

食物栄養科学研究科
食物栄養学専攻 ８ 16 ２ ６

食創造科学専攻 ４ ８ ２ ６

建 築 学 研 究 科
建 築 学 専 攻 22 44 ２ ６

景観建築学専攻 ６ 12 １ ３

薬 学 研 究 科
薬 学 専 攻 ２ 8

薬 科 学 専 攻 30 60 ２ ６

看 護 学 研 究 科 看 護 学 専 攻 ₁₅ ₃₀ ５ 15

計 177 354 28 84 ２ 8

２　日本語日本文学専攻は、日本語学研究、日本文学研究、国語科教育研究、日本語教育研究を柱

とした実践的な教育と研究を行い、高度の専門性を有する職業人や社会において指導的な役割を

担う自立した研究者を養成することを目的とする。

３　英語英米文学専攻は、英文学、米文学及び英語学・英語教育研究を柱とした実践的な教育と研

究を行い、国際化にも対応できる高度の専門性を有する職業人や社会において指導的な役割を担

う自立した研究者を養成することを目的とする。

４　立学の精神と教育推進宣言に則り、教育学専攻は、現代学校教育の課題を視野に入れつつ教育

の理論と実践に関する研究能力を育てることを目的とする。

この目的のもと、幅広い教養と豊かな人間性を基礎に、教育の諸課題を解決し新しい知見を創

出するために求められる専門的な学識と探究心、教育の実践に対する強い関心と意欲、自己の成

長への高い志をそなえた高度専門職者の養成をめざす。

５　臨床心理学専攻は、実践的な教育と研究を行い、保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・

犯罪分野、産業・労働分野において、人々の心の健康の回復、増進と維持に寄与しうる高度の専

門性を有する公認心理師、臨床心理士等の心理専門職を養成することを目的とする。

６　臨床教育学専攻は、修士課程は「教育学」「心理学」「福祉学」、博士後期課程は「臨床教育学」

「教育学」「臨床心理学」、それぞれの独自性を尊重しながらも、各分野を統合した学際的視点か

らの基礎研究と実践的研究の架橋を目指している。高度な専門性を有する職業人や社会において

D12449-73003416-本文.indd   3 2021/04/20   10:19:53

学則―4



－　－4

指導的な役割を担う自立した研究者を養成することを目的とする。

７　健康・スポーツ科学専攻は、健康・スポーツ教育学分野、健康・体力科学分野、スポーツトレー

ニング科学分野、スポーツビジネス分野及びリハビリテーション科学分野に関する教育と研究を

行い、人々の「生活の質」の向上を実現するために必要な高度の専門性を有し、併せて豊かな人

間性と協調性を兼ね備えた地域社会に貢献できる職業人や社会において指導的役割を担う人材を

養成することを目的とする。

８　生活環境学専攻は、生活文化学分野、生活美学分野、生活行動学分野、生活情報学分野、生活

環境学分野、生活材料学分野、環境デザイン分野の各分野を柱とした実践的な教育と研究を行い、

高度の専門性を有する職業人や社会において指導的な役割を担う自立した研究者を養成すること

を目的とする。

９　食物栄養学専攻は、健康栄養科学コース、実践管理栄養コースの２コースを設置し、人々の健

康づくりに貢献する有能な栄養学専門家を養成する。健康栄養科学コースにおいては、社会の動

向や予防・医療現場に対応した予防栄養・医療栄養への実践力と応用力を身につける。実践管理

栄養コースにおいては、個人の身体・栄養状態のアセスメント結果に基づいた疾病の治療、

QOLの改善など、臨床や福祉といった治療学分野で活躍する実践的な管理栄養士を養成するこ

とを目的とする。

10　食創造科学専攻は、食産業界の先導者となって新しい製品やサービスを創出できる食の専門家

として、食に関する卓越した専門力と探求力および国際的な場で実践できる知識と教養、さらに

は食産業界でリーダーシップを発揮できる技術力とコミュニケーション能力を身につけ、豊かな

発想力から生まれる創造的な研究に取り組むことができる人材を養成することを目的とする。

11　建築学専攻は、建築学研究科の養成する人材像に基づいて、グローバル社会に貢献できる国際

的通用性を備えた、より高度な建築設計技術者及び自立した研究者を養成する。そして真に人間

的な住環境を創生する実践的能力及び研究能力を、UNESCO-UIA�建築教育憲章に対応した世界

水準の学びを通して修得することを目的とする。

12　景観建築学専攻は、建築学研究科の養成する人材像に基づいて、自然と共生する社会に貢献で

きる、より高度な建築・景観設計技術者及び自立した研究者を養成する。そして真に人間的な住

環境を創生する実践的能力及び研究能力を、自然との共生や景観映像情報技術の幅広い学びを通

して修得することを目的とする。

13　薬学専攻は、薬物治療学分野及び実践医療薬学分野に関する教育と研究を行い、医療現場、大

学等の研究機関において、医薬品とその使用に関して高度の専門性を有し、社会において指導的

な役割を担う研究者を養成することを目的とする。

14　薬科学専攻は、薬科学分野に関する教育と研究を行い、創薬系薬科学、生命系薬科学及び臨床

系薬科学分野において、高度の専門性を有する職業人や社会において指導的な役割を担う研究者

を養成することを目的とする。

15　看護学専攻は、生涯発達看護学領域及び広域実践看護学領域を柱とした理論及び実践的適用の

教育と研究を行い、経験知を理論知に進化させることができ、健康と福祉の向上並びに看護学の
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進展に貢献できる高度の専門性を有する職業人や社会において指導的役割を担う研究者を養成す

ることを目的とする。

第２章　教員組織及び運営組織

（教員組織）

第７条　本大学院の教員には、武庫川女子大学の教授、准教授、講師及び助教をあてる。

（研究科長）

第７条の２　本大学院に研究科長を置く。

２　研究科長は、当該研究科の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（専攻長）

第７条の３　本大学院に専攻長を置く。

２　専攻長は、当該専攻の学務を掌理する。

（研究科委員会）

第８条　各研究科に研究科委員会を置く。

２　各研究科委員会は教授をもって構成する。ただし、研究科長が必要と認めたときは、同委員会

に准教授、講師及び助教を加えることができる。

３　各研究科委員会は、研究科長が招集し、その議長となる。

（研究科委員会の審議事項）

第９条　研究科委員会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものと

する。

⑴　学生の入学及び課程の修了に関する事項

⑵　修士、博士の学位の授与に関する事項

⑶　�前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意見を聴くこ

とが必要なものとして学長が定めるもの

２　研究科委員会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下この項において「学長

等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、

意見を述べることができる。

（大学院委員会）

第10条　本大学院に大学院委員会を置き、全研究科を横断する事項について審議する。

２　大学院委員会は、開設する研究科を代表する者を含む学長の申請に基づき理事長が任命した次

に掲げる委員をもって構成する。

⑴　学長

⑵　副学長

⑶　研究科長

⑷　専攻長

⑸　その他学長が必要と認めた者
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３　大学院委員会は、学長が招集し、その議長となる。

（大学院委員会の審議事項）

第11条　大学院委員会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものと

する。

⑴　学則に基づく規程の制定改廃に関する事項

⑵　修士、博士の学位の取消に関する事項

⑶　その他学長が大学院委員会の意見を聴くことが必要と定める事項

第11条の２　本章に定めるもののほか、研究科委員会及び大学院委員会に関し必要な事項は、別に

定める。

第３章　学年・学期及び休業日

（学年）

第12条　本大学院の学年は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（学期）

第13条　学年は次の３学期に分ける。

　　前�学�期　　４月１日より８月31日まで

　　後�学�期　　９月１日より１月31日まで

　　特別学期　　２月１日より３月31日まで

（休業日）

第14条　休業日は次のとおりとする。

⑴　国民の祝日に関する法律に規定する休日

⑵　創立記念日　　２月25日

⑶　日　�曜　�日

⑷　夏 季 休 業　　８月５日より９月14日まで

⑸　冬 季 休 業　　12月25日より翌年１月７日まで

⑹　春 季 休 業　　３月20日より４月２日まで

２　学長は、必要がある場合、前項の休業日を臨時に変更することができる。

３　学長は、第１項に規定するもののほか、臨時の休業日を定めることができる。

４　特別の必要がある場合は、休業中でも授業、実験又は実習を行うことができる。

第４章　入学・転入学・再入学・留学・転研究科・転専攻・転学・退学・休学・復学及び除籍

（入学の時期）

第15条　入学期日は学年の始めとする。ただし、後学期の始めに入学させることができる。

（入学資格）

第16条　本大学院の修士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。

⑴　学校教育法第83条の大学を卒業した者
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⑵　大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者

⑶　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者

⑷�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における16年の課程を修了した者

⑸�　我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

⑹�　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

⑺　文部科学大臣の指定した者

⑻�　本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、22歳に達したもの

２　本大学院の博士後期課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。

⑴　修士の学位又は専門職学位を有する者

⑵　外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

⑶�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門

職学位に相当する学位を授与された者

⑷�　我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修

士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

⑸　文部科学大臣の指定した者

⑹�　本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者で、24歳に達したもの。ただし、医学・歯学・薬学・獣医学に

係る６年制の学部を卒業したことのみをもって、これを修士課程相当とし、博士後期課程への

入学資格が認められるわけではない。

３　本大学院薬学研究科薬学専攻博士課程に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。

⑴　学校教育法第87条第２項に定める修業年限６年の薬学を履修する課程を卒業した者

⑵　薬学の修士の学位を有する者

⑶　外国において、学校教育における18年の課程を修了した者

⑷�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該外

国の学校教育における18年の課程を修了した者

⑸�　我が国において、外国の大学院の課程における18年（その修了者が当該外国の学校教育にお

ける18年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制

度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を

修了した者
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⑹　文部科学大臣の指定した者

⑺　本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者

（入学の出願）

第17条　入学志願者は、指定の期日までに、本大学院所定の書類に入学検定料を添えて提出しなけ

ればならない。

（入学者の選抜）

第18条　入学志願者に対しては課程を修めるのに必要な学力、人物及び健康状態について当該研究

科委員会で選抜の上、学長が入学を許可する。

２　入学選抜の期日及び方法はそのつど定める。

（転入学）

第19条　他の大学院に在学する者で、本大学院に転入学を志願するものがあるときは、欠員のある

場合に限り、当該研究科委員会で選考の上、これを許可することがある。

２　前項の規定により転入学を志願する者は、在籍する大学院の学長又は当該研究科の長の許可書

を願書に添付しなければならない。

３　入学を許可された者の既に修得した授業科目の履修単位数の取扱いについては、当該研究科委

員会の意見を聴いて、学長が定める。

（再入学）

第20条　本大学院に再入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、当該研究科委員会

で選考の上、これを許可することがある。

２　前項により入学を許可された者の既修得単位の取扱い並びに在学年限については、当該研究科

委員会の意見を聴いて、学長が定める。

３　再入学に関して必要な事項は別に定める。

（入学手続）

第21条　入学を許可された者は所定の期日までに入学誓書兼同意書、保証書その他本大学院所定の

書類を提出するとともに、所定の入学金を納付しなければならない。

（保証人）

第22条　前条の保証書の保証人は、独立の生計を営む満25歳以上の者で、確実に保証人の責務を履

行し得るものでなければならない。若し本大学院において不適当と認めたときは、保証人の変更

を命ずることがある。

２　保証人が死亡又はその他の理由で、その責をつくし得ないときは、新たに保証人を選定して、

直ちに届け出なければならない。

３　保証人が転居した場合は、直ちにその旨を届け出なければならない。

（留学）

第22条の２　本大学院と交換留学協定又は派遣留学に関する協定を締結している外国の大学院に留

学を志願する者があるときは、選考の上、許可をすることがある。

２　前項により留学した期間は、第５条に規定する修業年限及び在学年数に算入する。
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３　留学に関する規定は、別に定める。

（転研究科・転専攻）

第23条　本大学院の在籍者で他の研究科に属する専攻に転研究科を志願する者があるときは、欠員

のある場合に限り、研究科委員会で選考の上、これを許可することがある。

２　本大学院の在籍者で同一研究科に属する他の専攻へ転専攻を志願する者があるときは、欠員の

ある場合に限り、研究科委員会で選考の上、これを許可することがある。

３　転研究科又は転専攻した者の既に修得した単位数の取扱い並びに在学すべき年数については、

研究科委員会の意見を聴いて、学長が決定する。

（転学）

第24条　本大学院の在籍者で他の大学院に転学を希望する者があるときは、やむを得ない事情のあ

る場合に限り、許可することがある。

（退学）

第25条　退学しようとする者は、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連署の上、願い出て、許

可を受けなければならない。

（休学）

第26条　疾病その他、やむを得ない事情により、２か月以上修学することができない者は、所定の

用紙にその理由を記入し、保証人連署の上、願い出て、許可を受けなければならない。ただし、

疾病の場合は、医師の診断書を添えなければならない。

（休学の期間）

第27条　休学の期間は、１年を超えることができない。ただし、特別の理由がある場合は、引き続

き更に１年まで延長することができる。

２　休学の期間は、通算して２年を超えることができない。

３　休学の期間は、第５条第６項に規定する在学年限に算入しない。

（復学）

第28条　休学期間中に、その理由が消滅した場合は、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連署

の上、願い出て、復学することができる。ただし、疾病により休学していた場合は、医師の診断

書を添えなければならない。

（除籍）

第29条　次の各号の一に該当する者は除籍する。

⑴　第５条第６項に規定する在学年限を超えた者

⑵　第27条第２項に規定する休学の期間を超えて、なお修学できない者

⑶　休学期間満了後正当な理由なくして、復学、休学の継続、退学のいずれかの願い出がない者

⑷　授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者

⑸　長期にわたり所在不明の者

⑹　法に定める在留資格が得られない者

⑺　死亡した者
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第29条の２　入学・転入学・再入学・留学・転研究科・転専攻・転学・退学・休学・復学及び除籍

する者は、当該研究科委員会の意見を聴いて、学長が定める。

第５章　課程修了の要件

（課程修了の要件）

第30条　修士課程の修了の要件は、大学院に第５条第１項又は第２項に規定する標準修業年限以上

在学し、第31条に定められた必要単位数以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論

文（以下「論文」という。）又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格す

ることとする。ただし、第５条第１項に規定する在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上

げた者については大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。

２　第５条第３項の規定により修士課程として取り扱うものとする博士課程の前期の課程の修了の

要件は、当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合には、前項に規定する修士

論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格することに代えて、大学院が行

う次に掲げる試験及び審査に合格することとすることができる。

⑴�　専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素

養であって当該前期の課程において修得し、又は涵養すべきものについての試験

⑵�　博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の課程において

修得すべきものについての審査

３　博士課程の修了の要件は、大学院に第５条第３項に定める標準修業年限以上（修士課程に２年

以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）在

学し、第31条に定められた必要単位数以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文

（以下「論文」という。）の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関し

ては、特に優れた研究業績を上げた者については大学院に３年以上（修士課程に２年以上在学し、

当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）、また薬学研究科

薬学専攻博士課程にあっては３年以上在学すれば足りるものとする。

４　第５条第２項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課程を修了した者及び

第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件は、

修士課程における在学期間に３年を加えた期間以上在学し、必要な研究指導を受けた上、論文の

審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を

上げた者については大学院に３年以上（修士課程における在学期間を２年を限度として含む。）

在学すれば足りるものとする。

５　修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が、博士後期課程に入学した場

合の博士課程の修了の要件は、前２項の規定にかかわらず、大学院に３年（博士後期課程に３年

を超える標準修業年限を定める研究科、専攻又は学生の履修上の区分にあっては、当該標準修業

年限とし、修士課程（第５条第２項の規定により標準修業年限を１年以上２年未満とした修士課

程を除く）に２年（２年を超える標準修業年限を定める研究科、専攻又は学生の履修上の区分に
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あっては、当該標準修業年限。）以上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程にお

ける２年の在学期間を含む。）以上在学し、必要な研究指導を受けた上、論文の審査及び最終試

験に合格することとする。ただし、第31条に定められた必要単位数以上を修得するものとする。

また在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げた者については、大学院に１年（標準修業

年限を１年以上２年未満とした修士課程等を修了した者にあっては、３年から当該１年以上２年

未満の期間を減じた期間とし、２年を超える標準修業年限を定める修士課程等を修了した者に

あっては、３年から当該課程における在学期間を２年を限度として減じた期間とする。）以上在

学すれば足りるものとする。

第６章　授業科目・履修方法及び課程修了認定等

（授業科目及び履修方法等）

第31条　各研究科に課する授業科目及び履修方法は、別表第１のとおりとする。授業科目の単位数

は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業

の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準によ

り単位数を計算するものとする。

⑴　�講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で本大学院が定める時間の授業を

もって１単位とする。

⑵　�実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で本大学院が定める時間の授

業をもって１単位とする。

⑶　�１の授業科目について、講義、演習、実験又は実習のうち２以上の方法により行なう場合に

ついては、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準により算定した時間の授業をもって

１単位とする。

２　本大学院は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項に規定する講義、演習、実験、実

習及び実技による授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所

で履修させることができる。

３　本大学院は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多

様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、

同様とする。

４　本大学院は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属

施設以外の場所で行うことができる。

（１年間の授業期間）

第32条　１年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週にわたることを原則とする。

（教育方法の特例）

第32条の２　本大学院の課程においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間そ

の他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うこと

ができる。
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（研究指導）

第33条　各研究科委員会は、学生の研究を指導するため、各学生ごとに指導教員を定める。

２　各研究科委員会は、教育上有益と認めるときは、博士課程の学生が、他の大学院又は研究所等

において必要な研究指導を受けることを許可することがある。

（他の専攻、他の研究科及び他の大学の大学院の授業科目の履修）

第34条　各研究科において、教育上有益と認めるときは、学生が他の専攻、他の研究科と協議して

設定した授業科目（以下「関連科目」という。）及び本大学院の協定した他の大学の大学院の授

業科目を履修することを許可することがある。

２　前項の規定により学生が履修した関連科目の修得単位は、各研究科委員会で認める場合に限り、

10単位を超えない範囲で、本大学院の協定した他の大学の大学院の授業科目の修得単位は15単位

を超えない範囲で、それぞれ本大学院で修得したものとみなすことができる。

３　前２項の規定は、学生が本大学院が承認した外国の大学院に留学する場合、外国の大学院が行

う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学院の教育課程を有す

るものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣

が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合について準

用する。

（入学前の既修得単位の認定）

第35条　各研究科委員会において、教育上有益と認めるときは、学生が本大学院に入学する前に、

大学院において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含

む。）については、15単位を超えない範囲で本大学院で修得したものとみなすことができる。

２　前条第２項及び前項により、本学において修得したとみなすことのできる単位数は、合わせて

20単位を超えないものとする。

（在学期間の短縮）

第35条の２　本大学院に入学する前に修得した単位を本大学院で修得したものとみなす場合であっ

て、当該単位の修得により本大学院の修士課程または博士課程（博士後期課程を除く。）の教育

課程の一部を履修したと認めるときは、当該単位数、その修得に要した期間その他を勘案して一

年を超えない範囲で本大学院が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし、この場

合においても修士課程については、当該課程に少なくとも一年以上在学するものとする。

２　前項の規定は、修士課程を修了した者の第30条第４項に規定する博士課程における在学期間に

ついては、適用しない。

（単位修得の認定）

第36条　単位修得の認定は、学生の試験又は研究報告の成績により、担当教員が行うものとする。

２　前項の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、不合格、Ｅ、Ｆ、認をもって表わし、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、認を

合格とする。

３　合格した授業科目については、所定の単位を与える。

４　この学則に定めるもののほか、成績の評価に関する必要な事項は、別に定める。
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（論文の審査及び最終試験）

第37条　論文の審査及び最終試験の方法等については、武庫川女子大学学位規程の定めるところに

よる。

（課程修了の認定）

第38条　課程修了の認定は、研究科委員会の意見を聴いて、学長が行う。

（学位の授与）

第39条　学長は、課程修了の認定を受けた者に対して、武庫川女子大学学位規程の定めるところに

より、学位を授与する。

（資格の取得）

第40条　本大学院において取得することができる資格は、次のとおりである。

⑴　本大学院において取得することができる教育職員免許状の種類及び教科は、次のとおりである。

研　究　科 専　　攻 免許状の種類 免許教科

文 学 研 究 科

日本語日本文学専攻
中学校教諭専修免許状 国　　語

高等学校教諭専修免許状 国　　語

英語英米文学専攻
中学校教諭専修免許状 英　　語

高等学校教諭専修免許状 英　　語

教 育 学 専 攻
幼稚園教諭専修免許状 －

小学校教諭専修免許状 －

臨床教育学研究科 臨 床 教 育 学 専 攻

中学校教諭専修免許状

国語・社会・数学・理
科・音楽・美術・保健
体育・保健・技術・家
庭・職業・職業指導・
英語・宗教

高等学校教諭専修免許状

国語・地理歴史・公民・
数学・理科・音楽・美
術・工芸・書道・保健
体育・保健・看護・家
庭・情報・農業・工業・
商業・水産・福祉・商
船・職業指導・英語・�
宗教

小学校教諭専修免許状 －

幼稚園教諭専修免許状 －

養護教諭専修免許状 －

健康 ･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻
中学校教諭専修免許状 保健体育

高等学校教諭専修免許状 保健体育

生活環境学研究科 生 活 環 境 学 専 攻
中学校教諭専修免許状 家　　庭

高等学校教諭専修免許状 家　　庭

食物栄養科学研究科 食 物 栄 養 学 専 攻 栄養教諭専修免許状 －
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薬 学 研 究 科 薬 科 学 専 攻
中学校教諭専修免許状 理　　科

高等学校教諭専修免許状 理　　科

⑵　本大学院において取得することができるその他の資格は、次のとおりである。

研　究　科 専　　　攻 取 得 で き る 資 格

文 学 研 究 科 臨 床 心 理 学 専 攻
公認心理師国家試験受験資格

臨 床 心 理 士 受 験 資 格

生活環境学研究科 生 活 環 境 学 専 攻

一級建築士国家資格免許登録要件
建築学研究科

建 築 学 専 攻

景 観 建 築 学 専 攻

看護学研究科 看 護 学 専 攻 保 健 師 国 家 試 験 受 験 資 格

２　前項第１号に掲げる免許状を取得しようとする者は、当該免許に係る各校種・各教科の一種免

許状を有する者で、教育職員免許法及び同法施行規則に定める所定の授業科目を履修し、単位を

修得しなければならない。

３　第１項第２号に掲げる資格のうち、公認心理師国家試験受験資格を取得しようとする者は、大

学において文部科学省令・厚生労働省令で定められた公認心理師となるために必要な科目を修め

て卒業した文学研究科臨床心理学専攻の学生で、文部科学省令・厚生労働省令で定められた授業

科目を履修し、単位を修得しなければならない。なお、履修方法は、別に定める。

４　第１項第２号に掲げる資格のうち、臨床心理士受験資格を取得しようとする者は、（公財）日

本臨床心理士資格認定協会が指定する所定の授業科目を履修し、単位を修得しなければならない。

なお、本大学院における臨床心理士の受験資格を取得しようとする者は、文学研究科臨床心理学

専攻の学生で、受験資格取得に係る履修方法は別に定める。

５　第１項第２号に掲げる資格のうち、一級建築士国家資格免許登録要件を取得しようとする者は、

建築士法第４条第２項第１号における建築実務の経験に該当する旨確認を受けた授業科目を履修

し、単位を修得しなければならない。なお、履修方法は、別に定める。

６　第１項第２号に掲げる資格のうち、保健師国家試験受験資格を取得しようとする者は、看護学

研究科看護学専攻の看護学研究保健師コースの学生で、第30条第１項前段の規定によるほか、保

健師助産師看護師学校養成所指定規則に定める所定の単位を修得しなければならない。なお履修

方法は、別に定める。

７　看護学研究科看護学専攻における看護学研究保健師コースの定員は、６名とする。

第７章　入学検定料・入学金・学費

（入学検定料等の金額）

第41条　本大学院の入学検定料・入学金及び学費は、別表第２のとおりとする。

（学費の納入期）

第42条　学費は次の２回に分けて納入しなければならない。
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　第１回　　４月20日まで

　第２回　　10月11日まで

２　学長は、必要に応じて前項の期日を臨時に変更することができる。

（納入した入学検定料等）

第43条　納入した入学検定料及び入学金は、事情の如何にかかわらず返還しない。

２　納入した学費の取扱いについては、別に定める。

（転入学・再入学・退学・休学・復学及び除籍の場合の学費）

第�44条　休学中は、学費の納入は免除する。ただし、休学中は、休学在籍料を納入しなければなら

ない。休学在籍料に関する必要な事項は、別に定める。

２　各学期の中途で退学し、又は除籍された者の当該学期分の学費は返還しない。

３　前２項に規定するもののほか、本条見出しの学費の納入方法については、別に定める。

第８章　科目等履修生・特別聴講生・研究生及び外国人留学生

（科目等履修生・特別聴講生）

第45条　本大学院において、特定の授業科目の履修を希望する者があるときは、本大学院の教育に

支障がない限り、当該研究科委員会で選考の上、科目等履修生として在籍を許可することがある。

科目等履修生が受講した授業科目について試験を受け、これに合格した場合は、所定の単位を与

える。

２　他の大学の大学院（外国の大学の大学院を含む。）との協議に基づき、当該他の大学の大学院

の学生が、本大学院の授業科目について履修を願い出たときは、当該研究科委員会で選考の上、

特別聴講生として履修を許可することができる。特別聴講生が受講した授業科目について試験を

受け、これに合格した場合は、所定の単位を与える。

３　科目等履修生の履修料等は、別表第３のとおりとし、特別聴講生の聴講料等は、別に定める。

（研究生）

第46条　本大学院において、特定の課題について研究することを志望する者があるときは、本大学

院の教育研究に支障がない限り、当該研究科委員会で選考の上、研究生として在籍を許可するこ

とがある。

２　研究生の研究料は、別表第４のとおりとする。

（外国人留学生）

第47条　外国人で、本大学院に入学を志願する者があるときは、当該研究科委員会で選抜の上、外

国人留学生として入学を許可することがある。

（その他）

第48条　科目等履修生・特別聴講生・研究生及び外国人留学生の許可については、当該研究科委員

会の意見を聴いて、学長が決定する。

２　科目等履修生・特別聴講生・研究生及び外国人留学生の本学則の適用については、修学上必要

な事項のほか、第49条並びに第50条の規定を準用する。
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３　この学則に定めるもののほか、科目等履修生・特別聴講生・研究生及び外国人留学生に関して

必要な事項は、別に定める。

第９章　賞罰

（表彰）

第49条　学生として全学生の模範となる善行・業績のあった者は、研究科委員会の意見を聴いて、

学長が表彰する。

（懲戒）

第50条　本大学院の規則、命令に違反し、又は学生としての本分に反する行為をしたと認められる

者は、その軽重に従い、研究科委員会の意見を聴いて、学長が懲戒する。

２　前項の懲戒の種類は、退学・停学及び訓告とする。

３　前項により停学となった期間は、第５条に規定する修業年限に含めることはできない。

４　この学則に定めるもののほか、懲戒に関する必要な事項は、別に定める。

第10章　建築・都市デザインスタジオ

（建築・都市デザインスタジオ）

第51条　建築学研究科修士課程における実務実習が、建築士試験の大学院における実務経験要件を

満たすことができるよう、同研究科内に建築・都市デザインスタジオを置く。

２　建築・都市デザインスタジオは、一級建築士事務所として所轄庁に登録する。

３　建築・都市デザインスタジオに関する規定は、別に定める。

第11章　改廃

（改廃）

第52条　本学則の改廃は、大学院委員会の意見を聴いて、理事会において決定する。

附　則

この学則は、昭和41年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和46年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和57年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和58年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和60年４月１日から施行する。

附　則

D12449-73003416-本文.indd   16 2021/04/20   10:19:54

学則―17



－　－17

この学則は、昭和61年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和62年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和63年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成元年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成２年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成５年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成６年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成７年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成８年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成９年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成10年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成11年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成12年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成13年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成14年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成15年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成16年４月１日から施行する。

附　則
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この学則は、平成17年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成18年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成19年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成20年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成21年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成22年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成23年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成24年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成25年４月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成26年４月１日から施行する。

２　第31条の規定にかかわらず、平成25年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成27年４月１日から施行する。

２　第31条の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成28年４月１日から施行する。

２　第31条の規定にかかわらず、平成27年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成29年４月１日から施行する。

２　第31条の規定にかかわらず、平成28年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成30年４月１日から施行する。

２　第６条第５項の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生については、なお従前のとおりと
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する。

３　第31条の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

４　第40条第１項第２号、第３項及び第４項の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生につい

ては、なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成31年４月１日から施行する。

２　第４条第４項の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生については、なお従前のとおりと

する。

３　第６条第７項の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生については、なお従前のとおりと

する。

４　第31条の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

５　第40条第１項第１号の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、令和２年４月１日から施行する。

２　第４条第６項の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生については、なお従前のとおりと

する。

３　第６条に規定する建築学研究科建築学専攻修士課程の収容定員は、令和２年度から令和３年度

までの間、博士後期課程の収容定員は、令和２年度から令和４年度までの間、次のとおりとする。
年度

研究科・専攻

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

建築学研究科　建築学専攻修士課程 22 44

建築学研究科　建築学専攻博士後期課程 ２ ４ ６

４　第６条に規定する建築学研究科景観建築学専攻修士課程の収容定員は、令和２年度から令和３

年度までの間、博士後期課程の収容定員は、令和２年度から令和４年度までの間、次のとおりと

する。
年度

研究科・専攻

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

建築学研究科　景観建築学専攻修士課程 ６ 12

建築学研究科　景観建築学専攻博士後期課程 １ ２ ３

５　生活環境学研究科建築学専攻は、令和２年３月31日に当該専攻に在学する者が、当該専攻に在

学しなくなるまでの間、存続するものとする。

６　第６条第10項及び第11項の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生については、なお従前

のとおりとする。
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７　第31条の規定にかかわらず、平成31年以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、な

お従前のとおりとする。

８　第51条の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生については、なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、令和３年４月１日から施行する。

２　第６条に規定する看護学研究科看護学専攻修士課程の収容定員は、令和３年度から令和４年度

までの間、博士後期課程の収容定員は令和３年度から令和５年度までの間、次のとおりとする。
年度

研究科・専攻

令和３年度 令和４年度 令和５年度

収容定員 収容定員 収容定員

看護学研究科　看護学専攻修士課程 27 30

看護学研究科　看護学専攻博士後期課程 11 13 15

３　第31条の規定にかかわらず、令和２年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、令和４年４月１日から施行する。

２　第４条第６項の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学生については、なお従前のとおりと

する。

３　第６条に規定する食物栄養科学研究科食物栄養学専攻修士課程の収容定員は、令和４年度から

令和５年度までの間、博士後期課程の収容定員は、令和４年度から令和６年度までの間、次のと

おりとする。
年度

研究科・専攻

令和４年度 令和５年度 令和６年度

収容定員 収容定員 収容定員

食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻修士課程 ８ 16

食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻博士後期課程 ２ ４ ６

４　第６条に規定する食物栄養科学研究科食創造科学専攻修士課程の収容定員は、令和４年度から

令和５年度までの間、博士後期課程の収容定員は、令和４年度から令和６年度までの間、次のと

おりとする。
年度

研究科・専攻

令和４年度 令和５年度 令和６年度

収容定員 収容定員 収容定員

食物栄養科学研究科　食創造科学専攻修士課程 ４ ８

食物栄養科学研究科　食創造科学専攻博士後期課程 ２ ４ ６

５　生活環境学研究科食物栄養学専攻は、令和４年３月31日に当該専攻に在籍する学生が、当該専

攻に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。

６　第31条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学生の授業科目及び履修方法等については、

なお従前のとおりとする。

７　第51条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学生については、なお従前のとおりとする。
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別表第１（第31条関係）

文学研究科（修士課程）

日 本 語 日 本 文 学 専 攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

特 別 演 習 Ⅰ 2
必修科目

特 別 演 習 Ⅱ 2

日 本 語 学 演 習 Ⅰ 2

選択必修科目

日 本 語 学 演 習 Ⅱ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅰ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅱ 2

日 本 文 学 演 習 Ⅲ 2

国 語 科 教 育 演 習 2

日 本 語 教 育 演 習 2

日 本 語 学 研 究 Ⅰ 4

選択科目

日 本 語 学 研 究 Ⅱ 4

日 本 文 学 研 究 Ⅰ 4

日 本 文 学 研 究 Ⅱ 4

日 本 文 学 研 究 Ⅲ 4

日 本 文 学 史 研 究 4

国 語 科 教 育 研 究 4

漢 文 学 研 究 4

多 文 化 理 解 研 究 4

日 本 語 教 育 研 究 4

〔履修方法〕

必修科目４単位、選択必修科目６単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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文学研究科（博士後期課程）

日 本 語 日 本 文 学 専 攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

特 殊 演 習 Ⅰ

特 殊 演 習 Ⅱ

特 殊 演 習 Ⅲ

２

２

２

必修科目

日 本 語 学 演 習 Ⅰ

日 本 語 学 演 習 Ⅱ

日 本 文 学 演 習 Ⅰ

日 本 文 学 演 習 Ⅱ

日 本 語 教 育 演 習

日 本 語 学 研 究 Ⅰ

日 本 語 学 研 究 Ⅱ

日 本 文 学 研 究 Ⅰ

日 本 文 学 研 究 Ⅱ

日 本 語 教 育 研 究

日 本 文 学 史 研 究

２

２

２

２

２

４

４

４

４

４

４

選択科目

〔履修方法〕

　　必修科目６単位、合計10単位以上を修得すること。
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文学研究科（修士課程）

英 語 英 米 文 学 専 攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

特 別 演 習 Ⅰ

特 別 演 習 Ⅱ

２

２
必修科目

英 語 学 特 論 Ⅰ

英 語 学 演 習 Ⅰ

英 語 学 特 論 Ⅱ

英 語 学 演 習 Ⅱ

英 文 学 特 論 Ⅰ

英 文 学 演 習 Ⅰ

英 文 学 特 論 Ⅱ

英 文 学 演 習 Ⅱ

米 文 学 特 論 Ⅰ

米 文 学 演 習 Ⅰ

米 文 学 特 論 Ⅱ

米 文 学 演 習 Ⅱ

４

２

４

２

４

２

４

２

４

２

４

２

選択必修科目

英語英米文学特別演習Ⅰ

英語英米文学特別演習Ⅱ

英語英米文学特別演習Ⅲ

英語英米文学特別演習Ⅳ

英語英米文学特別演習Ⅴ

英語英米文学特別演習Ⅵ

英語英米文学特別演習Ⅶ

論 文 英 語 演 習 Ⅰ

論 文 英 語 演 習 Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

選択科目

〔履修方法〕

　　必修科目４単位、選択必修科目14単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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文学研究科（博士後期課程）

英 語 英 米 文 学 専 攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

特 殊 演 習 Ⅰ

特 殊 演 習 Ⅱ

特 殊 演 習 Ⅲ

２

２

２

必修科目

英 語 学 特 殊 研 究 Ⅰ

英 語 学 特 殊 演 習 Ⅰ

英 語 学 特 殊 研 究 Ⅱ

英 語 学 特 殊 演 習 Ⅱ

英 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ

英 文 学 特 殊 演 習 Ⅰ

英 文 学 特 殊 研 究 Ⅱ

英 文 学 特 殊 演 習 Ⅱ

米 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ

米 文 学 特 殊 演 習 Ⅰ

米 文 学 特 殊 研 究 Ⅱ

米 文 学 特 殊 演 習 Ⅱ

英語英米文学特殊演習Ⅰ

英語英米文学特殊演習Ⅱ

英語英米文学特殊演習Ⅲ

英語英米文学特殊演習Ⅳ

英語英米文学特殊演習Ⅴ

英語英米文学特殊演習Ⅵ

論 文 英 語 特 殊 演 習

４

２

４

２

４

２

４

２

４

２

４

２

２

２

２

２

２

２

２

選択科目

〔履修方法〕

　　必修科目６単位、合計16単位以上を修得すること。
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文学研究科（修士課程）

教 育 学 専 攻

分野 授 業 科 目 単位数 必・選別

教 育 学 研 究 総 論
教 育 学 研 究 特 論
教 育 学 特 別 研 究
課 題 研 究 Ⅰ
課 題 研 究 Ⅱ
課 題 研 究 Ⅲ

２

２

２

２

２

２

必修科目

教 育 調 査 法 Ⅰ
教 育 調 査 法 Ⅱ
学 術 英 語 Ⅰ
学 術 英 語 Ⅱ

２

２

２

２

選択必修科目

教
育
哲
学
・
思
想
史

教 育 哲 学 特 論
教 育 哲 学 演 習 Ⅰ
教 育 哲 学 演 習 Ⅱ
教 育 人 間 学 特 論
教 育 思 想 史 特 論
教 育 思 想 史 演 習 Ⅰ
教 育 思 想 史 演 習 Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

選択科目

教
育
方
法
・
教
育
経
営

教 育 課 程 特 論
教 育 課 程 演 習 Ⅰ
教 育 課 程 演 習 Ⅱ
教 育 心 理 学 特 論
教 育 心 理 学 演 習 Ⅰ
教 育 心 理 学 演 習 Ⅱ
教 育 メ デ ィ ア 特 論
教 科 経 営 特 論
教 育 行 政 学 特 論
教 育 行 政 学 演 習 Ⅰ
教 育 行 政 学 演 習 Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

幼
児
教
育
・
保
育

こ ど も 学 特 論
こ ど も 学 演 習 Ⅰ
こ ど も 学 演 習 Ⅱ
保 育 内 容 特 論
保 育 学 特 論
保 育 学 演 習 Ⅰ
保 育 学 演 習 Ⅱ
幼 児 発 達 特 論
幼 児 発 達 演 習 Ⅰ
幼 児 発 達 演 習 Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

〔履修方法〕

　　必修科目12単位、選択必修科目４単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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文学研究科（修士課程）

臨　床　心　理　学　専　攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

課 題 研 究 Ⅰ
課 題 研 究 Ⅱ
課 題 研 究 Ⅲ
臨 床 心 理 学 特 論 Ⅰ
臨 床 心 理 学 特 論 Ⅱ
臨床心理査定特論Ⅰ（心理的アセスメントに関する理論と実践）
臨 床 心 理 査 定 特 論 Ⅱ
臨床心理面接特論Ⅰ（心理支援に関する理論と実践）
臨 床 心 理 面 接 特 論 Ⅱ
臨 床 心 理 基 礎 実 習
臨床心理実習Ⅰ︵心理実践実習︵学内︶Ⅱ A）
臨 床 心 理 実 習 Ⅱ

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

必修科目

保健医療分野に関する理論と支援の展開
福祉分野に関する理論と支援の展開
教育分野に関する理論と支援の展開
司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開
産業・労働分野に関する理論と支援の展開
家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践
心の健康教育に関する理論と実践
心 理 統 計 法 特 論
臨 床 心 理 学 研 究 法 特 論
発 達 心 理 学 特 論
教 育 心 理 学 特 論
社 会 心 理 学 特 論
神 経 心 理 学 特 論
投 映 法 特 論
学 校 臨 床 心 理 学 特 論

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

選択科目

心 理 実 践 実 習 ︵ 学内 ︶ Ⅰ
心 理 実 践 実 習 ︵ 学外 ︶ Ⅰ
心 理 実 践 実 習 ︵ 学内 ︶ Ⅱ B
心 理 実 践 実 習 ︵ 学外 ︶ Ⅱ
心理実践実習指導 ︵ 学内 ︶ Ⅰ
心理実践実習指導 ︵ 学外 ︶ Ⅰ
心理実践実習指導 ︵ 学内 ︶ Ⅱ
心理実践実習指導 ︵ 学外 ︶ Ⅱ

２

１

１

２

１

１

１

１

選択科目

〔履修方法〕

　必修科目19単位、合計30単位以上を修得すること。
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臨床教育学研究科（修士課程）

臨　床　教　育　学　専　攻
分野 授 業 科 目 単位数 必・選別
臨 床 教 育 学 総 論
臨 床 教 育 学 総 合 演 習
課 題 研 究 Ⅰ
課 題 研 究 Ⅱ
実 地 研 究

２

1

１

２

１

必修科目

調 査 研 究 計 画
教 育 調 査・統 計 法
社 会 調 査 法

２

２

２

選択科目

教
　
　
育
　
　
学
　
　
関
　
　
連

臨 床 教 育 学 特 論
臨 床 教 育 学 演 習
生 徒 指 導 特 論
生 徒 指 導 演 習
教 育 社 会 学 特 論
教 育 社 会 学 演 習
教 育 病 理 学 特 論
道 徳 教 育 学 特 論
人 権 教 育 学 特 論
現 代 教 師 特 論
現 代 子 ど も 理 解 特 論
学 校 と 子 ど も の 心 理

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

心
　
　
理
　
　
学
　
　
関
　
　
連

発 達 臨 床 心 理 学 特 論
発 達 臨 床 心 理 学 演 習
学 校 臨 床 学 特 論
学 校 臨 床 学 演 習
児童・青年臨床心理学特論
コミュニケーション特論
教 育 心 理 学 特 論
心理アセスメントの理論と実際
障害児・者の教育と心理
心理教育アセスメント特論
特 別 支 援 教 育 特 論

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

福
　
祉
　
学
　
関
　
連

人 間・社 会 福 祉 学 特 論
人 間・社 会 福 祉 学 演 習
子ども・家庭福祉学特論
子ども・家庭福祉学演習
臨 床 福 祉 学 特 論 Ⅰ
臨 床 福 祉 学 特 論 Ⅱ
教 育 福 祉 特 論 Ⅰ
教 育 福 祉 特 論 Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

２

〔履修方法〕
　必修科目７単位、３関連分野の選択科目のうち主に専門とする分野から６単位以上を含め24
単位以上、合計30単位以上を履修すること。
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臨床教育学研究科（博士後期課程）

臨　床　教　育　学　専　攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

特 別 研 究 Ⅰ

特 別 研 究 Ⅱ

特 別 研 究 Ⅲ

２

２

２

必修科目

臨 床 教 育 学 特 別 講 義

教 育 学 特 別 講 義

臨 床 心 理 学 特 別 講 義

２

２

２

選択科目

臨 床 教 育 学 特 別 演 習

教 育 学 特 別 演 習

臨 床 心 理 学 特 別 演 習

1

1

1

〔履修方法〕

　必修科目６単位、選択科目のうちから主として専門とする分野の特別講義２単位、及び特別

演習１単位、合計９単位以上を修得すること。
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健康・スポーツ科学研究科（修士課程）

健康・スポーツ科学専攻

分野 授 業 科 目 単位数 必・選別
論
文
作
成

研
究
科
目

課 題 研 究 Ⅰ
課 題 研 究 Ⅱ

４

４
必修科目

共
通

健 康・ス ポ ー ツ 科 学 研 究 法
身 体 運 動 評 価 学 実 習

２

１

健
康
･
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学

保 健 体 育 科 教 育 学 特 論
保 健 体 育 科 教 育 学 演 習
ス ポ ー ツ 教 育 学 特 論
ス ポ ー ツ 教 育 学 演 習
教 育 経 営 特 論
教 育 経 営 演 習

２

１

２

１

２

１

選択科目

健
康
・
体
力
科
学

運 動 生 理 学 特 論
運 動 生 理 学 演 習
健 康 行 動 学 特 論
健 康 行 動 学 演 習
レジャー・レクリエーション学特論
レジャー・レクリエーション学演習

２

１

２

１

２

１

選択科目

ス

ポ

ー

ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
科
学

運 動 制 御 学 特 論
運 動 制 御 学 演 習
ス ポ ー ツ 心 理 学 特 論
ス ポ ー ツ 心 理 学 演 習
ス ポ ー ツ コ ー チ ン グ 特 論
ス ポ ー ツ コ ー チ ン グ 演 習

２

１

２

１

２

１

選択科目

ス
ポ
ー
ツ

ビ
ジ
ネ
ス

ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 特 論
ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 演 習
スポーツマーケティング特論
スポーツマーケティング演習

２

１

２

１

選択科目

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

ス ポ ー ツ 医 学 特 論
ス ポ ー ツ 医 学 演 習
運 動 機 能 障 害 学 特 論
運 動 機 能 障 害 学 演 習
分 子 機 能 回 復 学 特 論
分 子 機 能 回 復 学 演 習
リハビリテーション医学特論
スポーツリハビリテーション学特論

２

１

２

１

２

１

２

２

選択科目

〔履修方法〕

　必修科目11単位と指導教員による特論・演習の３単位、その他の特論科目から８科目16単位

以上を選択し、合計30単位以上を修得すること。
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生活環境学研究科（修士課程）

生　活　環　境　学　専　攻
授 業 科 目 単位数 必・選別

特 別 研 究 16 必修科目
生活文化情報学特別演習
生 活 環 境 学 特 別 演 習

４

４
選択必修科目

生 活 文 化 学 特 論
生 活 文 化 学 演 習
生 活 美 学 特 論
環 境 芸 術 特 論
購 買 行 動 学 特 論
余 暇 行 動 学 特 論
生 活 情 報 処 理 特 論
生 活 情 報 処 理 演 習
社 会 情 報 学 特 論
情 報 数 学 特 論
経営情報システム特論
服 飾 美 学 特 論
生 活 材 料 学 特 論
材 料 保 存 学 特 論
材 料 加 工 学 演 習
機 能 発 現 学 特 論
空 間 デ ザ イ ン Ⅰ
空 間 デ ザ イ ン Ⅱ
空 間 デ ザ イ ン 設 計 Ⅰ
空 間 デ ザ イ ン 設 計 Ⅱ
地 域 空 間 デ ザ イ ン
地域空間デザイン設計
環 境 計 画 技 術
環 境 計 画 技 術 演 習
環 境 科 学 演 習
環 境 行 動 学 特 論
生 活 環 境 学 特 別 講 義
建 築 設 計 実 務
設計・工事監理実務実習Ⅰ
設計・工事監理実務実習Ⅱ

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２
２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

６

６

８

選択科目

〔履修方法〕

　必修科目16単位、選択必修科目４単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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生活環境学研究科（博士後期課程）

生　活　環　境　学　専　攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

後 期 課 程 研 究 Ⅰ

後 期 課 程 研 究 Ⅱ

後 期 課 程 研 究 Ⅲ

後 期 課 程 研 究 Ⅳ

後 期 課 程 研 究 Ⅴ

後 期 課 程 研 究 Ⅵ

生 活 環 境 学 特 殊 演 習

１

１

１

１

１

１

１

必修科目

〔履修方法〕

　　�　必修科目 ７単位を修得すること。
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食物栄養科学研究科（修士課程）

食物栄養学専攻　健康栄養科学コース
授 業 科 目 単位数 必・選別

論 文 指 導
食物栄養科学特別実験Ⅰ
食物栄養科学特別実験Ⅱ
栄 養 疫 学 特 論
生 物 統 計 学

－
６

６

１

１

必修科目

栄 養 学 特 論
応 用 栄 養 学 特 論
栄 養 教 育 論 特 論
臨 床 栄 養 学 特 論
公 衆 栄 養 学 特 論
給 食 経 営 管 理 特 論

２

２

２

２

２

２

選択必修科目

健 康 情 報 解 析 演 習
栄 養 免 疫 学 特 論
病 態 栄 養 生 理 学 特 論
病態栄養生理学研究特論
食 環 境 科 学 特 論
身 体 活 動 と 栄 養
小 児 臨 床 栄 養 学 特 論
福 祉 行 政 論 特 論
高 齢 医 学 特 論
医 療 倫 理 特 論
健 康 政 策 学 特 論
健 康 管 理 学 研 究 特 論
臨床医学スキルアップ実習
栄 養 教 諭 論 特 論
食 教 育 実 践 論
食 品 衛 生 学 特 論
食 品 安 全 科 学 特 論
健 康 食 品 学 特 論
栄 養 ケ ア 食 品 特 論

１

２

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

選択科目

〔履修方法〕

　必修科目14単位、選択必修科目６単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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食物栄養科学研究科（修士課程）

食物栄養学専攻　実践管理栄養コース
授 業 科 目 単位数 必・選別

論 文 指 導
実践管理栄養特別実習Ⅰ
実践管理栄養特別実習Ⅱ
栄 養 疫 学 特 論
生 物 統 計 学
臨 床 実 習 Ⅰ
臨 床 実 習 Ⅱ
エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ
エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ

－
３

３

２

１

４

４

１

１

必修科目

P O S 演 習
実 践 臨 床 栄 養 学 Ⅰ
実 践 臨 床 栄 養 学 Ⅱ
病 態 栄 養 生 理 学 特 論
病態栄養生理学研究特論
小 児 臨 床 栄 養 学 特 論
福 祉 行 政 論 特 論
高 齢 医 学 特 論
医 療 倫 理 特 論
多職種協同症例検討論

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

選択必修科目

健 康 情 報 解 析 演 習
栄 養 免 疫 学 特 論
食 環 境 科 学 特 論
栄 養 学 特 論
応 用 栄 養 学 特 論
栄 養 教 育 論 特 論
臨 床 栄 養 学 特 論
公 衆 栄 養 学 特 論
給 食 経 営 管 理 特 論
身 体 活 動 と 栄 養
健 康 政 策 学 特 論
臨床医学スキルアップ実習
食 品 衛 生 学 特 論
食 品 安 全 科 学 特 論
健 康 食 品 学 特 論
栄 養 ケ ア 食 品 特 論

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

２

２

２

２

選択科目

〔履修方法〕

　必修科目19単位、選択必修科目４単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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食物栄養科学研究科（博士後期課程）

食物栄養学専攻
授 業 科 目 単位数 必・選別

食 物 栄 養 学 特 殊 演 習
論 文 指 導 Ⅰ
論 文 指 導 Ⅱ
論 文 指 導 Ⅲ
論 文 指 導 Ⅳ
論 文 指 導 Ⅴ
論 文 指 導 Ⅵ

１

１

１

１

１

１

１

必修科目

〔履修方法〕

　必修単位７科目を修得すること。
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食物栄養科学研究科（修士課程）

食創造科学専攻
授 業 科 目 単位数 必・選別

論 文 指 導
食創造科学科特別実験Ⅰ�
食創造科学科特別実験Ⅱ
研 究 倫 理 学 特 論
生 物 統 計 学

－
６

６

２

１

必修科目

食 品 機 能 学 特 論
食 品 衛 生 学 特 論
分 子 栄 養 学 特 論
調 理 科 学 特 論
食 品 製 造 学 特 論
食 品 開 発 学 特 論
食 品 安 全 科 学 特 論
食 品 機 器 分 析 学 特 論

２

２

２

２

２

２

２

２

選択必修科目

食 品 化 学 特 論
食 品 加 工 学 特 論
食 品 産 業 論 特 論
リ ス ク 評 価 学 特 論
フードビジネス学特論
メ ニ ュ ー 開 発 特 論
比 較 食 文 化 特 論
グローバルフード学特論
バ イ オ ビ ジ ネ ス 特 論
醸 造 学 特 論
フードモレキュラーバイオロジー
健 康 食 品 学 特 論
病 態 栄 養 生 理 学 特 論
栄 養 ケ ア 食 品 特 論

２

２

１

２

１

１

１

１

１

１

１

２

１

２

選択科目

〔履修方法〕

　必修科目15単位、選択必修科目６単位以上、合計30単位以上を修得すること。� �
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食物栄養科学研究科（博士後期課程）

食創造科学専攻
授 業 科 目 単位数 必・選別

食 創 造 科 学 特 殊 演 習
論 文 指 導 Ⅰ
論 文 指 導 Ⅱ
論 文 指 導 Ⅲ
論 文 指 導 Ⅳ
論 文 指 導 Ⅴ
論 文 指 導 Ⅵ

１

１

１

１

１

１

１

必修科目

〔履修方法〕

　必修単位７科目を修得すること。

D12449-73003416-本文.indd   36 2021/04/20   10:19:55

学則―37



－　－37

建築学研究科（修士課程）

建 築 学 専 攻

分野 授 業 科 目 単位数 必・選別

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
科
目

建築設計インターンシップⅠ
建築設計インターンシップⅡ
建築構造設計インターンシップ
建築設備設計インターンシップ
建築施工管理インターンシップ
建築保存修復インターンシップ

２

２

２

２

２

２

選択必修科目

建 築 設 計 実 務 10 必修科目

演
 
習
 
科
 
目

建 築 設 計 総 合 演 習 Ａ
建 築 設 計 技 術 演 習 Ａ
建 築 設 計 総 合 演 習 Ｂ
建 築 設 計 技 術 演 習 Ｂ

６

４

６

４

必修科目

修 士 設 計
修 士 論 文

６

６
選択必修科目

理
　
論
　
科
　
目

建 築 家 の 職 能 と 倫 理
建 築 計 画 マ ネ ジ メ ン ト 論

２

２
必修科目

建 築 設 計 計 画 論 Ａ
建 築 設 計 計 画 論 Ｂ

２

２
選択科目

建 築 構 造 設 計 論 Ａ
建 築 構 造 設 計 論 Ｂ
建 築 環 境 設 備 設 計 論 Ａ
建 築 環 境 設 備 設 計 論 Ｂ
建 築 施 工 管 理 論
建 築 法 規 特 論

２

２

２

２

２

２

選択必修科目

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
科
目

建築フィールドワークⅤＡ １ 必修科目

建築フィールドワークＶＢ
建 築 フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅵ

１

１
選択必修科目

海 外 保 存 修 復 実 習 １ 選択科目
語
学

科
目 ト ル コ 語 １ 選択科目

〔履修方法〕

　必修科目35単位、選択必修科目19単位以上、合計62単位以上を修得すること。
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建築学研究科（博士後期課程）

建　築　学　専　攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

研 究 指 導 Ⅰ

研 究 指 導 Ⅱ

研 究 指 導 Ⅲ

研 究 指 導 Ⅳ

研 究 指 導 Ⅴ

研 究 指 導 Ⅵ

先 端 建 築 学 演 習

１

１

１

１

１

１

１

必修科目

〔履修方法〕

　必修科目 ７単位を修得すること。
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建築学研究科（修士課程）

景 観 建 築 学 専 攻

分野 授 業 科 目 単位数 必・選別

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
科
目

建築実務インターンシップⅠ
建築実務インターンシップⅡ

２

２
必修科目

景観実務インターンシップ ２ 選択科目

建 築 設 計 実 務 10 必修科目

演
習
科
目

景 観 建 築 設 計 総 合 演 習 Ａ
景 観 建 築 設 計 総 合 演 習 Ｂ

４

４
必修科目

修 士 設 計
修 士 論 文

６

６
選択必修科目

講
　
義
　
科
　
目

建 築 家 の 職 能 と 倫 理
建 築 計 画 マ ネ ジ メ ン ト 論

２

２
必修科目

建 築 構 造 設 計 論 Ａ
建 築 構 造 設 計 論 Ｂ
建 築 環 境 設 備 設 計 論 Ａ
建 築 環 境 設 備 設 計 論 Ｂ
建 築 施 工 管 理 論
建 築 法 規 特 論

２

２

２

２

２

２

選択必修科目

景 観 映 像 情 報 特 論 Ａ
景 観 映 像 情 報 特 論 Ｂ
景 観 建 築 特 論

２

２

２

必修科目

景 観 生 態 学 特 論
建 築 都 市 緑 化 特 論
景 観 緑 地 計 画 特 論
景 観 緑 化 工 学 特 論
景 観 計 画 論
景 観 設 計 論

２

２

２

２

２

２

選択必修科目

実
習
科
目

景観建築フィールドワークＶＡ １ 必修科目

景観建築フィールドワークＶＢ
景観建築フィールドワークⅥ

１

１
選択必修科目

海 外 保 存 修 復 実 習 １ 選択科目
語
学

科
目 ト ル コ 語 １ 選択科目

〔履修方法〕

　必修科目33単位、選択必修科目25単位以上、合計62単位以上を修得すること。
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建築学研究科（博士後期課程）

景 観 建 築 学 専 攻

授 業 科 目 単位数 必・選別

研 究 指 導 Ⅰ

研 究 指 導 Ⅱ

研 究 指 導 Ⅲ

研 究 指 導 Ⅳ

研 究 指 導 Ⅴ

研 究 指 導 Ⅵ

先 端 景 観 建 築 学 演 習

１

１

１

１

１

１

１

必修科目

〔履修方法〕

　必修科目 ７単位を修得すること。
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薬学研究科薬学専攻（博士課程）

薬 学 専 攻

分類 授 業 科 目 単位数 必・選別

論 文 作 成 研 究

演 習 Ⅰ

演 習 Ⅱ

演 習 Ⅲ

－

６

６

６

必修科目

薬
物
治
療
学
特
論
群

個 別 化 医 療 学 特 論

臨 床 疾 病 治 療 学 特 論

化 学 療 法 学 特 論

感 染 症 治 療 学 特 論

薬効 ･ 毒性評価学特論

2

2

2

2

2
選択科目

実
践
医
療
薬
学
特
論
群

健 康 予 防 栄 養 学 特 論

レギュラトリーサイエンス特論

コミュニティーファーマシー特論

医 療 保 険 制 度 特 論

漢 方 処 方 学 特 論

２

２

２

２

２

〔履修方法〕
　演習科目（演習Ⅰ～Ⅲ）18単位及び講義科目のうち、主として専攻する特論群から４科目８
単位以上、他の特論群から３科目６単位以上の計14単位以上の合計32単位以上を修得すること。

D12449-73003416-本文.indd   41 2021/04/20   10:19:55

学則―42



－　－42

薬学研究科薬科学専攻（修士課程）

薬 科 学 専 攻
分野 授 業 科 目 単位数 必・選別
研 究 指 導 Ａ －

選択必修科目

研 究 指 導 Ｂ －
薬 科 学 論 文 作 成 実 験 Ⅰ ６

薬 科 学 論 文 作 成 実 験 Ⅱ ６

実 践 薬 科 学 課 題 研 究 ４

薬 科 学 特 別 演 習 Ⅰ ２

薬 科 学 特 別 演 習 Ⅱ ２

実 践 薬 科 学 演 習 Ⅰ ２

実 践 薬 科 学 演 習 Ⅱ ２

実 践 薬 科 学 特 別 実 習 Ⅰ １

実 践 薬 科 学 特 別 実 習 Ⅱ １

基
　
礎
　
薬
　
科
　
学

有 機 化 学 特 論
有 機 合 成 化 学 特 論
薬 用 資 源 学 特 論
物 理 化 学 特 論
分 析 化 学 特 論
生 化 学 特 論
細 胞 生 物 学 特 論
ゲ ノ ム 機 能 学 特 論
衛 生・ 環 境 学 特 論
薬 理 学 特 論
薬 剤 学 特 論

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

選択科目

応
 
用
 
薬
 
科
 
学

医 薬 品 開 発 学 特 論
薬物動態・相互作用学特論
医薬品薬効・安全性評価学特論
医薬品情報・評価学特論
治 験 ・ Ｃ Ｒ Ｃ 特 論
臨 床 統 計 解 析 学 特 論
遺伝子診断・個別化医療学特論
化 学 療 法 学 特 論
漢方・中医薬療法特論
サプリメント・臨床栄養学特論
保 険 薬 局 経 営 学

２

２

２

２

１

１

１

１

１

２

１

選択科目

臨
 
床
 
薬
 
科
 
学

臨 床 医 学 特 論
薬 物 治 療 学 特 論
病 態 生 理 学 特 論
医 療 倫 理 学 特 論
臨 床 処 方 学
臨 床 検 査 学 特 論
病 院 薬 局 管 理 学
看 護 学 概 論
臨床コミュニケーション概論
医 療 経 済 学 概 論
医 療 薬 事 行 政 論
医 療 英 語 演 習

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

選択科目

〔履修方法〕
　一般学生は選択必修科目16単位、選択科目14単位以上の合計30単位以上を修得すること。
　社会人学生は選択必修科目10単位、選択科目20単位以上、合計30単位以上を修得すること。
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薬学研究科薬科学専攻（博士後期課程）

薬 科 学 専 攻

分類 授 業 科 目 単位数 必・選別

論 文 作 成 研 究

演 習

－

－
必修科目

創
薬
系
薬
科
学
特
論
群

先端有機合成化学特論

先 端 薬 用 資 源 学 特 論

先 端 物 理 化 学 特 論

先 端 分 析 化 学 特 論

先 端 薬 剤 学 特 論

2

2

2

2

2

選択科目

生
命
系
薬
科
学
特
論
群

先端ゲノム機能学特論

先 端 生 化 学 特 論

先 端 細 胞 生 物 学 特 論

先端衛生・環境学特論

先 端 薬 理 学 特 論

2

2

2

2

2

臨
床
系
薬
科
学
特
論
群

個 別 化 医 療 学 特 論

臨 床 疾 病 治 療 学 特 論

化 学 療 法 学 特 論

感 染 症 治 療 学 特 論

薬効・毒性評価学特論

健 康 予 防 栄 養 学 特 論

レギュラトリーサイエンス特論

コミュニティーファーマシー特論

医 療 保 険 制 度 特 論

漢 方 処 方 学 特 論

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

〔履修方法〕
　講義科目のうち、創薬系薬科学特論群及び生命系薬科学特論群から５科目を含む合計10単位
以上を修得すること。
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看護学研究科（修士課程）

看護学専攻　看護学研究コース

科目区分 授 業 科 目 単位数 必・選別

特別研究
特 別 研 究 Ａ
特 別 研 究 Ｂ

３

３
必修科目

共
通
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

看 護 研 究 方 法 論
看 護 倫 理

2
2

必修科目

論 理 的 思 考 論
看 護 教 育 論
保 健 看 護 行 政 論
看 護 マ ネ ジ メ ン ト 論
対 人 援 助 論
看 護 統 計 法

2
2
2
2
2
2

選択科目

関
連
科
目

（臨心）
（臨教）
（臨教）
（臨教）
（食物）
（食物）
（食物）
（食物）
（健康）
（薬学）

保健医療分野に関する理論と支援の展開
人 間・社会福祉学特論
子ども・家庭福祉学特論
発 達 臨 床 心 理 学 特 論
健 康 情 報 解 析 演 習
医 療 倫 理 特 論
福 祉 行 政 論 特 論
栄 養 疫 学 特 論
運 動 機 能 障 害 学 特 論
病 院 薬 局 管 理 学

2
2
2
2
1
1
1
2
2
1

選択科目

専
門
教
育
科
目

生
涯
発
達
看
護
学
領
域

生 涯 発 達 看 護 学 総 論
生涯発達看護学特論Ａ（成人慢性看護学）
生涯発達看護学特論Ｂ（成人急性看護学）
生涯発達看護学特論Ｃ（小児看護学）
生涯発達看護学特論Ｄ（母性看護学）
生涯発達看護学演習Ａ
生涯発達看護学演習Ｂ

2
2
2
2
2
２

２

選択科目

広
域
実
践
看
護
学
領
域

広 域 実 践 看 護 学 総 論
広域実践看護学特論Ａ（基礎看護学）
広域実践看護学特論Ｂ（老年看護学）
広域実践看護学特論Ｃ（精神看護学）
広域実践看護学特論Ｄ（在宅看護学）
広域実践看護学特論Ｅ（公衆衛生看護学）
広域実践看護学演習Ａ
広域実践看護学演習Ｂ

2
2
2
2
2
2
２

２

選択科目

〔履修方法〕
　特別研究６単位、共通教育科目において専門基礎科目の必修科目４単位、専門教育科目にお
いて２つの看護学領域から主として専攻する看護学分野の領域の総論２単位と特論２単位及び
演習４単位の計８単位を含め、合計30単位以上を修得すること。
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看護学研究科（修士課程）

看護学専攻　看護学研究保健師コース
科目区分 授 業 科 目 単位数 必・選別

特別研究 特 別 研 究 Ａ
特 別 研 究 Ｂ

３
３

必修科目

共
通
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

看 護 研 究 方 法 論
看 護 倫 理

2
2 必修科目

論 理 的 思 考 論
看 護 教 育 論

2
2 選択科目

保 健 看 護 行 政 論 2 必修科目
看 護 マ ネ ジ メ ン ト 論
対 人 援 助 論
看 護 統 計 法

2
2
2

選択科目

関
連
科
目

（臨心）
（臨教）
（臨教）
（臨教）
（食物）
（食物）

保健医療分野に関する理論と支援の展開
人 間・社会福祉学特論
子ども・家庭福祉学特論
発 達 臨 床 心 理 学 特 論
健 康 情 報 解 析 演 習
医 療 倫 理 特 論

2
2
2
2
1
1

選択科目

（食物）
（食物）

福 祉 行 政 論 特 論
栄 養 疫 学 特 論

1
2 必修科目

（健康）
（薬学）

運 動 機 能 障 害 学 特 論
病 院 薬 局 管 理 学

2
1 選択科目

専
門
教
育
科
目

生
涯
発
達
看
護
学
領
域

生 涯 発 達 看 護 学 総 論
生涯発達看護学特論Ａ（成人慢性看護学）
生涯発達看護学特論Ｂ（成人急性看護学）
生涯発達看護学特論Ｃ（小児看護学）
生涯発達看護学特論Ｄ（母性看護学）
生涯発達看護学演習Ａ
生涯発達看護学演習Ｂ

2
2
2
2
2
２
２

選択科目

広
域
実
践
看
護
学
領
域

広 域 実 践 看 護 学 総 論 2 必修科目
広域実践看護学特論Ａ（基礎看護学）
広域実践看護学特論Ｂ（老年看護学）
広域実践看護学特論Ｃ（精神看護学）
広域実践看護学特論Ｄ（在宅看護学）

2
2
2
2

選択科目

広域実践看護学特論Ｅ（公衆衛生看護学）
広域実践看護学演習Ａ
広域実践看護学演習Ｂ

2
２
２

必修科目

公
衆
衛
生
看
護
学
科
目

公 衆 衛 生 看 護 学 概 論
公 衆 衛 生 看 護 学 Ⅰ
公 衆 衛 生 看 護 学 Ⅱ
公 衆 衛 生 看 護 学 Ⅲ
公衆衛生看護学演習Ⅰ
公衆衛生看護学演習Ⅱ
学 校 ･ 産 業 保 健 論
公 衆 衛 生 看 護 管 理 論
保 健 統 計 学
公衆衛生看護学継続支援実習
公衆衛生看護学実習Ⅰ
公衆衛生看護学実習Ⅱ
公衆衛生看護学実習Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
3
2
1

必修科目

〔履修方法〕
　看護学研究保健師コースでは、特別研究６単位、共通教育科目において専門基礎科目の必修
科目計６単位、関連科目の必修科目計３単位、専門教育科目において広域実践看護学領域の必
修科目計８単位、公衆衛生看護学科目において必修科目計25単位を含め、合計60単位以上を修
得すること。
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看護学研究科（博士後期課程）

看 護 学 専 攻

科目区分 授 業 科 目 単位数 必・選別

特
別
研
究

特 別 研 究 Ⅰ
特 別 研 究 Ⅱ
特 別 研 究 Ⅲ

２

２

２

必修科目

共
通
教
育
科
目

看 護 エ ビ デ ン ス 特 論
看 護 理 論 探 求 特 論

１

１
必修科目

看 護 研 究 倫 理 特 論
社会連携看護ケア特論
国 際 看 護 情 勢 特 論

１

１

１

選択科目

専
門
教
育
科
目

生 涯 発 達 看 護 学 特 講
広 域 実 践 看 護 学 特 講

１

１
選択科目

〔履修方法〕

　必修科目８単位、共通教育科目１単位以上、専門教育科目１単位以上の合計10単位以上を修

得すること。
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別表第２（第41条関係）

令和４年度の入学生

費　　目研　究　科 入学検定料 入学金
学　　費（年額）

備　考
授業料 教育充実費 実験実習費

文学研究科

日本語日本文学専攻 35，000
円
280，000

円
₅₄₅，₀₀₀

円
130，000

円
―

円
――

◦�本学大学および短
期大学部卒業生に
ついては、入学金を
半額とする。但し、
本学建築学科およ
び景観建築学科卒
業後、直ちに修士課
程に進学する者につ
いては、入学金を免
除する。
◦�博士後期課程・博
士課程に進学する本
学修士課程修了者
については、入学金
を免除する。
◦�薬学研究科薬科学
専攻の学生のうち、
社会人特別選抜に
よる学生は、授業
料を₅₄₅，₀₀₀円、教育
充実費を103，000円
とする。
◦�長期履修学生の授
業料（年額）は異な
る。

英語英米文学専攻 35，000 280，000 ₅₄₅，₀₀₀ 158，000 ―――
教育学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
臨床心理学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻（修士） 35，000 280，000 ₅₄₅，₀₀₀ ₁₀₅，₀₀₀ ―――
臨床教育学専攻（博士後期） 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

健康･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₀₈，₀₀₀ ―――
生活環境学研究科 生活環境学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
食物栄養科
学 研 究 科

食物栄養学専攻 35，000 280，000 ₆₄₅，₀₀₀ ₁₃₁，₀₀₀ ―――
食創造科学専攻 35，000 280，000 ₆₄₅，₀₀₀ ₁₃₁，₀₀₀ ―――

建築学研究科
建築学専攻 35，000 280，000 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000
景観建築学専攻 35，000 280，000 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000

薬学研究科
薬 学 専 攻 35，000 280，000 ７₀₅，₀₀₀ ₁₁７，₀₀₀ ―――
薬科学専攻 35，000 280，000 ７₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

看 護 学
研 究 科

看護学専攻
（修士看護学研究コース） 35，000 280，000 ₅₄₅，₀₀₀ ₁₀₅，₀₀₀ ―――

看護学専攻
（修士看護学研究保健師コース） 35，000 280，000 ７₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ 16，000

看護学専攻（博士後期） ₃₅，₀₀₀ ₂₈₀，₀₀₀ ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
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令和３年度の入学生

費　　目研　究　科 入学検定料 入学金
学　　費（年額）

備　考
授業料 教育充実費 実験実習費

文学研究科

日本語日本文学専攻 35，000
円
280，000

円
₅₄₅，₀₀₀

円
130，000

円
―

円
――

◦�本学大学および短
期大学部卒業生に
ついては、入学金を
半額とする。但し、
本学建築学科およ
び景観建築学科卒
業後、直ちに修士課
程に進学する者につ
いては、入学金を免
除する。
◦�博士後期課程・博
士課程に進学する本
学修士課程修了者
については、入学金
を免除する。
◦�薬学研究科薬科学
専攻の学生のうち、
社会人特別選抜に
よる学生は、授業
料を₅₄₅，₀₀₀円、教育
充実費を103，000円
とする。
◦�長期履修学生の授
業料（年額）は異な
る。

英語英米文学専攻 35，000 280，000 ₅₄₅，₀₀₀ 158，000 ―――
教育学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
臨床心理学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻（修士） 35，000 280，000 ₅₄₅，₀₀₀ ₁₀₅，₀₀₀ ―――
臨床教育学専攻（博士後期） 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

健康･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₀₈，₀₀₀ ―――
生活環境学
研 究 科

食物栄養学専攻 35，000 280，000 ₆₄₅，₀₀₀ ₁₃₁，₀₀₀ ―――
生活環境学専攻 35，000 280，000 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

建築学研究科
建築学専攻 35，000 280，000 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000
景観建築学専攻 35，000 280，000 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000

薬学研究科
薬 学 専 攻 35，000 280，000 ７₀₅，₀₀₀ ₁₁７，₀₀₀ ―――
薬科学専攻 35，000 280，000 ７₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

看 護 学
研 究 科

看護学専攻
（修士看護学研究コース） 35，000 280，000 ₅₄₅，₀₀₀ ₁₀₅，₀₀₀ ―――

看護学専攻
（修士看護学研究保健師コース） 35，000 280，000 ７₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ 16，000

看護学専攻（博士後期） ₃₅，₀₀₀ ₂₈₀，₀₀₀ ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

令和２年度の入学生

費　　目研　究　科
学　　費（年額）

備　考
授業料 教育充実費 実験実習費

文学研究科

日本語日本文学専攻 ₅₄₅，₀₀₀
円

130，000
円

―
円

――
◦�薬学研究科薬科学専
攻の学生のうち、社
会人特別選抜による
学生は、授業料を
545,000円、教育充実
費を103,000円とする。
◦�長期履修学生の授業
料（年額）は異なる。

英語英米文学専攻 ₅₄₅，₀₀₀ 158，000 ―――
教育学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
臨床心理学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻（修士） ₅₄₅，₀₀₀ ₁₀₅，₀₀₀ ―――
臨床教育学専攻（博士後期） ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

健康･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₀₈，₀₀₀ ―――
生活環境学
研 究 科

食物栄養学専攻 ₆₄₅，₀₀₀ ₁₃₁，₀₀₀ ―――
生活環境学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

建築学研究科
建築学専攻 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000
景観建築学専攻 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000

薬学研究科
薬 学 専 攻 ７₀₅，₀₀₀ ₁₁７，₀₀₀ ―――
薬科学専攻 ７₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

看 護 学
研 究 科

看護学専攻
（修士看護学研究コース） ₈₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ ―――

看護学専攻
（修士看護学研究保健師コース） ₈₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ 16，000

看護学専攻（博士後期） ７₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ ―――
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令和元年度の入学生

費　　目研　究　科
学　　費（年額）

備　考
授業料 教育充実費 実験実習費

文学研究科

日本語日本文学専攻 ₅₄₅，₀₀₀
円

130，000
円

―
円

――
◦�薬学研究科薬科学専
攻の学生のうち、社
会人特別選抜による
学生は、授業料を�
₅₄₅，₀₀₀円、教育充実
費を103，000円とする。
◦�長期履修学生の授業
料（年額）は異なる。

英語英米文学専攻 ₅₄₅，₀₀₀ 158，000 ―――
教育学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
臨床心理学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻（修士） ₅₄₅，₀₀₀ ₁₀₅，₀₀₀ ―――
臨床教育学専攻（博士後期） ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

健康･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₀₈，₀₀₀ ―――

生活環境学
研 究 科

食物栄養学専攻 ₆₄₅，₀₀₀ ₁₃₁，₀₀₀ ―――
生活環境学専攻 ₆₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――
建築学専攻 ７₃₀，₀₀₀ ₂₈₈，₀₀₀ 60，000

薬学研究科
薬 学 専 攻 ７₀₅，₀₀₀ ₁₁７，₀₀₀ ―――
薬科学専攻 ７₀₅，₀₀₀ ₁₂₉，₀₀₀ ―――

看 護 学
研 究 科

看護学専攻
（修士看護学研究コース） ₈₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ ―――

看護学専攻
（修士看護学研究保健師コース） ₈₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ 16，000

看護学専攻（博士後期） ７₀₀，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ ―――

平成25～30年度の入学生

費　　目研　究　科
学　　費（年額）

備　考
授業料 教育充実費 実験実習費

文学研究科

日本語日本文学専攻 545，000
円

100，000
円

―
円

――
◦�薬学研究科薬科学専
攻の学生のうち、社
会人特別選抜による
学生は、授業料を�
₅₄₅，₀₀₀円、教育充実
費を80，000円とする。
◦�長期履修学生の授業
料（年額）は異なる。

英語英米文学専攻 545，000 100，000 ―――
教育学専攻 605，000 100，000 ―――
臨床心理学専攻 605，000 100，000 ―――

臨床教育学研究科
臨床教育学専攻（修士） 545，000 80，000 ―――
臨床教育学専攻（博士後期） 605，000 100，000 ―――

健康･ ｽポｰﾂ科学研究科 健康 ･ ｽポｰﾂ科学専攻 605，000 80，000 ―――

生活環境学
研 究 科

食物栄養学専攻 645，000 100，000 ―――
生活環境学専攻 605，000 100，000 ―――
建築学専攻 730，000 250，000 60，000

薬学研究科
薬 学 専 攻 705，000 100，000 ―――
薬科学専攻 705，000 100，000 ―――

看護学研究科
看護学専攻（修士） 800，000 200，000 ―――
看護学専攻（博士後期） 700，000 200，000 ―――

看護学研究科看護学専攻修士課程は平成27年度開設

看護学研究科看護学専攻博士後期課程は平成29年度開設
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別表第３（第45条関係）

区　　　分 金　　　　　　額 備　　　　考

科
目
等
履
修
生

選 考 料 10，000円 本学卒業生及び本学修了生は免除
登 録 料 15，000円 本学卒業生及び本学修了生は半額

履 修 料

１単位　30，000円
ただし、薬学研究科薬科学専攻の「実
践薬科学特別実習Ⅰ・Ⅱ」については

１単位　80，000円

単位不要の場合は半額

別表第４（第46条関係）

区　　　分 研　�究　�科 ・ 専�　攻　 金　額（月額）

研�

　
　
究�

　
　
生

研 究 料

文 学 研 究 科

日本語日本文学専攻
24，000円

英語英米文学専攻

教育学専攻
26，000円

臨床心理学専攻

臨床教育学研究科 26，000円

健康・スポーツ科学研究科 29，000円

生活環境学研究科 生活環境学専攻 26，000円

食物栄養科学研究科
食物栄養学専攻

28，000円
食創造科学専攻

建 築 学 研 究 科
建築学専攻

31，000円
景観建築学専攻

薬 学 研 究 科 30，000円

看 護 学 研 究 科 看護学専攻 26，000円
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変更事項を記載した書類 

 
１．変更の事由 

令和4年4月に武庫川女子大学大学院に食物栄養科学研究科を設置することに伴い、

武庫川女子大学大学院学則に所要の変更を行う。 
 
 

２．主な変更点 

① 第 4条（研究科及びその目的）に食物栄養科学研究科とその目的を追加する。 

 

② 第 6条（専攻の種類・定員及びその目的）に食物栄養科学研究科食物栄養学専攻

及び食創造科学専攻の定員及び目的を追加する。生活環境学研究科食物栄養学専

攻の記載を削除する。 

 

③ 第 40 条（資格の取得）に食物栄養科学研究科食物栄養学専攻を追加し、取得で

きる免許状として栄養教諭専修免許状を加える。 

 

④ 附則において施行日を明確にし、完成年度までの移行措置を追加する。 

 

⑤ 別表第１（第 31 条関係）に食物栄養科学研究科食物栄養学専攻及び食創造科学

専攻の教育課程を追加する。生活環境学研究科食物栄養学専攻の教育課程を削除

する。 

 

⑥ 別表第 2（第 41条関係）に令和４年度入学生の入学検定料・入学金・学費の表を

追加。 

 

⑦ 別表第 4（第 46条関係）に食物栄養科学研究科研究生の研究料を追加。 
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武庫川女子大学大学院学則 変更部分の新旧対照表 

改正後（案） 現行 

○武庫川女子大学大学院学則 ○武庫川女子大学大学院学則 

昭和41年３月18日 昭和41年３月18日 

認可 認可 

（研究科及びその目的） （研究科及びその目的） 

第４条 本大学院に文学研究科、臨床教育学研究

科、健康・スポーツ科学研究科、生活環境学研究

科、食物栄養科学研究科、建築学研究科、薬学研究

科及び看護学研究科を置く。 

第４条 本大学院に文学研究科、臨床教育学研究

科、健康・スポーツ科学研究科、生活環境学研究

科、建築学研究科、薬学研究科及び看護学研究科を

置く。 

２～５ 省略 ２～５ 省略 

６ 食物栄養科学研究科は、大学が掲げる立学の精

神と教育推進宣言に則り、平和で民主的な社会の形

成者として、高度な教養と幅広い知識を有し、豊か

な人間性を備えるとともに、時代と社会の要請に応

えつつ高度化していく食物栄養科学の分野で活躍で

きる人材を育成する。 

（新設） 

７ 建築学研究科は、「真」を求める「理性」を

磨き、「善」を行う「人格」を練磨し、「美」を享

受する「感性」を養うとともに、これらを総合でき

る全人格的能力を身に付け、社会に貢献できる、よ

り高度な建築・景観設計技術者及び自立した研究者

を養成する。「真」「善」「美」の修得と同時に、

価値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに総合

する能力を身につけ、安全で、使い易く、美しい、

真に人間的な住環境を創生する実践的能力及び研究

能力を修得することを目的とする。 

６ 建築学研究科は、「真」を求める「理性」を磨

き、「善」を行う「人格」を練磨し、「美」を享受

する「感性」を養うとともに、これらを総合できる

全人格的能力を身に付け、社会に貢献できる、より

高度な建築・景観設計技術者及び自立した研究者を

養成する。「真」「善」「美」の修得と同時に、価

値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに総合す

る能力を身につけ、安全で、使い易く、美しい、真

に人間的な住環境を創生する実践的能力及び研究能

力を修得することを目的とする。 

８ 薬学研究科は、本学大学院が掲げる目的を理解

し、明確な目的意識を持って、幅広い知識と創造性

及び独創的な発想とともに、薬学及び薬科学の分野

に関する最新かつ高度な研究・教育活動を通して、

分野の発展と新規開拓を目指す意欲と国際性、倫理

観を兼ね備えた人材を育成することにより、人類の

医療と健康・福祉に奉仕することを目的とする。 

７ 薬学研究科は、本学大学院が掲げる目的を理解

し、明確な目的意識を持って、幅広い知識と創造性

及び独創的な発想とともに、薬学及び薬科学の分野

に関する最新かつ高度な研究・教育活動を通して、

分野の発展と新規開拓を目指す意欲と国際性、倫理

観を兼ね備えた人材を育成することにより、人類の

医療と健康・福祉に奉仕することを目的とする。 

９ 看護学研究科は、基礎となる看護学教育の教育

理念を基本に、専攻分野に関連するより深化した教

育・研究を行い、高度な応用能力と専門性を有する

職業人、又は自立した研究者を養成することを目的

とする。 

 

８ 看護学研究科は、基礎となる看護学教育の教育

理念を基本に、専攻分野に関連するより深化した教

育・研究を行い、高度な応用能力と専門性を有する

職業人、又は自立した研究者を養成することを目的

とする。 
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（専攻の種類・定員及びその目的） （専攻の種類・定員及びその目的） 

第６条 各研究科に置く専攻の種類・定員及びその目

的は次のとおりとする。 
第６条 各研究科に置く専攻の種類・定員及びその目

的は次のとおりとする。 

 
 

２~７省略  ２～７省略 

 （削除） ８ 食物栄養学専攻は、人々の健康維持と増進に寄与

するための実践的な教育と研究を行い、食生活改善

のための高度の専門性を有する管理栄養士や社会に

おいて指導的な役割を担う自立した研究者を養成す

ることを目的とする。 

８ 生活環境学専攻は、生活文化学分野、生活美学分

野、生活行動学分野、生活情報学分野、生活環境学

分野、生活材料学分野、環境デザイン分野の各分野

を柱とした実践的な教育と研究を行い、高度の専門

性を有する職業人や社会において指導的な役割を担

う自立した研究者を養成することを目的とする。 

９ 生活環境学専攻は、生活文化学分野、生活美学分

野、生活行動学分野、生活情報学分野、生活環境学

分野、生活材料学分野、環境デザイン分野の各分野

を柱とした実践的な教育と研究を行い、高度の専門

性を有する職業人や社会において指導的な役割を担

う自立した研究者を養成することを目的とする。 

９ 食物栄養学専攻は、健康栄養科学コース、実践管

理栄養コースの2コースを設置し、人々の健康づく

りに貢献する有能な栄養学専門家を養成する。健康

栄養科学コースにおいては、社会の動向や予防・医

療現場に対応した予防栄養・医療栄養への実践力と

応用力を身につける。実践管理栄養コースにおいて

は、個人の身体・栄養状態のアセスメント結果に基

づいた疾病の治療、QOLの改善など、臨床や福祉と

いった治療学分野で活躍する実践的な管理栄養士を

養成することを目的とする。 

（新設） 

10 食創造科学専攻は、食産業界の先導者となって新

しい製品やサービスを創出できる食の専門家とし

て、食に関する卓越した専門力と探求力および国際

（新設） 

学則―54



3/9 

的な場で実践できる知識と教養、さらには食産業界

でリーダーシップを発揮できる技術力とコミュニケ

ーション能力を身につけ、豊かな発想力から生まれ

る創造的な研究に取り組むことができる人材を養成

することを目的とする。 

11 建築学専攻は、建築学研究科の養成する人材像

に基づいて、グローバル社会に貢献できる国際的通

用性を備えた、より高度な建築設計技術者及び自立

した研究者を養成する。そして真に人間的な住環境

を創生する実践的能力及び研究能力を、UNESCO-U
IA建築教育憲章に対応した世界水準の学びを通して

修得することを目的とする。 

10 建築学専攻は、建築学研究科の養成する人材像

に基づいて、グローバル社会に貢献できる国際的通

用性を備えた、より高度な建築設計技術者及び自立

した研究者を養成する。そして真に人間的な住環境

を創生する実践的能力及び研究能力を、UNESCO-U
IA建築教育憲章に対応した世界水準の学びを通して

修得することを目的とする。 

12 景観建築学専攻は、建築学研究科の養成する人

材像に基づいて、自然と共生する社会に貢献でき

る、より高度な建築・景観設計技術者及び自立した

研究者を養成する。そして真に人間的な住環境を創

生する実践的能力及び研究能力を、自然との共生や

景観映像情報技術の幅広い学びを通して修得するこ

とを目的とする。 

11 景観建築学専攻は、建築学研究科の養成する人

材像に基づいて、自然と共生する社会に貢献でき

る、より高度な建築・景観設計技術者及び自立した

研究者を養成する。そして真に人間的な住環境を創

生する実践的能力及び研究能力を、自然との共生や

景観映像情報技術の幅広い学びを通して修得するこ

とを目的とする。 

13 薬学専攻は、薬物治療学分野及び実践医療薬学

分野に関する教育と研究を行い、医療現場、大学等

の研究機関において、医薬品とその使用に関して高

度の専門性を有し、社会において指導的な役割を担

う研究者を養成することを目的とする。 

12 薬学専攻は、薬物治療学分野及び実践医療薬学

分野に関する教育と研究を行い、医療現場、大学等

の研究機関において、医薬品とその使用に関して高

度の専門性を有し、社会において指導的な役割を担

う研究者を養成することを目的とする。 

14 薬科学専攻は、薬科学分野に関する教育と研究

を行い、創薬系薬科学、生命系薬科学及び臨床系薬

科学分野において、高度の専門性を有する職業人や

社会において指導的な役割を担う研究者を養成する

ことを目的とする。 

13 薬科学専攻は、薬科学分野に関する教育と研究

を行い、創薬系薬科学、生命系薬科学及び臨床系薬

科学分野において、高度の専門性を有する職業人や

社会において指導的な役割を担う研究者を養成する

ことを目的とする。 

15 看護学専攻は、生涯発達看護学領域及び広域実践

看護学領域を柱とした理論及び実践的適用の教育と

研究を行い、経験知を理論知に進化させることがで

き、健康と福祉の向上並びに看護学の進展に貢献で

きる高度の専門性を有する職業人や社会において指

導的役割を担う研究者を養成することを目的とす

る。 

14 看護学専攻は、生涯発達看護学領域及び広域実践

看護学領域を柱とした理論及び実践的適用の教育と

研究を行い、経験知を理論知に進化させることがで

き、健康と福祉の向上並びに看護学の進展に貢献で

きる高度の専門性を有する職業人や社会において指

導的役割を担う研究者を養成することを目的とす

る。 

（資格の取得） （資格の取得） 

第40条 本大学院において取得することができる資格

は、次のとおりである。 
第40条 本大学院において取得することができる資格

は、次のとおりである。 

(1) 本大学院において取得することができる教育職

員免許状の種類及び教科は、次のとおりである。 
(1) 本大学院において取得することができる教育職

員免許状の種類及び教科は、次のとおりである。 
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(2) 省略 (2) 省略 

２～７ 省略  ２～７ 省略  

附 則 （新設） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。  

２ 第４条第６項の規定にかかわらず、令和３年度以

前の入学生については、なお従前のとおりとする。 
 

３ 第６条に規定する食物栄養科学研究科食物栄養学

専攻修士課程の収容定員は、令和４年度から令和５

年度までの間、博士後期課程の収容定員は、令和４

年度から令和６年度までの間、次のとおりとする。 

 

 

 

４ 第６条に規定する食物栄養科学研究科食創造科学

専攻修士課程の収容定員は、令和４年度から令和５

年度までの間、博士後期課程の収容定員は、令和４

年度から令和６年度までの間、次のとおりとする。 

 

 

 

５ 生活環境学研究科食物栄養学専攻は、令和4年3月
31日に当該専攻に在籍する学生が、当該専攻に在学

しなくなるまでの間、存続するものとする。 
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６ 第31条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入

学生の授業科目及び履修方法等については、なお従

前のとおりとする。 

 

７ 第51条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入

学生については、なお従前のとおりとする。 
 

別表第１（第31条関係） 別表第１（第31条関係） 

 
 
 
 
 
（削除） 

生活環境学研究科（修士課程） 
食物栄養学専攻 食物栄養科学コース 
（表省略） 

生活環境学研究科（修士課程） 
食物栄養学専攻 健康栄養科学コース 
（表省略） 

生活環境学研究科（修士課程） 
食物栄養学専攻 実践管理栄養コース 
（表省略） 

生活環境学研究科（博士後期課程） 
食物栄養学専攻 
（表省略） 

食物栄養科学研究科（修士課程） 

 
 
 

 
（新設） 
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食物栄養科学研究科（修士課程） 

 

（新設） 

 
食物栄養科学研究科（博士後期課程） 

 

 
 
 
 
 
 

 
（新設） 
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食物栄養科学研究科（修士課程） 

 

 
（新設） 

食物栄養科学研究科（博士後期課程） 

 

（新設） 

別表第２（第41条関係） 別表第２（第41条関係） 

令和４年度の入学生 （新設） 

【別記1 参照】  

別表第４（第46条関係） 別表第４（第46条関係） 

【別記2 参照】 【別記2 参照】 
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【別記１】 

改正後（案） 

費目 

研究科 

入学検定料 入学金 学費（年額） 備考 

授業料 教育充実費 実験実習費 

文学研究科 日本語日本文学専

攻 

円 

35,000 

円 

280,000 

円 

545,000 

円 

130,000 

円 

― 

・本学大学および

短期大学部卒業

生については、

入学金を半額と

する。但し、本

学建築学科およ

び景観建築学科

卒業後、直ちに

修士課程に進学

する者について

は、入学金を免

除する。 

・博士後期課程・

博士課程に進学

する本学修士課

程修了者につい

ては、入学金を

免除する。 

・薬学研究科薬科

学専攻の学生の

うち、社会人特

別選抜による学

生は、授業料を5

45,000円、教育

充実費を103,00

0円とする。 

・長期履修学生の

授業料（年額）

は異なる。 

英語英米文学専攻 35,000 280,000 545,000 158,000 ― 

教育学専攻 35,000 280,000 605,000 129,000 ― 

臨床心理学専攻 35,000 280,000 605,000 129,000 ― 

臨床教育学研究

科 

臨床教育学専攻

（修士） 

35,000 280,000 545,000 105,000 ― 

臨床教育学専攻

（博士後期） 

35,000 280,000 605,000 129,000 ― 

健康・スポーツ

科学研究科 

健康・スポーツ科

学専攻 

35,000 280,000 605,000 108,000 ― 

生活環境学研究

科 

生活環境学専攻 35,000 280,000 605,000 129,000 ― 

食物栄養科学研

究科 

食物栄養学専攻 35,000 280,000 645,000 131,000 ― 

食創造科学専攻 35,000 280,000 645,000 131,000 ― 

建築学研究科 建築学専攻 35,000 280,000 730,000 288,000 60,000 

景観建築学専攻 35,000 280,000 730,000 288,000 60,000 

薬学研究科 薬学専攻 35,000 280,000 705,000 117,000 ― 

薬科学専攻 35,000 280,000 705,000 129,000 ― 

看護学研究科 看護学専攻（修士

看護学研究コー

ス） 

35,000 280,000 545,000 105,000 ― 

看護学専攻（修士

看護学研究保健師

コース） 

35,000 280,000 700,000 200,000 16,000 

看護学専攻（博士

後期） 

35,000 280,000 605,000 129,000 ― 
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改正後（案） 

区分 研究科・専攻 金額（月額） 

研究

生 

研究料 文学研究科 日本語日本文学専攻 24,000円 

英語英米文学専攻 

教育学専攻 26,000円 

臨床心理学専攻 

臨床教育学研究科  26,000円 

健康・スポーツ科学研究科  29,000円 

生活環境学研究科   （削除） （削除）   

生活環境学専攻 26,000円 

食物栄養科学研究科 食物栄養学専攻 28,000円 

食創造科学専攻 

建築学研究科 建築学専攻 31,000円 

景観建築学専攻 

薬学研究科  30,000円 

看護学研究科 看護学専攻 26,000円 

 

現行 

区分 研究科・専攻 金額（月額） 

研究

生 

研究料 文学研究科 日本語日本文学専攻 24,000円 

英語英米文学専攻 

教育学専攻 26,000円 

臨床心理学専攻 

臨床教育学研究科  26,000円 

健康・スポーツ科学研究科  29,000円 

生活環境学研究科 食物栄養学専攻 28,000円 

生活環境学専攻 26,000円 

建築学研究科 建築学専攻 31,000円 

景観建築学専攻 

薬学研究科  30,000円 

看護学研究科 看護学専攻 26,000円 
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○武庫川女子大学大学院委員会規程

平成４年４月１日

改正 平成７年４月１日

平成26年４月１日 

平成27年４月１日 

（目的）

第１条 この規程は、武庫川女子大学院学則第11条の２の規定に基づき、武庫川女子大学

大学院委員会（以下「大学院委員会」という。）の運営に関し、必要な事項を定める。

（構成）

第２条 大学院委員会は、開設する研究科を代表する者を含む次に掲げる委員をもって構成

する。

(1) 学長 

(2) 副学長 

(3) 研究科長 

(4) 専攻長 

(5) その他学長が必要と認めた者 

（任命）

第３条 委員は、学長の申請に基づき理事長が任命する。

（審議事項）

第４条 大学院委員会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べる

ものとする。

(1) 学則に基づく規程の制定改廃に関する事項 

(2) 修士、博士の学位の取消に関する事項 

(3) その他学長が大学院委員会の意見を聴くことが必要と定める事項 

（招集）

第５条 大学院委員会は、学長が招集し、その議長となる。学長に事故あるとき、又は学長

が欠けたときは、学長があらかじめ指名した者が、その職務を代理し、又はその職務を行

う。

（定足数及び議決）

第６条 大学院委員会の定足数は、委員の３分の２以上とし、議事は、出席者の過半数でこ

れを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
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２ 休職中の者その他長期にわたって出席できない者は、前項の定足数から除く。 

３ 議長は、大学院委員会委員に直接の利害関係のある事項について審議するときは、当該

委員を議決に加えないことができる。 

（非構成員の出席） 

第７条 議長は、必要があるときは、構成員以外の者を出席させて意見を求めることができ

る。 

（議事録） 

第８条 議事録は、教務部教務課長が作成し、学長の確認を得なければならない。 

（庶務） 

第９条 大学院委員会の庶務は、教務部教務課が担当する。 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、大学院委員会の意見を聴いて、学長が決定する。 

（その他） 

第11条 学長は、この規程に定めるもののほか、必要な事項を定めることができる。 

附 則 

この規程は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 
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○武庫川女子大学大学院研究科委員会規程

平成27年４月１日 

規程第４号

（目的）

第１条 この規程は、武庫川女子大学大学院学則第11条の２の規定に基づき、武庫川女子

大学研究科委員会（以下「研究科委員会」という。）の運営に関し、必要な事項を定める。

（構成）

第２条 研究科委員会は、当該研究科の専任教授をもって構成する。ただし、研究科長が必

要と認めたときは、専任の准教授、講師及び助教を加えることができる。

（審議事項）

第３条 研究科委員会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べる

ものとする。

(1) 学生の入学及び課程の修了に関する事項 

(2) 修士、博士の学位の授与に関する事項 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意見

を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの

２ 研究科委員会は、前項に規定するもののほか、学長及び研究科長（以下この項において

「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べることができる。

（招集）

第４条 研究科委員会は、研究科長が招集し、その議長となる。研究科長に事故あるとき、

又は研究科長が欠けたときは、研究科長があらかじめ指名した者が、その職務を代理し、

又はその職務を行う。

（定足数及び議決）

第５条 研究科委員会の定足数は、構成員の３分の２以上とし、議事は、出席者の過半数で

これを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

２ 休職中の者その他長期にわたって出席できない者は、前項の定足数から除く。

３ 議長は、研究科委員会構成員に直接の利害関係のある事項について審議するときは、当

該構成員を議決に加えないことができる。

（非構成員の出席）

第６条 議長は、必要があるときは、構成員以外の者を出席させて意見を求めることができ
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る。 

（守秘義務） 

第７条 人事に関する事項及び学生の個人情報に関する事項の審議内容については、秘密を

漏らしてはならない。 

（議事録） 

第８条 議事録は、当該事務室職員が作成し、学長の確認を得なければならない。ただし、

前条に定める事項の議事録は公開しない。 

（庶務） 

第９条 研究科委員会に関する庶務は、当該事務室が担当し、この規程の改廃に関する庶務

は、教務部教務課が担当する。 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、大学院委員会の意見を聴いて、学長が決定する。 

（その他） 

第11条 研究科長は、この規程に定めるもののほか、必要な事項を定めることができる。 

附 則 

１ この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 研究科委員会における規程制定までの諸活動は、この規程により運用されたものとみな

す。 
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武庫川女子大学大学院食物栄養科学研究科 設置の趣旨等を記載した書類 
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設置の趣旨（本文）―2 
 

設置の趣旨等を記載した書類 

１．設置の趣旨及び必要性 
武庫川女子大学大学院（以下、「本大学院」という。）は、武庫川学院立学の精神に基づき、

学術の理論及び応用を教授研究するとともに、高度の専門性を要する職業等に必要な能力
を養い、社会・文化の進展に寄与することを目的に、昭和 41 年度に開設された。令和３年
度現在で文学研究科、臨床教育学研究科、健康・スポーツ科学研究科、生活環境学研究科、
建築学研究科、薬学研究科及び看護学研究科の７研究科 13 専攻を有している。また大学に
は、文学部、教育学部、健康・スポーツ科学部、生活環境学部、食物栄養科学部、建築学部、
音楽学部、薬学部、看護学部及び経営学部の１０学部１７学科を擁し、１３の附置研究所（教
育研究所、発達臨床心理学研究所、言語文化研究所、生活美学研究所、情報教育研究センタ
ー、バイオサイエンス研究所、国際健康開発研究所、トルコ文化研究センター、健康運動科
学研究所、栄養科学研究所、学校教育センター、附属総合ミュージアム、女性活躍総合研究
所）を開設する総合大学へと発展を遂げている。   
【資料１：武庫川女子大学教学組織図】 
このたび、令和２年度に開設した食物栄養科学部食物栄養学科・食創造科学科を基礎とし、

ヒトを対象としてあらゆる状況に対応できる栄養管理能力を有する人材、国内外の食材料の
特質に基づき食品の製造・管理・製品化について精通した知識を有し高度な実践力と応用力
を身につけた人材を養成するため、「食物栄養科学研究科（食物栄養学専攻・食創造科学専攻）」
を令和４年４月に設置する。 
 
（１） 設置の理由及び必要性について 

既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻は、昭和 41 年 4 月の本大学院開設と同時に
「家政学研究科食物学専攻」として設置され、半世紀以上の歴史を誇る。平成２年には課
程変更により博士後期課程を設け、これまで多数の高度専門性を有する管理栄養士や社
会において指導的な役割を担う自立した研究者を養成してきた。 

近年、我が国を含む先進国において、少子高齢化の進行、食生活・生活様式・生活環境
の急速な変化が起こっている。これらの諸変化に伴う健康問題が国内的にも国際的にも
大きな問題となり、それらに対する早急な対策が強く求められている。中でも、食生活は
国民の健康に重要な役割を担っており、食を中心とした正しい生活習慣の確立をサポー
トできる栄養指導者が求められている。さらに予防医学の重要性が理解され、食による健
康保持と生活習慣病などの疾病予防において、栄養指導者は質の高いアプローチが要求
されるようになってきている。そのような社会的ニーズに対応できる人材を養成するた
め、令和 2 年度には食物栄養科学部として、より専門性の高い管理栄養士養成の食物栄
養学科と、食産業界で長年必要とされてきた企画力と実践力を有する食の専門職を育成
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する食創造科学科の２学科構成の学部を開設した。しかしながら、学部教育は教育の範囲
が広く問題点や他の分野との関わりなどまで追求することは時間的にも厳しいものがあ
る。そこで食物栄養科学研究科では、社会の動向や予防・医療現場に対応した予防栄養・
医療栄養への実践力と応用力を身につけた高度な専門分野で探究する力を有する人材の
育成と、社会情勢の中で飛躍する食産業界のあらゆる分野で発揮できる企画・運営能力を
身につけ、食産業界でリーダーシップを発揮できる技術力とコミュニケーション能力を
身につけ、豊かな発想力から生まれる創造的で高度な研究に取り組むことができる高度
な専門職の人材を育成する本研究科の設置を決定した。 

 
（２） 教育上の目的 

  食物栄養科学研究科、食物栄養学専攻、食創造科学専攻それぞれのディプロマ・ポリシ
ーは以下の通りである。なお、本学では大学院学則第５条第４項において、博士課程の前
期の課程を「修士課程」、後期の課程を「博士後期課程」と称することを定めており、以後
の記述の本研究科における「修士課程」は「博士前期課程」のことを指す。 

 
[食物栄養科学研究科のディプロマ・ポリシー] 

〈修士課程〉 
 本研究科には、食物栄養学専攻、食創造科学専攻の２専攻で構成されている。本研究科
修士課程では、本学の定める修業年限以上在学し、各専攻で定める能力・資質を備えた上
で、各専攻所定の履修方法に従って 30 単位以上を修得するとともに、かつ必要な研究指
導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格することをもって、修士（食物栄養
学）または修士（食創造科学）の学位を学長が授与する。 
 
〈博士後期課程〉 
研究科博士後期課程では、定める年限において学修し、必要な単位数を修得した上で、

博士論文を提出し、その審査及び最終試験を受けて合格することをもって課程博士の学位
である博士（食物栄養学）または博士（食創造科学）を授与する。なお、研究科のカリキ
ュラムプロセスを経ることなく提出される論文については、研究科の規定にもとづき博士
論文にふさわしい専門的知見が得られているかどうかを審査し、合格することをもって論
文博士の学位を授与する。 
 
[食物栄養学専攻のディプロマ・ポリシー] 

〈修士課程〉 
本専攻修士課程では、本学の定める修業年限以上在学し、次のような能力・資質を備えた 

上で、30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および最終
試験に合格した者に対し、研究科委員会の意見を聴いて、学長が課程修了を認定する。課程
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修了が認定された者には、修士(食物栄養学)の学位を授与する。 
１．知識・理解  
 １−１ 個人や集団を対象とする栄養学に関する高度な専門的知識を身に付けている。 
 １−２ 食物と健康との関係について、高度な専門的知識を身に付けている。 
２．技能・表現  
 ２−１ 臨床や福祉、学校教育の場で必要となる高度な技能・表現力を身に付けている。 
 ２−２ 健康増進や健康管理を行う上で必要となる高度な技能・表現力を身に付けてい

る。 
 ２−３ 予防や治療に必要な食品の情報や栄養管理などで必要となる高度な技能・表現 

力を身に付けている。 
 ２−４ ヒトと栄養との関係を研究するために必要となる高度な技能・表現力を身に付

けている。 
３．思考・判断 
 ３−１ 健康や栄養・食に関する高度かつ専門的な情報を自ら収集する能力を身に付け

ている。 
 ３−２ 情報収集によって発見された課題を自ら解決できる能力を身に付けている。 
 ３−３ 科学的根拠に基づく健康・栄養課題解決の能力を身に付けている。 
４．態度・志向性 
 ４−１ 個人や社会が抱える様々な健康栄養問題を積極的に学習する態度を身に付けて

いる。 
 ４−２ 食物栄養学の高度な専門的学習を通して、社会に貢献する自覚を身に付けてい

る。 
５．統合的能力 
 ５−１ 高度な専門的知識・技術の統合を図り、管理栄養士として社会に貢献できる能力

を身に付けている。 
 ５−２ 社会における指導者として必要なコミュニケーション能力を身に付けている。 
 ５−３ 栄養・食と健康に関する様々な問題について、指導的立場から解決する高度な能

力を身に付けている。 
 ５−４ 社会貢献のための実行力を身に付けている。 
 
〈博士後期課程〉 
本専攻博士後期課程では、本学の定める修業年限以上在学し、次のような能力・資質を備 

えた上で、30 単位以上(修士課程における修得単位数を含む)を修得し、かつ必要な研究指 
導を受けた上、博士論文の審査および最終試験に合格した者に対し、研究科委員会の意見を 
聴いて、学長が課程修了を認定する。課程修了が認定された者には、博士(食物栄養学) の
学位を授与する。 
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１．知識・理解 
１−１ 研究者として必要となる高度な専門的知識を身に付けている。 
１−２ 研究者として必要な高度な専門的知識を踏まえ、収集したデータを正しく理解 

  する力を身に付けている 
２．技能・表現 
２−１ 研究者として必要な高度な研究遂行能力を身に付けている。 
２−２ 研究成果を公表する研究者として必要な高度な表現力を身に付けている。 

３．思考・判断 
 ３−１ 研究者として必要な高度かつ専門的な情報を自ら収集し、得られた情報や成果

を思考する能力を身に付けている。 
 ３−２ 自ら課題を発見し、解決できる研究能力を身に付けている。 
４．態度・志向性 
４―１ 他研究機関(者)と協調し、積極的に研究課題に取り組める社会性を身に付けてい 

る。 
 ４−２ 研究活動をとおして地域社会に貢献する態度を身に付けている。 
５．統合的能力 
 ５−１ 研究能力を持つ管理栄養士、食品技術者として社会に貢献できる能力を身につ

け、指導的役割を果たす自立した教育研究者を志向する態度を身に付けている。 
 ５−２ 社会における指導者として必要なコミュニケーション能力を身に付けている。 
 
[食創造科学専攻のディプロマ・ポリシー] 

〈修士課程〉 
本専攻修士課程では、本学の定める修業年限以上在学し、次のような能力・資質を備えた

上で、30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および最終
試験に合格した者に対し、研究科委員会の意見を聴いて、学長が課程修了を認定する。課程
修了が認定された者には、修士(食創造科学)の学位を授与する。  
１. 知識・理解  
 １―１ 食品学および栄養学に関する高度な専門的知識を身に付けている。 
 １―２ 食品成分とその機能性に関する高度な専門的知識を身に付けている。 
２. 技能・表現  
 ２―１ 食品の企画・開発・研究において、創造的にアプローチできる高度な技能を身に

付けている。 
 ２―２ 食品の企画・開発・研究において、情報を的確に伝える高度かつ専門的なプレゼ

ンテーション能力とコミュニケーション能力を身に付けている。 
３. 思考・判断  
 ３―１ 食品に関する新たな企画・開発・研究を計画し、その実現性を科学的に判断する
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能力を身に付けている。 
 ３―２ 食品成分の機能性や安全性を科学的に思考・判断する能力を身に付けている。 
４. 態度・志向性  
 ４―１ 食産業界の課題に対して、高度な専門的知識を活かして考え、問題を解決する態

度を身に付けている。  
 ４―２ 食産業界の動向に関心を持ち、他者と協調・協働して食産業界の発展に貢献する

態度を身に付けている。 
５. 統合的能力  
  ５―１ 高度な専門的知識・技術の統合を図り、食産業界に貢献できる優れた能力を身に

付けている。  
 ５―２ 社会貢献のための実行力を身に付けている。 
 
〈博士後期課程〉 
本専攻博士課程では、本学の定める修業年限以上在学し、次のような能力・資質を備えた

上で、30 単位以上（修士課程における修得単位数を含む）を修得し、かつ必要な研究指導
を受けた上、博士論文の審査および最終試験に合格した者に対し、研究科委員会の意見を聴
いて、学長が課程修了を認定する。課程修了が認定された者には、博士(食創造科学)の学位
を授与する。  
１. 知識・理解  
 １―１ 研究者として必要となる高度な専門的知識を身に付けている。 
 １―２ 研究者として必要な高度な専門的知識を踏まえ、収集したデータを正しく理解

する力を身に付けている。 
２. 技能・表現  
 ２―１ 研究者として必要な高度な研究遂行能力を身に付けている。 
 ２―２ 研究者として、情報を的確に伝える高度かつ専門的なプレゼンテーション能力

とコミュニケーション能力を身に付けている。 
３. 思考・判断  
 ３―１ 研究者として、食品に関する新たな企画・開発・研究を計画し、その実現性を科

学的に判断する高度な能力を身に付けている。 
 ３―２ 研究者として、食品成分の機能性や安全性を科学的に思考・判断する能力を身に

付けている。 
４. 態度・志向性  
 ４―１ 研究者として食産業界の課題に対して、高度な専門的知識を活かして考え、問題

を解決する態度を身に付けている。  
 ４―２ 研究者として食産業界の動向に関心を持ち、他者と協調・協働して食産業界の発

展に貢献する態度を身に付けている。 
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５. 統合的能力  
  ５―１ 研究者として食産業界に貢献できる優れた能力と、指導的役割を果たす自立し

た教育研究者を志向する態度を身に付けている。  
 ５―２ 社会における指導者として必要な優れた実行力とコミュニケーション能力を身

に付けている。 
 
（３） 研究対象とする中心的な学問分野 

本研究科が研究対象とする中心的な学問分野は、「食物栄養学」である。その中で、食物
栄養学専攻は「公衆衛生学」、「臨床医学」、「栄養学」、「栄養教育」、「臨床栄養学」、「公衆栄
養学」等で、食創造科学専攻は「フードビジネス」「食品開発」「食品加工」「食品流通」「グ
ローバルフード」等である。これらの分野は食物栄養科学を教育・研究する上で中核となる
分野であると同時に、それぞれが密接に関連しあっている。そのため、分野を超えた学際的
研究も視野に入れている。 

 

２．研究科，専攻等の名称及び学位の名称 

（１）研究科・専攻の名称 

【研究科名称】食物栄養科学研究科 Graduate School of Food Sciences and Nutrition 
【専攻名称】 食物栄養学専攻   Food Sciences and Nutrition Major 

食創造科学専攻   Innovative Food Sciences Major 
【課程名称】 修士課程  Master's Program 
       博士後期課程  Doctoral Program 
 
研究科・専攻の名称は、研究科の基礎となる食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学

科の学部学科名称と対応させる。 
研究科については、食物栄養科学について学ぶ学部であることを的確に表す名称として、

「食物栄養科学研究科」とする。 
専攻名称は、既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻の教育研究内容を継承する専攻を

従来と同じ「食物栄養学専攻」とし、もう一つの専攻は創造性や先見性を有した食イノベー
ション力を持って食産業に貢献する人材を育成する専攻であることから「食創造科学専攻」
とする。 
また、英語名称については、国際的な通用性を考慮し、「食物栄養科学研究科」は“Graduate 

School of Food Sciences and Nutrition”、「食物栄養学専攻」は“Food Sciences  and 
Nutrition Major”、「食創造科学専攻」は“Innovative Food Sciences Major”とする。 
 
（２）学位の名称 
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【食物栄養学専攻の授与する学位名称】 
修士（食物栄養学）  Master of Food Sciences and Nutrition 
博士（食物栄養学）  Doctor of Food Sciences and Nutrition 

【食創造科学専攻の授与する学位名称】 
修士（食創造科学）  Master of Innovative Food Sciences 
博士（食創造科学）   Doctor of Innovative Food Sciences 

 
学位の名称は、組織として研究対象とする学問分野をより具体的に反映させるために、本

学では専攻の名称と連動させている。従って学位の名称は、「食物栄養学」では「修士（食
物栄養学）」「博士（食物栄養学）」、英語名称は“Master of Food Sciences and Nutrition” 
“Doctor of Food Sciences and Nutrition”、「食創造科学専攻」では「修士（食創造科学）」
「博士（食創造科学）」、英語名称は“Master of Innovative Food Sciences” “Doctor of 
Innovative Food Sciences ”とする。 
 

３．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）修士課程の教育課程編成の基本方針（カリキュラム・ポリシー） 

[食物栄養科学研究科修士課程のカリキュラム・ポリシー] 

本研究科修士課程では、研究科・各専攻のディプロマ・ポリシーを修了時に達成できるよ
う、30 単位を修了要件とする教育課程を編成する。また昼夜開講形態で修学上の多様なニ
ーズにも対応している。 
各専攻のカリキュラムの特性に合わせ、学修方法を講義、双方向の演習形式などを組み合

わせることにより、学生の理解を高める。また、修了年次には、論文の中間発表会で幅広く
意見交換を実施し、修士論文の審査及びその発表をもって、教育課程を通した学修成果の総
括的評価を行う。 
上記の研究科修士課程としてのカリキュラム・ポリシーと、両専攻の設置の趣旨と特色を

踏まえ、各専攻修士課程のカリキュラム・ポリシーを以下の通りとする。 
 

 

[食物栄養学専攻修士課程のカリキュラム・ポリシー] 

本専攻修士課程では、「高度な専門知識と技能を身に付けた教育研究者、管理栄養士、栄
養教諭を養成し、社会に貢献する」の方針に基づき、ディプロマ・ポリシーを達成するため
のカリキュラム（教育課程）を編成する。 
本専攻では、それぞれの領域において高度な専門知識と技能を身に付けた有為な人材を

養成するため、「健康栄養科学コース」 および「実践管理栄養コース」の２つのコースに分
かれる教育課程を編成する。 
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〔健康栄養科学コース〕 
公衆衛生学や予防医学の理念および疫学の方法論を重視し、主に栄養分野の調査・事業の

企画・評価・教育（食育）などに関する専門知識と技術を学び、官公庁・教育機関・民間機
関などにおいて、集団レベルの栄養指導法、健康管理システムの構築などの身体活動面の改
善に貢献できる実務と研究の両面に精通した人材を育成する。また、本コースには栄養教諭
の教員免許状（一種）を有する者が、必要な科目を履修し、単位を修得すれば、当該教科に
かかわる専修の教員免許が取得できる。 
〔実践管理栄養コース〕 
管理栄養士の免許を有する者を対象に、研修病院等との連携のもとで、１年間の臨床実習

を通して、NST（栄養サポートチーム)や栄養指導に関する能力を育成し、保健医療分野に
おけるシステムの構築や新しい栄養指導法の開発、妥当性の検証など、資質の高い実践的な
専門家、研究者を養成する。 
研究は、指導教員が基礎・応用研究さらに臨床研究などを通して、研究課題の決定、研究

計画の作成について助言し修士論文の作成を指導する。 
 
いずれのコースにおいても、人々の健康実現を科学的にサポートするという本専攻の理

念を具体化するため、初年時には栄養疫学、生物統計学を必修科目として配置し、科学的根
拠（エビデンス）についての重要性の理解やエビデンス作成のための技能を学ぶ。また教育
課程全般を通じて科目教員と大学院生による対話形式での授業展開、さらに論文指導、特別
実験、特別実習といった論文指導担当教員と大学院生が直接討論し修士論文を作成すると
いった教育方法を活用し、大学院生の理解を高めることとしている。 
これらの教育課程の評価については修士論文およびその発表会での質疑応答等によって

教育課程を通じた学修成果の総括的評価を行う。 
なお標準修業年限を超えて履修することができる長期履修学生制度により、修学上の多

様なニーズにも配慮している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[食創造科学専攻修士課程のカリキュラム・ポリシー] 

区分 
開講科目数 単位数 

必修 選択 計 必修 選択 計 

専門科目 ２ 25 27 3 45 48 

研究指導科目 ０ 4 4 0 18 18 

関連科目 0 4 4 0 8 8 

合計 2 33 35    3 71 74 
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（１）修士課程の教育課程編成の基本方針（カリキュラム・ポリシー） 
［食創造科学修士過程のカリキュラム・ポリシー］ 
 本専攻修士課程では、ディプロマ・ポリシー「高度な専門的知識・技術の統合を図り、食
産業界に貢献できる優れた能力と実行力を身に付け、社会に貢献する」を達成するためのカ
リキュラム（教育課程）を編成する。 
１）専門科目は、食産業界において必要とされる食品の機能性・安全性に関連する高度な知
識と技術、さらに新商品の研究・開発に必要な企画力・開発力を身につけることを目標に配
置する。 
２）研究指導科目は、食に関するさまざまな課題を解決するため、基礎・応用研究を進め、
食産業界において活躍できる高度な研究能力を養うことを目標に配置する。 
３）関連科目は、医療分野で貢献する食品の研究・開発に必要な知識を修得することを目標
に配置する。 
 
 
 
 
 
 

 

 

（２）食物栄養学専攻修士課程の教育課程の科目構成とその理由 
 専門科目は 27科目・48 単位、研究指導科目は 4 科目・18 単位、関連科目は 4 科目・8単
位で構成され、それぞれの職域において高度な専門知識と技能を身に付けた教育研究者、管
理栄養士、栄養教諭として指導的立場で社会に貢献する人材養成に必要な科目を配置して
いる。 
 研究指導科目においては、修士論文研究に必要な調査研究を指導するための食物栄養科
学特別実験Ⅰ、食物栄養科学特別実験Ⅱ、実践管理栄養特別実習Ⅰ、実践管理栄養特別実習
Ⅱを配置し、研究実践能力を高めるとともに、職業人となった後も各々の職において研究的
態度で業務に望む重要性を理解させる。 
 専門科目においては、栄養疫学特論、生物統計学、健康情報解析実践論を配置し、科学的
根拠に基づく専門業務遂行能力を取得させる。 
 学部での管理栄養士養成課程における基礎的な知識、技能修得のための科目群を基礎と
した科目として、栄養学特論、応用栄養学特論、栄養教育論特論、臨床栄養学特論、公衆栄
養学特論、給食経営管理特論を配置し、それぞれの学術分野における最新の研究結果につい
て理解を深める。 
 人体に関連する科目として、栄養免疫学特論、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究

区分 
開講科目数 単位数 

必修 選択 計 必修 選択 計 

専門科目 1 20 21 2 32 34 

研究指導科目 2 0 2 12 0 12 

関連科目 1 2 3 1 3 4 

合計 4 22 26 15 35 50 
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特論、身体活動と栄養、高齢医学特論を配置し、人体における生理機能や代謝、健康状態、
疾病と栄養との関連性の理解を深める。 
 人間生活と栄養問題との関連に関する科目として、食環境科学特論、福祉行政論特論、医
療倫理特論、健康政策学特論、健康管理学研究特論を配置し、社会における健康・栄養問題
と密接に関係する環境、社会保障、倫理、健康政策についての理解を深める。 
 臨床分野における実践能力を高める科目として、臨床医学スキルアップ実習、臨床実習Ⅰ、
臨床実習Ⅱ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ、P O S 演習を配
置し、臨床栄養分野における高度職業人としての実践能力を高める。 
 栄養教諭に関する科目として、栄養教諭論特論、食教育実践論を配置し、指導的、管理的
立場の栄養教諭としての実践能力を高める。 
本専攻は、健康栄養科学コースおよび実践管理栄養コースの２つのコースで構成される。

専攻全体のカリキュラムの中から、コースごとに異なる選択必修科目を指定し、２コースそ
れぞれの特徴を生かすこととしている。 
健康栄養科学コースにおいては、研究指導科目の選択科目のうち食物栄養科学特別実験

Ⅰ及び食物栄養科学特別実験Ⅱの計 12 単位を必修とする。また専門科目の選択科目のうち
栄養学特論、応用栄養学特論、栄養教育論特論、臨床栄養学特論、公衆栄養学特論、給食経
営管理特論から６単位以上を選択必修とする。 
実践管理栄養コースにおいては、研究指導科目の選択科目のうち実践管理栄養特別実習

Ⅰ、実践管理栄養特別実習Ⅱの計６単位と専門科目のうち臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ、エビデ
ンス臨床栄養学演習Ⅰ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅱの計 12単位を必修とする。また選択
科目のうち、ＰＯＳ演習、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究特論、福祉行政論特論、
高齢医学特論、医療倫理特論、応用栄養学特論、臨床栄養学特論から４単位以上を選択必修
とする。 
 
（３）食創造科学専攻修士課程の教育課程の科目構成とその理由 
 専門科目は 21科目・34 単位、研究指導科目は 2 科目・12 単位、関連科目は 3 科目・4単
位で構成され、食産業界において高度な知識を有する研究者として指導的立場で活躍する
ために必要な科目を配置している。 
 研究指導科目においては、修士論文研究に必要な研究を指導するための食創造科学特別
実験Ⅰ、食創造科学特別実験Ⅱを配置し、研究実践能力を高めるとともに、職業人となった
後も各々の職において研究的態度で業務に望む重要性を理解させる。 
 食品の機能性に関する科目として、食品機能学特論、分子栄養学特論を配置し、食品成分
の生理機能や体内動態について理解を深める。 
 食品の安全性に関する科目として、食品衛生学特論、食品安全科学特論、リスク評価学特
論を配置し、食品の安全性確保に向けた最新技術や研究の動向について理解を深める。 
 食品の製造・加工に関する科目として、調理科学特論、食品製造学特論、食品加工学特論、
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醸造学特論を配置し、食品原材料の特性を理解するとともに、食品の製造工程や最新の加工
技術について理解を深める。 
 食品の企画・研究・開発に関する科目として、食品開発学特論、食品機器分析学特論、食
品化学特論、食品産業論特論、フードビジネス学特論、メニュー開発特論、比較食文化特論、
グローバルフード学特論、バイオビジネス特論、フードモレキュラーバイオロジー、健康食
品学特論を配置し、企画・研究・開発・品質保証・流通管理など食品開発の全体像について
理解を深める。 
 食品に関する高度な研究・開発力と技術力を養う科目として、食創造科学特別実験Ⅰ、食
創造科学特別実験Ⅱを配置し、専門科目の知識を活かして高度な研究開発力を身につける。 
 
（４）博士後期課程の教育課程編成の基本方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

[食物栄養科学研究科博士後期課程のカリキュラム・ポリシー] 

本研究科博士後期課程では、研究科・各専攻のディプロマ・ポリシーを達成するため
に、研究指導科目 I〜VI を設定している。 
本課程では、より高度で幅広い学識を有し、社会において指導的な役割を担うことがで

きる人材を養成する。なお、昼夜開講形態で修学上の多様なニーズにも対応している。 
また、必要な課程博士及び論文博士の審査手順に従って、審査と公聴会の修了と判定に

よって教育課程を通した学修成果の総括的評価を行う。 
上記の研究科博士後期課程としてのカリキュラム・ポリシーと、両専攻の設置の趣旨と特

色を踏まえ、各専攻博士後期課程のカリキュラム・ポリシーを以下の通りとする。 
 

[食物栄養学専攻博士後期課程のカリキュラム・ポリシー] 

本専攻博士後期課程では、ディプロマ・ポリシーを達成するために、次のような「食物栄
養学分野において自らの力で研究課題を発見し解決する能力を身に付けた人材の養成をも
って社会に貢献する」の方針に基づき、カリキュラム（教育課程）を編成する。 
修士課程で得られた豊かな学識、高度な専門的研究能力を基礎として、食と健康に関して、

指導教授による研究課題の決定、研究計画の作成への指導助言を行い、博士論文の作成を指
導する。また標準修業年限を超えて履修することができる長期履修学生制度や昼夜開講形
態を採るなど、修学上の多様なニーズにも配慮する。 
 
[食創造科学専攻博士後期課程のカリキュラム・ポリシー] 

 本専攻博士後期課程では、ディプロマ・ポリシー「研究者として食産業界に貢献できる優
れた能力と、指導的役割を果たす自立した教育研究者を志向する態度を身に付け、優れた実
行力とコミュニケーション能力により社会に貢献する」を達成するためのカリキュラム（教
育課程）を編成する。 
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 本専攻では、修士課程で得られた豊かな学識、高度な専門的研究能力を基礎として、食と
健康に関して、指導教授による研究課題の決定、研究計画の作成への指導助言を行い、博士
論文の作成を指導する。また、標準修業年限を超えて履修することができる長期履修学生制
度や昼夜開講形態を設定するなど、修学上の多様なニーズにも配慮する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
（５）博士後期課程の教育課程の科目構成とその理由 
中央教育審議会答申「新時代の大学院教育−国際的に魅力ある大学院教育の構築に向け

て」では博士課程は、5年間を通した体系的な教育の課程を編成し、コースワーク、論文
作成指導、学位論文審査等の各段階が有機的なつながりを持って博士の学位授与へと導い
ていくといった教育のプロセス管理が重要となるとされている。 
本研究科においても各専門分野に関する専門知識を身に付けるための体系的かつ組織的

な教育活動を行い、例えば食物栄養学専攻においては修士課程「実践管理栄養学特別実習
I,II」では約 1 年間にわたって医療施設での研究に医師・看護師・作業療法士、理学療法士
とともに治療と栄養に取組み、医療施設での課題に向き合う。また、食創造科学専攻では
企業と共同研究で「メニュー開発」「食品機能性の検索と開発」などに取組み、社会から
の必要性や期待に対応する。博士後期課程ではそれら修士課程（博士前期課程）で得られ
た豊かな学識、高度な専門的研究能力を基礎として、食と健康に関して、指導教授の指導
助言のもと、博士論文の作成に取り組むこととなる。 
このように研究科・各専攻・各課程のディプロマ・ポリシーを達成し、かつ無理なく博士

の学位授与へと導くような科目構成となっている。 
 

（６）学生の受け入れ時期と教育体制 
 学生の受け入れ時期は、毎年度の４月とする。教育体制は、研究指導教員の研究室を居室
として研究実験室や演習室で研究展開を行う。また、講義・演習などについては、講義室や
演習室に於いて展開する。研究指導は、指導教員が主に担当し、講義・演習は担当教員によ
り指導を受ける。 
 

〈修士課程〉 

 [食物栄養科学専攻] 

区分 
開講科目数 単位数 

必修 選択 計 必修 選択 計 

専門科目 1 0 1 1 0 1 

研究指導科目 6 0 6 7 0 7 

合計 7 0 7 8 0 8 
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食物栄養学専攻は、食物栄養学分野、保健医療分野の学部教育が多くの大学において４月
入学、３月卒業としていること、社会人（現職）入学希望者の多くの職場が４月に定期人事
異動を行っていることから、原則４月の受け入れとする。入学者全員がカリキュラム・ポリ
シーに基づく教育課程を履修することとなる。 
なお、実践管理栄養コースにおいては、管理栄養士免許取得者のみ（受験時は見込み者を

含む）を受け入れることとしている。 
 

[食創造科学専攻] 

 食創造科学専攻修士課程は、食創造科学科が完成年度を迎える令和５年度までは、食物栄
養科学部の前身である生活環境学部食物栄養学科の卒業生を受け入れ、その後令和６年度
からは食物栄養科学部食創造科学科及び食物栄養科学部食物栄養学科の卒業生を受け入れ
ることが想定される。いずれの学科においても学生の受入時期を 4月としていることから、
食創造科学専攻においても受け入れ時期は原則として 4 月とする。また、昼夜開講である
ことから、企業や研究所等の研究員も社会人大学院生として修士課程に受け入れる。 
 また、国内外の他大学の学部（学士課程）で、栄養学、農学、薬学等を学んだ上で、食創
造科学専攻での勉学を希望する学生についても入学試験を経て受け入れる。 
 
〈博士後期課程〉 

 [食物栄養科学専攻・食創造科学専攻] 

食物栄養学専攻は、食物栄養学分野、保健医療分野の大学院修士課程教育が多くの大学に
おいて４月入学、３月修了としていること、社会人（現職）入学希望者の多くの職場が４月
に定期人事異動を行っていることから、原則４月の受け入れとする。入学者全員がカリキュ
ラム・ポリシーに基づく教育課程を履修することとなる。 
 食創造科学専攻博士後期課程は、食創造科学専攻修士課程が完成年度を迎える令和５年
度までは、生活環境学研究科食物栄養学専攻の修了生を受け入れ、その後令和６年度からは
食物栄養科学研究科食創造科学専攻及び食物栄養科学研究科食物栄養専攻の修了生を受け
入れることが想定される。いずれの専攻においても学生の受入時期を 4 月としていること
から、食創造科学専攻博士後期課程においても受け入れ時期は原則として 4 月とする。 
 また、国内外の他大学の大学院（修士課程）で、栄養学、農学、薬学等を学んだ上で、食
創造科学専攻博士後期課程での勉学を希望する学生についても入学試験を経て受け入れる。 

 

４．教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 
（１）授業内容に応じた授業の方法、学生数の設定について 

〈修士課程〉 

食物栄養学専攻（入学定員 8人）と食創造科学専攻（入学定員 4 人）の両専攻において、
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教務担当教授が当該専攻・学年の学生を学修面でサポートする。食物栄養科学部が完成年度
を迎えるまで、食物栄養科学研究科２専攻の修士課程に入学する学生の大半は、既存の生活
環境学部食物栄養学科の卒業生となることが予想される。また、他大学から本学の修士課程
に入学した学生は、履修指導をはじめとして、本学の卒業生とは異なる配慮、指導が必要な
ことが多い。そのため各専攻の担当教授が、必要に応じて個別面談を行うとともに、専攻の
関係教員と連携しつつ、学修面全般においてきめ細かなサポートを行う。 
食物栄養学専攻実践管理栄養コースでは、実践管理栄養特別実習 I 及び実践管理栄養特別

実習 II を研究指導科目として設置している。本実習では医療施設の病院において疾病と栄
養管理問題や急性期疾患の回復に栄養管理がどのように関わるかなどを研究課題として取
組み、高度な栄養管理指導ができる管理栄養士の専門職を目指す。さらに、実習期間中は、
エビデンス臨床栄養学演習 I・II を学内で展開し、臨床実習の問題点について双方向で演習
授業を実施する。また、食物栄養学専攻では、国内外の専門学会で研究発表を行い、プレゼ
ンテーションや質疑応答なども数多く体験して専門性を高める。 
食創造科学専攻では、研究指導教員の研究領域としてメニュー開発などを展開するフー

ドマネージメントと新規食品の開発を展開するフードイノベーションがあり、主に企業と
の共同研究を展開する。また指導教員のもとで、企業研究員と基礎研究を重ねながら共同開
発を行い特許申請などにも関わる。 
 両専攻とも 2 年次の 6 月頃に開催する中間発表会で、研究科教員に研究報告を行い、不
足項目や研究の方向性を確認する。2年次修了までに指摘事項を補い、修士論文を修了する。 
 

〈博士後期課程〉 

博士後期課程は、食物栄養学専攻（入学定員 2 人）と食創造科学専攻（入学定員 2人）の
２専攻となる。研究指導担当教員は、課程院生の研究面をサポートする。既存の生活環境学
研究科食物栄養学専攻修士修了者または他の研究科食物栄養系の専攻科修了者が在籍する
ことが予想されるが、履修指導をはじめとしてきめ細かな研究指導が必要と考えられる。そ
のため各専攻の研究指導教授が、必要に応じて個別面談を行うとともに、専攻の関係教員と
連携しつつ、研究面においてきめ細かなサポートを行うこととする。 

 
[食物栄養学専攻] 

〈修士課程〉 

教育課程に示された科目に関して、それぞれ単独または複数の科目担当教員を配置する。 
講義科目については、教員が授業計画に沿ったテーマ、内容で講義を進める。一方向での

授業ではなく、質疑応答や授業テーマに対する新たな提案などの発言を学生に求める双方
向型の授業とし、授業への積極的な参加を促す方法とする。 
演習科目については、教員があらかじめ指定する課題を提示し、学生自らが個人またはグ

ループワークで課題解決を考える方法とする。なお、テーマによっては、課題を学生自らが
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探索することもある。 
学外実習科目については、実践管理栄養コースにおいて、臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱを選択

必修としている。受け入れ先施設で教育、指導を受けることに加え、当該施設の患者、入所
者などに対する臨地訓練を含む内容とする。また両コースの学生が受講できる臨床医学ス
キルアップ実習を選択科目として配置している。本専攻教員の指導管理のもと、学外の施設
において、臨床医学系の様々な分野の専門家の指導を受けることができる。 
主たる指導教員を学生１人に対し 1 人配置する他、必要に応じて複数の教員を配置し、

多面的なサポートを実施する。学生自らが研究テーマに沿った研究活動を実践し、指導教員
が研究および学修をサポートする。この中には、調査研究活動の指導、サポートのみではな
く、学会発表、論文作成、研究倫理面の指導が含まれる。 
なお、学生数については、受け入れ定員が 8人であることから、教員が単独開講の科目で

あったとしても、教育効果を下げることなく十分な対応が可能である。 
 
〈博士後期課程〉 

教育課程に示された科目に関して、指導教員が担当者となる。 
主たる指導教員を学生１人に対し 1 人配置する他、必要に応じて複数の教員を配置し、

多面的なサポートを実施する。学生自らが研究テーマに沿った研究活動を実践し、指導教員
が研究および学修をサポートする。この中には、調査研究活動の指導、サポートのみではな
く、学会発表、論文作成、研究倫理面の指導が含まれる。 
なお、学生数については、受け入れ定員が 2 人であることから、同一の教員が 2 人を担

当することになったとしても、教育効果を下げることなく十分な対応が可能である。 
 

[食創造科学専攻] 

〈修士課程〉 

食創造科学専攻（入学定員 4人）では、大学院担当教員を１人配置する。担当教員が当該
専攻・学年の学生を学修面でサポートする。食物栄養科学部が完成年度を迎えるまで、修士
課程に入学する学生の大半は、既存の生活環境学部食物栄養学科の卒業生となることが予
想される。食創造科学専攻の多くの教員は食物栄養学科への授業も兼任しているため、学生
への学修面でのサポートに関して問題はない。なお、他大学から本学の修士課程に入学した
学生は、履修指導をはじめとして、本学の卒業生とは異なる配慮、指導が必要なことが多い。
そのため大学院担当教員並びに研究指導教員は必要に応じて個別面談を行うとともに、専
攻の関係教員と連携しつつ、学修面、生活面においてきめ細かなサポートを行うこととする。 
最終学期に履修する修士論文は、研究指導教員及び研究指導補助教員が共同で担当する。

具体的には原則 2 人の教員が、1、2 人程度の学生を指導する。すべての学生は、よりきめ
細かい対話型の研究指導を受ける。 
食創造科学専攻の特徴として、産官学連携の共同研究への参加などを通して，革新的な発
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想や技術に触れるとともに，新製品を創出するプロセス、すなわち新しい知識や原理を創造
するための基礎研究、社会的なニーズに対応した応用研究および研究活動を踏まえた新し
い技術的知識を創造するための研究・開発活動について習得する。 
修士論文の中間発表及び最終の発表会は、全学生・教員が合同で行う。 

 
〈博士後期課程〉 

食創造科学専攻博士後期課程（入学定員 2人）では、大学院担当教員を１人配置する。
博士後期課程では学生ごとに、主指導教員を入学時に決定する。主指導教員は、当該専攻
に所属する研究指導教員の中から、学生本人の希望と、当該指導教員との面談により決定
する。当該指導教員は当該学科・学年の学生を学修面でサポートする。 
なお、他大学の修士課程から本学の博士後期課程に進学した学生は、本学修士課程の修

了生とは異なる配慮が必要なことが多い。そのため主指導教員が、他の研究指導教員と連
携しつつ、学修面、生活面においてきめ細かなサポートを行うこととする。 
「研究指導Ⅰ〜Ⅵ」は、当該専攻に所属する研究指導教員が共同で担当する。各学生

は、主指導教員だけでなく、他の研究指導教員の指導も合わせて受けることにより、食創
造科学におけるより高度で幅広い学識を有し、社会において指導的な役割を担うことがで
きる食産業界並びに研究機関における研究者、教育者となるために必要な研究能力を修得
する。 
また博士後期課程においては昼夜開講形態あるいは集中講義形態を設定し、修学上の多

様なニーズにも配慮する。 
 
（２）入学から修了までの指導プロセス 

[食物栄養学専攻] 

〈修士課程〉 

食物栄養学専攻では、専攻長 1 人、教務担当教員１人を配置する。教務担当教員は学生の
履修全般を管理し、必要に応じて履修に関するアドバイスを行う。 
入学時、専攻において新入生ガイダンスを実施する。専攻長が大学院のアドミッション・

ポリシーを確認しながら、高度職業人、指導的立場の人物となるべく人格形成を含めた全般
の指導を、教務担当教員がディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーを確認しな
がら、履修指導、学生生活指導など修学に必要な指導を行う。このガイダンスの実施によっ
て、新入生に本専攻が目指す教育目標、養成する人物像を十分に理解してもらう。 
ガイダンス終了後は、日常において指導教員が人格形成、学修および研究活動に関する指

導を行う。 
研究内容の指導に関しては、前述の指導教員による日常の指導に加え２年次の早い段階

で公開の中間発表会を実施し、専攻所属の全教員はもとより、他専攻教員、他機関所属の専
門家などの指導を受けられるようにする。さらに学生が専門学会において在学中に発表す
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る機会を与え、専門家からの指導を受けられるよう学会活動を支援することとしている。 
２年次（修了予定年度）の１月に修士論文の提出を求め、主査及び副査が論文内容につい

ての指導を３月までの約２か月間、実施する。この間、修士論文発表会を公開で開催し、専
攻所属の全教員はもとより、他専攻教員、他機関所属の専門家などの指導を受けられるよう
にする。 
〈博士後期課程〉 

食物栄養学専攻では、専攻長 1 人、教務担当教員１人を配置する。教務担当教員は学生の
履修全般を管理し、必要に応じて履修に関するアドバイスを行う。 
入学時、指導教員が大学院のアドミッション・ポリシーを確認しながら、高度職業人、指

導的立場の人物となるべく人格形成を含めた全般の指導、ディプロマ・ポリシーおよびカリ
キュラム・ポリシーを確認しながら、履修指導、学生生活指導など修学に必要な指導を行う。
この指導の実施によって、新入生に本専攻が目指す教育目標、養成する人物像を十分に理解
してもらう。 
日常においては、指導教員が中心となり人格形成、学修に関する指導を行う。研究活動の

指導に関しては、主たる指導教員、他の研究指導教員、研究指導補助教員が指導を行う。特
に各年次の開講期スタート時点（前期 4 月、後期９月）では、研究活動の進捗状況の確認を
含めた学修のガイダンスを指導教員が実施する。 
研究内容の指導に関しては、前述の指導教員、他の研究指導教員、研究指導補助教員によ

る日常の指導に加え、学年進行に応じた指導を行う。１年次から２年次にかけては調査研究
活動によるデータ収集について、２年次から 3 年次にかけては博士論文作成に向けての指
導を行う。この間、学生が専門学会において在学中に発表する機会を与え、専門家からの指
導を受けられるよう学会活動を支援することとしている。 
３年次（修了予定年度）の４月に研究進捗状況の確認が行われる。その際、学位授与のた

めの審査には予備検討願の提出から数か月を要することから、学位授与スケジュール（学位
授与は翌年３月）と研究スケジュールの指導が行われる。予備検討願が提出されると予備検
討委員による口頭試問および論文内見において博士論文として完成させるための必要な指
導を受ける。予備検討の結果が可である場合、学位請求論文審査願が提出され、審査員の選
出を経て、審査員から学位請求論文に対する指導を受ける。併せて、公聴会が開催され、専
攻所属の全教員はもとより、他専攻教員、他機関所属の専門家などの指導を受けられるよう
にする。 
 

[食創造科学専攻] 

〈修士課程〉 

入学時の４月に、主指導教員や他の研究指導教員、研究指導補助教員によるガイダンスを
実施し、専攻のディプロマ・ポリシーを共有した上で、教育課程の構成など、必要事項を充
分に理解してもらい、適切な履修登録が行えるようにする。主指導教員は、日々の個別指導
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や助言を行うとともに、事務局関連部局とも密接な連携を図って、学生が無理なく修了でき
るよう配慮する。 
研究指導においては、必要に応じて他研究室との研究交流を行うと同時に修士論文にも

その相互的な視点を入れることとし、複数の学術的知見の視点から、研究を深める。 
２年次の 6 月に、口頭発表による修士論文の中間発表を行う。中間発表は全教員が参加

し、講評、評価を行うことにより、学位の質を担保する。在学期間中に、研究結果の学術学
会での発表や論文発表などでの公表を通じて、研究者としての基礎的能力を養う。 
２年次の１月に、修士論文及びその概要・要旨を提出する。その内容に基づき、研究科委

員会にて、主査及び副査を最終決定する。後述の審査を経て、合否を決定する。主査副査以
外に博士課程前期課程研究指導資格を持つ教員は全員参加し、研究への助言を行う。修士論
文が合格で、後述する修了要件を満たした場合のみ、修士の学位を授与する。 
 

〈博士後期課程〉 

入学時の４月に、主指導教員や他の研究指導教員、研究指導補助教員によるガイダンスを
実施し、専攻のディプロマ・ポリシーを共有した上で、教育課程の構成など、必要事項を充
分に理解してもらい、適切な履修登録が行えるようにする。特に博士後期課程は、昼夜開講
形態を採っている。そのため主指導教員は、日々の個別指導や助言を個別的に行うとともに、
他の教員や事務局関連部局とも密接な連携を図って、学生が無理なく修了できるよう配慮
する。 
各年次の４月及び９月に主指導教員によるガイダンスを行い、当該学期で留意すべき点

について指導を行う。研究指導では、食創造科学領域に関するテーマについて研究を進めな
がら、この科学領域を牽引していく、より高度な専門性と国際的視野を持ち合わせた専門家
に要求される実践的な問題解決能力、倫理的思考力などを総合的に養うことを目的に研究
指導する。研究指導において博士論文のテーマに関連する最新トピックスについて討議を
行うことによってテーマに対する理解を深めると同時に、周辺分野に関する知見を広めテ
ーマの新規性と有用性を正しく認識することを目指す。 
３年次の４月に、研究進捗状況の確認を行い、博士論文の執筆に本格的に着手する。在学

期間中に、研究結果の学術学会での発表や論文発表などでの公表を通じて、高度な研究者や
研究指導者としての能力を養う。 
３年次の遅くとも 10 月までに、研究説明資料、論文内容を示す資料を作成し、提出する。

予備検討を経て、学位請求の審査に値すると認められた場合は、遅くとも 12月までに、博
士論文を提出する。その後 1 月までに公聴会を開催し、後述の審査を経て、合否を決定す
る。博士論文が合格で、後述する修了要件を満たした場合のみ、博士の学位を授与する。 
【資料２：入学から修了までのスケジュール表】 
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（３）修了要件 

修士課程、博士後期課程の修了要件は以下の通りとする。 
 

〈修士課程〉 

[食物栄養学専攻] 

 健康栄養科学コースは、研究指導科目の選択科目のうち食物栄養科学特別実験Ⅰ、食物栄
養科学特別実験Ⅱの計 12 単位と専門科目のうち栄養疫学特論（2 単位）、生物統計学（１単
位）を必修とする。また選択科目のうち栄養学特論、応用栄養学特論、栄養教育論特論、臨
床栄養学特論、公衆栄養学特論、給食経営管理特論から６単位以上を選択必修とする。これ
らの単位を修得するとともに、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試
験に合格する。 
 実践管理栄養コースは、研究指導科目の選択科目のうち実践管理栄養特別実習Ⅰ、実践管
理栄養特別実習Ⅱの計６単位と専門科目のうち臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ、エビデンス臨床栄
養学演習Ⅰ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅱの計 12単位を必修とする。また選択科目のうち
ＰＯＳ演習、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究特論、福祉行政論特論、高齢医学特
論、医療倫理特論、応用栄養学特論、臨床栄養学特論から４単位以上を選択必修とする。こ
れらの単位を修得するとともに、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終
試験に合格する。 
 両コースともに、食創造科学専攻が開講する食品衛生学特論（2 単位）、食品安全科学特
論（2 単位）、健康食品学特論（2 単位）、栄養ケア食品特論（2 単位）を関連科目として修
得した場合、修了要件に加えることができる。 
 

[食創造科学専攻] 

２年以上在学し、必修科目 15 単位、選択科目 15 単位以上（うち 6 単位の選択必須を含
む）、合計 30 単位以上を修得する。なお、専門科目の選択科目のうち、食品機能学特論、食
品衛生学特論、分子栄養学特論、調理科学特論、食品製造学特論、食品開発学特論、食品安
全科学特論、食品機器分析学特論から６単位を選択必修とする。さらに、必要な研究指導を
受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格する。 
 
〈博士後期課程〉 

[食物栄養学専攻・食創造科学専攻] 

 ３年以上在学し、7 単位を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出して、そ
の審査及び最終試験を受ける。 
修士課程、博士後期課程の両専攻における修了要件に対する考え方は以下の通りである。 

 
〈修士課程〉 
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[食物栄養学専攻] 

健康栄養科学コースにおいては、高度な専門知識と技能を身に付けた教育研究者、予防分
野における管理栄養士、栄養教諭として指導的立場で社会に貢献する人材養成を目指して
いることから、研究指導科目の選択科目のうち食物栄養科学特別実験Ⅰ及び食物栄養科学
特別実験Ⅱの計 12 単位を必修としている。さらに科学的根拠に基づく専門業務遂行能力を
取得させるため、専門科目のうち栄養疫学特論、生物統計学を必修としている。また専門科
目の選択科目のうち栄養学特論、応用栄養学特論、栄養教育論特論、臨床栄養学特論、公衆
栄養学特論、給食経営管理特論の各科目は管理栄養士業務の中核をなす科目群であること
から６単位以上を選択必修としている。これらを除く科目については、食物栄養学分野にお
いて近年、重要なテーマとなっている分野であることから広い視野をもつ人材の育成に貢
献するとの考えで選択科目としている。これらの科目を履修し、修士レベルの研究指導を受
けた上で、修士論文の審査及び最終試験に合格した者を修了とする。 
実践管理栄養コースにおいては、管理栄養士の免許を有する者を対象に、研修病院等との

連携のもとで、１年間の臨床実習を通して、NST（栄養サポートチーム)や栄養指導に関す
る能力を育成し、保健医療分野におけるシステムの構築や新しい栄養指導法の開発、妥当性
の検証など、資質の高い実践的な専門家、研究者を養成することを目指している。このこと
から。研究指導科目の選択科目のうち実践管理栄養特別実習Ⅰ、実践管理栄養特別実習Ⅱの
計６単位と専門科目のうち臨床実習Ⅰ、臨床実習Ⅱ、エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ、エビデ
ンス臨床栄養学演習Ⅱの計 12 単位を必修としている。さらに科学的根拠に基づく専門業務
遂行能力を取得させるため、専門科目のうち栄養疫学特論、生物統計学を必修としている。
また選択科目のうち、ＰＯＳ演習、病態栄養生理学特論、病態栄養生理学研究特論、福祉行
政論特論、高齢医学特論、医療倫理特論、応用栄養学特論、臨床栄養学特論の各科目は臨床
分野の管理栄養士業務と密接な関係にある科目群であることから４単位以上を選択必修と
している。これらを除く科目については、臨床栄養学分野を取り巻く人間生活の視点から近
年、重要なテーマとなっている分野である。広い視野をもつ臨床栄養分野の人材育成に貢献
するとの考えで選択科目としている。これらの科目を履修し、修士レベルの研究指導を受け
上で、修士論文の審査及び最終試験に合格した者を修了とする。 
 
[食創造科学専攻] 

研究指導科目においては、「食創造科学特別実験Ⅰ」1科目 6単位を 1年次に、「食創造科
学特別実験Ⅰ」1 科目 6単位を 2年次に、いずれも通年で実施する。計 12 単位を必修とす
る。研究指導科目は、所属する研究室の教員の指導の下で、専門の研究を行う能力を身に付
けることを目的として実施される。（論文指導）では、指導する教員を中心に専攻に所属教
員が、修士論文を完成させるために必要な指導を適切に行い、修士論文を完成させ、修士（食
創造科学）の学位を取得させる。 
専門科目のうち、「研究倫理学特論」１科目 2単位は、在学中の研究活動および修了後の
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社会における研究開発活動を実施する上で遵守すべきルールを修得させることを目的とし
ており、1 年次前期に 2 名の教員によるオムニバスとして開講され、必修科目としている。
その他の専門科目（20科目 32 単位）は、選択科目として各教員がそれぞれの専門の分野に
おける先端的な講義実施される。ただし、選択科目のうち、食品機能学特論（2 単位）、食
品衛生学特論（2 単位）、分子栄養学特論（2単位）、調理科学特論（2 単位）、食品製造学特
論（2単位）、食品開発学特論（2 単位）、食品安全科学特論（2 単位）、食品機器分析学特論
（2単位）から、３科目 6 単位を選択必修とする。 
関連科目のうち、「生物統計学」１科目 1単位は、研究活動におけるデータの解釈を統計

学的に実施する能力を身に付けることを目的として、1 年次前期に集中講義として開講され、
必修科目としている。その他の関連科目（２科目 3 単位）である、「病態栄養生理学特論」
1 単位および「栄養ケア食品特論」2 単位は、その分野で深い経験と知識を有する教員が担
当し、保健機能食品の開発に必要な知識を身につけることを目的としている。特に「栄養ケ
ア食品特論」は、3 名の教員によるオムニバスとして開講することで幅広い学修を可能とし
ている。 
 
〈博士後期課程〉 

[食物栄養学専攻・食創造科学専攻] 

食物栄養学専攻では、食物栄養学分野の教育研究者、社会において指導的立場となる管理
栄養士、栄養教諭の養成に主眼をおいていることから、ディプロマ・ポリシーの達成にすべ
ての科目が必要との考えで、全科目を必修としている。全科目を履修し、博士レベルの研究
指導を受け ta 上で、博士論文の審査及び最終試験に合格した者を修了とする。 
【資料３：食物栄養学専攻履修モデル】 

 

 食創造科学専攻においては、より高度で幅広い学識を有し、社会において指導的な役割を
担うことができる技術者、研究者、教育者となるために必要な研究能力を養成する上で、開
講科目はすべて必修と考えているため、７科目７単位をすべて必修とする。 
【資料４：食創造科学専攻履修モデル】 

 
（４） 履修科目の年間登録上限 

[食物栄養学専攻] 

食物栄養学専攻では履修科目の年間登録上限を設けないこととしている。修士課程 2 年
間における修了要件が 30 単位以上の取得となっている。このうち必修となる研究指導科目
について、健康栄養科学コースでは必修科目である食物栄養科学実験Ⅰ（6 単位）、食物栄
養科学実験Ⅱ（6 単位）がそれぞれ 1 年次、２年次開講となっている。この単位数を勘案す
ると、残り 18 単位を 2 年間で取得することになるが仮に 18 単位を１年次または２年次に
まとめて修得することとなったとしても年間 24 単位である。一方、実践管理栄養コースで
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は必修科目である実践管理栄養特別実習Ⅰ（3単位）、実践管理栄養特別実習Ⅱ（3 単位）が
それぞれ 1 年次、２年次開講となっている。また選択科目である臨床実習Ⅰ（4 単位）、臨
床実習Ⅱ（4 単位）がそれぞれ 1 年次（後期）、２年次（前期）開講となっている。この単
位数を勘案すると、残り 16 単位を 2 年間で取得することになるが仮に 16 単位を１年次ま
たは２年次にまとめて修得することとなったとしても年間 23単位である。このことから特
に年間登録上限を設けずとも学修に無理が生じないと考えられる。いずれの場合も各期の
履修登録に当たっては指導教員による事前指導を受けることとなっており、研究活動に支
障のない履修が可能である。 
博士後期課程については、１年次前期の履修が 3単位であり、１年次後期、２年次前期、

２年次後期、３年次前期、3 年次後期の各期がそれぞれ２単位であることから、無理なく履
修できる範囲のため、特に上限を設けないこととする。 
 

[食創造科学専攻] 

食創造科学専攻修士課程では、全開講科目 26 科目 50 単位のうちから必要単位を２年間
4 期で修得することとなっており、年間登録上限を設けずとも学修に無理が生じないと考え
られるため、上限を設けない。また、食創造科学専攻博士後期課程では、全開講科目 7単位
を、1 年次前期 2 単位、1 年次後期 1 単位、2 年次前期 1 単位、2 年次後期 1 単位、3 年次
前期 1 単位、3 年次後期 1単位を配当年次に履修することが可能となっており、同様に上限
は設けないこととする。 
 
（５） 学位論文の審査体制 

 食物栄養学専攻、食創造科学専攻ともに、修士論文は、原則として食物栄養科学研究科食
物栄養学専攻、食創造科学専攻のそれぞれ教員３人以上を、当該専攻の選出に基づき審査員
とし、審査及び最終試験を行う。審査員のうち１人を主査、それ以外の教員を副査とする。
最終試験は、修士論文発表会の場において公開で行い、原則、当該専攻の全専任教員が同席
して行うことにより、審査の厳格性、透明性を確保する。審査及び最終試験の結果は研究科
委員会に報告する。研究科委員会はその報告に基づき合否を審議、決定する。 
 食物栄養学専攻、食創造科学専攻ともに、博士論文は、原則として食物栄養科学研究科の
教員のうち３人以上を、研究科委員会の選出に基づき審査員とし、審査及び最終試験を行う。
審査員のうち１人を主査、それ以外の教員を副査とする。最終試験は、学位論文公聴会の場
において公開で行うことにより、審査の厳格性、透明性を確保する。審査及び最終試験の結
果は研究科委員会に報告する。研究科委員会はその報告に基づき合否を審議、決定する。 
 

（６） 学位論文の公表方法 

修士論文は、本学が紙または電子媒体で保管し、求めに応じて閲覧に供するものとする。 
博士論文は「武庫川女子大学学位規程」に基づき、博士の学位を授与した日から３か月以
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内に、博士論文の要旨、及び審査結果の要旨を、インターネット上で公表する。また原則と
して１年以内に、博士論文の全文を、インターネット上で公表する。ただしやむを得ない事
由がある場合には、研究科委員会の議を経て、博士論文の全文に代えて、その内容を要約し
たものを公表できる。この場合も本学は、博士論文の全文を求めに応じて閲覧に供するもの
とする。 
 

（７）研究の倫理審査体制 

「武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部研究倫理規程」において研究者の行動及び
態度、倫理的指針及び研究計画の審査に関する事項を定めている。本規程の下、「研究倫理
委員会」を置き、倫理的配慮のもとに研究等の実施計画等がなされているか事前に審査する
体制を整えている。委員構成は以下のとおり。 
①委員は男女両性を含む５名以上とし、以下次号以下に挙げる条件を満たすものとする。 
②医学・医療の専門家等、自然科学の有識者を含む。 
③倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学の有識者を含む。 
④研究対象者の観点も含めて一般の立場から意見を述べることができるものを含む。 
⑤本学に所属しない者を２名以上含む。 
【資料５：武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部 研究倫理委員会規程】 

 

５．基礎となる学部（又は修士課程）との関係 
食物栄養学専攻では、基礎となる食物栄養科学部食物栄養学科の教育研究の柱となる公

衆衛生学、臨床医学、栄養学、栄養教育、臨床栄養学、公衆栄養学等の研究をさらに発展さ
せ、人々の健康づくりに貢献する有能な栄養学専門家を養成する。「健康栄養科学」と「実
践管理栄養」の２分野で専門性を高め、博士後期課程ではそれぞれの分野においてリーダー
となる管理栄養士、実践栄養学研究者、管理栄養士養成施設の教員をめざす。 

食創造科学専攻では、基礎となる食物栄養科学部食創造科学科の教育研究の柱となるフ
ードビジネス、食品開発、食品加工、食品流通、グローバルフード等の研究をさらに発展さ
せ、食産業界の先導者となる食の専門家を育成する。「フードマネージメント」と「フード
イノベーション」の２分野に別れて専門性を高め、豊富な専門的知識・技術と研究能力を有
し、研究・産業発展などで指導的立場を担える高度な人材の育成をめざす。 

以上のように本研究科の両専攻は、基礎となる食物栄養科学部と研究テーマ、指導体制
の継続性を保っており、学士課程から修士課程、修士課程から博士後期課程への教育研究の
一貫性・連携を保つことができる体制にある。 

【資料６：基礎となる学部/修士課程との関係図】 
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６．多様なメディアを高度に利用して、授業を教室以外の場所で履修

させる場合 
（１）学則における規定 
武庫川女子大学大学院学則第 31 条（授業科目及び履修方法等）第２項では「本大学院は、

文部科学大臣が別に定めるところにより、前項に規定する講義、演習、実験、実習及び実技
による授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修
させることができる。」と規定されており、昨今のコロナ禍にあって対面授業とメディアを
利用した遠隔授業を併用して教育効果を高めている。 
食物栄養科学研究科における指導は、通学制大学院であること及び本学設備を使用する

研究や教育目的に基づく直接的な指導を重視する立場から、「対面指導」を原則としている。
その上で、昨今のウィズコロナの時代に対応した授業運営方法として、一部科目では多様な
メディアを高度に利用した遠隔授業を導入する予定である。 
（２）実施方法 
本学ではコロナ禍以前から遠隔授業を可能とする体制や設備の整備を進めている。学内

教室、研究室でのWi-Fi(ラビースポット)の充実により、授業の配信と学生の受講環境に問
題はない。ソフト面では、平成 28 年から Google 社の提供するクラウド型アプリケーショ
ン「Google Apps for Education」を全学に導入しており、同アプリ内の Classroom機能を用
いた授業課題提供、動画を配信、学生からの質問対応など、双方向コミュニケーションが可
能となっている。さらに、Zoom や Google Meet といったテレビ会議システムを用いた遠
隔指導やディスカッションを実施しており遠隔であっても対面授業と同程度の教育効果を
得られる環境を整備している。 
当該システムの利用は文部科学省告示の要件を満たす「同時かつ双方向」の遠隔授業を実

現し、また柔軟で密度の濃い指導が実行できることから、特に社会人学生に対して豊かな教
育研究環境を提供することになりより質の高い指導ができることが見込まれる。 
食物栄養科学研究科食物栄養学専攻実践管理栄養コースでは、社会人大学院生の在籍が

多く、遠隔での授業展開の希望者が多くなることが見込まれる。特に、実践管理栄養コース
の科目「病態栄養生理学特論」、「公衆栄養学特論」、「福祉行政論特論」、「高齢医学特論」、
「医療倫理特論」においては、Classroom機能を用いて授業ごとに課題を提供したり、動画
を配信したり、学生からの質問に教員が対応したり、双方向コミュニケーションを持った授
業とする。さらに、対面との同時配信の場合は、教員と院生との双方向の授業を展開するた
めに、共同作業、グループワークなどを実施する。 
食創造科学専攻では、「分子栄養学特論」、「食品安全科学特論」、「リスク評価学特論」、「醸

造学特論」においては、Classroom機能を用いて授業ごとに課題を提供したり、動画を配信
したり、学生からの質問に教員が対応したり、双方向コミュニケーションを持った授業とす
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る。さらに、対面との同時配信の場合は、教員と学生との双方向の授業を展開するために、
共同作業、グループワークなどを実施する。 

 

７．大学院設置基準第 2条の 2又は第 14条による教育方法の実施 
ア 修業年限 
 修士課程の標準修業年限は２年、博士後期課程の標準修業年限は３年であるが、最大在
籍可能年限は修士課程４年、博士後期課程６年とする。長期履修制度を導入しており、通
常の修業年限で修了することが困難な学生を対象に、一定の期間にわたり計画的に教育
課程を履修し修了することにより、学位取得を可能とする。 
【資料７：武庫川女子大学大学院長期履修学生規程】 

 
イ 履修指導及び研究指導の方法 
 大学院生及び社会人大学院生の研究指導は、入学前に各学生の勤務状況や家庭の事情
等を個別的に聴取し、大学院教務担当教授が学生のニーズに応じた時間帯に実施する。履
修指導、研究指導、及び日常的な連絡・指導はキャンパス内で行うことを原則とする。し
かし、社会人大学院生の場合には、研究課題インターネット会議システムや電子メール、
その他の情報通信手段を活用し、必要な情報を遅滞なく伝達できるようにする。 
 
ウ 授業の実施方法 
 担当教員が実施するが、状況により本校または本校以外の場所に教育研究指導の場を
設置する事なども考慮する。 

 
エ 教員の負担の程度 
食物栄養科学研究科の専任教員は全員が基礎となる食物栄養科学部の教員を兼ねてお

り、本研究科設置により負担が増加することが危惧されるため、本研究科に所属する専任
教員に対しては授業担当時間を調整し過度な負担とならないよう配慮する。 
 
オ 図書館・情報処理施設等の利用方法や学生の厚生に対する配慮，必要な職員の配置 
中央キャンパスの中央図書館は授業開講期には毎日 8 時 30 分から 21 時 30 分まで開

館しており、学生が昼間、夜間いずれも利用可能である。Wi-Fi 環境、マルチスクリーン、
音響設備、貸出用ノートパソコン、TV 会議システム等、多彩なメディアが利用できる環
境を整備し、学生の学習活動のサポート及び教員の教育・研究活動の支援を行っている。 
中央キャンパスは大阪と神戸の中間にあたる西宮市内にあり、いずれのターミナルか

らも 30 分以内の場所に位置し、大学最寄りの「鳴尾・武庫川女子大学前駅」から徒歩 7
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分の好立地であり、社会人学生が勤務後に通学するにあたっても恵まれた立地と言える。
また学内にはコンビニエンスストアや各種自動販売機のほか、キャンパス周辺に飲食店
や 24 時間営業のコンビニエンスストアが複数店営業しており、学生に不便はない。さら
に教職員や学生が育児と就労、修学が両立できるよう、学内に保育ルームを設置しており、
土曜・日曜・祝日の出勤、保育園を卒園した春休み等で保育所が利用できない時等も、随
時利用できる。 
昼間、夜間の交替勤務をとり、教員だけでなく必要な職員も適切に配置し、学生の修学

上、何ら不便・支障を来たすことがないよう配慮している。以上で述べた昼夜開講制は、
既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻において経験と実績が蓄積されており、これま
で多くの社会人が学位を取得している。 

 
カ 入学者選抜の概要 
入学者選抜の概要については「９．入学者選抜の概要」に記載した。 

 
キ 必要とされる分野であること 
 既存専攻においても多数の社会人学生を受け入れており、食物栄養科学分野で活躍し
ている管理栄養士等に教育研究の場を提供するため昼夜開講による教育方法の特例は必
要であると言える。また多様な経験を持つ社会人と、大学を卒業して大学院に進学してき
た学生がともに学ぶことは双方にとって有用な経験となり、大学院全体の活性化にも繋
がると考える。 
 
ク 教員組織の整備状況 
大学院を専ら担当する専任教員は配置しないが大学院担当専任教員は原則、博士の学

位を有する者で構成されており、領域横断的な研究も視野に入れながら、高いレベルでの
教育研究の質を確保する体制を整えている。修士課程の研究指導担当教員は食物栄養学
専攻が 10 人、食創造科学専攻は７人、博士後期課程研究指導担当教員は食物栄養学専攻
が７人、食創造科学専攻は４人と、両専攻の収容定員からみても十分な体制と言える。 

 

８. 取得可能な資格 
食物栄養科学研究科において取得可能な資格とその取得条件等は以下のとおりである。 
＜食物栄養学専攻（修士）＞ 
栄養教諭専修免許 
ア 国家資格 イ 資格取得可能 ウ 資格取得が修了要件ではない。関連科目履修が必要。 
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食物栄養学専攻においては、教職課程の指定科目を修得することによって栄養教諭専修
免許の取得が可能である。ただし、管理栄養士免許取得者かつ一種免許状授与の所要資格を
有する者に限る。 
（ア：国家資格もしくは民間資格 イ：資格取得もしくは受験資格取得 ウ：取得の要件）。 
 

９. 入学者選抜の概要 
（１）アドミッション・ポリシー 
大学院食物栄養科学研究科、食物栄養学専攻、食創造科学専攻の入学者選抜の方針は、以

下のとおりである。 
[食物栄養科学研究科のアドミッション・ポリシー] 

 社会の動向や予防・医療現場に対応した予防栄養・医療栄養への実践力と応用力を身につ
け、または、社会情勢の中で食産業界のあらゆる分野で発揮できる企画・運営能力を身につ
ける。食物栄養科学研究科は、食物栄養学専攻・食創造科学専攻の２専攻から構成し、次の
ような資質を満たす入学者を受け入れる。 
〈博士前期課程（修士課程）〉 
・一般的並びに専門的教養を持っている男性・女性。 
・専門分野を高度に学修・研究し、高度な専門性を要する職業等に必要な能力を得たいと希
望する者で、学問に対する意欲を充分にもつ者を求める。  
〈博士後期課程〉 
・専門分野について、専門家・研究者として意欲的かつ自立して研究活動が行える資質をも
つ男性・女性を求める。 
[食物栄養学専攻のアドミッション・ポリシー] 
<修士課程＞ 
本専攻修士課程は「立学の精神」とそれに基づく「教育目標」に賛同し、かつ修了認定・

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・
ポリシー）に定める教育を受けるために必要な次に掲げる知識や技能、意欲を備えた人を求
める。 
食から健康を追求することによって社会に貢献しようとする職業人を育成することを目

標としており、①「食と健康」のより良い関係を理解するための基礎・応用研究を進め、研
究開発者や栄養情報担当者などとして活躍しようとする者、②臨床や福祉の現場で管理栄
養士として実践的な活躍をしようとする者、③「食育」を含めた集団レベルでの健康増進の
あり方を研究しようとする者を受け入れます。 
 
<博士後期課程> 
本専攻博士後期課程は「立学の精神」とそれに基づく「教育目標」に賛同し、かつ修了認
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定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）および教育課程編成・実施の方針（カリキュ
ラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な次に掲げる知識や技能、意欲を備えた
人を求める。 
修士課程で培った専門性をさらに高め、食と健康に関する研究者として、自立して研究活

動を行い、高度に専門的な業務に従事するに必要な学識と能力を有したいと希望する者で、
優れた資質を持ち、学問に対する意欲にあふれた者を受け入れる。 
 
[食創造科学専攻のアドミッション・ポリシー] 
＜修士課程＞ 
本専攻修士課程は「立学の精神」とそれに基づく「教育目標」に賛同し、かつ修了認定学

位授与の方針(ディプロマ・ポリシー)および教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポ
リシー)に定める教育を受けるために必要な次に掲げる知識や技能、意欲を備えた人を求め
る。 
高度な専門的知識・技術の統合を図り、食産業界に貢献できる優れた能力と実行力を身に

付け、社会に貢献しようとする職業人を育成することを目標としており、「食と健康」のよ
り良い関係を理解するための基礎・応用研究を進め、研究開発者として活躍しようとする者
を受け入れる。 

 
＜博士後期課程＞ 
本専攻博士後期課程は「立学の精神」とそれに基づく「教育目標」に賛同し、かつ修了認

定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー)および教育課程編成・実施の方針(カリキュラ
ム・ポリシー)に定める教育を受けるために必要な次に掲げる知識や技能、意欲を備えた人
を求める。 

 修士課程で培った専門性をさらに高め、研究者として食産業界に貢献できる優れた能力
と、指導的役割を果たす自立した教育研究者を志向する態度を身に付け、優れた実行力とコ
ミュニケーション能力により社会に貢献したいと希望する者で、優れた資質を持ち、学問に
対する意欲にあふれた者を受け入れる。 

 
(２) 選抜方法と募集人員 
 
【修士課程】 
＜食物栄養学専攻・食創造科学専攻 共通＞ 
 入学者選抜の区分としては、推薦入試、一般選抜（前期募集）、一般選抜（後期募集）、社
会人特別選抜、外国人留学生特別選抜を行う。 
 推薦入試の試験科目は書類審査及び面接とし、6 月と 10 月に入学試験を実施する。推薦
入試は本学食物栄養科学部（生活環境学部食物栄養学科）を卒業または卒業見込みの者のう
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ち成績が優秀な者に受験資格を与える。 
一般選抜の試験科目は専門科目 2 科目及び英語からなる筆記試験、面接とし、前期募集

は 10 月に、後期募集は 2月に入学試験を実施する。 
社会人特別選抜の試験科目は小論文及び面接とし、10 月と 2 月に入学試験を実施する。 
なお、社会人とは入学時点において大学を卒業後、5 年以上経過している者、または大学

を卒業後、原則として同一の企業、官公庁、教育・研究機関、医療・福祉・保健機関等にお
いて、引き続き 3年以上勤務している者である。 
外国人留学生特別選抜は第１次選抜と第２次選抜の 2 段階によって行う。第１次選抜は

書類選考とし、合格した者が第２次選抜に進む。第２次選抜は小論文（日本語または英語）、
面接および口頭試問である。本専攻の授業は原則として日本語で行われるため、口頭試問に
は日本語能力の確認が含まれる。第１次選抜は 9月に、第２次選抜は 10 月に入学試験を実
施する。 
入学者選抜の全区分において、当該試験科目の 60％以上の得点率をもって合格と判定す

る。 
募集人員は入学定員である食物栄養学専攻 8 人、食創造科学専攻 4 人とし、推薦入試、

一般選抜（前期募集）、一般選抜（後期募集）、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜の全
区分を通しての募集人員とする。 
 
【博士後期課程】 
＜食物栄養学専攻・食創造科学専攻 共通＞ 
 入学者選抜の区分としては、一般選抜、外国人留学生特別選抜を行う。 
 一般選抜の試験科目は口頭試問とし、2月に入学試験を実施する。 
外国人留学生特別選抜は第１次選抜と第２次選抜の 2 段階によって行う。第１次選抜は

書類選考とし、合格した者が第２次選抜に進む。第２次選抜は小論文（日本語または英語に
よる専門科目）、面接および口頭試問である。本専攻の授業は原則として日本語で行われる
ため、口頭試問には日本語能力の確認が含まれる。第１次選抜は 9 月に、第２次選抜は 10
月に入学試験を実施する。 
入学者選抜の全区分において、当該試験科目の 60％以上の得点率をもって合格と判定す

る。 
募集人員は入学定員である食物栄養学専攻 2 人、食創造科学専攻 2 人とし、一般選抜、

外国人留学生特別選抜の全区分を通しての募集人員とする。 
 
（３）合格者決定手続き 
合格者の決定は、本学「入学者選抜規程」に基づき、各入学者選抜試験終了後に開催する

研究科委員会 (判定会議)を経て学長が行う。 
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＜食物栄養学専攻・食創造科学専攻 共通＞ 
 「推薦入試」「一般選抜前期募集」「一般選抜後期募集」「社会人特別選抜」を行う。 
 入学定員は、食物栄養学専攻 8人、食創造科学専攻 4 人とする。 
○令和 4年度 実施案 
・推薦入試（6 月募集） 

試験科目：書類審査、面接 
試験実施：6月初旬、合格発表：6 月中旬 

・推薦入試（10 月募集） 
試験科目：書類審査、面接 
試験実施：10 月初旬、合格発表：10 月中旬 

・一般選抜（前期募集） 
試験科目：筆記試験（専門科目 2科目及び英語）、面接 
試験実施: 10月上旬、合格発表：10 月中旬 

・一般選抜（後期募集） 
試験科目：筆記試験（専門科目 2科目及び英語）、面接 
試験実施：2月中旬、合格発表：2 月下旬 

・社会人特別選抜（前期募集） 
試験科目：小論文、面接 
試験実施：10 月上旬、合格発表：10 月中旬 

・社会人特別選抜（前期募集） 
試験科目：小論文、面接 
試験実施：2月中旬、合格発表：2 月下旬 

 
【博士後期課程】 
＜食物栄養学専攻・食創造科学専攻 共通＞ 
「一般選抜後期募集」を行う。 

 入学定員は、食物栄養学専攻 2人、食創造科学専攻 2 人とする。 
○令和 4年度 実施案 
・一般選抜（後期募集） 

試験科目：口頭試問 
試験実施：2月中旬、合格発表：2 月下旬 
 

10．教員組織の編制の考え方及び特色 

（１）教員配置の考え方 
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食物栄養科学研究科食物栄養学専攻・食創造科学専攻の教員組織においては、原則として、
基礎となる食物栄養学科・食創造科学科の専任教員が、それと対応する専攻の専任教員とし
て勤務する。それは武庫川女子大学大学院担当教員資格審査規程に基づき、食物栄養科学研
究科が定める資格審査の基準により、高度な教育研究上の指導能力があると認められた者
で構成されており、教員配置は適切に行われている。修士課程完成時点で食物栄養学専攻 16
人（教授 6 人、准教授 8 人、講師 2 人）、食創造科学専攻 12 人（教授 8 人、准教授 3 人、
講師１人）の合計 28人で構成される。また、博士課程完成時点で食物栄養学専攻 8人（教
授 5人、准教授 3 人）、食創造科学専攻 7 人（教授 7 人）合計 15人で構成される。 

 

（２）教員組織編制の考え方 

食物栄養科学研究科の主要な特色は、高度専門職業人として予防栄養領域、医療栄養領域、
食産業界で活躍する人材の養成するところにある。食物栄養学専攻については、昼夜開講で、
健康栄養科学コースと管理栄養士資格者の高度専門教育を行う実践管理栄養コース修士課
程で構成されている。食創造科学専攻は、同様に昼夜開講で多様なニーズに合わせて履修修
了ができる専攻としている。 
教育上主要である授業科目には専任の教授や准教授を配置し、一部は非常勤講師も参加

しつつ、原則として専任教員が複数で担当する体制を整えている。食物栄養学専攻の「臨床
医学スキルアップ実習」や「エビデンス臨床栄養学演習」は、実践管理栄養コース教員がグ
ループにわかれて複数で指導を行う。食創造科学専攻についても、食物栄養学専攻と同様の
考え方で教員配置を行う。すなわち教育上主要である授業科目には専任の教授や准教授を
配置し、一部科目は非常勤講師が担当する体制を整えている。 
以上のような教員配置の考え方により、専任教員は、博士の学位を有した者で構成されて

いる。既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻から食物栄養科学研究科食物栄養科学専攻
と食創造科学専攻に別れて異動する教員で構成されている。食物栄養学専攻の教員組織に
おいては、「健康栄養科学」分野に専任教員 12 人、「実践管理栄養」分野が専任教員 4 人の
研究体制である。食創造科学専攻では、「フードマネージメント」分野が専任教員 6人、「フ
ードイノベーション」分野に専任教員 6 人の研究体制である。 
修士課程においては、食物栄養科学研究科が定める資格審査の基準に適合する研究指導

教員を適切に配置して、社会において指導的な役割を担うことができる高度な実践力と応
用力を有する専門職人材の育成を行う。 
＜修士課程研究指導担当教員＞ 
食物栄養学専攻 研究指導（M マル合） 教授 6 人,准教授 4 人 
 研究指導補助（M 合） 准教授 2人 
食創造科学専攻 研究指導（M マル合） 教授 7 人 
 研究指導補助（M 合） 教授 1 人、准教授 1人 
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博士後期課程においては、食物栄養科学研究科が定める資格審査の基準に適合する研究

指導教員を適切に配置して、社会において指導的な役割を担うことができる高度専門職や
研究者を養成する体制を整えている。 
 
＜博士後期課程研究指導担当教員＞ 
食物栄養学専攻 研究指導（D マル合） 教授 5 人、准教授 2人 
 研究指導補助（D 合） 准教授 1人 
食創造科学専攻 研究指導（D マル合） 教授 4 人 
 研究指導補助（D 合） 教授 3 人 

 

（３）専任教員の年齢構成 

専任教員の年齢構成については、食物栄養学専攻が 70 歳以上 1 人、60 歳代 7 人、50 歳
代 4 人、40 歳代 4 人、食創造科学専攻は 60 歳代 6 人、50 歳代 5 人、40 歳代 1 人である
（年齢は完成年度末時点）。 
教員の定年については武庫川学院職員就業規則第 17 条において満 66 歳に達した年度末

をもって定年退職となることが定められているが、食物栄養学専攻博士後期課程では、開設
年度に 2 割の専任教員が定年年齢を超えている。当該者については、令和 3 年 3 月の理事
会において、完成年度末までの雇用継続が承認されており、教育研究活動の継続に問題はな
い。今後、大学の基本的な将来計画として、完成年度以降の教員組織については、教育研究
領域での後任採用に対して専門性の維持継続を目的として計画的に実施する。 
現在の教員採用は、学部長会での教育研究の中長期的な継続、そのための年齢構成等、全

学的な視野に立っての議論を経て、当該学部長、学科長と理事長、学長、副学長、事務局長、
人事部による「教員採用のための事前協議」の場で、採用候補者の教育研究業績、本学にお
ける教育研究の考え方、模擬授業、面接結果等をもとに慎重に協議し、人事委員会にて決定
している。 
今後も、現在の運用を継続するとともに、教育の継続性をより確実なものとするため、以

下の点に留意して教員採用を決定する。 
 1．若手人材を意識的に採用するべく中期的な人員計画を策定する。 
 2．募集はＪＲＥＣ-ＩＮの活用等、公募形式を中心とするが、特に高年齢に偏らない 
  よう年齢構成に留意した募集を行う。 
 3. 学部長会及び「教員採用のための事前協議」の場において、年齢構成のバランス 
  についてこれまで以上に厳格な確認、協議を行う。 
さらに、主に 40 歳代の中堅若手教員の育成のための教育研究業績の支援として、以下の

施策を行う。 
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 1.6 か月〜1年間の国内研修、海外研修制度の応募支援、在職中に博士学位が取得でき 
 る制度での経費補助の実施。 
 2.研究論文執筆、研究所等への紀要投稿、学会発表への研究予算の配分。 
 3.各学科における教員選考基準において「教育評価、研究評価」で具体的な指標を明 
  示し、積極的に支援する。 
なお、昇格面では本学の教育職員選考規程をもとに、各学科の教育研究業績基準を満たし

た教員を承認しているが、教育職員選考規程でも上位資格への昇格要件である滞留年数を
平成 30 年度より 7年間から 2年間短縮し若手教員の教授、准教授への育成の推進を始めて
いる。 
以上の基本方針のもと、教員組織において専門性の維持継続が図れるよう人事運用面で

の対応を強化する。【資料８：定年に関する規定】 
 

（４）専任教員が保有する学位 

食物栄養学専攻ならびに食創造科学専攻の専任教員の学位の保有状況は下表のとおり。
食物栄養学専攻は、修士課程及び博士後期課程の完成時点で 16 人／16人中、食創造科学
専攻では 12 人／12 人中で博士号は全員取得している予定である。研究機能も十分満足す
る教員組織となっている。本学では、修士学位及び学士学位の保有者に対して、勤務しな
がら大学院への修学や博士の学位取得を奨励する「在職研修制度」があり、専任教員全員
の博士号の取得を目指している。食物栄養学専攻の准教授 1 名は、現在、論文博士の審査
中で 2021 年度前期中には、博士号取得予定である。食創造科学専攻では、大学院担当の
教員の全員が博士号取得している。 
 食物栄養科学専攻 

 博士の学位 修士の学位 学士の学位 計 
教  授 6 − − 6 
准教授 7 − 1 8 
講  師 2 − − 2 
計 15 0 1 16 

 
食創造科学専攻 

 博士の学位 修士の学位 学士の学位 計 
教  授 5 − − ５ 
准教授 ３ − − ３ 
講  師 − − − − 
計 ８ − − ８ 

 



設置の趣旨（本文）―35 
 

11．施設、設備等の整備計画 
（１） 校地等の整備計画 
令和３年度現在、武庫川女子大学は大学 10 学部、大学院 7研究科及び短期大学部７学科

を設置し、大学及び短大設置基準上の必要校地面積（108,740㎡）を大きく上回る 237,822
㎡の校地を有している。食物栄養科学研究科を設置する中央キャンパスも必要校地面積
（93,864 ㎡）に対し 161,813 ㎡の校地を有し、大学設置基準第 34 条に定められる「学生が
休息その他に利用するのに適当な空地」として、噴水、35 周年記念庭園、もみの木広場が
整備されている。また、その周辺には各種のオブジェ、植樹、休憩用ベンチ等も配置され、
学生の憩いの場となっている。大学設置基準第 35 条に定められる運動場についても、中央
キャンパス隣接の鳴尾・池開グラウンド、上田テニスコート、浜甲子園キャンパス隣接の浜
甲子園グラウンド、中央キャンパスからスクールバスで南に約 10 分の場所にある総合スタ
ジアムがあり、運動場の面積は合計 92,502.75 ㎡と、十分な面積を有している。食物栄養科
学研究科は、これらの校地を既設の研究科・専攻及び学部・学科と共用で使用する。 

 
（２） 校舎等施設の整備計画 
同様に、本学は大学及び短大設置基準上必要となる校舎面積（74,115 ㎡）を大きく上回

る 185,331 ㎡の校舎を有しており、食物栄養科学研究科を設置する中央キャンパスは
123,020 ㎡の校舎を有している。また、食物栄養科学研究科は中央キャンパス内の生活環境
2 号館と栄養科学館を主に使用し、同研究科の専用使用面積は 126 ㎡と 138 ㎡の合計 264
㎡である。生活環境 2号館には講義室、研究室、実験・実習室、演習室を備え、栄養科学館
には研究室、実験・実習室、演習室を備えている。既設の研究科・専攻及び学部・学科との
共用となるが、時間割場も本研究科の教育研究活動に支障はない。 

【資料９：食物栄養科学研究科時間割】 
専任教員の研究室は、専任教員研究室は 1室あたり広さ約 22㎡で、必要な実験室等につ

いては既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻の使用する部屋を使用する。大学院生用の
研究室・自習室は、H2-36（42 ㎡）を使用する。なお、部屋内には大型モニター、プリンタ、
コピー機、Wi-Fi環境を整え、十分な広さの机・椅子等を設置する。 
【資料 10：大学院生自習室の見取り図】 
教育・研究活動に関わる機器・器具については、食品中の機能性成分の構造解析に用いる

高速液体クロマトグラフ質量分析装置、キャピラリー電気泳動システム、食品および生体内
成分の解析に用いる LC/MS高速アミノ酸分析システム、フリーラジカル解析装置、実験動
物用 X 線 CT システム、リアルタイム PCR システム、原子吸光分光高度計、フーリエ変換
赤外分光光度計、ガスクロマトグラフ、高速液体クロマトグラフ、健康・栄養指標である血
液生化学検査値の測定に用いる臨床化学分析装置、多項目自動血球計数装置、健康影響評価
に用いる体成分分析装置、末梢血管モニタリング装置、超音波骨密度測定装置を設置してい
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る。令和３年９月には、機器分析センター（197m2）および機器分析実験室（165m2）が完
成予定であり、これらの機器を集約する予定である。 

 以上のように、本研究科では食品に関する教育・研究に必要な機器や設備は充分に整備さ
れている。 

 
（３） 図書等の資料及び図書館の整備計画 
①図書館の概要及び整備計画 
本学附属図書館は、中央キャンパスの「中央図書館」、上甲子園キャンパスの「甲子園

会館分室」、浜甲子園キャンパスの「薬学分館」から構成されており、中央図書館が管理・
運営の中心となって連携し、図書館システムを活用して図書資料の相互貸借業務を行っ
ており、各キャンパスの図書資料を利用できる。中央キャンパスの中央図書館は平成 25
年に大幅にリニューアルした。授業開講期は毎日 8 時 30 分から 21 時 30 分まで開館して
おり、館内にはアクティブ・ラーニングや実習・演習に役立つラーニング・コモンズの設
置、インターネットWi-Fi 環境、マルチスクリーン、音響設備、貸出用ノートパソコン、
TV 会議システム等、多彩なメディアが利用できる環境を整備し、学生の学習活動のサポ
ート及び教員の教育・研究活動の支援を行っている。 
令和 2年 4月時点で、本学附属図書館に所蔵する図書は 694,591冊(うち外国書 163,579

冊)、学術雑誌は 9,527種(うち外国雑誌 1,949 種)、視聴覚資料は 11,155点である。その
内、食物栄養科学分野の図書は 32,172 冊、学術雑誌 278 種、電子ジャーナル 1,302 種、
視聴覚資料は 751 点である。 
 
＜和雑誌タイトル＞ 
榮養と料理、Vesta : 食文化のひろば給食・栄養管理の手引き、Hormone frontier in 
gynecology、公衆衞生、レタスクラブ、New food industry 、榮養學雑誌、化学と工業、
化学と生物、生化學、ビタミン、日本栄養・食糧学会誌、The journal of biochemistry、
Journal of nutritional science and vitaminology 、日本家政学会誌、実験医学、生物工学
会誌、食品衞生研究、月刊糖尿病、糖尿病プラクティス、週刊醫學のあゆみ、公衆衛生
情報 、日本醫事新報 など 

 
＜洋雑誌タイトル＞ 

Journal of lipid research : JLR、Journal of nutrition / American Institute of Nutrition、 
The American journal of clinical nutrition、Diabetes care、 American journal of 
epidemiology、Epidemiologic reviews など 

 
②データベース、電子ジャーナル等の整備 
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  データベースは、国立情報学研究所等が作成する文献検索データベースのほか、
「JDreamⅢ」「医中誌Web」「化学書資料館」「Academic Search Premier」「Web of Science」
といった専門データベースを完備している。新聞についても「聞蔵Ⅱビジュアル」「日経
テレコン」「毎索」「ヨミダス歴史館」「Global Newsstream」等、国内外の各紙電子版を購
入し、文献検索ツールのリンクリゾルバ「SFX」も導入している。これらの各種有料デー
タベース・電子ジャーナルは VPN 接続での環境を構築し、学外からでも利用できるよう
にしている。 

 
③閲覧室等について 
大学全体で図書館の閲覧座席数は 1,716 席ある。本学で所蔵していない資料について

は、24 時間いつでもウェブ上で文献複写と貸借の申込みができる。ほかにも「E-
CatsLibrary」の「マイライブラリ」機能では、直接利用者が貸出・予約状況の確認と延長
処理ができ、自身の研究・学習分野に関係のあるインターネット・サイトを集めたオリジ
ナルリンク集の作成や、研究分野に応じた電子ジャーナルリンク集の作成、SDI（Selective 
Dissemination Information）サービスの登録・確認、複数のデータベースを利用した横断
検索ができるようになっている。仮に開館時間内に来館することが難しい状況であって
も、ウェブ・ベースの利点を活かして通常と変わらぬ学習環境を提供している。 

 
④他大学の図書館等との協力について 
国公私立の大学図書館協会、兵庫県下の大学図書館協議会はもとより、国立国会図書館、
各公共図書館等あらゆる関係諸機関との連携強化を図り、相互利用サービスを推進して
いる。これらは国立情報学研究所の ILL システムに参加することによって料金の支払い
が簡便になり、図書の貸借、文献複写の相互協力業務の効率化を図っている。 

 

12．管理運営 
学校教育法第 93 条及び同法施行規則第 143 条の規定に基づき、研究科委員会、大学院委

員会を置いており、大学院学則に構成員、審議事項等についての条文を整備し、運営してい
る。さらに大学院委員会の下に「大学院の振興・充実に関する検討委員会」を設けている。 
学長は、大学・大学院を代表し、主宰する会議の議長となり、その決定権を有している。

また研究科長は、研究科を代表し、主宰する会議の議長となり、その決定権を有している。 
 

（１）研究科委員会 
大学院学則第８・９条及び 11 条の２の規定に基づき、各研究科に専任教授をもって構成

される研究科委員会を置いている。審議事項は、学長が以下に掲げる事項について決定を行
うにあたり意見を述べることとしており、研究科長が開催を招集し、その議長となる。 
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①学生の入学及び課程の修了に関する事項 
②修士、博士の学位の授与に関する事項 
③前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、研究科委員会の意見を聴
くことが必要なものとして学長が定めるもの 

なお研究科委員会は、上記①〜③のほか、学長及び研究科長が担う教育研究に関する事項
について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 
食物栄養科学研究科委員会では、上記のほか研究科の基本方針の策定、教育課程の編成、

単位認定、予算編成及び人事等に関する事項について審議することとし、研究科運営の独立
性は確保する。 
【資料 11：武庫川女子大学大学院研究科委員会規程】 
 
（２）大学院委員会 
大学院学則第 10・11 条及び 11 条の 2 の規定に基づき、本大学院に学長、副学長、研究

科長、専攻長、その他学長が必要と認めた者をもって構成される大学院委員会を置いている。 
審議事項は、学長が以下に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べることと

しており、学長が開催を招集し、その議長となる。 
①学則に基づく規程の制定改廃に関する事項 
②修士、博士の学位の取消に関する事項 
③その他学長が大学院委員会の意見を聴くことが必要と定める事項 

【資料 12：武庫川女子大学大学院委員会規程】 
 
（３）専攻長会議 
大学院委員会の下に大学院の振興・充実と運営の円滑化を図るための委員会として「専攻

長会議」を設置している。副学長、各研究科専攻の専攻長、その他学長が必要と認めた者に
よって構成され、副学長が議長、学長が指名した者が副議長となって、以下の事項を審議し
ている。食物栄養科学研究科設置後は、両専攻長が委員として参画する。 
  ①学生確保の方策に関する事項 
  ②学生の修学支援に関する事項 

③課程修了学生の進路（就職）に関する事項 
④大学院 FD に関する事項 
⑤大学院担当教員基準に関する事項 
⑥教育研究の環境整備に関する事項 
⑦大学院委員会からの諮問事項 
⑧研究科委員会からの提案事項 
⑨その他、委員会が必要と認めた事項 

【資料 13：武庫川女子大学大学院専攻長会議規程】 
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13．自己点検・評価 
本学では、教育研究水準の向上を図り、大学院の目的及び社会的使命を達成するため、教

育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、また教育研究の改善に努めるため、
平成８年４月に武庫川女子大学大学院自己評価委員会を組織しており、大学院自己委員会
には、食物栄養科学研究科を代表して研究科長が出席する。また開設する研究科ごとに研究
科自己評価委員会を置いており、食物栄養科学研究科設置後は、研究科長を委員長とする
「食物栄養科学研究科自己評価委員会」において、食物栄養科学部の自己評価委員会とも連
携しながら組織的な自己点検・評価を行っていく。なお、本学は令和４年に認証評価機関（公
益財団法人大学基準協会）の評価を受けることが決まっており、前回認証評価における大学
院関係の指摘事項を踏まえつつ、同協会が示す 10 の大学基準の項目①理念･目的、②内部
質保証、③教育研究組織、④教育課程・学習成果、⑤学生の受け入れ、⑥教員・教員組織、
⑦学生支援、⑧教育研究等環境、⑨社会連携・社会貢献、⑩大学運営・財務に従って点検・
評価を実施する。これらの項目に従って、研究科・専攻単位で評価活動を行い、その結果は
研究科自己評価委員会から大学院自己評価委員会に報告される。なお、これまでの点検・評
価報告書、認証評価機関からの評価結果、評価における助言等に対する改善・改革の取り組
み、改善報告書をはじめ、本学独自で実施した「卒業生アンケート」「卒業時アンケート」
や「在学生満足度アンケート」についての調査結果や改善方策については、ホームページで
公開し、積極的に情報公表を行っている。 
【資料 14：武庫川女子大学大学院自己評価委員会規則】 
【資料 15：武庫川女子大学大学院研究科自己評価委員会規程】 

 

14．情報の公表 
本学は、学校法人としての公共性に鑑み、社会に対する社会的説明責任を果たすために、

主としてインターネットホームページを通して広く社会に教育研究活動等の情報を公表し
ている。本学ホームページ内の「大学情報の公表」を中心に、学校教育法施行規則に定めら
れる 9 項目をはじめ各種情報を積極的に公表している。 
 
「大学情報の公表」 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/kouhyou.html 
（武庫川女子大学 ホームページトップ＞大学情報の公表） 
 

ア 大学の教育研究上の目的に関すること 

教育目的 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/kyo_moku.html 

イ 教育研究上の基本組織に関すること 

教学組織図 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/pdf/kouhyou/kyogakusoshiki.pdf 
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ウ 教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

教員情報 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/gyoseki/gyoseki.html 

エ 入学者に関する受入れ方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業又は修了した者の数並びに進学者

数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

入学者受入れ方針 https://www.mukogawa-u.ac.jp/~kyoumuka/policytreemap/index.html 

収容定員 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/teiin.html 

進路 https://www.mukogawa-u.ac.jp/~syusyoku/data/gyousyu.htm 

オ 授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

大学院カリキュラム https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/in_curriculum.html 

シラバス https://www.mukogawa-u.ac.jp/~kyoumuka/syllabus/2020/syl_2020.htm 

カ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

履修便覧 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/syllabus/binran/binran-frame.htm 

成績評価 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/pdf/kouhyou/seiseki01.pdf 

大学院学位授与状況 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/pdf/kouhyou/gakui.pdf 

キ 校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

 校地・校舎等の面積 https://www.mukogawa-u.ac.jp/~kohoj/files/pdf/site_building/site_building.pdf 

校舎耐震化率 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/announce/pdf/sisetu/taishinkaritu.pdf 

キャンパスマップ https://www.mukogawa-u.ac.jp/campus/index.html 

交通アクセス https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/campus/access.html 

ク 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

大学院学費 https://www.mukogawa-u.ac.jp/~nyushi/g_school/pdf/g_school_nyugaku.pdf#page=2 

ケ 大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

学生支援部署一覧 https://www.mukogawa-u.ac.jp/mukojolife/student_support.html 

進路支援 https://www.mukogawa-u.ac.jp/career/carrier.html 

コ その他 

 学則 https://www.mukogawa-u.ac.jp/mukojolife/gakusoku.html 

設置認可申請書，設置届出書，設置計画履行状況等報告書 

https://www.mukogawa-u.ac.jp/~kohoj/application.html 

自己点検・評価報告書 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/evaluation/saiten.html 

認証評価の結果 https://www.mukogawa-u.ac.jp/gakuin/evaluation/hyouka.html 

 

15．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 
（１）授業内容の及び方法の改善を図るための組織的な研修の計画 
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本学の教育理念及び学部等の教育目標の実現をめざし、社会に役立つ有為な人材を育成
するために、教員の主体的・恒常的に行う授業の内容及び方法の改善・向上（FD）に努め
ている。     
平成 20 年 1 月には各学部及び事務部門から選出された委員で構成される「武庫川女子大

学ＦＤ推進委員会」を設置し、“学生の主体性・論理性・実行力を培う教育”を推進するため
に、授業内容及び方法の改善と向上に資する全学的な取り組みを行っている。大学・大学院
全体の FD活動はこの「FD 推進委員会」を中心となり進められており、主な取組みとして
「FD 研修・勉強会実施」「授業公開」「授業改善のための工夫・失敗事例の収集」「FD ニュ
ースの発行」などを行っている。以上の活動のほか、就任１年目教員を対象に「新任教員研
修プログラム」を実施しており、本学就任初年度の４〜７月の毎週水曜日の 2時限目を「新
任教員研修プログラム」の時間とし、本学に関する知識の定着、授業設計、教育方法、教育
評価、授業運営、提案資料作成等のテーマについて、合計 15 回の集合研修を実施している。
大学院のみ特化した FD 活動については、「大学院の振興・充実に関する検討委員会」が中
心となり、進められている。この委員会は、「１２．管理運営」で説明したとおり、大学院
委員会の下に組織され、審議事項の一つに「大学院ＦＤ」を掲げている。武庫川女子大学大
学院ＦＤに関する規程も整備しており、①授業及び研究指導の内容及び方法の改善の方策、
②研修会及び講習会の開催、③その他、学長及び委員会が必要と認めた事項などを検討事項
としている。 
【資料 16：武庫川女子大学ＦＤ推進委員会規程】 
【資料 17：武庫川女子大学大学院ＦＤに関する規程】 
【資料 18：新任教員研修プログラム内容】 
 
（２）大学職員に必要な知識・技能の習得及び向上の取組み 
本学では、「SD推進委員会」を設置し、大学等の運営に必要な知識・技能を身に付け、能

力・資質を向上させることを目指している。SD の対象となる「職員」には事務職員のほか、
教員等も含まれることから、FD推進委員会と SD推進委員会が連携した活動を行い、教育
職員・事務職員がともに必要な知識・技能の習得及び向上の取組み、「教職協働」を実現し
ている。 
教職協働を実現させる職員育成のため、事務職員に対しては体系的な研修体系を構築し

ており、具体的には、キャリアに応じて新任職員、中堅職員、管理職、監督職を対象に「階
層別研修」を実施し、その内容はビジネスマナーやパソコン知識、データリテラシー、ロジ
カルシンキングといった汎用的なものから大学職員として必要な知識である教育関係の法
令や諸規則といった専門的スキルの修得まで多岐に及ぶ。特に令和元年度からは、新任職員
研修が充実し、新任職員向けの 3 年間の体系的な研修プログラム「新任職員育成制度 
Rising3」がスタートした。大学職員としての基礎知識習得はもちろんのこと、教職協働で
授業運営に参画したり幅広い視野・専門性を高めたりする機会を設けている。 
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その他、教育職員、事務職員が日本私立大学協会など外部団体主催の就職支援や厚生補導
等の分野別の研修会へ参加するなどして、大学運営に必要な基礎力、応用力及びマネジメン
ト力の向上を目指している。 
【資料 18：SD推進委員会規程】 
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武武庫川女子大学教学組織

武庫川女子大学　Mukogawa Women's University

文 学 部
School of
Letters

日本語日本文学科
Department of Japanese Language and Literature
英語文化学科
Department of English
教 育 学 科（平成31年 4 月学生募集停止）
Department of Education
心理・社会福祉学科
Department of Psychology and Social Welfare

教 育 学 部
School of
Education

教 育 学 科
Department of Education

健康・スポーツ科学部
School of

Health and Sports Sciences

健康・スポーツ科学科
Department of Health and Sports Sciences

生 活 環 境 学 部
School of

Human Environmental Sciences

生活環境学科
Department of Human Environmental Sciences
食物栄養学科（令和 2年 4月学生募集停止）
Department of Food Sciences and Nutrition
情報メディア学科
Department of Informatics and Mediology
建 築 学 科（令和 2年 4月学生募集停止）
Department of Architecture

食 物 栄 養 科 学 部
School of

Food Sciences and 
Nutrition

食物栄養学科
Department of Food Sciences and Nutrition
食創造科学科
Department of Innovative Food Sciences

建 築 学 部
School of
Architecture

建 築 学 科
Department of Architecture

景観建築学科
Department of Landscape Architecture

音 楽 学 部
School of
Music

演 奏 学 科
Department of Performing Arts
応 用 音 楽 学 科
Department of Applied Music

薬 学 部
School of

Pharmacy and
Pharmaceutical Sciences

薬 学 科
Department of Pharmacy

健康生命薬科学科
Department of Health and Bio-Pharmaceutical Sciences

看 護 学 部
School of
Nursing

看 護 学 科
Department of Nursing

経 営 学 部
School of
Business 

Administration

経 営 学 科
Department of Business Administration

共 通 教 育 部
School of

General Education

資料１

設置の趣旨（資料）―2



附 属 図 書 館 トルコ文化研究センター
University Library Institute for Turkish Culture Studies
教 育 研 究 所 健康運動科学研究所
Institute for Education Institute for Health and Exercise Science
発達臨床心理学研究所 栄 養 科 学 研 究 所
Institute of Developmental and Clinical Psychology Research Institute for Nutrition Sciences
言 語 文 化 研 究 所 学 校 教 育 セ ン タ ー
Institute for Linguistic Cultural Studies Research Center for School Education and Childcare
生 活 美 学 研 究 所 女性活躍総合研究所
Institute of Esthetics in Everyday-Life Institute for Women's Career Advancement and Gender Equality Development
情報教育研究センター 附属総合ミュージアム
Institute for Educational Computing Research University Museum
バイオサイエンス研究所 ス ポ ー ツ セ ン タ ー
Institute for Biosciences Sports Center
国 際 健 康 開 発 研 究 所 オ ー プ ン カ レ ッ ジ
Institute for World Health Development Open College

武庫川女子大学短期大学部　Mukogawa Women's University Junior College Division
日本語文化学科
Department of Japanese Language
英語キャリア・コミュニケーション学科
Department of Careers in English Communication
幼児教育学科
Department of Early Childhood Education
心理・人間関係学科
Department of Psychology and Human Relations
健康・スポーツ学科
Department of Health and Sports
食生活学科
Department of Dietary Life and Food Sciences
生活造形学科
Department of Fashion and Living Design
共通教育科
Department of General Education

武庫川女子大学大学院　Mukogawa Women's University Graduate School
文 学 研 究 科
Graduate School of

Letters

日本語日本文学専攻（修士課程・博士後期課程）
Japanese Language and Literature Major（Master’s Program, Doctoral Program）
英語英米文学専攻（修士課程・博士後期課程）
English Language and Literature Major（Master’s Program, Doctoral Program）
教育学専攻（修士課程）
Education Major（Master’s Program）
臨床心理学専攻（修士課程）
Clinical Psychology Major（Master’s Program）

臨 床 教 育 学 研 究 科
Graduate School of
Clinical Education

臨床教育学専攻（修士課程・博士後期課程）
Clinical Education Major（Master’s Program, Doctoral Program）

健康・スポーツ科学研究科
Graduate School of
Health and Sports Sciences

健康・スポーツ科学専攻（修士課程）
Health and Sports Sciences Major（Master’s Program）

生 活 環 境 学 研 究 科
Graduate School of
Human Environmental 

Sciences

食物栄養学専攻（修士課程・博士後期課程）
Food Sciences and Nutrition Major（Master’s Program, Doctoral Program）
生活環境学専攻（修士課程・博士後期課程）
Human Environmental Sciences Major（Master’s Program, Doctoral Program）
建築学専攻（修士課程・博士後期課程）（令和 2年 4月学生募集停止）
Architecture Major（Master’s Program, Doctoral Program）

建 築 学 研 究 科
Graduate School of
Architecture

建築学専攻（修士課程・博士後期課程）
Architecture Major（Master’s Program, Doctoral Program）
景観建築学専攻（修士課程・博士後期課程）
Landscape Architecture Major（Master’s Program, Doctoral Program）

薬 学 研 究 科
Graduate School of
Pharmaceutical Sciences

薬学専攻（博士課程）
Pharmacy Major（Doctoral Program）
薬科学専攻（修士課程・博士後期課程）
Pharmaceutical Sciences Major（Master’s Program, Doctoral Program）

看 護 学 研 究 科
Graduate School of 

Nursing

看護学専攻（修士課程・博士後期課程）
Nursing Science Major（Master’s Program, Doctoral Program）
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武庫川女子大学専攻科　Mukogawa Women's University One-Year Graduate Programs
音 楽 専 攻 科

Music Major
声 楽 専 攻
Vocal Music Major
器 楽 専 攻
Instrumental Study Major

武庫川女子大学附属高等学校　Mukogawa Women's University Senior High School

武庫川女子大学附属中学校　Mukogawa Women's University Junior High School

武庫川女子大学附属幼稚園　Mukogawa Women's University Kindergarten

武庫川女子大学附属保育園　Mukogawa Women's University Child Care Center

武庫川女子大学アメリカ分校　Mukogawa Women's University U.S. Campus

丹嶺学苑研修センター　Tanrei Seminer Center
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○武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部研究倫理委員会規程

平成14年４月１日 

規程第７号

改正 平成25年４月１日 

平成27年12月１日 

令和２年４月１日

（設置）

第１条 「武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部研究倫理規程」第９条に基づき、武

庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部（以下「本学」という。）に武庫川女子大学・

武庫川女子大学短期大学部研究倫理委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（目的）

第２条 委員会は、「武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部研究倫理規程」第３条第

３号に定める研究者が、人（試料・情報を含む。）を用いて実施する全ての医学系研究、

実験及び実習（以下「研究等」という。）について、「ヘルシンキ宣言（1964年世界医

師会総会で採択）」及び「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（以下「指針等」

という。）の趣旨にそって、倫理的配慮のもとに、研究等の実施計画等について事前に審

査を行うことを目的とする。

（任務）

第３条 委員会は、前条の研究等の実施責任者から申請された実施計画について、倫理的、

社会的観点から次の各号に掲げる点に留意して審査を行う。ただし、利益相反に関する事

項については、利益相反管理委員会に意見を聴くものとする。

(1) 研究対象者・試料提供者・その家族など（以下「研究対象者等」という。）の個人

の人権の擁護及び個人情報の保護

(2) 研究対象者等に理解を求め同意を得る方法（インフォームド・コンセント） 

(3) 予測される研究対象者等への不利益並びに危険性に対する配慮 

(4) 研究期間中及び研究期間終了後の試料等の保管・廃棄の方法 

(5) 研究実施の責任体制 

（構成）

第４条 委員会は、次に掲げる委員をもって構成する。

(1) 委員は男女両性を含む５名以上とし、以下次号以下に挙げる条件を満たすものとす

る。
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(2) 医学・医療の専門家等、自然科学の有識者を含む。 

(3) 倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学の有識者を含む。 

(4) 研究対象者の観点も含めて一般の立場から意見を述べることができるものを含む。 

(5) 本学に所属しない者を２名以上含む。 

２ 委員会に委員長及び副委員長を置く。委員長及び副委員長は、委員の互選により選出す

る。

３ 委員は学長が委嘱する。

（任期）

第５条 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２ 委員会の委員に欠員が生じた場合は、補充する。後任者の任期は、前任者の残任期間と

する。

（運営）

第６条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、委員長に事故あるときは、

副委員長がその職務を代行する。

２ 委員会は、委員の半数以上の出席で成立するものとする。ただし、審議及び採決の際は、

第４条第１項第３号又は第４条第１項第４号に示す委員が１名以上出席していなければ

ならない。なお、委員長が必要と認めた場合は、WEBによる参加を認める。 

３ 委員会が必要と認めた場合は、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができ

る。

（情報公開等）

第７条 委員会の議事要旨（研究課題名、申請者名、研究期間及び審査の結果等を含む。）、

委員会の構成並びに委員の氏名及び所属等の情報は、公開するものとする。ただし、個人

情報又は研究に係る独創性若しくは知的所有権を害するおそれのある部分は、非公開とす

ることができる。

（申請手続き）

第８条 申請者は、倫理審査申請書、研究計画書、研究対象者等への説明書等、下記に挙げ

る書類に必要事項を記入又は作成して学長に提出する。

(1) 「人を対象とする研究計画等倫理審査申請書」（様式第１号） 

(2) 「研究計画書」（様式第２号） 

(3) 「研究対象者等への説明書」（雛型１） 

(4) 「研究参加への同意書」（雛型２） 
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(5) 「研究参加への同意撤回書」（雛型３） 

(6) その他研究対象者等に配布する文書 

２ 前項に定める添付書類について、外国語で作成された書類の場合は、その訳文を添付す

ること。

（審査）

第９条 委員会は、第３条に定める事項を円滑に審議又は処理するため、申請者を討議に参

加させることができる。ただし、委員又は申請者は、自らが実施する研究が審査を受ける

ときは、当該審査に加わることができない。

２ 審査の判定は、次のとおりとし、出席委員全体の合意によるものとする。出席委員全体

の合意に至らない場合は、不承認とする。

(1) 申請された研究計画が指針等に合致し、科学的かつ倫理的に問題ないと判断した場

合は「承認」とする。

(2) 申請された研究計画が科学的又は倫理的に問題はあるが計画の一部を修正すれば問

題は解決すると判断した場合には「条件付承認」とし、付帯条件も合わせて明示する。 

(3) 申請された研究計画において申請に関する情報が不足して判断できない場合や、委

員会が研究責任者に討議参加を要請したにもかかわらず応じない場合は、その理由を明

示して「不承認」とする。

(4) 申請された研究計画が当委員会の審査の対象に当たらないと判断した場合は「非該

当」とする。

３ 判定が条件付承認となった場合、申請者は、結果通知書発行日から２週間以内に付帯条

件を満たした書類を委員会に提出し、委員長の承認を得るものとする。なお、委員長は承

認にあたり副委員長と協議するものとする。

（迅速審査）

第10条 委員長が次の各号に該当すると認める場合には、委員会が指名する委員による審

査（以下「迅速審査」という。）を行い、審査結果は委員会の意見として取り扱うものと

する。

(1) 他の研究機関と共同して実施される研究であって、既に当該研究の全体について共

同研究機関において倫理審査委員会の審査を受け、その実施について、適当である旨の

意見を得ている場合の審査

(2) 研究計画書の軽微な変更に関する審査 

(3) 侵襲を伴わない研究であって介入を行わないものに関する審査 
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(4) 軽微な侵襲を伴う研究であって介入を行わないものに関する審査 

２ 迅速審査は、委員長が指名した委員３名が行い、当該３名全員の合意によって、第９条

第２項に定める「承認」「条件付承認」「不承認」「非該当」のいずれかを決定する。

３ 前項の審査の結果は、当該審査を行った委員を除く全ての委員に報告する。

４ 前項の報告を受けた委員は、審査結果について異議を申し述べることができる。異議が

あった場合、第９条に定める通常の審査を行うものとする。

５ 本条第２項に規定する審査の結果が「不承認」の場合及び委員長が指名した委員３名が

合意に至らなかった場合は、第９条に定める通常の審査を行うものとする。

（研究及び評価）

第11条 申請者は、委員会の承認を得なければ、当該研究の実施ができないものとする。 

２ 申請者は、当該研究終了後、速やかに研究結果及び研究材料について、委員会に書面（様

式第６号）にて報告する。

３ 研究結果は、各研究部門で保存する。委員会は申請者に何時でも当該研究結果の提出を

命ずることができ、審査事項の遵守等の確認をすることができる。

（判定の通知）

第12条 判定通知は、委員会終了後、遅滞なく倫理審査結果通知書（様式第３号及び様式

第４号）をもって、申請者に通知する。

２ 前項の判定通知は、承認の場合は、倫理審査結果通知書（様式第３号）を用い、それ以

外の場合は、倫理審査結果通知書（様式第４号）を用いる。

（異議申立て）

第13条 審査の判定に異議のある申請者は、所属組織の長を経由し、異議申立書（様式第

５号）により、委員会に再審査を申請することができる。

２ 再審査の手続については、第９条から第11条を準用する。 

（実施状況の報告及び実施調査）

第14条 委員会は、研究等について必要があると判断したときは、申請者に対し実施状況

を報告させることができる。

２ 委員会は、研究等が研究計画等に沿って適切に行われているかを随時実地調査すること

ができる。

（研究等の変更又は中止の勧告）

第15条 前条の報告又は調査結果について委員会が不適切と判断した場合には、速やかに

学長に報告する。学長が必要と認めたときは、当該研究の変更又は中止の勧告、その他必
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要な処置を講じることができる。

（記録の保存）

第16条 委員会の審査に関する記録の保存期間は、法令上別段の定めがある場合を除き、

研究の終了又は中止した年度の翌年度から５年間とする。

（守秘義務）

第17条 委員は、その職務上知りえた秘密（研究対象者に関する情報や広義の知的財産と

なる可能性のある方法など）を漏らし、又は自己のために利用してはならない。その職を

退いた後も同様とする。

（報告）

第18条 委員及びその事務に従事する者は、審査を行った研究に関連する情報の漏えい等、

研究対象者等の人権を尊重する観点並びに当該研究の実施上及び審査の中立性・公正性の

観点から重大な懸念が生じた場合には、速やかに学長に報告するものとする。

（教育・研修）

第19条 委員及びその事務に従事する者は、倫理的観点及び科学的観点からの審査等に必

要な知識を習得するための教育・研修を継続して受けなければならない。

（庶務）

第20条 委員会に関する庶務は、総務部総務課が行う。 

２ 担当部署は、委員会の審査、決議内容等を記録し、20年間保管するものとする。 

（補則）

第21条 この規程に定めるもののほか、委員会の管理運営に関し必要な事項は、別に定め

る。

（改廃）

第22条 この規程の改廃は、委員会からの意見を聴いて、学長が決定する。 

附 則

この規程は、平成14年４月１日から施行する。 

附 則

この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則

この規程は、平成27年12月１日から施行する。 

附 則

この規程は、令和２年４月１日から施行する。
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資料８ 

定 年 に 関 す る 規 定 

 

○ 武庫川学院職員就業規則（抜粋） 

 

 

(定義) 

第２条 この規則における職員とは、第 2章に定める手続により学院に採用された専任

の教育職員、事務職員及び技能労務職員をいう。 

２ 前項職員の資格は別表 1に定めるとおりとし、任用、判定基準その他については別

に定める。 

 

(任命権者) 

第 4条 職員の任命その他人事に関する権限は、任命権者がこれを行う。 

2 前項の任命権者は、理事長とする。 

 

(定年) 

第 17 条 職員は、次の年齢に達した年度の 3月末日をもって定年退職となる。 

(1) 教育職員(本条第 2号の職員を除く)、事務職員及び技能労務職員 満 66歳 

(2) 附属幼稚園の教育職員 満 60歳 

２ 附属幼稚園の教育職員については定年到達者が引き続き勤務を希望した場合、臨時

職員、嘱託職員等の身分にて、原則として 65 歳に達した年度の 3 月末日まで継続雇用

する。なお、当該雇用期間の身分については、職員個別に定める。 

３ 前項の定めにかかわらず、次のいずれかに該当した場合は継続雇用しない。 

(1) 心身の故障のため業務に堪えられないと認められた場合 

(2) 勤務状況が著しく不良で、引き続き職責を果たし得ないと認められた場合 

(3) その他、就業規則に定める解雇事由又は退職事由(年齢に係るものを除く)に該当

する場合 

４ 業務の都合により、特に任命権者が必要があると認めた者については、第 1項の規

定にかかわらず定年を延長することがある。 
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学生確保（本文）―1 
 

武庫川女子大学大学院食物栄養科学研究科 学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

目  次 

 

（１） 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し                       ・・・・p.2 

ア 定員充足の見込み                      ・・・・p.2 

１ 入学定員設定の考え方及び定員充足の見込み         ・・・・p.2 

２ 定員超過率が０．７倍未満の学科について          ・・・・p.2 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要          ・・・・p.3 

１ 既存専攻の状況                       ・・・・p.3

２ 本学学生を対象としたアンケートによる進学意向調査     ・・・・p.4 

３ 学外者を対象としたアンケートによる入学意向調査        ・・・・p.5 

４ 近隣同系統研究科の設置状況                 ・・・・p.6 

 ウ 学生納付金の設定の考え方                  ・・・・p.6 

②学生確保に向けた具体的な取組状況                ・・・・ p.7 

１ 学生確保の取り組み                    ・・・・ p.7 

２ 定員超過率が０．７倍未満の学科について          ・・・・ p.8 

 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）    ・・・・p.8 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたもの 

であることの客観的な根拠                  ・・・・p.8 

  １ 既存研究科・専攻への求人状況と就職実績          ・・・・p.8 

  ２ 社会的な人材需要                     ・・・・p.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学生確保（本文）―2 
 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 (１) 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

①学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

１ 入学定員設定の考え方及び定員充足の見込み 

食物栄養科学研究科は、修士課程（博士前期）の入学定員を 12 人（食物栄養学専攻 8 人、

食創造科学学専攻４人）、博士後期課程の入学定員を４人（食物栄養学専攻２人、食創造科

学専攻２人）に設定する。 

武庫川女子大学では令和２年４月、既存の生活環境学部食物栄養学科（入学定員 200 人）

の学生募集を停止し、食と栄養にかかわる諸課題を俯瞰的かつ総合的に捉え、解決するこ

とのできる人材を育成するため、令和２年４月に食物栄養科学部食物栄養学科（入学定員

200 人）・食創造科学科（入学定員 80 人）を開設した。 

既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻の修士課程（入学定員 12 人）及び博士後期課程

（入学定員２人）の過去５年間の入学者数の平均は、修士課程が約 10 人、博士後期課程が

２人と、年によって若干の多寡があるものの安定した学生確保を続けている。食物栄養科

学研究科は食物栄養科学部を基礎とする研究科であり、令和６年度以降は食物栄養科学部

食物栄養学科及び食創造科学科からの進学者が増加することが確実であり、両専攻の入学

定員を充足することは十分に可能であると考える。 

また、後述する本学在籍学生を対象とした進学意向調査や社会人を対象とした第三者機

関による進学意向アンケートにおいても、本研究科に「進学したい」という回答が、設定

した入学定員を大きく上回る結果となった。  

以上の検討に基づき、食物栄養科学研究科の入学定員を充足させることが可能であると

判断する。 

 

２ 定員超過率が０．７倍未満の学科について 

令和３年度の入試結果を受けて、武庫川女子大学音楽学部演奏学科の４年間の平均入学

定員超過率が 0.7 倍未満(0.63 倍)となった。定員未充足の原因は、伝統的なクラシック音

楽を学ぶ音楽大学(含音楽学部)への進学率の低下及び新型コロナウイルス感染拡大による

影響と分析している。具体的には全国的にミュージカルや電子機器を使ったオリジナル音

楽を志向する傾向にあり、クラシック音楽を専門に学び続けようと進学する高校生が減少

している。加えて、令和２年からのコロナ禍の中、マスコミ報道において演奏家が窮地に

置かれている情報が拡散され、先行き不透明な時代に就職を見通すのが難しい音楽学部は

敬遠されたものと分析している。 

また併設の武庫川女子大学短期大学部に設置している７学科のうち、英語キャリア・コ

ミュニケーション学科（平均入学定員超過率 0.67 倍）、幼児教育学科（同 0.67 倍）、健康・
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スポーツ学科（同 0.59 倍）及び食生活学科（0.62 倍）の４学科において２年間の平均入学

定員超過率が 0.7 倍未満となった。文部科学省が令和３年２月にとりまとめた「私立学校

の経営状況について（概要）」によると、令和２年度における入学定員未充足の短期大学の

割合は 73.9%であり、また、入学定員の 80%以上に満たない短期大学の割合は全体の約 35％

と、全国的な短大離れの傾向は止まらない。武庫川女子大学短期大学部においても、平成

27 年度以降毎年定員未充足の状況が続いていたが、令和３年度入試は新型コロナウイルス

感染拡大による経済状況の悪化等の影響から、大学・短大への現役志願率は伸び悩み、短

期大学部全体の入学定員 700 人に対して入学者は 370 人（入学定員超過率 0.53 倍）という

入試結果なった。現在の短期大学部の定員設定はこの様な状況下で維持することは難しく、

大学の学部学科の充実とあわせて短大定員設定の在り方を見直す予定である。 

 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

１ 既存専攻の状況 

 既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻の入学者は下表のとおりで、直近 6 年間の平均

入学定員超過率は、修士課程が 0.81 倍、博士後期課程が 0.91 倍と、入学定員定員割れを

起こしている年度があるものの他大学大学院の同系統専攻と比べても比較的安定した入学

者を確保している。 

 

 

○生活環境学研究科食物栄養学専攻 修士課程の直近 6年間の志願者・入学者等の状況 

年 度 
入学定員 

① 

志願者 

② 

志願倍率 

（②/①） 

入学者 

③ 

定員超過率 

（③/①） 

平成28年度 

12 

17 1.41 15 1.25 

平成29年度 18 1.50 16 1.33 

平成30年度 10 0.83 10 0.83 

令和元年度 8 0.66 7 0.58 

令和2年度 6 0.50 5 0.41 

令和3年度 6 0.50 6 0.50 

平 均 ― 10.83 0.90 9.83 0.81 
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○生活環境研究科食物栄養学専攻 博士後期課程の直近６年間の志願者・入学者等の状況 

年 度 
入学定員 

 ① 

志願者 

   ② 

志願倍率 

（②/①） 

入学者 

③ 

定員超過率 

（③/①） 

平成 28 年度 

2 

0 0 0 0 

平成 29 年度 3 1.5 3 1.5 

平成 30 年度 2 1.0 2 1.0 

令和元年度 0 0 0 0 

令和 2 年度 5 2.5 5 2.5 

令和 3 年度 1 0.5 1 0.5 

平 均  ― 1.83 0.91 1.83 0.91 

 

今後は令和２年度に開設した食物栄養科学部２学科からの卒業生の入学者を見込んでお

り、さらに入学者を見込むことができると考えられる。進学希望についてのアンケート調

査は後述の通りである。 

 

２ 本学学生を対象としたアンケートによる進学意向調査 

継続的な学生確保の見通しを定量的に確認することを目的として、令和４年４月の本研

究科開設以降に入学する可能性がある武庫川女子大学在学中の学生に進学意向アンケート

を実施した。以下、令和３年２月に実施したアンケートの調査結果を示す。各学年におい

て食物栄養科学研究科の入学定員を上回る進学希望者がいることが確認できた。 

 

◆調査概要：本研究科への入学希望者のニーズアンケート 

◆調査期間：令和２年 11 月 

◆回答件数：学部在学生 652 人 

所属 学年 
入学予定 

年度 
学生数 

食物栄養学 

専攻 

食創造科学 

専攻 
合計 

生活環境学部 

食物栄養学科 
3 R4 年度 184 10 4 14 

生活環境学部 

食物栄養学科 
2 R5 年度 208 11 3 14 

食物栄養科学部 

食物栄養学科 
1 R6 年度 

200 20 0 20 

食物栄養科学部 

食創造科学科 
60 0 8 8 

 以上のようなる調査結果が得られたことから、学生の確保を見込めると考えられる。 
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３ 学外者を対象としたアンケートによる入学意向調査 

 さらに学外からの入学意向の調査として、外部機関（株式会社高等教育総合研究所）に

よるアンケート調査を行った。 

◆調査概要：本研究科への入学希望者のニーズを WEB アンケート方式にて測定した。 

◆調査期間：令和 3年 2 月 

◆調査内容：合計 10 問の選択式のアンケート 

◆回答件数：近畿 2 府 4 県在住、22～44 歳の男女計 12,092 人(管理栄養士 132 人、栄養士

262 人、保健師 61人、看護師 282 人など医療関連の免許保有者含む) 

以下、アンケート調査の結果を示す。 

 

表１：武庫川女子大学大学院「食物栄養科学研究科（仮称）」で学びたいと思いますか。 

                           （母数：6,063 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２：武庫川女子大学大学院「食物栄養科学研究科」で学びたい課程・専攻・コースをお

答えください。（母数：132 人） 

選択肢 回答数 構成比 

【修士課程】食物栄養学専攻（仮称）  99 人 75.0％ 

【修士課程】食創造科学専攻（仮称） 25 人 18.9％ 

【博士後期課程】食物栄養学専攻（仮称） 4 人 3.0％ 

【博士後期課程】食創造科学専攻（仮称） 4 人 3.0％ 

 

表３：武庫川女子大学大学院「食物栄養科学研究科」の修士課程で学んだ後、さらに博士

後期課程で学びたいと思いますか。（母数：542 人） 

選択肢 回答数 構成比 

学びたい 231 人 42.6％ 

学びたくない 29 人 5.4％ 

現時点ではわからない 282 人 52.0％ 

合計    542 人  100％ 

 

選択肢 回答数 構成比 

ぜひ学びたい（入学したい） 193 人 3.2％ 

将来の選択肢の一つとしたい 781 人 12.9％ 

あまり興味がない 1,939 人 32.0％ 

全く興味がない 3,150 人 52.0％ 

合計 6,063 人 100.0％ 
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以上の結果から、学外からも一定の進学希望者が見込めると考えられる。 

【資料１】武庫川女子大学大学院 食物栄養科学研究科 修士課程・博士後期課程 

入学意向についてのアンケート調査報告書 

【資料２】食物栄養科学研究科リーフレット 

 

 

４ 近隣同系統研究科の設置状況 

 地域科学研究会高等教育情報センター発行の「全国大学一覧」（著作：文部科学省）によ

ると、全国に栄養科学系を柱とする私立の大学大学院研究科（食物栄養科学研究科、家政

学研究科）は全国に 16校確認でき、令和２年度現在、近畿内には 6大学に 8 研究科が存在

する。本研究科の近隣府県には、大阪市立大学大学院、神戸学院大学大学院、神戸女子大

学大学院、京都女子大学大学院、同志社女子大学大学院などがある。 

また、栄養科学系学部を有する大学は、奈良女子大学の生活環境学部食物栄養学科、大

阪市立大学生活科学部食品栄養科学科などの国公立大学を含め、近畿圏内の栄養科学系学

部を有する大学は 9 校存在し、大学卒業後に本研究科に進学する学生を広く集めることが

できると考えられる。 

本研究科は兵庫県西宮市に立地し、兵庫県と大阪府を主な通学圏とし、学生募集地域と

想定している。大阪府に私立の同系統の研究科はなく、兵庫県下にある 2 校においては大

阪府から西宮市、芦屋市を挟んで神戸市須磨区および西区にある。神戸三宮と大阪梅田の

両ターミナルの中心に位置する西宮市にキャンパスを持つ本研究科は、地理的な要因も踏

まえ、需要は高いと考えられる。 

【資料３】 栄養学研究科系を有する近隣大学の入学者数、充足率 

【資料４】 食物栄養学系を有する近隣大学の立地 

 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

 食物栄養科学研究科は、既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻を改編し設置すること

から、学生納付金についても生活環境学研究科食物栄養学専攻と同額とすることが妥当と

考える。具体的な納付金額は以下のとおりである。※計数は端数処理により、合計におい

て一致しない場合がある。 

食物栄養学専攻・食創造科学専攻 修士課程・博士後期課程共通 

（単位：円） 

入学金 授業料 教育充実費 初年度納付金 

280,000 645,000 131,000 1,056,000 

 文部科学省がとりまとめた「私立大学等の令和元年度入学者に係る学生納付金等調査結

果」によると、全国の私立大学大学院（集計学校数：博士前期課程 442 大学、博士後期課

程 316 大学）の令和元年度入学者に係る学生納付金平均額は以下のとおりとなっている。 
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 入学金 授業料 施設設備費 合計 

博士前期課程 206,203 766,889 75,753 1,048,445 

博士後期課程 196,972 603,496 50,831  851,298 

 

また、同調査における研究科の「家政」分野の学生納付金平均額は以下のとおりとなる。 

家政系 入学金 授業料 施設設備費 合計 

博士前期課程 237,776 619,706 103,445 960,927 

博士後期課程 236,928 623,036 103,439 963,403 

  

食物栄養科学研究科で設定した学生納付金額は上記の平均を約 95,000 円上回っているが、

私立大学大学院研究科の納付金としては突出した額というわけではない。家政系のうち本

研究科と同系統の食物栄養系の競合校である女子栄養大学大学院栄養学研究科（1,272,000

円）、同志社女子大学大学院生活科学研究科食物栄養科学専攻(1,066,000 円) と比較した場

合はむしろ低い額となっていることが確認できる。 

（金額は日本私立大学団体連合会「令和２年度学生納付金等調査」より） 

さらに武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部の卒業生は新卒・既卒にかかわらず

入学金が半額（140,000 円）免除となる措置もあり、学生の経済的負担に考慮した学費設定

であると考える。 

 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 

１ 学生確保の取り組み 

 学生確保に向けた具体的な取組みとして、既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻と同

様に、大学院の魅力を伝えるリーフレット作成、ホームページ開設、ダイレクトメール送

付等を行い、学内外の入学希望者に対して本研究科を広く周知し、学生確保に努める。 

しかしながら、このような不特定多数に向けた広報媒体だけでは学生確保に向けた十分

な取組みとは言えず、入学者確保に向け、食物栄養科学部の入学者に対して早い時期から

大学院進学への興味を持たせ、必要性を認知させる努力が必要であると考える。そこで、

進学希望者を対象とした進学説明会を開催したり、教員が適宜大学院に関する情報提供を

行ったりし、大学院進学についての動機付けを高めるよう努める。 

また、経済面での学生支援も充実させている。社会人学生が仕事と学業を両立しやすい

よう、以下の学生支援制度を用意している。 

①長期履修学生制度 

修士課程では２年間の授業料で最大４年間、博士後期課程は３年間の授業料で最大６

年間の在籍が可能となる長期履修制度を導入しており、職業に従事しながら学ぶ社会人

の学修機会を拡大させている。 

②奨学金制度 
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 給付型の「武庫川女子大学大学院奨学」制度を設けており、採用されると年間授業料

の 50％相当額が給付される（外国人留学生と 50歳以上の学生は対象外）。 

③保育ルーム 

学内に子どもを一時的に預かる保育施設ラビークラブを開設しており、子育て中の本

学大学院生が安心して大学院の学業に取り組むことができる環境を整備している。 

④学会活動支援制度 

国内外での学会発表や参加において申請し認められれば、申請内容により所定の支援

金を得ることができる活動支援制度を整備している。 

 

２ 定員超過率が０．７倍未満の学科について 

 音楽学部演奏学科については、高校生には吹奏楽が根強い人気があるため、令和２年度

入学生より専門に学ぶ管楽器の楽器種を５種類増やした。音楽学部ホームページは、在学

生の様子や活躍が見やすく、情報更新しやすいものにリニューアルしてスマートフォンに

も対応し、高校生に必要な情報を提供するツールとして活用していく。また、教員が積極

的に高校訪問を行い、今後も音楽担当教諭への面談を続け、希望があれば音楽学部教員に

よる特別レッスンやクラブ指導を行うなど良好な関係を構築し、学生募集につなげる。ま

た、総合大学の利点を生かした確実な就職及び就職率の高さをアピールすると共に、授業

内容を見直すなど、高校生に魅力ある学科となるよう検討し、入学者の確保に繋がるよう

にしたい。 

武庫川女子大学短期大学部の英語キャリア・コミュニケーション学科、幼児教育学科、

健康・スポーツ学科及び食生活学科の４学科の学生確保に向けた取組としては、短期大学

部に特化した案内パンフレットや学科の魅力を伝えるリーフレットの作成、より分かりや

すいホームページの開設、ダイレクトメール送付等をこれまで以上に行い、入学者確保に

つなげていきたい。 

 

（２) 人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

食物栄養科学研究科では、大学が掲げる立学の精神と教育推進宣言に則り、平和で民主

的な社会の形成者として、高度な教養と幅広い知識を有し、豊かな人間性を備えるととも

に、時代と社会の要請に応えつつ高度化していく食物栄養科学の分野で活躍できる人材を

育成する。 

食物栄養科学に精通した知識を有し、社会の動向や予防・医療現場に対応した予防栄養・

医療栄養への実践力と応用力、社会情勢の中で食産業界のあらゆる分野で発揮できる企

画・運営能力を身につけることを目的とする。また、あらゆる分野において研究成果から

エビデンスを明らかにする能力を身につける。 
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【食物栄養学専攻】 

健康栄養科学コース、実践管理栄養コースの 2コースを設置する。2コースとも人々の健

康づくりに貢献する有能な栄養学専門家を養成する。健康栄養科学コースにおいては、疾

病の予防、ヘルスプロモーションの考え方を重視し、主として公衆衛生機関等において予

防学分野で活躍する人材を養成し、実践管理栄養コースにおいては、個人の身体・栄養状

態のアセスメント結果に基づいた疾病の治療、QOL の改善など、臨床や福祉といった治療学

分野で活躍する実践的な管理栄養士を養成する。さらに、博士後期課程においては、予防

学分野、治療学分野の研究者を養成する。 

【食創造科学専攻】 

食産業界の先導者となって新しい製品やサービスを創出できる食の専門家として、食に

関する卓越した専門力と探求力および国際的な場で実践できる知識と教養、さらには食産

業界でリーダーシップを発揮できる技術力とコミュニケーション能力を身につけ、豊かな

発想力から生まれる創造的な研究に取り組むことができる人材を養成する。食品関連教育

機関における教育・研究者、食品・医薬品関連企業における研究・開発者、公的機関にお

ける専門技術者を目指す。        

 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠

１ 既存研究科・専攻への求人状況と就職実績 

既存の生活環境学研究科食物栄養学専攻修了後は、有名企業の研究員、病院管理栄養士、

教員、検疫所（国家公務員）、栄養教諭、行政機関などに人材を送り、幅広いキャリアへ道

を広げている。企業や病院等に勤めている社会人も多く受け入れてきたことから、社会的

なニーズは十分あることが確認できている。 

【資料５】 食物栄養学専攻修士課程修了者の就職実績 

【資料６】 博士号取得者の就職実績 

 

２ 社会的な人材需要 

 食物栄養科学研究科においては、修了後の将来の進路はそれぞれの総合的知識･理解を有

する優位性を活かして、期待される活躍の場は相当な広がりがあると考えられる。 

現在の国際的状況として、国連加盟 193 か国により 2016 年から 2030 年の 15 年間で達成

するために掲げた国際目標である持続可能な開発目標(SDGs)が採択された。その中の「目

標２：飢餓をゼロに」「目標３：すべての人に健康と福祉を」を達成するため、栄養改善の

取組が不可欠であり、世界中で様々な取組みが進められている。飢餓、低栄養、過栄養及

び栄養不良の二重負荷といった何らかの栄養課題がどの国にも存在し、その解決に向けて

は社会環境を含め、様々なアプローチを組み合わせた包括的な対策が必要とされている。 

一方、日本は戦後の食糧難の時代から、高度経済成長期を経て、飽食と食生活の多様化

へと、戦後 50 年で日本人の食生活は激変した。1990 年代に入り高齢化社会を迎え、健康状
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態に対して栄養や食生活が重要な役割を果たしていることが注目されている。このような

背景の中で、21 世紀の栄養・食生活のあり方が検討され、大きな改革の時期を迎えている。

現在、日本は栄養に関する取組として、日本の栄養政策の重要な３つの要素である「食事」

「人材」「エビデンス」を組み合わせた栄養政策を始動させた。乳幼児期から高齢期まで全

ライフコースを対象とした様々な施設に管理栄養士・栄養士を配置し、他職種との連携に

よって、各現場の対象者特性に合わせた栄養改善を目指している。また、栄養対策と並行

して、傷病者や被災者等を対象とした対策を通じて、「誰一人取り残さない」社会づくりを

してきた。こうした日本の 100 年以上の栄養政策の経験を世界に発信し、持続可能な社会

の実現への貢献を目指すためにも、食物栄養学の専門的な知識を持った人材が必要である

といえる。 

健康増進法第 16 条の 2に基づく食事摂取基準の策定、高齢者の介護予防・フレイル予防

の対策・健康支援型配食サービスの推進等、これから我が国が直面する諸問題に栄養面か

ら支え、対策を打つ必要がある。 

【資料７】厚生労働省健康局健康課栄養指導室発行 「日本の栄養政策」 

【資料８】厚生労働省 栄養施策の動向について  

 

食物栄養科学の専門性に応じて、具体的な社会的ニーズを以下に示した。 

＜行政職として＞ 

人口減少、高齢化が進み、国内の食市場の縮小が予想される一方、今後、健康に配慮し

た食生活を気にかける消費者が増えることが見込まれる。都道府県や市町村などの地方自

治体、または、保健所や保健センターなどで働く行政管理栄養士、栄養教諭、検疫所に従

事する国家公務員等、行政職としてキャリアを広げることができる。食をキーワードに公

衆衛生、介護・福祉においても、予防栄養、医療栄養の観点から、健康増進のコーディネ

ーターなどとして、地域活性化の役割を果たし、多方面での活躍が期待される。 

＜我が国の食関連産業を担う人材として＞ 

ユネスコ無形文化遺産に「和食」が登録され、日本の食事が世界中から注目される時代

が到来した。食を通じて国内外のマーケットへ発信し、「食」をキーワードに価値創造し、

ブランド力を高めることができるような食の専門家として活躍が期待される。食文化を通

じて地域を活性化させると同時に日本の食文化を世界に広める橋渡しの役割も担うことが

できる。 

健康へのニーズに対応した新たな食市場を創造していくことが重要である。このため、

健康を切り口とした食環境づくりを推進することにより、健康に着目した食材の利用拡大

や日本型食生活の普及・実践のための人材が必要となってくる。 

＜商品企画・開発担当者として＞ 

食に関する社会のニーズを探りあて、新たな商品やサービスを生み出す。社会情勢に応

じたトレンドに常にアンテナを張り、市場調査の分析を科学的に掘り下げ、商品・サービ
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スのコンセプトの立案、開発を実行することができる。 

＜経営者として＞ 

食産業に関連するビジネスのリーダーとして、企業のトップマネジメントをする。食に

関する専門意識を持つ経営者として、経営方針、経営計画を立てるとともに、ビジョンを

示したうえで経営全般を管理し、その実現をとおして社会的役割を果たす役割が期待され

る。 

【資料９】農林水産省大臣官房政策課食ビジョン推進室 日本食文化ナビ 

 

以上のことから、今後の方向性として、食物栄養科学に基づいた科学的根拠による栄養

や食品に関する研究が必要であり、栄養や食に関する実践的な技術者の人材的需要は高い

と言える。 

食物栄養科学研究科においては、技術力、豊かな発想力を兼ね備えた食物栄養科学のあ

らゆる分野で活躍できる研究者の育成により、食品企画・開発担当として食品関連企業や

薬品関連企業をはじめ、保健所、検疫所や病院等での行政管理栄養士としての貢献が期待

されると考えられる。予防栄養、医療栄養に特化した、既存とは違う管理栄養士の育成に

より、第一線で活躍できる人材を生み出すことが可能であると考える。 

 

以上 
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SCC1  

  

1.  4,866 40.2% 

2.  7,226 59.8% 

 0 0.0% 

 12,092 100.0% 

 

SCC2  

 

  36.6 

  22 

  46 

12,092  

 
SCC3  

  

25.  647 5.4% 

26.  1,548 12.8% 

27.  5,462 45.2% 

28.  3,269 27.0% 

29.  746 6.2% 

30.  420 3.5% 

 0 0.0% 

 12,092 100.0% 

6  

SCC4  

  

1.  259 2.1% 

2.  11,833 97.9% 

 0 0.0% 

 12,092 100.0% 
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 0 0.0% 
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学生確保（資料）―8



  
 

8 
  

 

( )  

 
SCC8  

  

1.  193 3.2% 

2.  781 12.9% 

3.  1,939 32.0% 

4.  3,150 52.0% 

 0 0.0% 

 6,063 100.0% 

 
 

Q11 SCC8 1993 7881  
974 616 358  

 
Q11  

 

  

1.  402 41.3% 

2.  140 14.4% 

3.  43 4.4% 

4.  31 3.2% 

 358 36.8% 

 974 100.0% 

 
Q1 SC8  

  

1.  99 75.0% 

2.  25 18.9% 

3.  4 3.0% 

4.  4 3.0% 

 0 0.0& 

 132 100.0% 

 
  

学生確保（資料）―9



  
 

9 
  

 
QQ2 Q11 4002

25 542  

 
Q22  

 

  

1.  231 42.6% 

2.  29 5.4% 

3.  282 52.0% 

 0 0.0& 

 974 100.0% 

 
 
 

学生確保（資料）―10



 

10 
  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
  

学生確保（資料）―11



 

11 
  

 
 

 
  

学生確保（資料）―12



 

12 
  

 

 
  

学生確保（資料）―13



 

13 
  

 

 

 

学生確保（資料）―14



 

14 
  

 

 

 
16 17   

学生確保（資料）―15



 

15 
  

 

 
  

学生確保（資料）―16



 

16 
  

 

 
  

学生確保（資料）―17



 

17 
  

 
 

 

 
 
 

 

 
Q1 Q2 16 17  

 

学生確保（資料）―18



武 庫 川 女 子 大 学 大 学 院

食物栄養科学研究科
高度な教養と幅広い知識を有し、豊かな人間性を備えるとともに、時代と社会の要請に
応えつつ高度化していく食物栄養科学の分野で活躍できる人材を育成。

4

食物栄養科学に精通した知識を有し高度な実践力と応用力を身につける。

社会の動向や予防・医療現場に対応した予防栄養・医療栄養への実践力と応用力を身につける。

社会情勢の中で食産業界のあらゆる分野で発揮できる企画・運営能力を身につける。

あらゆる分野において研究成果からエビデンスを明らかにする能力を身につける。

（ 仮 称 ・ 設 置 構 想 中 ）

食物栄養学専攻
食産業界の先導者となって新しい製品やサービ
スを創出できる食の専門家として、食に関する
卓越した専門力と探求力および国際的な場で実
践できる知識と教養、さらには食産業界でリー
ダーシップを発揮できる技術力とコミュニケー
ション能力を身につけ、豊かな発想力から生ま
れる創造的な研究に取り組むことができる人材
を養成する。企業等との共同研究やコラボ開発
を通して、技術力、企画力および実践力を身に
つける。

各専攻・コースが養成する人材・教育目標

食創造科学専攻

健康栄養科学コース
疾病の予防、ヘルスプ
ロモーションの考え方
を重視し、主として公
衆衛生機関等において
予防学分野で活躍する
人材を養成する。

実践管理栄養コース
個人の身体・栄養状態
のアセスメント結果に
基づいた疾病の治療、
QOLの改善など、臨床
や福祉といった治療学
分野で活躍する実践的
な管理栄養士を養成
する。

人々の健康づくりに貢献する有能な栄養学専門
家を養成する。2コースを設置し、各分野での
専門性を高める。

食物栄養科学研究科の教育研究の目的

※本学が設置構想中の上記の研究科名・専攻名・課程名・コース名は
いずれも仮称です。

修了後の進路

健康栄養科学コース
• 公衆衛生機関、教育機関における高度職業人としての管理栄養士
• スポーツ選手や乳幼児、高齢者といったライフステージの特性に応じた高度な栄養管理が必要な分野で活躍す
る管理栄養士や専門職

実践管理栄養コース
• 医療機関、介護施設等における高度職業人としての管理栄養士

※博士後期課程においては、それぞれの分野においてリーダーとなる管理栄養士、実践栄養学研究者、管理栄養士
養成施設（大学等）の教員を目指す。

【食物栄養学専攻】

• 食品関連教育機関における教育・研究者、食品・医薬品関連企業における研究・開発者、公的機関における専
門技術者

【食創造科学専攻】

資料２
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各専攻・課程・コースの概要

専攻・コース
食物栄養学専攻

（健康栄養科学コース・実践管理栄養コース）
食創造科学専攻

課程名 修士課程 博士後期課程 修士課程 博士後期課程

入学定員 ８名 ２名 ４名 ２名

授与する学位 修士（食物栄養学） 博士（食物栄養学） 修士（食創造科学） 博士（食創造科学）

標準修業年限 ２年 ３年 ２年 ３年

長期履修学生
制度

長期履修学生制度とは、職業を有しているなどの事情で、通常の修業年限で修了することが困難な方のための制度です。こ
の制度を利用し、標準の修業年数を超えて学び、学位を取得することが可能になります。ただし、この制度を利用する場合、
本人の申請に基づき審査を受け、承認される必要があります。

開講形態 昼夜開講

出願資格

大学を卒業している方およ
び、前年度3月31日までに
卒業見込みの方

入学時点で修士の学位ある
いは専門職学位を有する方、
または前年度3月31日まで
に取得見込みの方

大学を卒業している方およ
び、前年度3月31日までに卒
業見込みの方

入学時点で修士の学位ある
いは専門職学位を有する方、
または前年度3月31日までに
取得見込みの方※実践管理栄養コースは、管理栄養士免許を有している方

または取得見込の方

入学金 授業料 教育充実費 初年度納付金合計

280,000 645,000 131,000 1,056,000

＊ 2022(令和4)年度予定のものです。変更となる場合があります。
＊ 武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部の卒業生で、修士課程に入学する者は、入学金を半額免除します。（新卒・既卒とも）
＊ 武庫川女大学大学院修士課程修了者で、博士後期課程に入学する者は入学金を全額免除します。また、武庫川女子大学・武庫川女子大学短期大学部の卒業生で博士
後期課程に入学する者は、入学金を半額免除します。（新卒・既卒とも）

＊ 長期履修学生の授業料(年額)は異なります。

初年度納付金（修士課程・博士後期課程 共通）

JR

多様な学びを応援する学生支援制度

アクセス

大阪市立大学大学院生活科学研究科食・健康科学講座 / 同志社女子大学大学院生活科学研究科食物栄養科学専攻 / 京都女子大学大学院家政学研究
科食物栄養学専攻 / 神戸女子大学大学院家政学研究科食物栄養学専攻 / 神戸学院大学大学院栄養学研究科栄養学専攻 及び 食品薬品総合科学研究科
食品薬品総合科学専攻

（参考）本学が開設予定の食物栄養科学研究科(仮称)と同系統の学びを提供する近隣の大学院

（単位：円）

※本学が設置構想中の上記の研究科名・専攻名・課程名・コース名は
いずれも仮称です。
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★大阪市立大学大学院

神戸学院大学大学院★ 

神戸女子大学大学院★

★同志社女子大学大学院

★京都女子大学大学院

★武庫川女子大学大学院

【資料４　食物栄養学系の研究科を有する近隣大学の立地】
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Evidence
Evidence

Diets

～持続可能な社会の実現のために～

誰一人取り残さない

Nutrition Policy in Japan to Leave No One Behind
- For Achieving Sustainable Societies -

日本の栄養政策

資料７
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2
3

持
続
可
能
な
開
発
目
標
(S
D
G
s)
と
は
、2
01
5年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
20
30
年
ま
で
の
国
際
目
標
で
あ
り
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
17
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
栄
養
不
良
へ
の
取
組
は
栄
養
や

健
康
の
課
題
を
対
象
と
す
る
「
目
標
２
 飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」「
目
標
３
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
を
は
じ
め
、全
て
の
目
標
の
達
成
に
寄
与
し
得
る
。

こ
れ
ま
で
も
各
国
の
政
府
や
国
際
機
関
、
産
業
界
、
市
民
社
会

等
に
よ
り
様
々
な
栄
養
改
善
の
取
組
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
う

し
た
中
、
20
12
年
の
世
界
保
健
総
会
に
て
20
25
年
ま
で
に
 

達
成
す
べ
き
目
標
(世
界
栄
養
目
標
20
25
)が
策
定
さ
れ
た
。 

こ
の
目
標
は
SD
G
sに
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
栄
養
改
善
に
 

対
す
る
国
際
的
気
運
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の

国
に
も
何
ら
か
の
栄
養
課
題
が
存
在
し
、
多
く
の
国
が
「
栄
養

不
良
の
二
重
負
荷
」
に
直
面
し
て
い
る
。

飢
餓
、
低
栄
養
、
過
栄
養
及
び
栄
養
不
良
の
二
重
負
荷
の
解
決

に
向
け
て
は
、
全
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
は
も
と
よ
り
、
社
会
環
境
を

含
め
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

※
出
典
：
 G
lo
ba
l N
ut
rit
io
n 
Re
po
rt
:2
01
8 
G
lo
ba
l N
ut
rit
io
n 
Re
po
rt
」 
(2
01
9)

減
少
し
て
い
た
世
界
の
飢
餓
人
口
は
20
14
年
か
ら
増
加
に
転
じ
、
世
界
の
9人
に

1人
が
飢
餓
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
、
全
世
代
で
過
体
重
も
増
加
し
て
お
り
、  

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
飢
餓
や
栄
養
欠
乏
だ
け
で
な
く
、
過
体
重
や
肥
満
等
の
あ
ら
ゆ
る

栄
養
不
良
の
解
消
を
含
む
。
世
界
の
５
歳
未
満
死
亡
率
は
出
生
1,
00
0件
中
39
件

ま
で
低
下
し
た
が
、
依
然
と
し
て
適
切
な
栄
養
や
完
全
母
乳
栄
養
育
児
等
の
介
入

が
必
要
で
あ
る
。

※
出
典
：
国
際
連
合
(U
ni
te
d 
N
at
io
ns
)：
Th
e 
Su
st
ai
na
bl
e 
D
ev
el
op
m
en
t 
G
oa
ls
 R
ep
or
t 
20
19
 (
20
19
)

目
標
2　
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

飢
餓
を
終
わ
ら
せ
、
食
料
安
全
保
障
及
び
栄
養
 

改
善
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を
促
進
す
る

目
標
3　
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
す
べ
て
の
人
々
の
健
康
的
な
 

生
活
を
確
保
し
、
福
祉
を
推
進
す
る

栄
養
課
題
へ
の
取
組
は
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
(全
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
)の
人
々
の
栄
養
状
態
を

改
善
・
維
持
し
健
康
増
進
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
勤
労
等
の
様
々
な
社
会
 

活
動
を
支
え
、
社
会
全
体
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
。

SD
G
sの
達
成
に
は
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
栄
養
不
良
へ
の
取
組
が
不
可
欠
で
あ
る
。

 █
持
続
可
能
な
開
発
目
標
(S
D
G
s)
の
達
成
に
は
栄
養
改
善
の
取
組
が
不
可
欠
で
あ
る

 █
世
界
中
で
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
国
に
も
何
ら
か
の
栄
養
課
題
が
存
在
す
る

栄
養
不
良
の
二
重
負
荷

「
栄
養
不
良
の
二
重
負
荷
」
と
は
、
低
栄
養
と
過
栄
養
が

個
人
内
・
世
帯
内
・
集
団
内
で
同
時
に
見
ら
れ
た
り
、 

一
生
涯
の
中
で
低
栄
養
と
過
栄
養
の
時
期
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在

し
た
り
す
る
な
ど
、
低
栄
養
と
過
栄
養
が
併
存
す
る
状
態

の
こ
と
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
発
展
を
阻
害
す
る

地
球
規
模
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

栄
養
不
良
の
二
重
負
荷

低
栄
養
と
過
栄
養
が
併
存
す
る
状
態

低
栄
養

■
 や
せ
、
発
育
阻
害

■
 貧
血

■
 微
量
栄
養
素
欠
乏
　
等

■
 過
体
重
、
肥
満

■
 食
事
関
連
の
非
感
染
性
疾
患

　
 (2
型
糖
尿
病
、
循
環
器
疾
患
等
)　
等

過
栄
養

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る

世
界
の
栄
養
課
題

世
界
の
栄
養
課
題
と
日
本
の
栄
養
政
策
の
歴
史

日
本
の
栄
養
政
策
に
お
け
る
重
要
な
3つ
の
要
素

国
際
貢
献
に
向
け
て
…

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る
世
界
の
栄
養
課
題

①
 『
食
事
』
を
中
心
と
し
た
栄
養
政
策

日
本
の
10
0年
以
上
の
栄
養
政
策
の
経
験
に
根
ざ
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
た
い

②
 『
人
材
』
の
養
成
と
全
国
へ
の
配
置

③
 科
学
的
な
『
エ
ビ
デ
ン
ス
』
に
基
づ
く
政
策
プ
ロ
セ
ス

経
済
成
長
に
先
立
っ
て
、
日
本
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
栄
養
政
策
を
推
進

 持
続
可
能
な
開
発
目
標
(S
D
G
s)
の
達
成
に
は
栄
養
改
善
の
取
組
が
不
可
欠
で
あ
る

 世
界
中
で
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
国
に
も
何
ら
か
の
栄
養
課
題
が
存
在
す
る

 主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
、
食
べ
方
ま
で
を
含
む
『
食
事
』
と
い
う
考
え
方

 全
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
傷
病
者
や
被
災
者
ま
で
を
も
カ
バ
ー
す
る
栄
養
政
策

 日
本
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
地
域
特
性
を
取
り
入
れ
た
『
食
事
』
の
指
導

 地
域
を
主
体
に
発
展
さ
せ
て
き
た
『
食
事
』
の
指
導
の
歴
史

 全
国
の
給
食
施
設
で
栄
養
専
門
職
に
よ
っ
て
栄
養
管
理
さ
れ
た
『
食
事
』
を
提
供

 大
規
模
災
害
時
で
も
健
康
的
な
『
食
事
』
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組

 1
92
4年
に
始
ま
っ
た
長
き
に
わ
た
る
栄
養
専
門
職
養
成
の
歴
史

 全
国
の
栄
養
改
善
に
取
り
組
む
栄
養
学
を
学
ん
だ
栄
養
専
門
職

 日
本
各
地
の
様
々
な
現
場
に
お
け
る
、
栄
養
専
門
職
に
よ
る
栄
養
改
善
の
取
組

 地
域
の
栄
養
改
善
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 栄
養
政
策
の
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
調
査
・
研
究
に
お
け
る
10
0年
以
上
の
歴
史

 P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
健
康
・
栄
養
政
策
の
策
定
・
改
善
プ
ロ
セ
ス

 1
94
5年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
、
信
頼
性
の
高
い
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

 栄
養
政
策
の
基
盤
と
な
る
「
食
事
摂
取
基
準
」
の
策
定
・
活
用
と
継
続
的
な
改
善

 国
と
各
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
健
康
・
栄
養
政
策
の
推
進

 食
糧
難
に
よ
る
栄
養
欠
乏
へ
の
対
策
の
時
代
 ～
栄
養
調
査
に
基
づ
く
施
策
に
よ
り
栄
養
欠
乏
対
策
を
推
進
～

 経
済
成
長
に
伴
う
生
活
習
慣
病
へ
の
対
策
の
時
代
 ～
地
域
主
体
の
栄
養
改
善
施
策
に
よ
り
生
活
習
慣
病
対
策
を
推
進
～

 複
雑
化
し
た
栄
養
課
題
へ
の
対
策
の
時
代
 ～
制
度
の
充
実
化
に
よ
り
高
度
か
つ
き
め
細
か
な
栄
養
政
策
を
推
進
～

P3

P6
～
7

P1
2

P8
～
9

P1
0～
11

P4
～
5

KE
Y
 P
O
IN
TS
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20
17
年

実
質
G
D
P

6
兆
1,
41
4
億
U
S＄

平
均
寿
命

84
.2
歳

85
歳

70
歳

80
歳

75
歳

平
均
寿
命

19
60
年

実
質
G
D
P

7,
96
2
億
U
S＄

平
均
寿
命

67
.8
歳

19
85
年

実
質
G
D
P

3
兆
7,
00
7
億
U
S＄

平
均
寿
命

77
.6
歳

平
均
寿
命

実
質
G
D
P

6兆
U
S＄

実
質
G
D
P

3兆
U
S＄

4
5

経
済
成
長
に
先
立
っ
て
、
日
本
は
誰
一
人
取
り
残

日
本
は
栄
養
に
関
す
る
取
組
を
、
古
く
は
明
治
維
新
(1
80
0年
代
後
半
)の
頃
か
ら
行
っ

て
き
た
。
そ
し
て
、
19
20
年
の
国
立
栄
養
研
究
所
の
設
立
や
、
19
24
年
の
私
立
栄
養

学
校
の
開
設
を
皮
切
り
に
、
日
本
の
栄
養
政
策
の
重
要
な
3つ
の
要
素
で
あ
る
「
食
事
」

「
人
材
」「
エ
ビ
デ
ン
ス
」
を
組
み
合
わ
せ
た
栄
養
政
策
を
始
動
さ
せ
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
後
は
国
際
機
関
等
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
栄
養
専
門
職
に
よ
る
国
民

の
栄
養
状
態
の
調
査
、学
校
給
食
、地
域
で
の
栄
養
指
導
等
に
よ
る
栄
養
改
善
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
は
右
図
に
示
す
通
り
、
G
D
Pの
増
加
・
平
均
寿
命
の
延
伸
に
先
立
っ
て
開
始
 

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
経
済
成
長
に
先
立
ち
展
開
し
て
き
た
栄
養
政
策
を
、
各
時
代
の

課
題
に
合
わ
せ
て
発
展
さ
せ
、
そ
れ
と
同
じ
く
し
て
経
済
成
長
を
実
現
し
、
世
界
一
の

長
寿
国
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

※
平
均
寿
命
：
経
済
協
力
開
発
機
構
(O
EC
D
)：
Li
fe
 e
xp
ec
ta
nc
y 
at
 b
irt
h(
To
ta
l),
 J
ap
an
 (1
96
0-
20
17
)

※
実
質
G
D
P：
世
界
銀
行
(W
or
ld
 B
an
k)
：
G
D
P 
(c
on
st
an
t 2
01
0 
U
S$
), 
Ja
pa
n 
(1
96
0-
20
17
)

197
0年
 高齢

化率

　　
　　
7%
を突
破

198
5年
 世界

一の
長寿
国と
なる

198
8年
 第2
次国
民健
康づ
くり
対策
開始

200
2年
 健康

増進
法制
定

194
7年
 全国

都市
部の
児童
に学
校給
食を
提供

　　
　 栄

養士
法制
定、
保健
所法
の全
面改
正

192
6年
 私立

栄養
学校
の第
1回
卒業
生

　　
　 栄

養技
手1
5名
が誕
生

195
4年
 学校

給食
法制
定

196
1年
 国民

皆保
険の
実現

　　
　 (
ユニ
バー
サル
・ヘ
ルス
・カ
バレ
ッジ
の実
現)

194
2年
 妊
産婦
手帳
(母子

健康
手帳
の前
身)制

度

開始

194
0年
 学校

給食
奨励
規程
の策
定

199
5年
 阪神

・淡
路大
震災

199
4年
 地域

保健
法制
定

192
0年
 国立

栄養
研究
所設
立

194
8年
 医療

法の
制定

194
9年
 栄養

改善
普及
運動
の開
始

196
2年
 管理

栄養
士制
度の
創設

201
1年
 第2
次食
育推
進基
本計
画策
定

　　
　 東

日本
大震
災

195
6年
 栄養

指導
車で
の巡
回指
導開
始

195
9年
 ボ
ラン
ティ
アに
よる
食生
活改
善の

推進
開始

200
0年
 栄養

士法
改正

　　
　 第

3次
国民
健康
づく
り対
策

　　
  (健
康日
本2
1)開
始

　　
 健や

か親
子2
1開
始

194
6年
 国民

栄養
調査
を開
始

194
5年
 第２

次世
界大
戦の
終戦

　　
　 
栄養
士規
則・
私立
栄養
士養
成所
指定

規則
公布
(栄養

士資
格を
免許
制と
して

公式
に定
める
)

192
4年
 佐
さい
きた
だす

伯矩
博士
によ
る私
立栄
養学
校開
設

192
3年
 関東

大震
災

200
7年
 高齢

化率
21%
を突
破

195
2年
 栄養

改善
法制
定

196
8年
 世界

第2
位の
経済
大国
へ

197
8年
 第1
次国
民健
康づ
くり
対策
開始

200
5年
 食育

基本
法制
定

199
0年
 高齢

化率
14%
を突
破

201
3年
 第4
次国
民健
康づ
くり
対策

　　
　 健

康日
本2
1(第
2次
)開始

193
7年
 保健

所法
制定

201
6年
 第3
次食
育推
進基
本計
画策
定

201
5年
 健や

か親
子2
1(第
2次
)開始

『
食
事
』
を
中
心
と
し
た
栄
養
政
策

食
料
難
に
よ
る
栄
養
欠
乏
へ
の
対
策
の
時
代

経
済
成
長
に
伴
う
生
活
習
慣
病
へ
の
対
策
の
時
代

複
雑
化
し
た
栄
養
課
題
へ
の
対
策
の
時
代

   
 『
人
材
』
の
養
成
と
全
国
　
へ
の
配
置

科
学
的
な『
エ
ビ
デ
ン
ス
』に
基
づ
く
政
策
プ
ロ
セ
ス

P6
～
7

P8
～
9

P1
0～
11

栄
養
調
査
に
基
づ
く
施
策
に
よ
り

栄
養
欠
乏
対
策
を
推
進

日
本
は
古
く
か
ら
冷
害
等
の
気
候
変
動
や
有
事
に

よ
る
食
料
不
足
か
ら
深
刻
な
栄
養
欠
乏
に
幾
度
と

な
く
直
面
し
て
き
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
後
は
、

国
際
機
関
等
の
支
援
の
下
、
19
45
年
に
始
ま
っ
た

栄
養
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
施
策
を
全
国
の
栄
養

専
門
職
等
に
よ
っ
て
行
い
、
早
期
に
栄
養
欠
乏
の

解
消
を
実
現
し
た
。

地
域
主
体
の
栄
養
改
善
施
策
に
よ
り

生
活
習
慣
病
対
策
を
推
進

経
済
成
長
期
に
突
入
し
た
日
本
で
は
、
肥
満
や
 

生
活
習
慣
病
の
増
加
と
い
っ
た
過
栄
養
の
問
題
が

顕
在
化
し
始
め
た
。
そ
こ
で
、
健
康
診
査
・
保
健

指
導
の
拡
充
や
人
材
育
成
・
施
設
整
備
を
中
心
と

し
た
「
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
」
に
よ
り
、
地
域

主
体
の
栄
養
改
善
施
策
を
推
進
し
、
生
活
習
慣
病

対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

制
度
の
充
実
化
に
よ
り

高
度
か
つ
き
め
細
か
な
栄
養
政
策
を
推
進

少
子
高
齢
社
会
の
更
な
る
進
展
が
見
込
ま
れ
る
中
、

活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
20
00
年
の
 

栄
養
士
法
改
正
の
ほ
か
、
栄
養
に
関
連
す
る
様
々
な

制
度
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
で
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
学
校
・
行
政
等
の
各
領
域
に
お
い
て
、 

高
度
か
つ
き
め
細
か
な
栄
養
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

さ
な
い
栄
養
政
策
を
推
進

 █
日
本
の
栄
養
政
策
で
は
、
以
下
の
３
つ
の
要
素
を
重
視
し
て
き
た

 さ
ら
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
全
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
対
象
と
し
た
栄
   
養
対
策
と
並
行
し
て
、
傷
病
者
や
被
災
者
等
を
対
象
と
し
た
対
策
を
通
じ
て
、

思
い
や
り
と
強
靱
性
を
兼
ね
備
え
た
「
誰
一
人
   
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た

経
済
成
長
に
先
立
ち
、
栄
養
政
策
を
始
動
・
推
進

学生確保（資料）―27



学
齢
児

傷
病
者
※

被
災
者

被
災
者

成
人

(青
壮
年
期
、
中
年
期
)

高
齢
者

妊
産
婦
・
乳
幼
児

6
7

『
食
事
』
を
中
心
と
し
た
栄
養
政
策

日
本
の
栄
養
政
策
に
お
け
る
重
要
な
要
素
①

 █
全
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
傷
病
者
や
被
災
者
ま
で
を
も
カ
バ
ー
す
る
栄
養
政
策

日
本
の
栄
養
政
策
は
全
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
傷
病
者
や
被
災
者
ま
で

を
も
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

栄
養
改
善
法
(1
95
2年
)で
は
、
政
府
が
国
民
を
対
象
と
し
て
栄
養
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
健
康
増
進
法
(2
00
2年
)に
同
内
容
は
引
き
継
が
れ
、

国
民
自
身
の
健
康
増
進
へ
の
取
組
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
た
。
日
本
は
健
康
 

増
進
法
を
は
じ
め
各
種
法
令
に
基
づ
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
栄
養
政
策
を

全
国
に
展
開
し
て
い
る
。

※
経
口
摂
取
が
困
難
な
傷
病
者
等
に
は
、
経
管
栄
養
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
(病
態
等
に
応
じ
、

管
理
栄
養
士
等
に
よ
り
経
口
摂
取
へ
の
移
行
を
支
援
) 日
本
各
地
で
健
康
的
な
食
事
の
指
導

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
導
は

全
国
の
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
や
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、

各
地
域
の
食
文
化
・
地
域
産
物
等
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
効
果
を
上
げ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
被
災
地
に
お
い
て

も
被
災
者
に
対
す
る
健
康
に
配
慮
 

し
た
食
事
の
指
導
が
管
理
栄
養
士
・
 

栄
養
士
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
第
２
次
世
界
大
戦
前
か
ら
、
事
業
所
、
学
校
等
を
中
心
に
栄
養
面
も
考
慮
し
た
給
食
を
提
供
し
、
戦
後
は
関
連
法
規
に
基
づ
き
、
学
校
、 

事
業
所
、
病
院
等
の
様
々
な
施
設
に
お
い
て
栄
養
専
門
職
に
よ
っ
て
栄
養
管
理
さ
れ
た
食
事
を
提
供
し
て
き
た
。
健
康
増
進
法
で
は
、
大
人
数
を
対
象

と
し
た
給
食
施
設
に
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
を
配
置
し
、
適
切
に
栄
養
管
理
さ
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
対
象
施
設
と
し
て
は
、

保
育
所
、
学
校
、
事
業
所
、
高
齢
者
施
設
、
病
院
の
ほ
か
、
矯
正
施
設
(刑
務
所
等
)や
自
衛
隊
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
約
５
万
件
の
給
食
施
設
の

う
ち
、
約
3/
4に
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
が
配
置
さ
れ
、
中
で
も
、
病
院
や
介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
ほ
ぼ
10
0％
配
置
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
戦
後
の
栄
養
欠
乏
を
解
消
す
る
た
め
、
19
49
年
か
ら
「
栄
養
改
善
普
及
運
動
」
(現
：
食
生
活
改
善

普
及
運
動
)を
開
始
し
た
。
当
時
は
、
保
健
所
の
栄
養
士
が
中
心
と
な
っ
て
、
他
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
住
民
の

栄
養
相
談
に
応
じ
、
併
せ
て
、
合
理
的
な
調
理
法
の
指
導
や
栄
養
指
導
教
材
の
配
布
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
も
、

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
を
基
に
、
毎
年
普
及
項
目
を
設
定
し
、
時
代
に
合
っ
た
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、保
健
所
に
よ
る
本
運
動
に
お
け
る
取
組
の
一
環
と
し
て
、1
95
6年
か
ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
、

栄
養
指
導
車
(キ
ッ
チ
ン
カ
ー
)に
よ
る
食
事
の
巡
回
指
導
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
は
、
短
時
間
で
効
果
の
 

あ
る
方
法
で
食
事
の
指
導
を
行
い
、
食
生
活
改
善
の
必
要
性
の
普
及
や
各
地
域
に
適
し
た
献
立
に
よ
る
調
理
実
演

を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
の
食
生
活
・
保
健
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た
。

日
本
で
は
料
理
の
組
合
せ
か
ら
そ
の
食
べ
方
ま
で
を
含
む
『
食
事
』
と
い
う
考
え
方
を
中
心
と
し
た
様
々
な
 

栄
養
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
基
本
は
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
米
等
の
「
主
食
」、

た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
等
の
供
給
源
と
な
る
肉
・
魚
等
が
中
心
の
「
主
菜
」、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
供
給

源
と
な
る
野
菜
・
き
の
こ
等
が
中
心
の
「
副
菜
」
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
や
す
く
な
る
。

さ
ら
に
、
食
事
を
通
じ
て
人
と
の
交
流
を
大
切
に
す
る
、
1日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
な
ど
、
そ
の
食
べ
方

も
大
切
に
し
て
お
り
、
食
生
活
指
針
の
中
で
も
推
奨
し
て
い
る
。

多
く
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
日
本
で
は
、災
害
時
に
も
健
康
的
な
『
食
事
』
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

近
年
の
大
規
模
災
害
を
契
機
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
行
っ
て
い
る
主
な
取
組
と
し
て
は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

参
考
 : 
企
業
・
団
体
・
自
治
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
栄
養
政
策
の
展
開

厚
生
労
働
省
で
は
20
11
年
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
、
国
民
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
企
業
・
団
体
・
自
治
体
な
ど
の
自
主
的

か
つ
効
果
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は「
健
康
に
関
心
の
な
い
人
た
ち
も
含
め
て
誰
も
が
自
然
に
健
康
に
な
れ
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
」

の
観
点
か
ら
、
減
塩
や
野
菜
摂
取
量
の
増
加
等
を
目
的
と
し
た
食
品
や
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
等
、「
食
環
境
整
備
」
に
関
す
る
取
組
も
推
進
し
て
い
る
。

 █
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
、
食
べ
方
ま
で
を
含
む
『
食
事
』
と
い
う
考
え
方

 █
日
本
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
地
域
特
性
を
取
り
入
れ
た
『
食
事
』
の
指
導

離
乳
食
の
指
導

離
乳
食
の
指
導

成
人
の
料
理
教
室

成
人
の
料
理
教
室

学
校
の
食
に
関
す
る
授
業

学
校
の
食
に
関
す
る
授
業

高
齢
者
へ
の
食
生
活
指
導

高
齢
者
へ
の
食
生
活
指
導

健
康
診
査
・
保
健
指
導

健
康
診
査
・
保
健
指
導

学
校

学
校

事
業
所

事
業
所

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

栄
養
改
善
普
及
運
動
の
取
組

栄
養
改
善
普
及
運
動
の
取
組

栄
養
指
導
車
で
の
巡
回
指
導

栄
養
指
導
車
で
の
巡
回
指
導

病
院

病
院

被
災
地
で
の
炊
き
出
し

被
災
地
で
の
炊
き
出
し

被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
た
専
門
職

被
災
地
へ
派
遣
さ
れ
た
専
門
職

被
災
地
で
の
栄
養
指
導

被
災
地
で
の
栄
養
指
導

 █
全
国
の
給
食
施
設
で
栄
養
専
門
職
に
よ
っ
て
栄
養
管
理
さ
れ
た
『食
事
』
を
提
供

 █
地
域
を
主
体
に
発
展
さ
せ
て
き
た
『
食
事
』
の
指
導
の
歴
史

健
康
的
な
『
食
事
』
を
料
理
で
表
現
し
た
実
用
性
の
高
い
ツ
ー
ル

１
日
の
適
切
な
食
事
量
と
内
容
を
コ
マ
と
料
理
の
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
た
 

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
が
食
事
指
導
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

5つ
の
料
理
グ
ル
ー
プ
が
適
正
量
の
多
い
順
に
「
主
食
」「
副
菜
」「
主
菜
」 

「
牛
乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」
と
並
ぶ
。
体
に
欠
か
せ
な
い
「
水
・
お
茶
」
は
 

コ
マ
の
軸
、
楽
し
み
を
加
え
る
「
菓
子
・
嗜
好
飲
料
」
は
コ
マ
の
ヒ
モ
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
の
必
要
性
は
コ
マ
を
回
す
要
素
と
し
て
表
現
 

さ
れ
て
い
る
。
料
理
例
に
郷
土
料
理
を
加
え
る
な
ど
、
こ
の
ツ
ー
ル
を
独
自
に

活
用
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

 █
大
規
模
災
害
時
で
も
健
康
的
な
『
食
事
』
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組

支
援
活
動
に
お
け
る
 

規
準
・
指
針
の
策
定

・
避
難
所
で
の
栄
養
管
理
の
た
め
に
参
照
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
各
栄
養
素
摂
取
量
を
設
定

・
乳
児
や
高
齢
者
、
病
者
、
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
な
ど
の
要
配
慮
者
を
対
象
に
、
避
難
所
に
 

お
け
る
食
生
活
上
の
留
意
事
項
を
整
理

被
災
地
へ
の
管
理
栄
養
士

等
の
派
遣

・
大
規
模
災
害
に
よ
り
機
能
不
全
に
陥
っ
た
被
災
自
治
体
に
管
理
栄
養
士
等
を
派
遣
す
る
 

た
め
の
、
国
・
自
治
体
・
職
能
団
体
等
の
連
携
体
制
の
構
築
及
び
人
材
育
成
を
推
進

支
援
内
容
及
び
体
制
の

体
系
化

・
大
規
模
災
害
の
発
生
か
ら
復
興
ま
で
の
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
自
治
体
・
支
援
者
等
の
役
割

を
栄
養
・
食
生
活
支
援
ガ
イ
ド
と
し
て
体
系
化
、
体
制
構
築
や
円
滑
な
支
援
の
実
施
を
推
進

食
料
備
蓄
量
の
簡
易
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
作
成

・
健
康
・
栄
養
面
や
要
配
慮
者
も
考
慮
し
た
食
料
備
蓄
の
推
進
を
目
的
に
、
必
要
な
食
料
備

蓄
量
を
推
計
す
る
、
自
治
体
向
け
の
簡
易
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
作
成
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単
年
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交
付
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単
年
度

（
千
件
）

累
計

（
万
件
）

25507510
0

1020

単
年
度

（
千
件
）

累
計

（
万
件
）

1965
1955

1975
1985
1995
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017

単
年
度
の
交
付
数

累
計
の
交
付
数

（
年
）

8
9

そ
の
他
の
現
場
に
も
多
く
の
栄
養
専
門
職
が
配
置
さ
れ
て
い
る

そ
の
ほ
か
、
自
衛
隊
、
刑
務
所
等
に
も
配
置

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や

研
究
機
関
等
、
そ
の
活
躍
の
場
は
非
常
に

多
岐
に
わ
た
る
。

『
人
材
』
の
養
成
と
全
国
へ
の
配
置

日
本
の
栄
養
政
策
に
お
け
る
重
要
な
要
素
②

 █
19
24
年
に
始
ま
っ
た
長
き
に
わ
た
る
栄
養
専
門
職
養
成
の
歴
史

日
本
で
は
、
栄
養
欠
乏
解
消
に
向
け
て
、
食
事
指
導
や
給
食
管
理
の
た
め
の
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
19
24
年

に
佐さ
い
き
た
だ
す

伯
矩
博
士
が
「
栄
養
学
校
」
を
設
立
し
、
栄
養
士
の
養
成
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
19
47
年
に
制
定
さ
れ

た
「
栄
養
士
法
」
に
よ
っ
て
栄
養
士
の
養
成
が
法
制
化
さ
れ
た
。

経
済
成
長
期
に
は
生
活
習
慣
病
対
策
の
た
め
に
、
よ
り
高
度
な
栄
養
管
理
が
必
要
と
な
り
、
19
62
年
の
栄
養
士

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
管
理
栄
養
士
制
度
」
を
創
設
、
管
理
栄
養
士
の
養
成
が
始
ま
っ
た
。
当
時
は
、
管
理
 

栄
養
士
の
具
体
的
な
業
務
が
必
ず
し
も
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
20
00
年
の
栄
養
士
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
栄
養
士
法
に
明
文
化
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
管
理
栄
養
士
は
傷
病
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
 

複
雑
な
栄
養
課
題
を
抱
え
る
対
象
者
の
栄
養
管
理
を
行
う
人
材
と
し
て
、
そ
の
役
割
が
明
確
化
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
栄
養
専
門
職
の
役
割
を
見
い
だ
す
こ
と
に
よ
り
、
約
10
0年
に
 

わ
た
り
栄
養
専
門
職
を
養
成
し
、
全
国
に
配
置
し
て
き
た
。

日
本
で
は
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
配
置
が
法
律
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
対
象
と
な
る
施
設
は
病
院
や
学
校
、
老
人
福
祉
施
設
等
、  

非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
配
置
規
定
は
、
19
47
年
制
定
の
「
保
健
所
法
(現
：
地
域
保
健
法
)」
に
お
い
て
保
健
所
へ
の
栄
養
士
の
配
置
が

規
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

以
降
、
様
々
な
施
設
へ
の
配
置
が
各
種
法
令
に
よ
り
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
全
国
へ
の
配
置
を
確
実
に
進
め
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
、
管
理

栄
養
士
・
栄
養
士
は
民
間
企
業
、
研
究
機
関
等
に
も
勤
務
し
、
各
現
場
で
栄
養
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
本
で
は
、
栄
養
専
門
職
の
ほ
か
、
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
地
域
の
栄
養
改
善
が
行
わ
れ
て

き
た
。
そ
の
代
表
例
が
「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
で
あ
る
。

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
日
本
食
生
活
協
会
」
の
会
員
で
あ
り
、
地
域
の
栄
養
改
善
活
動

を
支
え
る
重
要
な
『
人
材
』
で
あ
る
。

日
本
食
生
活
協
会
は
、
戦
後
(1
95
0年
頃
)、
食
料
不
足
に
よ
る
栄
養
失
調
の
解
決
に
向
け
て
、
栄
養

指
導
車
(キ
ッ
チ
ン
カ
ー
)に
よ
る
栄
養
改
善
の
巡
回
活
動
を
進
め
、
各
地
域
で
料
理
講
習
会
を
開
催
 

し
た
。
そ
の
後
、
全
国
の
県
・
市
町
村
を
中
心
に
「
栄
養
教
室
」
が
開
設
さ
れ
、
正
し
い
知
識
と
技
術
を

習
得
し
た
主
婦
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
誕
生
し
、
全
国
組
織
化
さ
れ
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
規
定
の
養
成
講
座
を
修
了
し
た
後
に
「
市
町
村
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
」
に
自
ら
の
意
志
で
入
会
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
20
18
年
度
時
点
で
会
員

数
は
約
14
万
4千
人
で
あ
り
、
市
町
村
と
連
携
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
・
食
生
活
改

善
活
動
を
長
き
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
る
。
現
在
は
男
性
も
参
加
し
て
い
る
。

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
は
、
栄
養
指
導
や
給
食
経
営
管
理
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
有
し
た
人
材
で
あ
り
、
栄
養
士
法
に
規
定
さ
れ
た
免
許
資
格
職
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
管
理
栄
養
士
は
、
よ
り
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
術
を
有
す
る
人
材
に
与
え
ら
れ
る
免
許
資
格
職
で
あ
り
、
栄
養
士
免
許
の
取
得

に
加
え
て
、
国
家
試
験
の
合
格
が
必
須
で
あ
る
。 累
計
の
管
理
栄
養
士
免
許
交
付
数
は
約
23
万
件
(2
01
8年
)、
栄
養
士
免
許
交
付
数
は
約
10
7万
件
(2
01
7年
)

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
栄
養
専
門
職
が
日
本
全
国
で
栄
養
改
善
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

管
理
栄
養
士

栄
養
士

国
民
の
栄
養
に
関
わ
る
様
々
な
施
設
に
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
が
配
置
さ
れ
、
他
職
種
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
各
現
場

の
対
象
者
特
性
に
合
わ
せ
た
栄
養
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
方
自
治
体

保
健
師
等
の
専
門
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
健
康

づ
く
り
や
栄
養
・
食
生
活
政
策
の

企
画
・
実
施
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

病
院

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
等
と
連
携

し
、
患
者
の
栄
養
管
理
や
病
院
給

食
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
施
設

看
護
職
員
や
介
護
職
員
等
と
連
携

し
、
高
齢
者
の
栄
養
ケ
ア
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
給
食
の
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

学
校

学
校
給
食
の
運
営
や
、給
食
や
農
業
・

漁
業
体
験
等
を
題
材
と
し
た
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
食
文
化

等
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

保
育
所
等

子
ど
も
の
栄
養
管
理
や
給
食
の
運

営
の
ほ
か
、
他
職
種
等
と
協
力
し

て
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
を
支
え

て
い
る
。

 █
日
本
各
地
の
様
々
な
現
場
に
お
け
る
、
栄
養
専
門
職
に
よ
る
栄
養
改
善
の
取
組

19
24
年
創
設
の
栄
養
学
校

19
24
年
創
設
の
栄
養
学
校

栄
養
学
校
の
第
1期
卒
業
生

栄
養
学
校
の
第
1期
卒
業
生

約
6,
00
0人

約
6,
00
0人

約
10
,0
00
人

約
10
,0
00
人

約
40
,0
00
人

約
40
,0
00
人

約
16
,0
00
人

約
16
,0
00
人

約
15
,0
00
人

約
15
,0
00
人

家
庭
訪
問
に
よ
る
減
塩
普
及
活
動

家
庭
訪
問
に
よ
る
減
塩
普
及
活
動

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
免
許
交
付
数

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
の
配
置
先

 █
地
域
の
栄
養
改
善
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 █
全
国
の
栄
養
改
善
に
取
り
組
む
栄
養
学
を
学
ん
だ
栄
養
専
門
職

種
別

管
理
栄
養
士

栄
養
士

厚
生
労
働
大
臣
に
よ
り
免
許
付
与

都
道
府
県
知
事
に
よ
り
免
許
付
与

配
置
義
務

特
別
な
栄
養
指
導
・
給
食
管
理
が
必
要
な
施
設

・
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院

・
医
学
的
な
栄
養
管
理
を
必
要
と
す
る
給
食
施
設
　
等

栄
養
指
導
・
給
食
管
理
が
必
要
な
一
般
の
施
設

・
病
院
　
　
　
・
児
童
福
祉
施
設
　
　
　
・
事
業
所

・
学
校
　
　
　
・
老
人
福
祉
施
設
　
　
　
・
更
生
施
設
　
等

免
許
要
件

養
成
施
設
で
の
規
程
単
位
の
修
得

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
へ
の
合
格

(試
験
科
目
: 臨
床
栄
養
学
、
公
衆
栄
養
学
 等
)
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（
年
）

50
%

炭
水
化
物

脂
質

た
ん
ぱ
く
質

10
11

科
学
的
な
『
エ
ビ
デ
ン
ス
』
に
基
づ
く
政
策
プ
ロ
セ
ス

日
本
の
栄
養
政
策
に
お
け
る
重
要
な
要
素
③

 █
栄
養
政
策
の
科
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
る
調
査
・
研
究
に
お
け
る
10
0年
以
上
の
歴
史

日
本
の
栄
養
に
係
る
調
査
・
研
究
の
歴
史
は
18
00
年
代
後
半
の
脚
気
対
策
に
始
ま
る
。
当
時
、
白
米

中
心
の
食
生
活
が
ビ
タ
ミ
ン
B 1
欠
乏
を
引
き
起
こ
し
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
が
多
数
見
ら
れ
た
が
、 

欧
米
に
脚
気
患
者
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
白
米
中
心
の
食
事
を
改
め
る
こ
と
で
脚
気
を
予
防
し
た
。

上
記
事
例
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
栄
養
学
研
究
の
進
展
を
背
景
に
、
佐さ
い
き
た
だ
す

伯
矩
博
士
に
よ
っ
て
世
界
初

の
栄
養
学
研
究
機
関
と
な
る
栄
養
研
究
所
が
19
14
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
19
20
年
に
は
国
立
栄
養

研
究
所
(現
：
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
)と
な
っ
た
。
栄
養
研
究
所
で
は
、
戦
前
か
ら
主
要
な
食
品
の
 

成
分
分
析
や
デ
ー
タ
の
整
備
、
栄
養
素
等
摂
取
量
の
基
準
の
策
定
等
に
寄
与
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
学
等

の
研
究
機
関
に
よ
る
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
は
10
0年
以
上
に
わ
た
り
栄
養
政
策
・
栄
養
学
 

研
究
の
基
礎
と
な
る
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
る
。

「
食
事
摂
取
基
準
」
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
各
栄
養
素
の
摂
取
量
に
つ
い
て
1日
当
た
り
の
基
準
を
示
し
た
も
の
で
 

あ
り
、
様
々
な
栄
養
政
策
の
方
針
を
定
め
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る
。
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所
で
の
基
礎
的
研
究
や

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
、
戦
後
か
ら
栄
養
指
導
や
給
食
計
画
等
の
基
準
な
ど
、  

健
常
者
に
対
す
る
栄
養
施
策
の
基
本
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
医
療
・
介
護
施
設
等
に
お
け
る

栄
養
・
食
事
管
理
な
ど
活
用
の
範
囲
も
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
厚
生
省
(現
：
厚
生
労
働
省
)で
の
改
定
が
始
ま
っ
た

19
69
年
以
降
、
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
集
積
等
を
踏
ま
え
5年
毎
に
改
定
し
て
い
る
。

20
20
年
版
の
食
事
摂
取
基
準
で
は
、
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
や
糖
尿
病
等
の
有
病
者
数
増
加
を
踏
ま
え
、
世
界
に
先
立
っ
て
高
齢
者
の
低
栄
養
・
フ
レ
イ
ル

予
防
や
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
も
視
野
に
入
れ
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
十
分
な
栄
養
素
に
つ
い
て
は
摂
取
基
準
を
策
定
し
た
。

日
本
の
健
康
・
栄
養
政
策
は
、
国
と
各
自
治
体
の
両
輪
で
実
施
さ
れ
る
。
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
国
の
計
画
に
従
い
、
各
都
道
府
県
及
び
各
市
区
町
村

が
地
域
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
計
画
を
策
定
・
実
行
し
、
健
康
・
栄
養
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

20
00
年
以
降
、健
康
増
進
を
図
る
計
画
(第
3、
4次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
)を
策
定
、具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
評
価
・

改
善
を
行
っ
て
い
る
。
第
3次
計
画
(2
00
0～
20
12
年
度
)で
は
80
の
目
標
項
目
の
約
6割
が
改
善
傾
向
を
示
す
な
ど
、
有
意
義
な
成
果
を
上
げ
た
。

※
国
立
栄
養
研
究
所
(1
92
0年
頃
)

日
本
で
は
国
民
の
健
康
・
栄
養
状
態
を
把
握
す
る
 

こ
と
を
目
的
に
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
「
国
民
 

健
康
・
栄
養
調
査
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

19
45
年
実
施
の
栄
養
調
査
を
起
源
と
し
、
開
始
 

当
初
は
、
国
際
機
関
等
か
ら
の
食
料
支
援
の
た
め
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
時
勢
に
合
わ
せ
て
内
容
の
見
直
し

を
図
り
、
健
康
増
進
や
生
活
習
慣
病
対
策
に
資
す
る

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
へ
と
発
展
し
た
。

国
が
実
施
す
る
栄
養
調
査
で
、
70
年
以
上
に
も
わ
た

っ
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
は
世
界
に
も
例
が
 

な
い
。

日
本
で
は
健
康
・
栄
養
政
策
を
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
PD
C
A
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
種
調
査
や
 

研
究
に
よ
り
明
確
化
し
た
健
康
・
栄
養
課
題
の
解
決
に
向
け
、
政
策
を
計
画
(P
)、
実
施
(D
)、
評
価
(C
)、
改
善
(A
)す
る
こ
と
で
政
策
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。

 █
栄
養
政
策
の
基
盤
と
な
る
「
食
事
摂
取
基
準
」
の
策
定
・
活
用
と
継
続
的
な
改
善

 █
国
と
各
自
治
体
の
連
携
に
よ
る
健
康
・
栄
養
政
策
の
推
進

19
14
年
創
設
の
栄
養
研
究
所

19
14
年
創
設
の
栄
養
研
究
所

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
実
験
の
様
子

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
実
験
の
様
子

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
栄
養
素
の
構
成
割
合
の
推
移

開
始
時
よ
り
栄
養
専
門
職
を
実
施
者
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
た
信
頼
性
の
高
い
デ
ー
タ
は
、

栄
養
政
策
の
立
案
・
改
善
や
栄
養
学
研
究
に
お
け
る
重
要
な
科
学
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

国
・
各
自
治
体
の
健
康
増
進
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
20
13
～
20
22
年
度
ま
で
の
改
善
計
画
「
第
4次
国
民
健
康

づ
く
り
対
策
」
を
基
に
、
各
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た

独
自
目
標
を
据
え
た
「
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
策
定
率
は
 

非
常
に
高
い
。

第
4次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
の
目
標
分
類

国
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る
５
つ
の
基
本
的
な
方
向
を
策
定
し
、 

「
栄
養
・
食
生
活
」
に
関
す
る
目
標
も
そ
の
中
に
位
置
付
け
て
い
る
。

目
標
ご
と
に
具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
、
評
価
・
改
善
の
た
め
に

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

健
康
格
差
の
縮
小
に
向
け
た
取
組

第
４
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
の
主
要
目
標
で
あ
る
健
康
格
差
の
 

縮
小
に
向
け
て
、国
は
都
道
府
県
別
の
健
康
状
態
等
を
明
ら
か
に
し
、

各
自
治
体
で
の
自
主
的
な
取
組
を
促
進
し
て
い
る
。

男
性
(2
0～
69
歳
)

21
.5
　
　
　
25
.5

都
道
府
県
別
BM
I平
均
値
(2
01
6年
)

※
出
典
：
 厚
生
労
働
省
「
平
成
28
年
 国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

女
性
(4
0～
69
歳
)

21
.5
　
　
　
25
.5

 █
19
45
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
、
信
頼
性
の
高
い
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

 █
PD
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
健
康
・
栄
養
政
策
の
策
定
・
改
善
プ
ロ
セ
ス

参
考
 : 
栄
養
学
の
研
究
に
お
け
る
学
術
団
体
の
活
動

日
本
で
は
、
様
々
な
学
術
団
体
に
よ
る
研
究
成
果
の
普
及
や
情
報
提
供
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
栄
養
学
研
究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
お
い
て
も
70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。

国
民
の
健
康
・
栄
養
評
価

各
種
調
査
や
研
究
の
結
果
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
・
 

栄
養
課
題
を
明
確
化

政
策
の
計
画
(P
)

健
康
・
栄
養
課
題
の
解
決
に
向
け
、
各
種
基
準
等

を
参
考
に
計
画
や
目
標
値
を
設
定

政
策
の
改
善
(A
)

評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
政
策
を
改
善

政
策
の
実
施
(D
)

計
画
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
実
施

政
策
の
評
価
(C
)

目
標
の
達
成
状
況
を
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

政
策
を
評
価
、
新
た
な
課
題
を
把
握

厚
生
労
働
省

国
の
計
画
(第
4次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
)を
策
定

・
栄
養
状
態
・
生
活
習
慣
病
・
食
習
慣
等
の
改
善
を
含
む
健
康

増
進
全
体
の
目
標
を
策
定

・
日
本
全
体
で
の
10
年
後
の
目
標
値
を
設
定

47
都
道
府
県

各
都
道
府
県
の
実
施
計
画
(健
康
増
進
計
画
)を
策
定

・
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
健
康
増
進
施
策
の
実
施
計
画
を
策
定

・
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
目
標
値
と
地
域
の
状
況
を
加
味
し
、

独
自
の
KP
I(重
要
業
績
評
価
指
標
)を
設
定

約
1,
70
0市
区
町
村

各
市
区
町
村
の
実
施
計
画
(健
康
増
進
計
画
)を
策
定

・
当
該
市
区
町
村
に
お
け
る
健
康
増
進
施
策
の
実
施
計
画
を
策
定

・
都
道
府
県
の
定
め
る
目
標
値
と
各
地
域
の
状
況
を
加
味
し
、

独
自
の
KP
Iを
設
定

第
４
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
の
基
本
的
な
方
向

①
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
の
実
現

②
主
要
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
の
徹
底

③
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
維
持
・
向
上

④
健
康
を
支
え
、
守
る
た
め
の
社
会
環
境
の
整
備

⑤
栄
養
・
食
生
活
、
身
体
活
動
・
運
動
、
休
養
、
飲
酒
、
喫
煙
及
び

歯
・
口
腔
の
健
康
に
関
す
る
生
活
習
慣
及
び
社
会
環
境
の
改
善

学生確保（資料）―30
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栄養課題のほとんどが慢性的な問題であり、解決のためには継続的な取組が 
必要である。また、栄養課題を解決し、社会が持続可能な成長を遂げるためには、
経済の発展とともに変化する栄養課題に迅速に対応し、栄養状態を改善・維持
するための仕組みを各国の法制度や文化等を踏まえて構築していくことが重要
となる。

現在、各国が直面している栄養課題は日本がすでに取り組んできたものも多く、
日本の栄養政策の知見の中には各国の取組に活用できる多くの示唆が含まれて
いると考えている。

これまでも、2008年に日本で開催された国際栄養士会議(ICD2008)等の国際
会議において、世界の栄養課題解決のために日本の栄養政策の知見を発信して
きた。栄養改善に向けた国際的な機運が高まる中、日本は、「東京栄養サミット
2020」を契機に、世界中で様々な取組が開始、加速化されていくことを強く 
期待している。

日本が経済成長に先立ち展開し、経済成長を遂げる中で培ってきた100年以上
の栄養政策の経験を世界に発信し、栄養課題の解決、ひいてはその先に達成 
されるであろう持続可能な社会の実現に貢献していきたいと考えている。

■ 参考文献(50音順)
1) Global Nutrition Report：2018 Global Nutrition Report (2019)
2) 経済協力開発機構(OECD)：Life expectancy at birth(Total), Japan (1960-2017)
3) 健康日本２１評価作業チーム：健康日本２１ 最終評価 (2011)
4) 国際連合(United Nations)：The Sustainable Development Goals Report 2018 (2018)
5) 国際連合(United Nations)：The Sustainable Development Goals Report 2019 (2019)
6) 世界銀行(World Bank)：GDP(constant 2010 US$), Japan (1960-2017)
7) 世界保健機構(WHO)：Infographics on double burden of malnutrition (2019)
8) 中村丁次：栄養100年 その歴史を紐解き、未来への旗を掲げる, 日本栄養士会雑誌, 62, 4-14 (2019) 
9) 野村真利香：栄養と持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals: SDGs)―日本の公衆栄養の歴史からの学び―, 
保健医療科学, 66, 415-424 (2017)

発行：厚生労働省健康局健康課栄養指導室
本冊子は、2019年度厚生労働省予算事業(受託者：PwCコンサルティング合同会社)により、厚生労働省が所管する栄養政策を中心に取りまとめたものです。

栄養士による子どもの健康に関する指導栄養士による子どもの健康に関する指導

国際栄養士会議(2008年)の開会式国際栄養士会議(2008年)の開会式

すでに一部の国々では日本の知見を活用した政策が展開され始めている

ベトナムでは、2009年より、日本の民間企業がベトナム国立栄養研究所と共同して、
ベトナムでの栄養に関する研究を開始。その後、日本の管理栄養士・栄養士の職能
団体や大学の協力も得ながら、栄養士養成に向けた準備が進み、2012年にはハノイ
医科大学での栄養学士コースの設置が教育訓練省により許可され、2013年から栄養士
養成が開始された。
途中、独立行政法人国際協力機構(JICA)の支援も受けながら、2017年には同国初
の栄養士43名が誕生した。また、この栄養士の誕生に向けて、2015年には栄養士
に関するジョブコード(国が定める職業規定)が制定された。

日本の100年以上の栄養政策の経験に根ざし、
持続可能な社会の実現に向けて貢献したい

（写真提供：今村 健志朗/JICA）
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日本食文化ナビ
̶ 食で地域を元気にする本 ̶

NOTE
JAPANESE FOOD CULTURE NAVI

CITY :

NAME :

資料９

「和食」がユネスコ無形文化遺産に。
食文化で地域を元気にするチャンス到来！ でも…。

はじめに

INTRODUCTION

「BOOK」の目的
 「BOOK」は、地域の実践事例を、知りた
い項目別に検索し、参考にする事例集です。
 「NOTE」に書き込んでみて、課題となっ
た項目や知りたい項目を読んで、ヒントを
見つけ出してください。
　地域の取り組み別に、また視点やチェッ
クポイント別に、各地域の活動を紹介し
ていますので、気になるところから読み進
めてみてください。

BOOK

＜NOTEとBOOK＞
「日本食文化ナビ」には、NOTEとBOOK の2冊があります。
まずはNOTE を使って、みなさんの地域の現在についてページに書き込み、
各チェックポイント別に様々な「気づき」を得ていただきます。
次に、各チェックポイント別の実践ヒント集であるBOOK の該当箇所を参考に、
取り組みのヒントを見つけ出しましょう。
BOOK には各地域の事例も掲載していますので、
取り組みの流れや関連性など、全体像を見ていただけます。

「NOTE」の目的

NOTE

 「NOTE」は、食文化と地域活性化に関
わる方々が自分で書き込み、または、検
討テーマにして、関係者間の情報共有と
気づきを目指すものです。
　自分のまちの食文化や活性化の種を見
つけ出し、どう育てるか。常識のリセット、
発見と価値付け、進化、地域内での共有
や定着。こうした視点のチェックポイント
があります。

　日本の伝統的な食文化「和食」が、ユネス
コの無形文化遺産に登録されました。かつて
ないほど熱い視線が注がれ、世界中の人が
「和食」をますます楽しむ時代が来るでしょう。
2015年のミラノ万博、2020年の東京オリン
ピック・パラリンピックなどは日本の食文化が
大きく注目される場となります。
　この「和食」が認定されたのは、おいしいか
らという理由ではありません。料亭の特別な
料理が注目されたのでもありません。素材を
生かし、栄養バランスに優れ健康的な、自然と
ともにある日本人の日常の食習慣が地球人の
食として評価されたのです。日本の地域の多
様な食文化は、海外からの観光客のおもてな
しや、日本食の海外展開の主役として期待さ
れます。
　食には、農業、漁業、食品加工業、飲食業、
観光業、器や道具をつくる職人…、いろいろ
な人の営みが関わっています。地域の数多く
の産業が食文化に支えられているのです。地
域おこしを食で行うことは、こうしたさまざま
な地域の人が元気になることでもあります。
　ところが…。皆さんは今週、「和」の食事を

何回楽しみましたか？ 世界に評価される一
方で、国内を見渡すと急速に「和食」が損なわ
れつつあるというのも事実ではないでしょう
か。食による地域おこしは、“岐路”に立つ「和
食」を見つめ直す絶好のチャンスです。
　しかし、食を通じた地域おこしには、陥りや
すい落とし穴もあります。目先の一瞬の盛り上
がりで終わってしまうケース。マーケティング
的に成功しても地域の人や産業がないがしろ
にされて、地域の人々が幸せにならないケー
ス。それでは、食文化が結局育たず、持続可
能な地域おこしにはなっていきません。20年、
30年と持続していくことが、実は収益の最大
化であるはずなのに。
　一方で、地域の文化、祭り、伝統行事など
を生かし、食文化を継承しながら、地域活性
化に成功する事例も数多く生まれています。
　日本の食文化を使って、地域をもっともっ
と元気にしよう。どうしたらいいの？　その道
筋を示すのが「日本食文化ナビ」です。これを
地域の幅広い人々が活用して、自分たちの食
文化を見直し、生かしながら、新しい地域活
性化の可能性が見つかることを願っています。

地域食材のブランド化に成功
⇒BOOK p42参照

一工夫することで大ヒット
⇒BOOK p28参照

切り口を変えることで新たな商品価値へ 
⇒BOOK p45参照

Ａ級グルメで若者も魅了
⇒BOOK p52参照
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「日本食文化ナビ」を手にとった方々へ

突然ですが、みなさんの地域の活性化の取り組み、
こんなことになっていませんか？

こんなことにならないように、
「日本食文化ナビ」で、
食文化で地域を元気にする
ヒントを見出していきましょう！

TO THE PEOPLE WHO PICKED UP THE “JAPANESE FOOD CULTURE NAVI”

「インパクト重視で、
地域食文化ないがしろ」型

NGポイント
□ 地域の食文化と無関係
□ 食材や調達方法へのこだわりがない

　A町は、山と海に囲まれた風光明媚な土地で、
小さな温泉地が有名。
　温泉の新たな名物として、商工会の青年メン
バーが中心になり、温泉が噴出するように盛りつけ
を工夫したカレーを開発。“カレーの街”として地域
活性化に取り組むことに。
　しかし、カレーは元々の名物でもなく、原材料は
コスト重視のため地域外から調達するなど、カ
レー自体へのこだわりはない。

「地元住民は蚊帳の外、
地域に根づかない」型

NGポイント
□ 地元の人材や食文化が育たない

　C村は、数年前から鳥獣の被害に悩まされてい
たが、捕獲した有害鳥獣の肉を活用し、地元のフ
ランス料理のシェフと連携してジビエ料理のレシ
ピを開発。
　このレシピでのジビエ料理を提供する場が一部
の宿泊施設や高級料理店に限られていて、地元
の住民がジビエ料理を食べたり、子どもたちが学
校教育などでジビエについて学ぶ機会がないため、
地元の名産と言いながら、地元の多くの人は食べ
たことがない。

「素材は地元産なのに、
加工はおまかせ外部委託」型

NGポイント
□ 地域内での高付加価値化を
追求できていない

□ 原材料やこだわりポイントの
見える化ができていない

　B市は、地域活性化の一環で、地元のこだわり
野菜を使ったピクルスをつくることに。
　地元の農家とJAがプロジェクトチームを結成し、
意見を出し合ったところ、季節ごとに旬の野菜を
持ち寄り、原料とすることに。
　しかし、地域内の加工業者でなく、B市となんの
ゆかりもない外部の加工業者に委託。
　商品のコンセプトやパッケージデザインも含め
て外部に依存しており、商品開発のストーリーを
伝えていなかったため、季節ごとの野菜を使って
いるという商品のアピールポイントをPRできず。 「原料、製品不足で、

外部仕入れ」型

NGポイント
□ 地域での6次産業化のはずが、
地元に収益を還元できない
一業者になってしまう

　D町は、特産品のオリーブを原料にしたオリーブ
オイルを開発。地元の名産品として売り出すことに。
　売り上げは好調だったが、生産が追いつかず、
逆に地元産オリーブオイルの供給が滞ることに。そ
こで、外部から仕入れたオリーブオイルも併せて
販売。
　結果的には、地域の素材を活用するという生産
者の意思が反映されない事業に変化していく。

「外部への素材提供のみの、
食材ファクトリー」型

NGポイント
□ 地域産品の高付加価値ができず、安く
大量に生産する食材工場になってしまう

□ 1次産業、2次産業、3次産業が
連携する6次産業になっていかない

　E市は、地域の農業を元気にしようと外部の業
者に素材を販売するプロジェクトを立ち上げる。
　大手流通チェーンへアピールするが、そこで求め
られるのは、地元の特産野菜ではなく、流通チェーン
や加工品の原料となる野菜の安定的な供給だった。
　地域生産者が参加するプロジェクトにはならず、
地域産品の販売拡大につながらない。

4 5

「日本食文化ナビ」は
こんな人に
使ってほしい！

地域活性化に関わる方々 地域の食文化に関わる方々 食育に関わる方々

　この「日本食文化ナビ」は、地域の食文化を
活用して地域を元気にしようと思っている方を
対象に作成しました。コミュニティのリーダー、
６次産業化に取り組む方、商工会の方、地域の
食文化の継承や振興に関わる方、食育に関わ

る方、行政の方などで、これから取り組みを始め
る方、壁に突き当たっている方に利用していた
だければと考え作られました。
　地域活性化には、どの地域でも通用する単
一の方法はありません。「日本食文化ナビ」は

“これをやれば地域活性化が叶う！”といったマ
ニュアルではなく、“どのような視点が必要か”
を示すナビゲーションです。食文化と結びつ
けることで、地域が長期的に持続可能なか
たちで元気になることを願っています。

食文化を
伝える方

教師、
保育士の方

給食に関わる方加工業の方
職人の方

生産者の方
行政の方商工会の方

観光業の方
食育普及員の方地域おこしの

リーダーの方 地元シェフの方
地元の

飲食業の方

みんなの知恵を出し合って、 食で地域を元気に！

TO THE PEOPLE WHO PICKED UP THE “JAPANESE FOOD CULTURE NAVI”
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「日本食文化ナビ NOTE」の使い方

HOW TO USE

地域活性化のための「6つの視点」を把握しましょう  P9～11

食文化を生かしながら地域を活性化している実際の事例を分析して、大切なポイン
トとして得られたのが「6つの視点」です。6つの視点をさらに詳しく細分化し、26
のチェックポイントを設定しました。これから取り組みを始める、またはさらにステッ
プアップするにあたり、どのようなコトが必要かを知ることが大切です。

「6つの視点」による自己診断をしてみましょう。  P12～29

次に、12ページ以降のワークシートに思いつくことをどんどん書き込んでいきましょ
う。「6つの視点」に添って、自らチェックしてみることで、当たり前だと思っていた
ことがそうでないとわかったり、思いがけない気づきや発見があると思います。
そのときの、ちょっとした気づきやつぶやきは、具体的なアクションのための大切な
種となります。忘れないように、キーワードだけでもよいのでワークシートに書き留め
ておきましょう。

地域の“現在のすがた”を、あらためて眺めてみましょう  P30

最後に、視点別の取り組み状況を、30ページのシートに再度書きこみます。自分
たちの地域で、よく取り組んでいる点、今後まだまだ取り組みを進められそうな点、
これまでは意識していなかった点など、一度俯瞰的に見てみましょう。

取り組みを始める前に使ってみる
せっかく地域に良いものがあるのに、その価値に気がついていない、ということはあ
りませんか。そこに、地域活性化の宝が埋もれているかもしれません。まずは、6つ
の視点と26のチェックポイントを眺めながら、「食文化」で地域が元気になるため
に意識すべきことに気づき、関係者で共有するところから始めましょう。

いまの取り組みやプロジェクトを診断する（or見直してみる）
すでに「食」を使った取り組みを進めているけれども、今ひとつうまくいかない、あ
るいは長続きしないなどの悩みを抱えている地域は少なくありません。さらに前進す
るためには何が不足しているのか、どんなことが必要なのか、を発見するために使っ
てみてはいかがでしょうか。

―いつ使うのがよいですか？

6 PERSPECTIVE AND 26 CHECKPOINT 

「日本食文化ナビ」
6視点と26チェックポイントの意味
まずは、地域のみなさんが「当たり前」と思っている地域の食文化に、実は宝ものが眠っているのでは？
という可能性を探してみます。つまり、「当たり前」と思っていることをリセットするところから始めましょう。
次に、その食文化を今までとは違った切り口から見てみることで、取り組みを深めていきます。
それらのステップによって得た価値観をふたたび地域内で共有して、次の気づきにつなげるという
一連のサイクルが大切です。では早速、自分の地域の取り組みについて、12ページの[視点0]から
チェックしてみてください。これまで見過ごしていた思いがけない“気づき”に出合えるかもしれません。

「当たり前」をリセットする

地域食文化の特徴や魅力に気づく視点0

外への発信、外からの視点を取り込み、
さらに進化する
国内外のマーケットへ発信し
ブランド力を高める視点4

長期的に
地域に根づくよう

ふたたび地域に落とし込む

地域全体で育み、
次の世代にも伝えるための仕組みづくりをする

視点5

「食」の循環を見渡す
（生産、調達、加工、調理など）視点1

地域食文化を創造的に
デザインする視点2

「食」をキーワードに
価値創造する
～イーティングデザイン

視点3

食文化を新たな視点で発見し、
新たな価値を付け加える

8 9

「当たり前」をリセットする

CHECK1_ 食文化を活用して地域を活性化しようと考えた
 きっかけは何ですか？
CHECK2_ 地域に眠っている魅力探しをして
 どんな食文化を見つけましたか？
CHECK3_ 見つけた食文化をどのように活性化につなげようと
 思いましたか？　初期段階の企画やアイデアは？
CHECK4_ 活性化につなげるためにどのような地元関係者と
 気づきや狙いを共有しましたか？

視点０ 地域食文化の特徴や魅力に気づく

食文化を新たな視点で発見し、
新たな価値を付け加える

CHECK5_ 地域の食材の来歴・由来を知っていますか？
CHECK6_ 地産地消が意識されたり、行われていますか？
CHECK7_ 在来の品種を活用していますか？
CHECK8_ 地域の食材を地域で加工していますか？
 （地域内での付加価値化・6次産業化）
CHECK9_ 原材料の生産から加工までの過程を見える化する
 工夫をしていますか？

視点1 「食」の循環を見渡す
（生産、調達、加工、調理など）

CHECK10_ 伝統的な地域の食文化に工夫を加え、
 新たな魅力を創造していますか？
CHECK11_ 地域の自然や景観、環境の価値を見出し、
 それをどのように引き出そうとしていますか？
CHECK12_ 食にかかわる地域の祭や行事などの価値を見出し、
 どのように活性化につなげようとしていますか？

視点2 地域食文化を創造的にデザインする

視点3 「食」をキーワードに価値創造する
～イーティングデザイン

CHECK13_ 日本食文化の特長である「おもてなし」を
 どのように取り入れていますか？
CHECK14_ 食の伝統的作法や地元の歴史的風習などを
 どのように生かしていますか？
CHECK15_ 「食器」やその他の伝統的工芸品と「食べ物」を
 どのように連携させていますか？
CHECK16_ 食の「空間」や「しつらい」をどのように工夫し、
 活用していますか？

長期的に地域に根づくようふたたび地域に落とし込む

CHECK21_ 地域に食文化が根付き、それが誇りとなるよう、気づいた
 食文化の価値を地域内でどのように共有していますか？
CHECK22_ 食文化を通じて地域や家族の絆を深める工夫はありますか？
CHECK23_ 学校などの教育現場や地元店舗（レストラン・直売所等）
 と連携し、食文化の継承を目的とした仕組みはありますか？
CHECK24_ 食文化の継承に向けて、伝える側の人を
 育てる仕組みはありますか？
CHECK25_ 食文化の継承に向けて、受け継ぐ側の人を育てる
 （次世代の舌づくり）仕組みはありますか？
CHECK26_ 「食文化の継承」を人づくりの一環と捉え、
 食育に生かしていますか？

視点5 地域全体で育み、次の世代にも
伝えるための仕組みづくりをする

外への発信、外からの視点を取り込み、さらに進化する

CHECK17_ 国内の他地域（又は消費地・消費者）に対して情報発信を
 するとともに、評価を受けるための工夫をしていますか？
CHECK18_ 観光業界や流通業界等と連携するなど、地域の食文化を
 日本全国に広げるための工夫をしていますか？
CHECK19_ 海外に対する情報発信や海外拠点の整備など、地域の食
 文化を海外に広げるための工夫をしていますか？
CHECK20_ 外国人観光客や外国人の評価を受けるための
 工夫をしていますか？

視点4 国内外のマーケットへ発信し
ブランド力を高める

6 PERSPECTIVE AND 26 CHECKPOINT 

有志の市民が、伝
統的な「もち食」文
化の衰退やもち米
の県外流出に危
機感を抱いた“気
づき”が糸口になり、
商業振興や食育
イベントにつな
がった地域が！　
⇒BOOK p20参照

地域の食材を見
つめ直し、「地元食
材を料理し、提供
する」をコンセプト
に、山菜、大根、お
茶など地域の在
来作物を使った郷
土料理を開発、提
供することになっ
たのは…。
⇒BOOK p28参照

地域の食材を使っ
たA級グルメを展
開。レストランを開
業し、地元食文化
から離れがちな若
者や、マスコミの
関心を集めたまち
とは!?
⇒BOOK p52参照

ワイングラスに伝
統工芸の技を取り
入れ、デザイン。食
材や料理だけでな
く、食器やサービ
スを海外富裕層
向けにアピールし
ている地域とは？
⇒BOOK p31参照

流通業者が消費
者を現地に案内し、
情報発信をしてい
る地域があるらし
い。それは…。
⇒BOOK p24参照

食文化、食育、健
康をテーマにした
ガイドブックやイ
ベントで、地域の
人々の意識が高ま
り、継承活動が活
発になった！　
⇒BOOK p16参照
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食文化を活用して地域を活性化しようと
考えたきっかけは何ですか？

見つけた食文化をどのように活性化につなげようと
思いましたか？ 初期段階の企画やアイデアは？

CHECK1_ CHECK3_

地域食文化の特徴や魅力に気づく
WORKSHEET

視点０

これからプロジェクトを始めようとする人は、
地域の食文化の魅力について考えてみましょう。

見つけた魅力を、地域おこしのためにどう活用しようと思ったか。
初期段階のアイデアを書き出してみましょう。

地域に眠っている魅力探しをして
どんな食文化を見つけましたか？

CHECK2_

あなたの地域の食文化やその他の特徴、気に入っている点などを
好きなだけ挙げてください。

活性化につなげるためにどのような地元関係者と
気づきや狙いを共有しましたか？

CHECK4_

人のつながりを広げる関係者やキーパーソン、
プランニングや情報発信の仲間になりそうな人を考えてみましょう。

郷土料理、特産品、食
材、加工・保存技術、
行事・文化・伝統、自
然・環境・風景。幅広
く“あるもの探し”を！

HINT!

“あるもの探し”の始ま
りは？ 消えそうな伝統
食？ 地元で人気の個
性的メニュー？

HINT!

何を、どのように始め
ましたか？（始めようと
思いますか？）きっか
けを見つめてみよう。

HINT!

地域を元気にする取
り組みは、ひとりでは
できません。一緒に取
り組む仲間は誰でし
たか（ですか）？

HINT!

12 13

1月

12月11月
10月

9月

8月

7月

6月 5月
4月

3月

2月
冬

夏 春

秋

大切にしたい地域の営み

>地域の営みカレンダー

【記入例】

「食」の循環を見渡す視点1

　わがまちの食文化を見直し、地域に眠っている食の資
源を見つけ出そうとする際に、地域の行事に着目するの
もひとつの方法です。まちの各地域のさまざまな行事を
洗い出し、カレンダーに書き込んでみましょう。それぞれ
の行事に関わる料理や食文化はありませんか。また、この
時期にこれを収穫する、調理するなど地域独特の風習は
ありませんか。これまで日本人は、季節の変化とともに暮
らしを営んできました。地域の行事には、その季節ならで
はの土地の食材や料理、食べ方などが登場する可能性
も少なくないようです。土地の人には見慣れたものであっ
ても、他の地域の人からは珍しく価値あるものが隠れて
いるかもしれません。

○ →自分の町の祭りや行事、季節の風習を記入してみましょう。
☆ →次にそれに関わる「食」の思い出や風景を書いてみましょう。

COLUMN1

地域行事

地域の食材の来歴・由来を知っていますか？CHECK5_

地産地消が意識されたり、行われていますか？CHECK6_

在来の品種を活用していますか？CHECK7_

（生産、調達、加工、調理など）

・ 地域が提供する代表的な料理や特産品の材料について、
地域に根付いたものかどうか確認しましょう。 

・ 現時点の状況を踏まえて、これまで以上に地元産や在来の品種を
活用できないか検討してみましょう。

〈自慢の料理とその素材は？〉

〈地域でとれる素材は？〉

素材 特徴や活用状況

素材 来歴・由来 素材 来歴・由来

（料理等の名称） （料理等の名称）

○ 稲刈り

☆ 寒干し大根の
　 仕込み

○ 夏祭り
☆ 枝豆でずんだの
おはぎ作り

○ お盆

○ 田植え

○ 正月
☆ 鮭といくらのお雑煮

○ 山菜採り
☆ わらび・
 　こしあぶら

この時期、
ゆずの甘露煮
作ったね～。

夏祭りに集まると
おばあさんの
いなか寿司を
食べたな～。

1月

12月11月
10月

9月

8月

7月

6月 5月
4月

3月

2月
冬

夏 春

秋

下の表には地域に昔
からある素材、いま生
産されている素材を
書いて。また、アピー
ルポイントも探しましょ
う（例・伝統大蔵大
根→純白で繊維の密
度が高いので、煮崩
れしにくい。）

HINT!

「素材」の欄には原材
料を、「来歴・由来」
の欄には、食材が地
元産であれば「○」、
そうでないものは「̶」
を。地域に昔からある
在来の食材の場合は
「◎」を記入しましょう。

HINT!

一番上の欄には、地
域の自慢の料理や加
工食品の名称を書き
ましょう。

HINT!
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地域食文化を創造的にデザインする視点2

地域の食材を地域で加工していますか？
（地域内での付加価値化・6次産業化）

伝統的な地域の食文化に工夫を加え、
新たな魅力を創造していますか？

CHECK8_ CHECK10_

地域が提供する代表的な料理や特産品などを、
どこで加工・調理しているか書き出してみてください。

地域の固有性にプラスしてどのような一工夫や一手間を
かけているかを書き出してください。

原材料の生産から加工までの過程を見える化する
工夫をしていますか？ （食の安全・安心。消費者ニーズへの対応）

CHECK9_

加工の過程を見える化するために、
どのような工夫をしているかを書いてみてください。

WORKSHEET 

意外と「地域外」が多くあ
りませんか？　どうしてかを
話し合ってみよう。

HINT!

消費者の信頼や関心を
得られるって大切。商品
づくりの過程はオープン
になっている？

HINT!

「伝統は、実は革新の連
続！」。上の世代から受け
継いだものをどうアレンジ
すれば、多くの人に受け入
れてもらえるだろう？

HINT!

地域の伝統的なメニューが提
供方法をひと工夫しただけで
ヒット!? 少しずつたくさん食べ
られる小皿料理にしたアイデア
⇒BOOK p109 ヒント10-3参照

HINT!

都会を追わず、独自の生活文
化から価値の創造に成功した
地域があります。いったいその
地域とは…？
⇒BOOK p109 ヒント10-2参照

HINT!

16 17

地域の自然や景観、環境の価値を見出し、
それをどのように引き出そうとしていますか？

CHECK11_

食材を生産する地域の自然環境、食事する場の景観など、食文化を支える
様々な環境的要素をどのように活用しているかを書き出してください。

食にかかわる地域の祭や行事などの価値を見出し、
どのように活性化につなげようとしていますか？

CHECK12_

取り組みを長く続いていくものにするには、活用する食文化が地域に根ざし
ていた本物であることがポイントです。 
地域の歴史と結び付いた祭や行事はどういったものがあるか、
またそれをどのように食と結び付けているかを書き出してください。

WORKSHEET 

日本食文化の偉大な加工技術
　発酵や天日干しは、日本人が昔から利用し
てきた伝統的な技術ですが、最新の科学で
は栄養価が高まることが再評価されています。
　ただし天日干しは、まさに日に干すことに
よってビタミンDを生み出しますが、現在、機
械で乾燥したものが多く出回るのも事実。も
う一度、地域の食材や料理、暮らし方などを、
健康や栄養という面から正しく見直すことが、
地域の食文化の付加価値づけになるのでは
ないでしょうか。
　このほかの料理技術や、ものづくりの技術

も大きなアピールポイントになります。築地は
日本人にとってはわざわざ行くという場所で
はないけれど、外国人にとっては世界水準の
価値があります。それは、職人芸の世界だか
らです。このように、料理人はもちろん、料理
道具、器、箸をつくる職人の技術は、無形文
化遺産登録によって、国内では予測できない
新しい価値として注目される可能性がありま
す。日本人にはあたりまえの包丁の技術でも、
海外では、人を魅きつけるトピックスになるか
もしれません。

COLUMN2

発酵と栄養、そして技

お金、エネルギー、人を地域内循環させる
　食でまちおこしをしようとするとき、一時のブー
ムで終わらないようにしなければなりませんが、
そのためには“循環”という視点も重要です。
　収益が一部に集約していくのでなく、関わ
る地域の人々に回っていくお金の循環。石油
やガスなどを地域外から買うのを当たり前と
するのでなく、自給で地域の自立を目指すエネ
ルギーの循環。そして、高齢化や後継者不足
のなかで、地域に新しい働き手や後継者をつ
くっていく人の循環。
　いま、日本の地域では、雇用が減り、若い世
代が地域の外に出ていくということが慢性化
している傾向があります。そうして、各地で伝
統的な食文化や行事の後継者が少なくなり、
消滅の危機に陥るケースも見られます。新し
いプロジェクトでは、コストがネックになること

もあります。地域にないものを買ってくるとい
う発想ではなく、地域資源を循環させながら、
地域を元気にする。これは、一瞬の盛り上がり
でなく、持続可能なかたちを追求する姿勢に
もつながります。

COLUMN3

循環という視点

茅葺き屋根の小屋、はさが
けをしている水田、自然放
牧、囲炉裏での食事…、美
しい食の風景はない？

HINT!

行事のたびに食べる「もち
料理」、お祭りの打ち上げ
で振る舞われる伝統料理
など、行事での食を見つ
め直して。

HINT!
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日本食文化の特長である「おもてなし」を
どのように取り入れていますか？

食の伝統的作法や地元の歴史的風習などを
どのように生かしていますか？

CHECK13_ CHECK14_

「食」をキーワードに価値創造する ～イーティン  グデザイン視点3

「食器」やその他の伝統的工芸品と「食べ物」を
どのように連携させていますか？

CHECK15_

最高のおもてなしをするため
伝統工芸品や食器などの
細部にまでこだわりを持って
いる地域とは…？　
⇒BOOK p121 ヒント13-1参照

HINT!

地域の人 が々昔から客をもて
なすときのことを思い出してみ
ましょう。なにか、魅力的な
ふるまいが見つからない？

HINT!

祭りや年中行事で神仏
に捧げる食、この日には
これを食べるといった風
習はない？

HINT!

地域の食文化は、「食べ
物」だけではないはず。「食
器」や「料理道具」なども
一緒に考えてみては？

HINT!

20 21

食の「空間」や「しつらい」をどのように工夫し、
活用していますか？

CHECK16_

食材を生産する地域の自然環境、食事する場の景観など、食文化を支える
様々な環境的要素をどのように活用しているかを書き出してください。

WORKSHEET 

「都市部でウケる」は果たして成功か？
 「東京などの都市部でウケるのは何か」。地域のメ
ニューや加工食品を開発、販売するとき、ついそう
いう発想をしてしまいがちです。でも、3年前にウケ
ていたものが、今でもウケ続けているでしょうか？
　農業や食文化は、1年や2年でなくなっていいも
のではありません。地域の食を都市のマーケットへ

売り出すとき、素材や調理法、食べられ方、扱われ
方などをデザインできないことにより、一時的な
ブームで終わったり、価値を逆に落としてしまうこ
とになりかねません。マーケットにウケるという発想
から、一度長期的な視点に立って、長く安定的に
支持されるという発想に立ち返ることも大切です。

COLUMN4

マーケットを見つめ直す

少子高齢化とマーケティング視点
　アニメ「サザエさん」の食卓を思い出してく
ださい。象徴的な日本の団らん風景です。しか
し、日本の食卓風景はずっとそうでしょうか？
　2030年、高齢者は32%に増え、そのうち一
人暮らしは3人に1人。皆で食卓を囲むという
家庭は減っています。では、一人暮らしのお年

寄りは食べ物に関心がないのでしょうか。いえ、
実は高くても美味しいものを少量いただきたい
という人が増えてきます。マーケットは、子ども
たちが沢山食べる家庭だけでなく、一人暮らし
の方がゆったりと自分の食を楽しむ食卓も想
定する必要がありそうです。

COLUMN5

2030年問題

6次産業ってなに?

　1次産業×2次産業×3次産業が一緒になるこ
とを６次産業って言いますよね。でも“3×2×1”で
6次産業というのもあるんです。「1次産業で、地
元で取れるものを地元で加工してなるべくブラン
ド化して売りましょう」が“1×2×3”型の６次産業。
それに対して“3×2×1”型は「こういうのが沢山
売れているから誰か効率的に作ってください。原
料ください」「そんなに作れません」「ではよそで

買って来ましょう」。販売が先に立ち、地域の食材
を使わない結果を招く。食文化で地域振興する
という本当の目的がひっくりかえってしまいます
ね。〇〇うどん、〇〇ラーメンなどには、地名が付
いているけど地元産の原料を全く使っていない
ものがあったりする。これは、“3×2×1”でたくさん
売ろうと、やりすぎた結果。みなさんもそうならな
いように気をつけましょう。

COLUMN6

6次産業化見て楽しむ、食べて楽しむ！
景観による食の演出を楽しんで
いる地域とは…？
⇒BOOK p130 ヒント16-1参照

HINT!

食事の空間が魅力的である
ことも大切。都会的である
必要はなく、地域らしい伝
統や個性は見つからない？

HINT!
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国内の他地域（又は消費地・消費者）に対して情報発信をすると
ともに、評価を受けるための工夫をしていますか？

観光業界や流通業界等と連携するなど、地域の
食文化を日本全国に広げるための工夫をしていますか？

CHECK17_ CHECK18_

国内外のマーケットへ発信しブランド力を高める視点4

どのように発信や評価を受けるための工夫をしているか書き出しましょう。 地域の食文化を日本全国に広げるために、
どんな工夫をしているか書き出しましょう。

海女100人の大移動。キャ
ラバンが広告塔になってPR
をしている地域とは…？　
⇒BOOK p136 ヒント17-8参照

HINT!

地域のよさに気づくのは、
意外と地域外の人だった
りするもの。外の人との交
流を考えてみましょう。

HINT!

体験型ツアーにより生
産者と消費者をつない
でいる地域とは…？
⇒BOOK p140 
　ヒント18-1参照

HINT!

魅力を伝え広げ、人やも
のを動かすキーマンや会社
とのつながりはどうすれば
結べる？

HINT!

24 25

海外に対する情報発信や海外拠点の整備など、
地域の食文化を海外に広げるための工夫をしていますか？

CHECK19_

地域の食文化を海外に広げるために、
どんな工夫をしているか書き出しましょう。

外国人観光客や外国人の評価を受けるための
工夫をしていますか？

CHECK20_

外国人観光客向け、外国人コミュニティへのアプローチなど
どんな工夫をしているか書き出しましょう。

WORKSHEET 

地域全体で育み、次の世代にも
伝えるための仕組みづくりをする

視点5

地域に食文化が根付き、それが誇りとなるよう、気づいた
食文化の価値を地域内でどのように共有していますか？

食文化を通じて地域や家族の絆を深める
工夫はありますか？

CHECK21_

CHECK22_

どのような方法を使って地域内で食文化の価値を共有していますか？

海外への発信のルートは
広がっています。海外の目
によって地域の食文化が
さらに価値を増すという視
点も持って。

HINT!

けっこう外国人旅行者って
来てるんじゃない？輸出まで
は難しくても、外国人旅行
者のリピーター化や口コミ
の可能性はあるんじゃない？

HINT!

持続的な取り組みと
なるためにも、地域内
で取り組みを共有す
る輪を広げよう。

HINT!

地域外の人向けの行事
だけでなく、地域や家庭
内で、食文化を楽しむイ
ベントはない？

HINT!
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学校などの教育現場や地元店舗（レストラン・直売所等）と連携し、
食文化の継承を目的とした仕組みはありますか？

食文化の継承に向けて、受け継ぐ側の人を
育てる（次世代の舌づくり）仕組みはありますか？

CHECK23_ CHECK25_

他産業や異業種などと連携して取り組んでいる食文化の継承に向けた
活動があれば書き出してください。

食文化の継承に向けて、伝える側の
人を育てる仕組みはありますか？

CHECK24_ 「食文化の継承」を人づくりの一環と捉え、
食育に生かしていますか？

CHECK26_

WORKSHEET 

地域の学校・お店・生産
者・加工業の方と知り合い、
取り組みの理念や想いを
共有する工夫はできている？

HINT!

地域の伝統的な食に
ついて教え合う場を
つくるなどのイベント
はある？

HINT!

だしの味や、地元料理を
食べる機会を持つなど、子
どもの舌を育てる場をつく
る視点も大切です。

HINT!

次世代の若手と連携
して、食文化について
楽しく体験できる場所
づくりを考えてる？

HINT!

28 29

レーダーチャート式“気づき”発見シート
セルフチェック！

MEMO

WORKSHEET 

・ワークシートに取り組んでいただいたところで、視点ごとの取り組み状況を
自分なりに4段階で評価し、五角形の頂点を線でつないでみましょう。
・プロジェクトが進んだところで改めて評価を書き込み、自分たちの事業の進化を確認しましょう。
・よくできているところ、もうひとがんばりというところを改めて再認識し、
次のステップを考えるための参考にしてください。

《チェックのめやす》
0： まだ気がついていない
1： 気がついている
2： 着手している
3： かなり進めている

視点2視点5

視点4 視点3

視点1

0

1

2

3

「日本食文化ナビ BOOK」の使い方

HOW TO USE

「NOTE」で自己診断ができたら、次はウィークポイント
を解決する段階となります。地域の事例から、具体的に
どのような取り組みが功を奏したか、どうやって解決した
かのヒントを「BOOK」で見つけましょう。机上の空論
ではなく、実際の現場で得られている体験からこそ得られ
る気づきやヒントがあるはずです。

【 第2部  ヒント集 】

チェックできなかった
項目に取り組むための
ヒントになるように、各
項目ごとに成功のポイ
ントをご紹介します。

POINT
同じ視点・同じチェック
項目でも、それに取り組
む方法は一様ではあり
ません。わがまちの状
況に照らし合わせながら、
ヒントを活用してはどう
でしょう。

POINT

それぞれの地域の、具
体的にどのような取り
組みが功を奏したか、
どうやって解決したのか、
そのヒントを見つけてみ
てください。

POINT

地域の
弱み・強みが
わかるね！

【 第1部  地域事例 】

ここでは、「食」を活用
して地域活性化に取
り組む国内の事例を取
り上げ、その取り組み
の経緯や歴史、取り
組みの成功ポイント
や課題克服の手法に
ついて、詳しく解説し
ます。

POINT

最初から順番に読む
必要はありません。先
ずは第1部の地域の事
例を読んでみる、また
気になる内容を第2部
からピンポイントで探し
てみるなど、使い方に
よって様々な気づきが
あることでしょう。使い
やすい方法で利用して
みてください。

POINT
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農林水産省大臣官房政策課食ビジョン推進室

TEL: 03-3502-5516 
FAX: 03-3508-4080
E-mail: syoku_vision@nm.maff.go.jp

【お問い合わせ先】

http://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/vitalization

食文化　地域活性化
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フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

栄養免疫学特論【隔年】 1・2前 2 1

栄養教諭論特論【隔年】 1・2前 2 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

公衆栄養学特論【隔年】 1・2前 2 1

福祉行政論特論 1前 1 1

健康管理学研究特論 1・2前 1 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

栄養疫学特論 1通 2 1

健康情報解析実践論 ※ 1前 1.1 1

身体活動と栄養【隔年】※ 1・2前 0.5 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

栄養教育論特論【隔年】※ 1・2前 0.7 1

健康政策学特論【隔年】 1・2後 1 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

（論文指導） 1～2 ― ―

実践管理栄養特別実習Ⅰ 1通 3 1

実践管理栄養特別実習Ⅱ 2通 3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※ 1前 0.3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※ 1後 0.3 1

病態栄養生理学特論 1前 1 1

病態栄養生理学研究特論【隔年】 1・2後 1 1

臨床医学スキルアップ実習 1通 1 1

ＰＯＳ演習※ 1前 0.7 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

健康情報解析実践論 ※ 1前 0.9 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

（論文指導） 1～2 ― ―

実践管理栄養特別実習Ⅰ 1通 3 1

実践管理栄養特別実習Ⅱ 2通 3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※ 1前 0.3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※ 1後 0.3 1

応用栄養学特論【隔年】※ 1・2後 1.1 1

臨床実習Ⅰ 1後 4 1

臨床実習Ⅱ 2前 4 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※ 1前 0.3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※ 1後 0.3 1

臨床栄養学特論【隔年】 1・2後 2 1

ＰＯＳ演習※ 1前 0.7 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

（論文指導） 1～2 ― ―

食物栄養科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食物栄養科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

栄養学特論【隔年】※ 1・2前 1.1 1

身体活動と栄養【隔年】※ 1・2前 0.7 1

（論文指導） 1～2 ― ―

実践管理栄養特別実習Ⅰ 1通 3 1

実践管理栄養特別実習Ⅱ 2通 3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※ 1前 0.3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※ 1後 0.3 1

応用栄養学特論【隔年】 ※ 1・2後 0.9 1

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平29.4）

16 専 講師
脇本　景子
ワキモト　　　 ケイコ

＜令和4年9月＞

医学博士

5日

5日

家政学士

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平27.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平30.4）

5日

博士
（理学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（昭59.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平17.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平2.4）

5日

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平16.4）

5日博士
（医学）

博士
（保健衛生学）

博士
（食品栄養学）

博士
（家政学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平21.4）

専 准教授
土生　敏行
　ハブ　　　 　トシユキ

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平27.4）

栄養学特論【隔年】※ 1・2前 0.9 1

大滝　直人
オオタキ　　　ナオト

＜令和4年4月＞

専 准教授
岸本　三香子
キシモト　　   　ミ　カ　コ　

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

鞍田　三貴
クラ  タ　　　　　ミ　キ

＜令和4年4月＞

専 准教授
大平　耕司
オオ　ヒラ　　　コウジ

＜令和4年4月＞

7 専 准教授

別記様式第3号（その2の1）

教　　　　　員　　　　　の　　　　　氏　　　　　名　　　　　等

（食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻　(M) ）

調
書
番
号

専任
等

区分
職位 年齢

保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

配当年次
担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

博士
（家政学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（昭49.4）

10 専 准教授

9

11

1 専 教授
(研究科長)

高橋
タカハシ　

　享子
キョウコ

＜令和4年4月＞

8

教授
松井　徳光
　マツイ　　　　トクミツ

＜令和4年4月＞

2

3 専

専 准教授
仲谷　照代
ナカタニ　　　　テルヨ

＜令和4年4月＞

教授

5 専

4 専 教授

5日

6 専 教授
倭　英司
ヤマト　　エイジ

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平18.4）

専 教授
（専攻長）

林
ハヤシ　

　宏一
コウイチ

＜令和4年4月＞

農学博士

前田　佳予子
マエ　ダ　  　　　カ　ヨ　コ

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平25.4）

5日

博士
（医学）

内藤　義彦
ナイトウ　　　　ヨシヒコ

＜令和4年4月＞

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平17.4）

5日12

15 専 講師
小林　知未
コバヤシ　　 　トモミ

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

講師
（令2.4）

5日栄養教育論特論【隔年】※ 1・2前 0.7 1

14 専 准教授
山本　周美
ヤマモト 　　　シュウミ

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平18.4）

5日

博士
（学校教育学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

講師
（平29.4）

5日食教育実践論 1後 2 1

13 専 准教授
松永　哲郎
マツナガ　　　テツロウ

＜令和4年4月＞

博士
（人間・環境学）

教員名簿―2



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

調
書
番
号

専任
等

区分
職位 年齢

保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

配当年次
担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

給食経営管理特論【隔年】 1・2後 2 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※ 1前 0.3 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※ 1後 0.3 1

ＰＯＳ演習※ 1前 0.7 1

22 兼任 講師
上田　由美子
　ウエダ　　　　ユ　ミ　コ

＜令和4年4月＞

松浦　寿喜
マツウラ　　　トシキ

＜令和4年4月＞

20 兼担 准教授
北村
キタムラ

（鷲尾
ワシオ

）真理
　マ　リ

＜令和4年4月＞

21 兼担 講師
今村　友美
イマムラ　　　　トモミ

＜令和4年4月＞

29 兼任 講師
池永
イケナガ

　昌之
マサユキ

＜令和4年4月＞

医学士

博士
（食物栄養学）

28 兼任 講師
横路　三有紀
 ヨコ　ロ　 　　　ミ　ユ　キ

＜令和4年4月＞

博士
（栄養学）

博士
（医学）

27 兼任 講師
鉾立　容子
ホコタテ　　　　ヨウコ

＜令和4年4月＞

修士
（食物栄養学）

23 兼任 講師
堀内　理恵
ホリウチ　　　　リ　エ

＜令和4年4月＞

博士
（食物栄養学）

25

24 兼任 講師
菅本
スガモト

　一臣
カズオミ

＜令和4年4月＞
医学博士

1 1 淀川キリスト教病院
副医務部長
（平2.6）医療倫理特論 1前 1 1

高齢医学特論 1前

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※ 1前 0.2 1

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※ 1後 0.2 1

医療法人尚和会
宝塚第一病院栄養部

管理栄養士
（平23.4）

エビデンス臨床栄養学演習Ⅰ ※

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平6.4）

18 兼担 教授
義澤　克彦
ヨシザワ　　　カツヒコ

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

食環境科学特論

食品安全科学特論【隔年】

1前

1・2前

2 1

2 1

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平29.4）

17 兼担 教授 薬学博士

食品衛生学特論【隔年】

健康食品学特論

1・2前

2後

2 1

2 1

博士
（医学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平18.4）

栄養ケア食品特論【隔年】※ 1・2前 10.7

武庫川女子大学
食物栄養科学部

講師
（平21.4）

栄養ケア食品特論【隔年】※ 1・2前 10.7

エビデンス臨床栄養学演習Ⅱ ※

1前

1後

0.3 1

0.3 1

武庫川女子大学
短期大学部食生活学科

准教授
（平26.4）

大阪大学大学院
医学系研究科

教授
（平9.1）

身体活動と栄養【隔年】※ 1・2前 0.4 1

関西福祉科学大学
保健医療学部

教授
（平23.4）

身体活動と栄養【隔年】※ 1・2前 0.4 1

生物統計学 1前 1 1

兼任 講師
野村　卓生
　ノムラ　　　　　タクオ

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

武庫川女子大学
短期大学部食生活学科

講師
（平27.4）

栄養教育論特論【隔年】※ 1・2前 0.7 1

26 兼任 講師
福井　敬祐
　フクイ　　　　ケイスケ

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

広島大学大学院先進理
工系学研究科

准教授
（令2.8）

武庫川女子大学
短期大学部食生活学科

准教授
（平21.4）

0.7 1

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平30.4）

19 兼担 教授
戸田
ト　　ダ

　登
ト

志
シ

也
ヤ

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

栄養ケア食品特論【隔年】※ 1・2前

教員名簿―3



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食物栄養学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

博士
（医学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平18.4）

5日8 専 准教授
山本　周美
ヤマモト 　　　シュウミ

＜令和4年4月＞

7 専 准教授
仲谷　照代
ナカタニ　　　　テルヨ

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平30.4）

5日

博士
（理学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平27.4）

5日

医学博士

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平25.4）

5日

3 専 教授
前田　佳予子
マエ　ダ　  　　　カ　ヨ　コ

＜令和4年4月＞

博士
(保健衛生学)

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平17.4）

5日

教授
松井　徳光
　マツイ　　　　トクミツ

＜令和4年4月＞

教授
倭　英司
ヤマト　　エイジ

＜令和4年4月＞

4 専

5 専

6 専 准教授
大平　耕司
オオ　ヒラ　　　コウジ

＜令和4年4月＞

農学博士

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平2.4）

5日

2 専 教授
内藤　義彦
ナイトウ　　　　ヨシヒコ

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平16.4）

5日

博士
（家政学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（昭49.4）

5日

配当年次
担当
単位
数

年間
開講
数

1 専
教授

(研究科
長)

高橋
タカハシ　

　享子
キョウコ

＜令和4年4月＞

別記様式第3号（その2の1）

教　　　　　員　　　　　の　　　　　氏　　　　　名　　　　　等

（食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻　(D) ）

調
書
番
号

専任
等

区分
職位 年齢

保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

現　職
（就任年月）

教員名簿―4



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

食品衛生学特論【隔年】 1・2前 2 1

健康食品学特論 2後 2 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

食品化学特論【隔年】 1・2前 2 1

バイオビジネス特論【隔年】 1・2前 1 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

食品開発学特論【隔年】 1・2後 2 1

フードビジネス学特論【隔年】 1・2前 1 1

メニュー開発特論【隔年】 1・2後 1 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

食品機能学特論【隔年】 1・2前 2 1

食品製造学特論【隔年】 1・2前 2 1

栄養ケア食品特論【隔年】※ 1・2前 0.7 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

調理科学特論【隔年】 1・2後 2 1

食品機器分析学特論【隔年】 1・2後 2 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

食品安全科学特論【隔年】 1・2前 2 1

リスク評価学特論【隔年】 1・2後 2 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

比較食文化特論【隔年】 1・2前 1 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

分子栄養学特論【隔年】 1・2前 2 1

フードモレキュラーバイオロジー【隔年】 1・2前 1 1

（論文指導） １～２ ― ―

食創造科学特別実験Ⅰ 1通 6 1

食創造科学特別実験Ⅱ 2通 6 1

栄養ケア食品特論【隔年】※ 1・2前 0.7 1

研究倫理学特論※ 1前 1.1 1

グローバルフード学特論【隔年】 1・2後 1 1

研究倫理学特論※ 1前 0.9 1

食品産業論特論【隔年】 1・2前 1 1

12 専 講師
今村
イマムラ

　友美
トモミ

＜令和4年4月＞

博士
(食物栄養学)

栄養ケア食品特論【隔年】※ 1・2前 0.7 1

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平21.9）

5日

食品加工学特論【隔年】 1・2後 2 1

醸造学特論【隔年】 1・2後 1 1

14 兼担 教授
倭
ヤマト

　英司
エイジ

＜令和4年4月＞

医学博士 病態栄養生理学特論 1前 1 1

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平25.4）

15 兼任 講師
福井
フクイ

　敬祐
ケイスケ

＜令和4年4月＞

博士
(理学)

生物統計学 1前 1 1
広島大学大学院先進理
工系学研究科　准教授

（令2.8)

9 専 准教授
北村
キタムラ

（鷲尾
ワシオ

）真理
マ　　リ

＜令和4年4月＞

博士
(医学)

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（平18.4）

5日

11 専 准教授
髙野
タカノ

　義彦
ヨシヒコ

＜令和4年4月＞

博士
(農学)

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（令2.4）

5日

13 兼担 教授
松井
マツイ

　徳光
トクミツ

＜令和4年9月＞

農学博士

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平2.4）

8 専 教授
蓬田
ヨモギダ

　健太郎
ケンタロウ

＜令和4年4月＞

7 専 教授
吉田
ヨシダ

　徹
トオル

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平29.4）

5日

薬学博士

博士
(医学)

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平16.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平6.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平21.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（令2.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平30.4）

Ph.D.
(米国)

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平19.9）

5日

博士
（医学）

博士
（農学）

6 専 教授
義
ヨシ

澤
ザワ

　克彦
カツヒコ

＜令和4年4月＞

2 専 教授
有井
アリ　イ

　康博
ヤスヒロ

＜令和4年4月＞

教授
鈴木
スズキ

　靖
ヤス

志
シ

＜令和4年4月＞

専 教授5

4 専 教授

Ph.D.
（米国）

3 専

別記様式第3号（その2の1）

教　　　　　員　　　　　の　　　　　氏　　　　　名　　　　　等

（食物栄養科学研究科　食創造科学専攻　(M) ）

調
書
番
号

専任等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

配当年次
担当

単位数
年間

開講数
現　職

（就任年月）

1 専 教授
(専攻長)

松浦
マツウラ

　寿
トシ

喜
キ

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

准教授
（令2.4）

5日博士
（社会科学）

10 専 准教授
佐藤
サトウ

　滋之
シゲユキ

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平10.4）

5日
博士
(農学)

5日
博士

（工学）

升井
マスイ

　洋至
ヒロ　ノリ

＜令和4年4月＞

戸田
ト　　　ダ

　登
ト

志
シ

也
ヤ

＜令和4年4月＞

教員名簿―5



フリガナ

氏  名

＜就任（予定）年月＞

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

食創造科学特殊演習 1前 1 1

論文指導Ⅰ 1前 1 1

論文指導Ⅱ 1後 1 1

論文指導Ⅲ 2前 1 1

論文指導Ⅳ 2後 1 1

論文指導Ⅴ 3前 1 1

論文指導Ⅵ 3後 1 1

Ph.D.
(米国)

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平19.9）

5日6 専 教授
吉田
ヨシダ

　徹
トオル

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平16.4）

5日
博士

(医学)

5 専 教授
義
ヨシ

澤
ザワ

　克彦
カツヒコ

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

7 専 教授
蓬田
ヨモギダ

　健太郎
ケンタロウ

＜令和4年4月＞

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平29.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（令2.4）

5日

4 専 教授
戸田
　ト　ダ

　登
ト

志
シ

也
ヤ

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平30.4）

5日

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平21.4）

5日

3 専 教授
鈴木
スズ　キ

　靖
ヤス

志
シ

＜令和4年4月＞

Ph.D.
（米国）

2 専 教授
有井
アリ　イ

　康博
ヤスヒロ

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

薬学博士

武庫川女子大学
食物栄養科学部

教授
（平6.4）

5日

配当年次
担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

1 専
教授

(専攻長)
松浦
マツウラ

　寿
トシ

喜
キ

＜令和4年4月＞

別記様式第3号（その2の1）

教　　　　　員　　　　　の　　　　　氏　　　　　名　　　　　等

（食物栄養科学研究科　食創造科学専攻　(D) ）

調
書
番
号

専任
等

区分
職位 年齢

保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教員名簿―6



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 人 3人 2人 1人 6人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 3人 3人 1人 人 人 7人

修 士 人 人 人 人 人   人 人 人

学 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 1人 人 人 人 2人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 4人 4人 4人 2人 1人 15人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 1人 　　人 人 1 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

別記様式第３号（その３）

合 計

専任教員の年齢構成・学位保有状況

（注）

教 授

准 教 授

講 師

助 教

(食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻（M）)

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

教員名簿―7



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 人 人 3人 2人 5人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 2人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人   人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 2人 人 3人 2人 8人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 　　人 人  人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

准 教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

(食物栄養科学研究科　食物栄養学専攻（D）)

教 授

教員名簿―8



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 2人 5人 1人 人 8人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 3人 人 人 人 3人

修 士 人 人 人 人 人   人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 人 人 人 人 1人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1人 5人 5人 1人 人 12人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 　　人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

准 教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

(食物栄養科学研究科　食創造科学専攻（M）)

教 授

教員名簿―9



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 2人 3人 2人 人 7人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人   人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 2人 3人 2人 人 7人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 　　人 人 人

短期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

准 教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

別記様式第３号（その３）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

(食物栄養科学研究科　食創造科学専攻（Ｄ）)
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